
教育に新聞を教育に新聞を
2022年度

実践報告書

北海道NIE推進協議会編

教
育
に
新
聞
を

教
育
に
新
聞
を

２
０
２
２
年
度 

実
践
報
告
書

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
編



教育に新聞を 2022

～ＮＩＥ～

「生きる力」を育むために
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〇主体的・対話的で深い学び

〇体験的な活動

〇言語能力の育成

〇地域・家庭との連携



２２００２２２２年年度度「「北北海海道道 NIE 実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに寄寄せせてて

北海道 NIE 推進協議会

会長 菊池 安吉

（日本 NIE 学会理事）

ＮＩＥ実践報告書「第２６集」を刊行することになりました。

今年度の実践校３７校の先生方が、全道各地において地域や学校の立地条件、児童・生徒

・学生の実態などを考慮し、創意工夫したＮＩＥの実践の成果と課題がまとめられています。

報告書には、２０２０年から順次実施された学習指導要領の改訂の趣旨を踏まえて、「主体的

・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の取組が多数掲載されています。昨年度に引

き続き新型コロナウィルス感染拡大の波を受けて、学級閉鎖や学年閉鎖、オンライン授業な

ど数々の制約の下で学校行事や授業形態など多くの変更を余儀なくされました。その中でも、

創意工夫を重ね「生きる力 学びの、その先へ」「社会に開かれた教育課程」をより具体化し、

目指す資質・能力を整理し、新聞活用をしたＮＩＥの実践が全道各地で行われました。

２０２２年度のＮＩＥ活動で特筆すべき事項は、記念誌「北海道ＮＩＥ２５年のあゆみ」

が発刊されたことです。１９９６年に産声を上げた「北海道ＮＩＥ推進協議会」は、各地区

セミナーや２度の全国大会札幌大会開催を経て見事に成長してきました。草創期のメンバー

であったアドバイザーの方々や事務局の苦労は、並大抵のものではなかったと想像されます。

その土台があって現在の「北海道ＮＩＥ」の実践につながっています。全国の５分の１を占

める８万３４２４ の広大な面積を持つ北海道には、小さな都府県が１０数個入るほどの広

がりがあります。ＮＩＥの裾野を広げるために、全道各地で活動している実践校の取組をま

とめたものが、この実践報告書です。

今回の実践報告の中には、２０２１ NIE 全国大会札幌大会のスローガン「家庭・教室・地域を

結ぶ」を継承し、ＮＩＥの実践を通して育てたい力を学校経営計画の中に位置づけた取組も見ら

れます。別海町のように、月に一度の「新聞の日」を設定して町内の児童生徒全員が新聞に触れ、

学びの土台づくりの取組もあります。また、全校上げての継続的な取組が学力向上の一助となって

いることを実感した教職員集団の報告もあります。学校全体で実践することの効果と有用性が証明

されてます。さらに、小・中学校のつながりや地域との連携、高大連携、探求活動の中で新聞を

活用した実践も見られました。学校司書との協力・連携、児童生徒会の委員会活動と連動した

り、特別支援学級や高等支援学校でも実践も多くなってきました。今後、紙媒体とデジタル

の活用をどのように進めていくか、新たな実践課題もありますが、実践の成果と課題を共有

しながら今後の NIE の広がりに期待します。

例年、北海道各地で開催されてきた「ＮＩＥセミナー」は、新型コロナウィルス感染拡大

を受けて、今年度も開催が制限されました。初の離島開催となった「宗谷セミナー」（会場：

礼文小学校）では、オンライン開催により、荒天でフェリーが欠航したために現地に足を運

ぶことができなかった参加者の交流ができたことと大学生の参加などもあり、例年とは違う

光景が見られました。「ＮＩＥの種蒔き」を継続し、メディア・リテラシーを身につけさせ、

批判的な思考を育て、新聞の持つ信頼性や一覧性のよさを改めて再確認したいと思います。

最後に「実践報告書」の発刊に当たったＮＩＥ事務局をはじめ、ＮＩＥ実践校の先生方、

新聞関係者の皆さんに大変お世話になりましたことを報告しお礼申し上げます。
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１．はじめに 

  本本校校はは、、北北海海道道札札幌幌市市のの東東区区にに位位置置ししてておおりり、、各各

学学級級１１学学年年、、全全校校児児童童６６７７名名のの小小規規模模特特認認校校ででああるる。。

ままたた、、札札幌幌唯唯一一のの小小中中併併置置校校でであありり、、次次年年度度かかららはは

「「札札幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園」」ととししてて新新たたななスス

タターートトをを切切るる。。  

  

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校はは、、小小規規模模特特認認校校ののたためめ、、ほほぼぼ変変わわららぬぬメメンン

ババーーでで９９年年間間をを過過ごごすすここととににななるる。。環環境境がが変変わわららなな

いいたためめ安安心心ししてて学学校校生生活活をを送送れれるる一一方方でで、、ずずっっとと一一

緒緒だだかかららここそそ集集団団ををよよりりよよくくししてていいここううとといいうう意意

識識やや社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識をを高高めめてていいくくここ

ととがが難難ししいい実実態態ももああっったた。。そそここでで、、新新聞聞をを活活用用すするる

ここととでで社社会会をを知知りり、、社社会会にに目目をを向向けけ、、社社会会にに参参画画しし

よよううととすするる子子どどももたたちちににししたたいいとと思思いい、、今今年年度度かからら

NNIIEE 教教育育実実践践指指定定校校ととししてて取取組組ををススタターートトししたた。。そそ

のの第第一一歩歩ととししてて、、GGIIGGAAススククーールル構構想想にによよりり一一人人一一台台

端端末末がが実実現現ししたたののでで、、今今年年度度ははデデジジタタルルととアアナナロロググ

のの両両面面かからら新新聞聞ををどどののよよううにに活活用用ででききるるののかかをを探探

るるここととににししたた。。  

 

３．実践の内容 

①①  新新聞聞オオリリエエンンテテーーシショョンン  

  子子どどももたたちちにに新新聞聞をを読読んんだだここととががああるるかかをを聞聞いい

たたととこころろ、、ほほととんんどどのの家家庭庭でで新新聞聞をを取取っってておおららずず、、

読読んんだだここととががなないい児児童童がが多多いいここととがが分分かかっったた。。そそここ

でで、、ままずずはは新新聞聞のの特特徴徴やや読読みみ方方をを知知るるたためめにに、、５５年年

生生国国語語科科「「新新聞聞をを読読ももうう」」とと関関連連ささせせてて、、オオリリエエンン

テテーーシショョンンのの時時間間をを取取っったた。。じじっっくくりりとと新新聞聞のの記記事事

をを読読むむここととでで、、ななんんととななくくししかか知知ららななかかっったた新新聞聞のの

 

 

をを詳詳ししくく知知るるここととががでできき、、多多くくのの児児童童がが新新聞聞にに興興味味

ををももつつよよううににななっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②② 朝朝のの会会ででのの新新聞聞記記事事紹紹介介  

新新聞聞のの特特徴徴やや読読みみ方方ががわわかかっったたととこころろでで、、新新聞聞をを

読読むむ機機会会をを全全員員にに作作るるたためめにに、、日日直直のの当当番番活活動動ととしし

てて朝朝のの新新聞聞記記事事紹紹介介をを行行ううここととににししたた。。毎毎日日、、日日直直

がが一一つつのの記記事事をを選選びび、、要要約約しし、、感感想想をを発発表表すするる。。発発

表表後後はは、、みみんんなながが見見らられれるるととこころろにに掲掲示示しし、、繰繰りり返返

しし読読むむここととががででききるるよよううににししたた。。当当番番活活動動ににすするるここ

ととでで、、学学級級全全員員がが新新聞聞にに親親ししむむここととががでできき、、朝朝かからら

教教室室でで新新聞聞をを読読むむ子子どどももたたちちのの姿姿がが見見らられれるるよようう

ににななっっててききたた。。 

 

 

 

 

 

  

  

      

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

デデジジタタルルととアアナナロロググのの融融合合  

〜〜必必要要なな情情報報をを必必要要なな方方法法でで集集めめ、、活活用用ででききるる子子どどももたたちちにに〜〜  
                  札札幌幌市市立立福福移移小小学学校校  教教諭諭  福福本本  勇勇太太  
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③③ ククララススルルーームムでで新新聞聞記記事事をを紹紹介介  

本本学学級級でではは、、毎毎日日、、一一日日のの予予定定やや連連絡絡ををククララススルル

ーームムにに書書きき込込むむよよううににししてておおりり、、子子どどももたたちちはは、、登登

校校すするるととすすぐぐににククララススルルーームムをを確確認認しし、、一一日日のの目目標標

をを入入力力ししてていいるる。。ククララススルルーームムをを活活用用すするる習習慣慣がが身身

にに付付いいたたののでで、、デデジジタタルルででもも新新聞聞にに親親ししめめるるよよううにに、、

連連絡絡ととととももにに教教師師かからら一一日日一一つつ新新聞聞記記事事をを紹紹介介すす

るるここととににししたた。。記記事事をを読読んんだだらら、、ココメメンントトにに感感想想をを

書書くくここととににししてていいるる。。当当番番ででははななくく、、時時間間ががああるるとと

ききにに読読んんででみみててねねとと伝伝ええたたととこころろ、、少少ししずずつつ感感想想をを

書書きき込込むむ子子がが増増ええててききてておおりり、、デデジジタタルルででもも新新聞聞をを

読読むむ習習慣慣がが身身にに付付いいててききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④ 国国語語科科のの学学習習ととししてて北北海海道道新新聞聞小小学学生生新新聞聞ググララ

ンンププリリにに挑挑戦戦  

新新聞聞とといいううメメデディィアアにに普普段段かからら親親ししむむよよううにになな

っったたここととでで、、学学習習ののままととめめととししてて「「新新聞聞をを作作りりたたいい」」

とといいうう声声がが子子どどももたたちちかからら上上ががるるよよううににななっったた。。そそ

ここでで、、国国語語科科「「みみんんなながが過過ごごししややすすいい町町へへ」」「「新新聞聞をを

読読ももうう」」とと関関連連ささせせてて、、自自分分たたちちがが考考ええたた「「札札幌幌市市

民民みみんんなながが過過ごごししややすすいい町町ににすするるたためめにに大大切切ななここ

とと」」をを新新聞聞ににままととめめ、、小小学学生生新新聞聞ググラランンププリリにに応応募募

ししたた。。情情報報をを集集めめるる際際ににはは、、新新聞聞、、イインンタターーネネッットト、、

取取材材ななどどささままざざままなな方方法法のの中中かからら自自分分でで選選択択しし、、主主

体体的的にに情情報報収収集集すするる姿姿がが見見らられれたた。。ままたた、、記記事事をを書書

くく際際ににはは、、北北海海道道新新聞聞社社にに出出前前授授業業ををおお願願いいしし、、新新

聞聞のの作作りり方方をを教教ええててももららっったた。。新新聞聞ののププロロにに教教ええてて

ももららううここととでで、、新新聞聞ををよよりり深深くく知知るるここととががでできき、、新新

聞聞作作りりにに熱熱中中すするる姿姿がが見見らられれたた。。学学校校賞賞ををいいたただだきき、、

新新聞聞をを通通ししてて達達成成感感もも感感じじるるここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤ 社社会会科科「「情情報報産産業業ととわわたたししたたちちののくくららしし」」ににおお

けけるる活活用用  

社社会会科科のの学学習習でではは、、新新聞聞ののテテレレビビ欄欄をを活活用用ししたた。。

今今ののテテレレビビはは、、ボボタタンンひひととつつでで番番組組表表がが表表示示さされれ、、

見見たたいい番番組組をを簡簡単単にに選選ぶぶここととががででききるる。。そそののたためめ、、

子子どどももたたちちはは新新聞聞ののテテレレビビ欄欄ををじじっっくくりりとと読読んんだだ

ここととががななかかっったた。。そそここでで、、テテレレビビででははどどんんなな番番組組をを

放放送送ししてていいるるののかかをを知知るるたためめにに、、一一人人一一つつ新新聞聞をを手手

にに取取りり、、テテレレビビ欄欄ををじじっっくくりりとと読読みみ込込んんででみみたた。。すす

るるとと、、「「『『NN』』ととかか『『天天』』っってていいううママーーククががたたくくささんんああ

るる。。」」「「みみんんななががテテレレビビをを見見るるここととががででききるる時時間間帯帯にに

人人気気ののババララエエテティィーー番番組組をを放放送送ししてていいるるののででははなな

いいかか。。」」「「よよくく見見たたららすすごごいいたたくくささんんのの番番組組がが一一日日でで

放放送送さされれてていいるる。。」」「「ニニュューーススはは一一日日のの中中でで何何回回もも放放

送送さされれてていいるる。。」」ななどど、、今今ままでで気気付付かかななかかっったたここととにに

気気付付くくここととががででききたた。。  
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４．成果と課題 

（１）成果 

①①  情情報報収収集集のの手手段段をを広広げげたた新新聞聞  

 一一人人一一台台端端末末のの実実現現にによよりり、、子子どどももたたちちはは、、「「どどのの

よよううなな方方法法でで情情報報をを集集めめるるかか。。」」をを考考ええるるとときき、、イインン

タターーネネッットトがが最最もも身身近近なな情情報報取取集集手手段段ととななっってていい

たた。。ももちちろろんん、、イインンタターーネネッットトはは瞬瞬時時ににささままざざままなな

情情報報をを集集めめらられれるる便便利利なな方方法法だだがが、、便便利利ででああるるががゆゆ

ええににそそれれ以以外外のの方方法法をを子子どどももたたちちがが選選択択ししななくくなな

っってていいたた実実態態ももああっったた。。日日頃頃かからら新新聞聞にに触触れれ、、新新聞聞

ににははイインンタターーネネッットトととはは違違ううよよささががああるるここととにに気気

付付いいたたここととでで、、情情報報収収集集のの場場面面ににおおいいてて、、新新聞聞をを活活

用用ししたたりり、、図図書書室室のの本本をを活活用用ししたたりり、、イインンタターーネネッッ

トトをを活活用用ししたたりりとと、、自自分分たたちちでで調調べべるる方方法法をを選選択択しし

てて学学ぶぶ姿姿がが見見らられれるるよよううににななっったた。。ままたた、、「「イインンタターー

ネネッットトだだとと、、ササイイトトにによよっっててはは信信用用ででききなないいももののもも

ああるるねね。。」」「「新新聞聞はは、、記記者者のの方方がが取取材材ししてていいるるかからら信信

用用ででききるるよよねね。。」」とと、、たたくくささんんああるる情情報報ををそそののまままま使使

ううののででははななくく、、情情報報がが信信用用ででききるるももののななののかかをを考考ええ、、

取取捨捨選選択択すするるここととががででききるるよよううににななっっててききたた。。今今でで

はは、、教教室室にに行行くくとと当当たたりり前前ののよよううにに新新聞聞をを読読んんででいい

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  新新聞聞をを通通ししてて生生ままれれたた社社会会参参画画のの意意識識  

  毎毎日日、、新新聞聞記記事事をを通通ししててささままざざままなな社社会会のの出出来来事事

にに触触れれ、、社社会会をを知知るるここととでで、、学学校校外外ののここととにに目目をを向向

けけるるここととががででききるるよよううににななっっててききたた。。教教室室にに行行くくとと、、

「「先先生生、、２２月月かかららままたた値値上上げげでですすねね。。」」「「ココロロナナがが２２

類類かからら５５類類ににななるるみみたたいいでですすけけどど、、ママススククがが個個人人のの

判判断断はは難難ししいい気気がが……。。」」「「ここのの前前のの暴暴風風雪雪ででけけががししたた

人人ががいいたたんんでですすねね。。」」ななどど、、社社会会ののここととにに興興味味ををももつつ

姿姿ががたたくくささんん見見らられれるるよよううににななっったた。。そそうういいっったた視視

野野のの広広ががりりかからら、、「「自自分分たたちちもも学学んんだだここととをを学学校校外外

にに発発信信ししててみみたたいい」」とといいうう思思いいがが生生ままれれ、、小小学学生生新新

聞聞ググラランンププリリへへのの挑挑戦戦ににつつななががっったた。。小小規規模模校校ででああ

るるががゆゆええにに、、一一人人一一人人がが自自分分ののよよささをを発発揮揮しし、、力力をを

伸伸ばばししてていいけけるるとといいううよよささががああるる一一方方でで、、そそのの力力をを

発発揮揮すするる場場面面ががななかかななかかなないいとといいうう実実態態ががああっったた。。

新新聞聞ののおおかかげげでで、、学学校校でで身身にに付付けけたたここととをを学学校校内内でで

終終わわららせせるるののででははななくく、、学学校校外外でで発発揮揮ししよよううととすするる

思思いいがが生生ままれれ、、子子どどももたたちちのの世世界界がが広広ががっったた。。  

  

③③  他他学学年年へへのの広広ががりり  

  ５５年年生生がが日日直直のの当当番番活活動動ととししてて取取りり組組んんででいいるる

新新聞聞記記事事をを廊廊下下にに掲掲示示ししてていいたたととこころろ、、「「わわたたししたた

ちちのの学学年年ででもも新新聞聞のの取取組組ををししててみみたたいいののでですすがが、、一一

緒緒にに取取りり組組んんででももいいいいでですすかか。。ももっっとと社社会会にに目目をを向向

けけるる子子どどももたたちちににななっっててほほししいいんんでですす。。」」とといいうう声声

ををいいたただだいいたた。。そそここでで、、廊廊下下にに新新聞聞記記事事ココーーナナーーをを

設設置置しし、、他他のの学学年年もも見見るるここととががででききるるよよううににししたた。。
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一一年年間間取取りり組組んんででききたたここととでで、、他他のの学学年年ででもも新新聞聞にに

興興味味ををももつつ児児童童がが見見らられれるるよよううににななっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④④  係係活活動動へへのの広広ががりり  

 新新聞聞のの取取組組はは、、係係活活動動ににもも広広ががっったた。。普普段段かからら新新

聞聞にに触触れれててききたたここととでで、、「「係係活活動動でで学学級級新新聞聞をを作作っっ

たたらら楽楽ししいいののででははなないいかか」」とといいうう意意見見がが出出さされれ、、前前

期期ににははななかかっったた「「新新聞聞係係」」がが後後期期にに発発足足ししたた。。タタブブ

レレッットト端端末末ででみみんんななににアアンンケケーートトをを取取っったたりり、、直直接接

取取材材ををししたたりりししてて情情報報をを集集めめ、、月月にに１１〜〜２２回回、、紙紙のの

新新聞聞ととデデジジタタルルのの新新聞聞をを発発行行ししてていいるる。。新新聞聞がが、、「「学学

級級ををよよりり楽楽ししくく豊豊かかににすするる」」ここととにに繋繋ががっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

①①  各各教教科科ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用  

 日日頃頃かからら新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを作作るるここととでで多多くくのの

成成果果ががああっったた一一方方、、各各教教科科ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用ににつつ

いいててはは課課題題がが残残っったた。。社社会会科科以以外外のの教教科科ででははななかかなな

かか実実践践すするるここととががででききななかかっったた。。今今年年度度のの取取組組をを通通

ししてて新新聞聞がが身身近近ななメメデディィアアのの一一つつににななっったたののでで、、次次

はは、、新新聞聞をを各各教教科科ににおおいいててどどののよよううにに活活用用ししてていいくく

ののかか、、各各教教科科でで新新聞聞をを活活用用すするるここととででどどののよよううなな資資

質質・・能能力力をを育育むむここととががででききるるののかかをを考考ええてていいききたたいい。。  

  

②②  義義務務教教育育学学校校ととししててのの取取組組へへ  

 一一年年間間取取りり組組んんででききたたここととでで、、他他学学年年ににもも新新聞聞のの

取取組組がが広広ががっったたがが、、ままだだ学学校校ととししててのの取取組組ににははななっっ

てていいなないい。。本本校校はは、、次次年年度度かからら「「義義務務教教育育学学校校」」とと

ししてて新新たたななススタターートトをを切切るる。。小小中中一一貫貫校校、、小小規規模模特特

認認校校とといいうう学学校校のの特特徴徴をを生生かかしし、、中中学学生生（（次次年年度度かか

ららはは７７年年生生〜〜９９年年生生））もも含含めめ、、１１年年生生〜〜９９年年生生のの全全

ててのの学学年年でで取取りり組組んんででいいけけるるよよううににししたたいい。。  

 

５．おわりに 

 新新聞聞をを活活用用すするるここととでで、、子子どどももたたちちのの世世界界はは大大きき

くく広広ががるる。。学学校校はは小小ささなな社社会会でであありり、、子子どどももたたちちはは

小小ささなな社社会会人人ととししててたたくくささんんののここととをを学学校校でで学学ぶぶ

がが、、学学校校内内でで完完結結ししててししままううこことともも少少ななくくなないい。。学学

習習ののままととめめととししてて新新聞聞をを作作るるここととががああるるとと思思ううがが、、

ななんんととななくく作作っってて掲掲示示ししてて終終わわりりとといいううここととががなな

いいだだろろううかか。。そそれれでではは、、社社会会にに参参画画ししよよううととすするる子子

どどももたたちちににははななららなないい。。普普段段かからら新新聞聞にに触触れれるるこことと

でで新新聞聞ととははどどののよよううななももののかかをを知知るるここととががでできき、、情情

報報をを活活用用すするる力力ががつつきき、、そそししてて新新聞聞記記事事をを通通ししてて社社

会会ののここととをを知知るるここととががででききるる。。社社会会をを知知りり、、社社会会がが

分分かかるるここととでで、、自自らら社社会会にに関関わわろろううととすするる態態度度をを育育

むむここととががででききるる。。今今回回、、NNIIEE 実実践践指指定定校校ととししててたたくく

ささんんのの新新聞聞にに触触れれるる機機会会ををいいたただだきき、、子子どどももたたちちのの

視視野野はは間間違違いいななくく広広ががっったた。。新新聞聞をを通通ししてて、、情情報報のの

信信頼頼度度をを考考ええるるよよううににななっったた。。いいろろいいろろなな情情報報収収集集

のの方方法法かからら、、自自分分でで選選択択ししてて学学ぶぶよよううににななっったた。。そそ

ししてて、、社社会会をを知知りり、、社社会会とと関関わわろろううととすするる姿姿がが見見らら

れれるるよよううににななっったた。。小小規規模模校校だだかかららここそそ、、学学校校でで身身

ににつつけけたた力力をを学学校校外外でで発発揮揮しし、、社社会会にに参参画画すするる子子どど

ももたたちちににななっってていいっっててほほししいいとと願願っってていいるる。。そそれれをを

実実現現すするる一一つつのの重重要要ななツツーールルがが、、新新聞聞ででああるるここととをを

実実感感ししたた一一年年だだっったた。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、2277 学学級級  児児童童数数約約 990000 名名でで、、中中央央区区のの中中

ででもも大大規規模模校校とと呼呼ばばれれるる学学校校ででああるる。。「「心心がが動動くく学学

校校～～ああここががれれととあありりががととううででつつななががるるみみどどりりっっ子子」」

をを重重点点にに教教育育活活動動をを進進めめてていいるる。。日日常常のの授授業業研研究究をを

推推進進すするるににああたたりり、、研研究究主主題題をを「「学学びびにに自自分分のの意意志志

ををももつつ子子」」、、副副主主題題をを「「自自己己決決定定力力をを高高めめるる」」ととしし、、

子子どどももがが自自分分自自身身のの行行動動をを決決めめるるととききにによよりりよよいい

行行動動をを選選択択ででききるるよよううにに研研究究をを進進めめてていいるる。。  

  新新聞聞はは国国語語科科ななどどのの教教育育課課程程ににもも含含ままれれてていいるるここ

ととももあありり、、そそのの場場合合はは活活用用すするるここととががああるる。。ししかかしし、、

子子どどももににととっっててはは、、絵絵のの具具ののととききにに机机にに敷敷くくももののやや

遊遊びびにに使使ううももののととししててののイイメメーージジがが強強くく、、新新聞聞のの中中

身身ののよよささのの実実感感はは薄薄いい。。ままたた学学習習でで使使ううここととももささるる

ここととななががらら、、新新聞聞でで他他のの人人のの考考ええにに触触れれるるここととでで、、

本本校校のの研研究究副副主主題題ででああるる、、「「自自己己決決定定力力」」をを高高めめてていい

ききたたいいとと考考ええてていいるる。。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.新聞に対する意識調査 

  本本実実践践をを行行ううににああたたりり、、児児童童がが日日常常かかららどどれれだだけけ

新新聞聞にに親親ししんんででいいるるかか、、新新聞聞にに対対ししててどどののよよううななここ

ととをを思思っってていいるるののかかのの調調査査をを GGooooggllee  ffoorrmmをを利利用用しし

たたアアンンケケーートトでで行行っったた。。以以下下がが結結果果とと分分析析ででああるる。。

((３３４４人人がが回回答答))  

設設問問１１：：新新聞聞をを家家ででととっってていいまますすかか。。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 設問２：新聞は好きですか。 

 

 

 

 

 

 

    

  設設問問３３：：新新聞聞ののよよいいととこころろどどんんななととこころろでですすかか。。  

  ・・いいろろいいろろなな情情報報がが５５分分でで分分かかるる欄欄ががああるるこことと  

  ・・自自分分ののペペーーススでで読読めめるるこことと  

  ・・ととくくにになないい  

  ・・テテレレビビをを観観ななくくててもも((見見逃逃ししててもも))情情報報がが手手にに入入  

    るるこことと  

  ・・見見出出ししがが大大ききくくててすすぐぐわわかかるるととこころろ  

  ・・子子どどもも新新聞聞がが読読みみややすすいい  

  ・・面面白白いい  

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

        新新聞聞をを読読んんでで自自分分のの考考ええのの幅幅をを広広げげるる  

                  札札幌幌市市立立緑緑丘丘小小学学校校  教教諭諭  長長谷谷川川  美美雪雪  
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設設問問４４：：新新聞聞ののああままりり良良くくなないいととこころろははどどここでですすかか。。  

・・いいっっぱぱいい文文字字がが書書いいててあありり、、分分かかりりににくくいい  

・・なないい  

・・字字がが小小ささいい  

・・記記事事とと記記事事のの仕仕切切りりがが分分かかりりににくくいい  

・・直直近近ののニニュューーススがが載載っってていいなないい  

・・漢漢字字がが多多くくてて読読めめなないい  

・・開開ききににくくいい  

((記記述述順順にに意意味味ははあありりまませせんん))  

  

アアンンケケーートト調調査査かからら、、半半数数以以上上のの家家庭庭でで新新聞聞ををとと

っってておおららずず、、読読むむ機機会会ががなないいここととががわわかかっったた。。ままたた

新新聞聞はは大大人人がが読読むむももののととししててのの意意識識がが強強いい。。子子どどもも

新新聞聞もも見見たたここととががなないい子子がが多多くく、、情情報報ははテテレレビビでで知知

るるここととがが多多いい。。((社社会会科科のの学学習習かからら))  

 

３．実践の内容 

目的 

① 新聞に親しみを感じる 

② 考えを広げ、自分の行動を決める力を高める 

 

意意識識調調査査でではは、、新新聞聞がが子子どどももににととっっててああままりり身身近近

ででははなないいここととがが明明ららかかににななっったた。。「「新新聞聞はは字字がが多多くく、、

読読むむ気気ににななららなないい。。」」「「難難ししいいここととばばかかりり書書いいててああるる

かかららテテレレビビのの方方がが分分かかりりややすすいい。。」」とといいうう考考ええかからら

もも、、新新聞聞にに親親ししみみ、、「「読読んんででみみよよううかかなな。。」」とといいうう意意

識識がが芽芽生生ええるるここととをを目目指指すす。。ささららにに、、自自校校のの研研究究かか

ららもも他他のの小小学学生生やや中中学学生生のの考考ええにに触触れれ、、考考ええをを広広げげ、、

自自分分のの行行動動をを決決めめるる力力のの高高ままりりをを目目指指すす。。そそののたためめ

ににはは、、日日常常的的にに新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを設設けけるるこことと、、新新

聞聞のの中中ででもも読読みみややすすいいとと感感じじるる文文をを選選択択すするる必必要要

ががああるる。。ネネッットト上上ににもも様様々々なな人人がが書書いいたた文文がが載載っってて

いいるるがが、、作作者者不不詳詳でであありり、、信信憑憑性性がが低低いい。。そそれれにに比比

べべてて新新聞聞ははははっっききりりとと書書いいたた人人のの名名前前がが載載っってていい

るるこことと、、適適切切なな言言葉葉でで述述べべらられれてていいるるここととかからら今今回回

のの実実践践でではは新新聞聞をを活活用用すするるここととがが最最適適だだとと考考ええたた。。  

朝朝のの会会やや時時間間がが空空いいたた時時ななどどのの１１００～～１１５５分分間間

でで１１００回回ほほどどのの実実践践をを重重ねねたた。。初初めめはは記記事事をを紹紹介介しし

たた後後、、ペペアアトトーークク((隣隣のの人人とと話話すす活活動動))でで話話すすここととをを

何何度度かか積積みみ重重ねねたた。。そそここかからら、、班班ででののトトーーククやや、、全全

体体ででのの発発表表ににつつななげげてていいっったたああとと、、「「書書くく」」活活動動をを取取

りり入入れれるるここととととししたた。。実実際際にに紙紙にに自自分分のの考考ええをを書書いい

たた実実践践をを取取りり上上げげるる。。  

実践 

 『新聞を読んで書いてみよう』１         １５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

             2022.7.5北海道新聞 

子子どどももとと教教師師ののややりり取取りり         
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以以下下にに子子どどももがが書書いいたた文文章章をを載載せせるる。。  

賛賛成成意意見見  

 

 

 

 

 

 

T みんなの家の近くに、野良猫っているかな？ 
半数以上が手を挙げる 

C 魚の内臓をあげたことがある 
C えさあげたことがある 
T そうなんだね。今日はある記事を読んで、自分

の考えを書いてね 
T 読む 
C 難しい 
C この人に賛成 
C 他の方法で助けられると思う 
C でも、餌をあげないのはかわいそうかも 
T 考えたことをそのまま書いてみよう 
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反反対対意意見見  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

どどちちららででももなないい  

 

 

 

 

 

 

『新聞を読んで書いてみよう』２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.1.05 朝日新聞 

 

自分の生活に関わる題材を選択した。    １０分 
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 一一つつ目目のの実実践践よよりり、、自自分分のの生生活活とと比比べべててのの記記述述がが

増増ええたたここととがが分分かかるる。。  

  

４．成果と課題 

成成果果  

・・「「今今ままでで～～だだっったたけけどど」」やや「「ここれれかからら～～ししてていいききたた

いい。。」」とと自自分分のの生生活活とと関関係係ささせせてて考考ええてていいるる人人がが増増

ええたた。。  

  

・・野野良良猫猫のの実実践践でではは、、新新聞聞にに書書かかれれてていいるるももののをを何何

ででもも鵜鵜呑呑みみににすするるののででははななくく、、「「批批判判的的ににみみるる」」視視点点

がが情情報報教教育育ににつつななががっってていいくくとと感感じじたた。。  

  

・・子子どどもものの実実態態にに合合わわせせてて記記事事をを活活用用すするるここととでで、、

学学級級経経営営ににももつつななががるる。。実実際際ににいいるる人人のの考考ええだだかからら

ここそそ、、よよりり現現実実的的にに受受けけ止止めめらられれるる良良ささがが新新聞聞ににああ

るる。。  

  

  

  

  

  

課課題題  

・・書書いいてて終終わわりりににななっっててししままっったたののでで、、ももうう少少しし交交  

  流流場場面面をを増増ややすすととよよりり考考ええがが広広ががるる。。  

  

・・１１００分分～～１１５５分分だだととししててもも日日常常的的にに時時間間をを確確保保すす  

  るるののがが難難ししいいとと感感じじてていいるる。。  

  

・・正正直直、、新新聞聞離離れれをを感感じじてていいるる。。テテレレビビのの方方がが情情報報  

  分分かかりりややすすいいとといいうう児児童童がが多多いい。。  

  

  

  今今回回のの実実践践ににああたたっってて、、北北海海道道新新聞聞、、毎毎日日新新聞聞、、

朝朝日日新新聞聞をを中中心心にに教教材材をを探探ししたた。。時時事事をを敢敢ええてて取取りり

上上げげずずにに実実践践をを行行っったたがが、、新新聞聞はは様様々々なな年年代代のの様様々々

なな考考ええにに出出合合ええるるここととがが分分かかっったた。。学学級級経経営営でで大大切切

ににししてていいるる「「挨挨拶拶」」「「感感謝謝のの言言葉葉」」「「相相手手意意識識」」「「自自分分

かからら」」ななどどにに関関わわるる考考ええ方方やや、、高高学学年年でで生生ままれれるる悩悩

みみ「「恋恋愛愛」」「「友友達達関関係係」」「「勉勉強強」」ななどどのの考考ええ方方をを知知るる

ここととががででききるる。。新新聞聞のの良良ささににつついいてて改改めめてて感感じじらられれ

たた実実践践ででああっったた。。  
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１．はじめに 

 本本校校はは札札幌幌市市東東区区にに位位置置すするる中中規規模模のの学学校校ででああ

るる。。今今年年度度はは「「一一人人一一人人ががキキララリリ輝輝くく子子のの育育成成」」にに

重重点点にに置置きき、、学学ぶぶ力力のの育育成成にに向向けけたた教教育育活活動動をを行行っっ

てていいるる。。具具体体的的なな改改善善策策のの取取組組ととししてて「「子子どどももたたちち

がが必必要要感感ををももっってて関関わわりり合合うう対対話話のの工工夫夫」」ににつついいてて

共共通通理理解解をを図図りり、、全全教教職職員員でで推推しし進進めめてていいるる。。  

  そそここでで、、本本校校のの目目的的ととすするる教教育育活活動動をを推推しし進進めめるる

手手段段ととししてて、、新新聞聞活活用用のの有有効効性性をを探探っったた。。NNIIEE 実実践践

校校初初年年度度ととししてて次次のの２２点点をを重重点点にに教教育育活活動動をを行行っっ

たた。。新新聞聞にに親親ししみみななががらら子子どどももたたちちがが主主体体的的にに学学ぶぶ

姿姿をを目目指指すすこことと。。ままたた、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで、、必必

要要感感ををももっってて学学びび合合うう姿姿をを醸醸成成すするるこことと。。ここれれらら２２

点点をを通通ししてて、、子子どどももたたちちがが必必要要感感ををももっってて関関わわりり合合

うう対対話話がが成成立立すするる学学びびににななっってていいるるかかをを検検証証ししてて

いいくく。。   

 
２.児童（生徒）の様子 

  素素直直でで明明朗朗なな児児童童・・生生徒徒がが多多くく、、ののびびののびびとと学学校校

生生活活をを送送っってておおりり、、仲仲間間とと協協力力しし集集団団行行動動ややききままりり

をを遵遵守守すするる姿姿勢勢ももみみらられれるる。。一一方方、、自自らら進進んんでで問問題題

をを発発見見しし解解決決ししよよううととすするる主主体体的的・・積積極極的的にに取取りり組組

むむ意意欲欲がが課課題題ででああるる。。  

  本本校校のの児児童童はは新新聞聞をを読読むむ機機会会ががああるる子子はは少少ななくく、、

新新聞聞にに初初めめてて触触れれるる子子もも多多いい。。国国語語のの学学習習でで新新聞聞のの

特特徴徴やや読読みみ方方ななどどをを学学習習ししてていいるるがが、、実実際際ににはは新新聞聞

をを継継続続的的にに読読んんだだここととががなないい子子がが多多くく、、親親ししむむ機機会会

がが必必要要ででああっったた。。幸幸いい日日常常生生活活ででテテレレビビななどどをを通通しし

てて、、社社会会面面やや地地域域面面のの話話題題にに関関心心ががああるる子子もも少少ななかか

ららずずいいるる。。学学びびにに対対ししてて子子どどももたたちちのの関関心心がが広広ががるる

姿姿やや新新聞聞にに親親ししむむ姿姿、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで意意欲欲的的  

 

にに学学びび合合うう姿姿をを期期待待ししてていいるる。。    

  

３．実践の内容 

 新新聞聞をを活活用用ししたた教教育育活活動動をを行行ううにに当当たたりり、、新新聞聞にに

触触れれるる機機会会がが初初めめててのの子子がが多多いいののでで、、次次のの２２点点をを基基

本本ととししてて、、新新聞聞活活用用をを行行っったた。。１１つつ目目はは、、日日常常的的にに

触触れれるる機機会会をを確確保保すするるこことと。。２２つつ目目はは、、学学習習活活動動のの

中中でで新新聞聞をを活活用用すするる必必然然性性ををももっったた上上でで行行ううこことと。。

実実践践内内容容はは以以下下のの４４点点ででああるる。。  

  

①①  学学ぶぶ意意欲欲をを喚喚起起すするる掲掲示示物物  

 新新聞聞ににどどんんなな話話題題がが書書かかれれてていいるるののかかをを知知ららなな

いい子子がが多多いいとといいうう実実態態ががああっったた。。そそここでで、、日日常常的的にに

新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを確確保保ししつつつつ、、視視覚覚的的なな面面かからら学学

ぶぶ意意欲欲をを喚喚起起すするるここととををねねららいい、、環環境境整整備備をを行行っったた。。

 

 上上記記ののよよううにに、、見見ててほほししいい記記事事をを壁壁にに掲掲示示ししたた。。

記記事事のの内内容容ははいいじじめめ撲撲滅滅、、地地域域のの話話題題ななどど、、学学ぶぶ必必

要要性性ののああるるももののをを選選択択ししたた。。ままたた、、記記事事ににはは、、着着目目

点点にに罫罫線線やや一一言言ななどどをを添添ええ、、全全文文をを読読ままななくくててもも把把

握握ででききるるよよううににししたた。。幸幸いい、、教教室室隣隣がが図図書書室室でであありり、、

児児童童がが通通行行すするるここととももりり、、掲掲示示場場所所にに適適ししてていいたた。。

 

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたた分分かかるる・・ででききるる・・楽楽ししいい学学習習のの展展開開  
                        札札幌幌市市立立明明園園小小学学校校  教教諭諭    檜檜  克克博博  

 

16



全全校校児児童童ににもも新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを得得るる事事ががでできき、、学学

習習とと社社会会ととのの接接点点をを自自然然とと知知るる機機会会ににななっったた。。  

②②  新新聞聞活活用用をを広広げげるる IICCTT機機器器のの活活用用  

 朝朝読読書書やや授授業業中中にに関関連連すするる記記事事ににつついいてて子子どどもも

達達にに配配付付しし、、読読んんででももららっったた。。そそのの際際にに、、新新聞聞記記事事

のの PPDDFF をを GGooooggllee ククララススルルーームムにに掲掲示示しし、、そそれれぞぞれれ

がが同同じじ記記事事をを読読むむここととををししたた。。以以前前ででああれればば、、必必要要

なな記記事事をを切切りり抜抜きき、、印印刷刷ををししてて配配布布ししてていいたた。。IICCTT機機

器器のの活活用用にによよっってて、、配配布布がが容容易易だだとといいううこことととと学学びび

のの履履歴歴をを残残すす事事ががででききるるとといいうう利利点点ががああっったた。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実実践践１１  国国語語：：聞聞いいてて考考ええをを深深めめよようう  

  話話しし手手のの目目的的やや自自分分がが聞聞ここううととすするる意意図図にに応応じじ

てて、、話話のの内内容容をを捉捉ええ、、話話しし手手のの考考ええとと比比較較ししななががらら、、

自自分分のの考考ええををままととめめるる学学習習ででああるる。。新新聞聞記記事事をを読読んん

でで、、自自分分のの考考ええををままととめめたた。。そそししてて、、各各班班でで交交流流後後

にに、、自自分分のの考考ええがが変変わわっったたののかかをを GGooooggllee フフォォーームム

ズズにに記記入入しし、、自自動動集集計計ししたたももののをを子子どどももたたちちとと共共有有

ししたた。。  

 

＜＜子子どどもも達達のの声声＞＞  

・・ここここのの班班ででははママススククをを付付けけなないい生生活活にに戻戻れれるる人人がが

多多いいんんだだななぁぁとと思思っったた。。  

・・話話しし合合っっててみみててもも、、自自分分のの意意見見はは変変わわららなないい。。ググ

ルルーーププののメメンンババーーにに目目かからら下下ををココンンププレレッッククススにに

思思っってていいるる人人ももいいるるとといいうう、、意意見見にに共共感感ししままししたた。。  

・・戻戻れれなないい人人がが多多かかっったたしし、、ややっっぱぱりりママススククはは無無理理

にに外外ささななくくててももいいいいとと思思うう。。  

・・班班でで話話しし合合っってて、、戻戻れれなないいかからら分分かかららなないいにに変変わわ

っったた。。そそのの場場所所ににももよよるるしし、、ああままりりじじぶぶんんのの顔顔でで判判

断断すするる人人ははいいなないいかかななとと思思っったたかかららでですす。。  

・・ママススククををすすれればば素素顔顔がが見見ええななくくててメメリリッットトだだけけどど、、

初初対対面面だだとと顔顔がが分分かかららなないいかからら顔顔をを覚覚ええててももららええ

なないいデデメメリリッットトももああるる。。  

  

  以以上上かからら分分かかるるよよううにに、、子子どどもも達達はは多多方方面面かかららよよ

くく考考ええらられれたた発発言言ををししてていいるる。。自自分分とと立立場場がが異異ななるる

意意見見のの違違いいをを認認識識しし、、理理由由をを理理解解ししよよううととししてていいるる。。

単単純純にに両両極極端端のの違違いいをを感感じじてていいるるわわけけででははななくく、、

様様々々なな考考ええ方方ががああるるここととにに気気付付いいてていいるる。。  

  ここののよよううにに、、IICCTT はは瞬瞬時時にに多多くくのの考考ええをを集集約約すするる

特特性性をを持持っってていいるるここととかからら、、学学習習環環境境整整備備のの容容易易ささ

だだけけででははななくく、、子子どどもも達達のの学学びびににおおいいててもも思思考考力力をを

育育ててるるここととにに寄寄与与すするるここととががででききるるとと言言ええるるだだろろ

うう。。  

  

③③  教教育育課課程程でで新新聞聞をを活活用用すするる必必然然性性ををももたたせせるる  

 小小学学校校でではは様様々々なな教教科科間間でで学学習習のの関関連連をを踏踏ままええ、、

季季節節やや地地域域のの実実態態をを活活かかししたた教教育育活活動動がが行行わわれれてて

いいるる。。子子どどもも達達がが主主体体的的にに学学習習すするるたためめににはは、、児児童童

のの実実態態をを把把握握しし、、学学ぶぶ上上でで必必然然性性ををももたたせせるるここととにに

力力をを置置いいてていいるるここととがが多多いい。。新新聞聞活活用用すするる際際ににはは、、

学学んんででいいるる内内容容とと関関連連をを図図りり、、実実生生活活ででどどののよよううなな

形形でで表表れれてていいるるののかかをを見見ええるるよよううににししてていいるる。。  

  

実実践践２２  社社会会：：子子育育てて支支援援のの願願いいをを実実現現すするる政政治治  

 政政策策のの内内容容やや計計画画かからら実実施施ままででのの過過程程、、法法令令やや予予

算算ととのの関関わわりりななどどにに着着目目ししてて、、国国やや地地方方公公共共団団体体のの

政政治治のの取取組組とと国国民民生生活活をを関関連連付付けけるる学学習習ででああるる。。  

 

  

  

  

  

  

  

  

読売新聞 
2022 年 5 月 31 日 

北海道新聞 2022 年 6 月 1 日 
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  自自分分たたちちのの暮暮ららししにに関関わわるる重重要要政政策策ははどどののよようう

にに決決議議さされれてていいるるののかかをを知知ららなないいとといいうう実実態態ががああ

っったた。。そそここでで、、市市議議会会報報告告ににつついいてて新新聞聞記記事事ににああっっ

たたののでで、、子子どどももたたちちにに GGooooggllee ククララススルルーームムでで見見るる

よよううにに活活用用ししたた。。  

  

＜＜子子どどもも達達のの声声＞＞  

・・本本当当にに決決めめてていいるるんんだだ。。  

・・市市議議会会議議員員ささんんをを初初めめてて知知っったた。。  

・・学学校校ににククーーララーーをを付付けけるるここととをを決決めめてていいるるななんんてて

驚驚いいたた。。  

・・自自分分たたちちののくくららししののここととをを考考ええてて決決めめてていいるるこことと

がが分分かかっったた。。  

  

  以以上上ののよよううにに、、教教科科書書でで学学んんだだここととがが実実際際のの生生活活

ででどどののよよううににつつななががっってていいるるののかかはは、、新新聞聞記記事事ででなな

けけれればば知知るるここととががででききなないい。。教教科科書書ににはは書書いいててなないい

ののでで、、自自分分のの実実生生活活ととのの関関連連をを図図るるううええでで有有効効ななツツ

ーールルととななっったた。。  

  

実実践践３３  総総合合：：ととももにに生生ききるる（（福福祉祉））  

  社社会会ににはは様様々々なな方方がが暮暮ららししてておおりり、、知知るるここととをを通通

ししてて自自分分ががどどののよよううにに関関わわっってていいくくののかかをを考考ええるる

ここととをを学学習習のの目目的的ととししてていいるる。。  

  子子どどももたたちちはは、、障障ががいいををももっってて暮暮ららししてていいるる方方やや

高高齢齢者者のの方方のの暮暮ららししのの実実態態をを知知ららなないいののでで、、映映像像視視

聴聴やや疑疑似似体体験験ををすするるここととでで学学びびをを深深めめたた。。  

当当事事者者のの話話をを聞聞くく活活動動をを行行おおううとと考考ええてていいたたがが、、

ココロロナナ禍禍でで難難ししいいここととももあありり、、新新聞聞記記事事をを扱扱ううこことと

にによよっってて、、暮暮ららししぶぶりりやや思思いいにに迫迫るるここととをを意意図図ししてて

扱扱っったた。。  

  

        

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  体体験験をを通通ししたた学学習習ををししてていいるるののでで、、子子どどももたたちちはは

分分かかっったた気気ににななっってていいるる子子がが多多いい。。「「目目がが見見ええなないい

ここととはは怖怖いい。。」」「「歩歩くくののもも大大変変だだ。。」」とといいううここととはは感感じじ

てていいるる。。ししかかしし、、実実際際ははそそうういいううももののででははななくく、、他他

のの人人とと楽楽ししみみ方方がが違違ううここととやや周周囲囲のの誤誤解解かからら困困っっ

ててししままうう経経験験ががああるるここととがが、、記記事事をを通通ししてて理理解解をを深深

めめてていいたた。。特特にに、、新新聞聞記記事事がが取取材材にに基基づづくく生生のの声声をを

ききちちんんとと届届けけてていいるる特特徴徴ががああるるののでで、、当当事事者者のの実実際際

をを学学ぶぶ良良いい機機会会ににななっったた。。  

  

④④  答答ええののなないい学学びびをを自自分分事事ととししてて考考ええるる  

  学学校校のの学学びびににはは解解ががああるるももののがが多多いい中中、、実実際際のの社社

会会問問題題ににはは簡簡単単にに答答ええがが出出なないいももののがが多多いい。。ままずずはは

自自分分のの立立場場をを決決めめるるここととやや仲仲間間とと話話しし合合ううここととでで、、

様様々々なな考考ええ方方にに触触れれるる機機会会をを増増ややししてていいくく活活動動をを

行行っったた。。  

  

実実践践４４  国国語語：：  筆筆者者のの考考ええをを読読みみ取取りり、、社社会会とと生生きき

方方ににつついいてて話話しし合合おおうう  

  文文章章をを読読んんでで理理解解ししたたここととにに基基づづいいてて、、自自分分のの考考

ええををままととめめ、、意意見見のの交交流流ををししななががらら自自分分のの考考ええをを広広

げげるる学学習習ででああるる。。  

  教教科科書書をを扱扱うう前前にに学学習習すするる題題材材ととししてて自自分分のの考考

ええををままととめめるる経経験験ををすするるこことととと、、意意見見のの交交流流をを通通しし

てて様様々々なな考考ええ方方をを知知るる楽楽ししささをを経経験験ししたた。。そそれれはは、、

ココロロナナ禍禍ででママススクク生生活活ををししてていいるる中中、、今今後後自自分分ははどど

ののよよううににすすべべききかかをを考考ええるる学学習習をを行行っったた。。  

北海道新聞  
2022 年 12 月 09 日 

北海道新聞 2022 年 6 月 8 日 
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 ５５月月ににすすででにに扱扱っったた新新聞聞記記事事をを再再度度活活用用ししたた。。なな

ぜぜ同同じじ記記事事をを活活用用ししたたかかとといいううとと、、ママススクク着着用用ににつつ

いいてて社社会会のの認認識識のの変変化化をを捉捉ええ、、仲仲間間ととのの話話しし合合いいにに

よよっってて自自分分のの思思考考のの変変化化をを認認識識ししてていいくくだだろろううとと

考考ええたたかかららででああるる。。  

  記記事事をを再再度度読読んんでで話話しし合合っったた後後、、下下記記のの「「どどうう思思

いいまますすかか」」とといいうう記記事事をを読読んんでで、、様様々々なな立立場場をを知知るる

ここととががででききたた。。  

  

  

＜＜子子どどももたたちちがが書書いいたた考考ええのの一一部部＞＞  

・・戻戻れれるる→→ココロロナナががははややるる前前ははみみんんななママススククををししてて

いいななかかっったたかからら。。  

・・戻戻れれなないい→→今今のの生生活活にに慣慣れれててししままっったたしし、、今今ははママ

ススククをを家家以以外外でで外外すすととななるるとと、、あありりええなないいとといいうう気気

持持ちちににななっっててししままっったたかからら。。  

・・分分かかららなないい→→ママススクク生生活活にに慣慣れれすすぎぎててママススククをを外外

ししてて顔顔をを見見せせるるここととがが恥恥ずずかかししいいけけれれどど、、みみんんなながが

ママススククをを外外ししてていいたたらら戻戻れれるるかかももししれれなないい。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  上上記記はは学学習習前前後後にに行行っったた GGooooggllee フフォォーームムズズでで表表

ししたたアアンンケケーートトのの割割合合ででああるる。。５５月月学学習習時時ににはは、、ママ

ススククののなないい生生活活にに戻戻れれなないいがが約約半半数数をを占占めめてていいたた。。

ままたた、、１１１１月月のの学学習習前前でではは全全ててがが拮拮抗抗ししてていいたた。。学学

習習後後、、「「戻戻れれるる」」がが約約半半数数くくららいいにに増増ええたた。。  

  以以上上ののここととかからら分分かかるるよよううにに、、新新聞聞記記事事をを活活用用しし

てて話話しし合合っったたここととでで子子どどももたたちちにに迷迷いいやや思思考考のの変変

化化がが生生ままれれ、、自自分分事事ととししてて考考ええてていいたた。。  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

  今今年年度度、、新新聞聞をを活活用用すするるここととをを通通ししてて、、自自分分自自身身

とと社社会会ととののつつななががりりのの視視点点をを広広げげ、、必必要要感感ををももっってて

関関わわりり合合うう対対話話がが成成立立すするる学学びびををすするるここととががでできき

たた。。  

①①  IICCTTのの活活用用にによよるる記記事事配配付付、、集集約約のの手手軽軽ささ  

  ②②  学学習習にに新新聞聞活活用用のの必必然然性性ををももたたせせるる  

  ③③  自自分分のの立立場場をを決決めめ、、思思考考をを促促すす活活動動  

上上記記のの３３点点よよううにに、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで、、「「分分かか

るる・・ででききるる・・楽楽ししいい学学習習」」のの展展開開にに寄寄与与すするるここととがが

ででききたた。。今今後後もも主主体体的的にに学学ぶぶ一一つつのの方方法法ととししてて、、可可

能能なな範範囲囲でで新新聞聞をを活活用用ししてていいききたたいい。。  

（（２２））課課題題  

  記記事事をを読読みみ解解くく難難ししささががあありり、、個個人人差差ががああっったたのの

でで、、読読みみ込込むむ場場所所をを限限定定ししたたりり、、子子どどももたたちちがが理理解解

ししたたりりででききるるももののににししたた。。子子どどももたたちちがが主主体体的的にに学学

ぶぶ上上でで、、継継続続ししてて活活用用方方法法をを考考ええるる必必要要ががああるる。。  

①①  発発達達段段階階にに即即ししたた記記事事活活用用のの在在りり方方  

  ②②  学学ぶぶ必必然然性性がが伴伴うう記記事事活活用用のの在在りり方方  

  上上記記２２点点ののよよううにに、、小小学学生生ににおおいいててはは記記事事のの活活用用

のの在在りり方方ににはは慎慎重重ににししななけけれればばななららなないい。。読読むむこことと

ががででききるるこことととと理理解解ででききるるよよううににすするるここととがが、、主主体体

的的なな学学びびににはは大大切切なな条条件件ででああるるののでで、、今今後後もも大大切切にに

ししてていいききたたいい。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

  本本校校のの実実践践ににつついいてて北北海海道道新新聞聞のの記記事事にに掲掲載載しし

てていいたただだいいたた。。育育ててるる力力やや指指導導のの意意図図をを汲汲みみ取取っったた

取取材材ををししてていいたただだいいたた北北海海道道新新聞聞社社  森森田田記記者者にに

重重ねねてておお礼礼をを申申しし上上げげたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは平平成成２２９９年年度度にに開開校校１１２２００周周年年をを迎迎ええたた，，

歴歴史史ああるる学学校校ででああるる。。  

  今今年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ実実践践校校にに指指定定さされれ，，子子どどもも達達がが

新新聞聞をを身身近近ななももののととししてて感感じじらられれるるよよううなな取取組組をを

進進めめててははききたたもものののの，，ままだだそそのの活活動動はは細細々々ととししてておお

りり，，学学級級内内ででのの少少ししのの取取組組にに限限らられれてていいるる。。前前任任校校

ででのの実実践践ががああっったたたためめ，，ままずずはは同同様様ののここととををややっってて

みみよよううとと試試みみたた１１年年間間ででああっったた。。  

経経験験上上，，いいざざ実実践践校校ににななっったたかかららとといいっってて，，すすぐぐ

にに学学校校全全体体がが変変化化すするるももののででははなないいここととはは理理解解しし

てていいたたののでで，，ままずずはは学学級級内内にに新新聞聞のの文文化化をを浸浸透透ささせせ

よよううとと活活動動ししててききたた。。今今後後，，「「学学校校」」やや「「地地域域」」へへとと，，

少少ししででもも対対象象がが広広ががっってていいくくここととをを願願っってていいるる。。  

  紙紙媒媒体体ととししててのの新新聞聞にに触触れれるる機機会会はは，，図図工工やや書書道道

のの際際ののみみとと言言っっててもも過過言言ででははなないい。。児児童童ににととっってて，，

タタブブレレッットトがが欠欠かかせせぬぬ相相棒棒ととななっったた今今，，学学校校現現場場かか

ららはは新新聞聞がが急急速速にに失失わわれれつつつつああるる。。新新聞聞ににははどどののよよ

ううななよよささががああるるののかか，，小小学学生生ににととっってて，，紙紙ととデデジジタタ

ルルををどどののよよううにに使使いい分分けけるるののががよよいいののかかななどど，，様様々々

ななここととをを考考ええななががらら，，ここのの１１年年をを過過ごごししててききたた。。  

 

２.児童の様子 

  本本校校のの児児童童数数はは５５８８９９名名（（ＲＲ５５．．１１．．１１現現在在））でで

あありり，，市市内内一一のの規規模模だだがが，，年年々々減減少少ししててききてていいるる。。  

新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭はは，，おおよよそそ３３２２％％ととななっっ  

  

てておおりり，，新新聞聞離離れれがが著著ししいい。。一一方方，，市市内内ののほほぼぼ全全家家

庭庭とと近近郊郊のの町町（（約約１１７７万万部部））ににはは，，週週２２回回フフリリーーペペ

ーーパパーーががポポスステティィンンググさされれてておおりり，，ここれれをを新新聞聞とと思思

っってていいるる児児童童もも多多数数いいるる。。  

  本本校校ににはは，，所所謂謂「「フフリリーーススペペーースス」」とと言言わわれれるる場場

所所がが存存在在せせずず，，教教室室とと廊廊下下とと体体育育館館ののみみとといいっったた校校

舎舎ででああるる。。ココロロナナ禍禍ににおおいいててはは実実現現がが難難ししいいににせせよよ，，

子子どどもも達達がが自自由由にに集集ままっってて好好ききななここととががででききるる開開

放放的的なな空空間間ががなないい。。本本来来ででああれればば，，そそののよよううなな場場所所

にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置ででききれればば，，ももうう少少しし身身近近ななもも

ののととししてて新新聞聞をを手手にに取取るるここととももででききるるののかかももししれれ

なないい。。そそののたためめ，，図図書書室室のの一一角角をを貸貸ししてていいたただだきき，，

簡簡素素ななＮＮＩＩＥＥココーーナナーーをを設設けけたた。。学学校校司司書書にによよるるとと，，

展展示示のの仕仕方方ををいいろろいいろろとと工工夫夫ししててははいいるるもものののの，，なな

かかななかか足足をを止止めめてて新新聞聞をを手手ににすするる児児童童はは少少なないいとと

いいうう。。ししかかしし，，アアニニメメののキキャャララククタターーがが前前面面にに出出てて

くくるるよよううなな記記事事はは割割とと注注目目さされれるるここととがが多多いいととのの

ここととだだっったた。。  

  

本本校校児児童童のの新新聞聞購購読読のの割割合合  

低低学学年年  約約２２５５％％  中中学学年年  約約２２７７％％  

高高学学年年  約約４４３３％％  全全  体体  約約３３２２％％  

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

００かからら１１へへ  ～～学学校校にに新新聞聞をを持持ちち込込むむ中中でで感感じじたたこことと～～  
  

                  旭旭川川市市立立永永山山小小学学校校  教教諭諭  牧牧野野  広広太太    
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３．実践の内容 

①①  学学級級新新聞聞  

過過去去にに個個人人的的にに取取りり組組んんででいいたたももののでで，，本本校校

にに着着任任ししててかかららもも，，頃頃合合いいをを見見てて開開始始ででききなないい

かかとと考考ええてていいたた。。主主にに高高学学年年のの担担任任時時にに実実践践をを

重重ねねてていいたたたためめ，，今今年年度度６６年年生生をを担担任任すするるこことと

ににななりり，，ここここががチチャャンンススとと再再挑挑戦戦ししたた。。  

本本校校ににととっってて馴馴染染みみののなないい活活動動だだっったたたためめ，，

最最初初はは様様々々なな面面でで困困難難をを伴伴っったたがが，，少少ししずずつつハハ

ーードドルルをを上上げげてていいきき，，２２学学期期末末ににはは発発行行のの頻頻度度

もも高高ままりり，，学学級級内内はは全全員員分分，，そそのの他他全全ククララスス，，

全全職職員員にに子子どどもも達達がが配配布布ししてていいるる。。過過去去ににはは学学

級級全全員員でで取取りり組組んんだだここととももああっったたがが，，今今年年度度はは

係係でで製製作作すするるここととににししたた。。  

ひひととつつのの目目標標ととししてて，，全全国国ココンンククーールルにに応応募募

すするるここととををめめざざししてていいたたがが，，そそののココンンククーールルがが

前前年年度度でで終終了了ししたたとといいううここととがが１１２２月月ににななっってて

判判明明しし，，係係のの児児童童はは大大変変シショョッッククをを受受けけてていいたた。。

ししかかしし，，上上川川・・旭旭川川ＮＮＩＩＥＥ研研究究会会にに「「実実践践特特別別

賞賞」」ととししてて表表彰彰ししてていいたただだけけるるここととににななりり，，校校

長長室室でで賞賞状状をを受受けけ取取るるここととががででききたた。。  

ＮＮＩＩＥＥ実実践践校校ににななっったたここととでで，，よよりり新新聞聞がが身身

近近なな存存在在ととななりり，，みみんんななにに伝伝ええたたいいニニュューーススをを

選選択択すするる力力，，丁丁寧寧なな字字とと正正ししいい文文章章でで書書くく力力，，

情情報報をを発発信信すするる力力等等，，様様々々なな能能力力がが向向上上ししたたとと

感感じじてていいるる。。今今後後どどううななっってていいくくかかはは分分かかららなな

いいがが，，学学級級新新聞聞をを上上手手にに活活用用ささええででききれればば，，非非

常常にに効効果果的的なな取取組組だだとと考考ええてていいるるののでで，，形形ににここ

だだわわららずず，，実実態態にに照照ららしし合合わわせせてて次次年年度度以以降降もも

どどここかかでで継継続続すするる場場ががああれればばとと思思っってていいるる。。  
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②②  ままわわししよよみみ新新聞聞  

毎毎日日帰帰りりのの会会でで班班毎毎（（３３～～４４名名））にに発発表表ししてて

いいるる。。考考案案者者のの陸陸奥奥賢賢氏氏がが，，自自由由ににアアレレンンジジしし

てて活活動動ししててよよいいととのの旨旨ををおお話話さされれてていいるるののでで，，

そそのの言言葉葉をを都都合合良良くく受受けけ入入れれ，，本本来来のの方方法法ととはは

大大ききくく変変更更ししてて実実施施ししてていいるる。。学学級級のの実実態態にに合合

わわせせ，，そそししてて継継続続性性をを第第一一にに考考ええ，，無無理理ななくく楽楽

ししみみななががららややるるここととがが大大切切だだとと考考ええてていいるる。。  

  

      取取組組のの意意図図ととししてて，，次次ののよよううなな順順番番でで考考ええたた。。  

  

 

 

 

 

 

 

    改改めめてて，，国国語語科科のの重重要要ななポポイインントトがが網網羅羅さされれてて

いいるるここととがが分分かかるる。。僅僅かかなな期期間間ででははああっったたがが，，

６６年年生生ののここののタタイイミミンンググでで上上記記ののよよううなな力力をを

少少ししででもも向向上上ささせせるるここととにに，，ああるる程程度度のの意意義義はは

ああっったたとと考考ええてていいるる。。ままたた，，ココロロナナのの影影響響がが大大

ききいいののだだととはは思思ううがが，，ととににかかくく人人前前でで声声をを出出すす

ここととにに対対すするる抵抵抗抗がが非非常常にに大大ききかかっったたののでで，，

〈〈５５〉〉のの収収穫穫がが大大ききかかっったたとと感感じじてていいるる。。  

      実実践践校校ととななっったたここととでで，，様様々々なな新新聞聞がが届届くくよよ

ううににななりり，，学学ぶぶ土土壌壌がが豊豊かかににななっったたここととははよよかか

っったた。。通通常常のの授授業業ににププララススさされれるる要要素素がが大大ききくく，，

活活用用ででききるる場場面面がが増増ええたたここととはは，，そそれれななりりのの意意

義義ががああっったたとと考考ええてていいるる。。  

 

 

 

↑↑  学学期期ごごととにに項項目目ををレレベベルルアアッッププ。。

 

  〈〈１１〉〉広広くく社社会会にに目目をを向向けけててほほししいい。。  

  〈〈２２〉〉タタイイムムリリーーなな活活字字にに触触れれててほほししいい。。  

  〈〈３３〉〉情情報報をを選選びび詳詳ししくく読読むむ力力をを付付けけててほほししいい。。

  〈〈４４〉〉文文章章をを要要約約すするる力力をを付付けけててほほししいい。。  

  〈〈５５〉〉集集団団のの前前でで声声をを出出すす経経験験をを積積んんででほほししいい。。

  〈〈６６〉〉集集中中ししてて話話をを聞聞くく力力をを付付けけててほほししいい。。  
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４．成果と課題 

 本本校校でではは，，図図書書館館ににししかか新新聞聞をを置置くくここととががででききなな

いいここととかからら，，学学校校司司書書ににはは数数多多くくのの協協力力ををいいたただだいい

てていいるる。。児児童童がが実実際際にに新新聞聞にに触触れれるる場場面面をを直直接接見見てて

いいるる学学校校司司書書かからら聞聞いいたた話話ににはは，，本本校校のの実実態態をを踏踏まま

ええたた今今年年度度のの成成果果とと課課題題，，そそししてて今今後後のの本本校校ににおおけけ

るるＮＮＩＩＥＥ活活動動ののヒヒンントトががああるるとと感感じじたた。。  

  

～～司司書書教教諭諭かからら～～  

・・図図書書館館にに新新聞聞がが置置かかれれてていいててもも，，利利用用ししてていいるる様様

子子ははななくく，，何何がが置置かかれれてていいるるかか見見るる子子どどもももも少少なな

かかっったた。。ししかかしし，，授授業業でで利利用用ししててくくれれたた学学年年ががああ

っったたここととははよよかかっったた。。  

・・新新聞聞はは様様々々なな分分野野のの情情報報がが載載っってていいるるののでで，，ゆゆっっ

くくりり見見てていいけけばば児児童童もも興興味味ををももててるる内内容容もも多多いい

ととはは思思ううがが，，膨膨大大なな文文字字にに抵抵抗抗ががああるるよよううだだっったた。。

写写真真ににはは目目ががいいくくよよううだだがが，，文文章章がが長長いいとと何何ののニニ

ュューーススかか分分かかららなないいとといいうう声声もも聞聞かかれれたた。。  

・・本本校校のの児児童童はは読読書書のの習習慣慣ががああるる児児童童がが少少なないいとと感感

じじてていいてて，，文文字字だだけけのの本本はは敬敬遠遠さされれががちちででああるる。。

文文章章量量がが多多いいとと読読むむ気気持持ちちににななららなないいとといいううのの

はは，，新新聞聞もも同同じじななののかかももししれれなないい。。  

・・図図書書館館でで聞聞かかれれるる「「興興味味なないい」」とといいうう言言葉葉がが気気にに

ななるる。。本本をを薦薦めめててもも「「そそれれはは興興味味なないいかからら」」とと断断

らられれててししままいい，，好好ききななもものののの幅幅がが狭狭いいとと感感じじるる。。

「「文文字字をを読読むむののがが面面倒倒くくささいい」」とといいうう言言葉葉もも聞聞かか

れれ，，ここれれでではは新新聞聞ににははつつななががららなないいとと思思うう。。  

・・文文字字のの苦苦手手なな児児童童にに新新聞聞をを手手ににととっっててももららううににはは，，

仕仕掛掛けけをを工工夫夫ししななくくててははいいけけなないいとと感感じじてていいるる。。

漠漠然然とと見見せせててもも関関心心ををももっっててももららええなないい。。  

・・少少ししででもも世世のの中中ののここととをを知知っってて関関心心ををももっっててほほしし

いい。。情情報報ががたたくくささんんあありり複複雑雑なな世世のの中中ななののでで，，興興

味味関関心心ががなないいかかららとと無無知知ででいいるるここととでで，，世世のの中中とと

のの繋繋ががりりををももててななくくななっっててししままううののででははなないいかか

とと不不安安ににななるる。。様様々々なな知知識識をを得得るる中中でで思思考考をを広広げげ

ててほほししいい。。図図書書館館にに新新聞聞ががああるるとといいううここととがが，，誰誰

かかのの小小ささななききっっかかけけににななるるととよよいいとと思思っってていいるる。。  

  

最最後後のの話話ににすすべべててがが集集約約さされれてていいるるののででははなないいかか。。  

 
５．おわりに 

「「１１かからら１１００はは簡簡単単だだけけどど，，００かからら１１はは難難ししいい。。」」

そそんんなな話話ををよよくく聞聞くく。。大大昔昔かからら，，学学校校現現場場にに新新聞聞はは

ああれれどど，，ああままりり有有効効にに活活用用ででききなないいまままま，，紙紙はは一一見見

時時代代遅遅れれののよよううなな扱扱いいをを受受けけるるよよううににななっったた。。本本校校

ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥはは，，ととりりああええずず００ででははななくくななっったたとと

考考ええてていいるるののでで，，ああととははデデジジタタルル活活用用ととのの両両立立をを図図

りりななががらら歩歩みみをを進進めめてていいけけたたららとと思思っってていいるる。。  

学学校校司司書書のの話話ににああっったたよよううにに，，ここのの世世のの中中をを生生きき

るるののにに，，新新聞聞がが誰誰かかのの小小ささななききっっかかけけににななるるここととがが

ででききれればばそそれれでで十十分分だだとと感感じじてていいるる。。次次年年度度もも，，必必

要要だだとと感感じじたた時時にに，，すすっっとと新新聞聞をを手手にに取取るるここととががでで

ききるる環環境境ををつつくくりり出出すすここととかからら始始めめてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、全全校校児児童童５５３３名名のの小小規規模模校校ででああるる。。今今年年

度度かからら複複式式学学級級がが２２学学級級にに増増ええ、、児児童童のの減減少少はは進進んん

ででいいるるがが、、そそのの分分学学年年にに関関わわららずず広広くく交交流流ししてていいるる

様様子子がが伺伺ええるる。。校校舎舎はは海海やや漁漁港港にに近近いい立立地地ににあありり、、

周周囲囲ににはは牧牧場場もも多多いい土土地地柄柄でで軽軽種種馬馬産産業業もも盛盛んんなな

地地域域ででああるる。。  

今今年年度度のの重重点点目目標標をを『『創創造造力力とと創創造造力力をを育育みみ、、

経経験験をを活活かかししたた教教育育活活動動のの展展開開』』ととしし、、そそのの中中でで

総総合合的的なな学学習習のの時時間間ののカカリリキキュュララムム改改善善にに取取りり組組

んんででききたた。。「「探探究究的的なな学学びび」」のの場場ををつつくくるるここととをを

課課題題ととすするる自自校校研研修修のの取取りり組組みみとと連連携携ししてて、、情報活

用能力や自分の考えを明確にする力、主体的に課題

に向き合う態度の育成に、新聞を使った取り組みが役

立つのではないかと考え、ＮＩＥ教育に向き合うこととな

った。実践指定校としては１年目であり、本年度は環境

整備や国語の授業実践から取り組み始めている。 

 

２２..児児童童（（生生徒徒））のの様様子子  

  本本校校はは、、町町内内のの図図書書館館かかららババススでで本本をを運運びび、、学学校校

でで図図書書館館のの本本をを借借りりるる「「移移動動図図書書」」をを楽楽ししみみににししてて

いいるる児児童童もも多多くく、、読読書書にに意意欲欲的的にに取取りり組組んんででいいるる様様

子子もも伺伺ええるる。。一一方方、、児児童童やや対対応応ででききるる教教員員数数のの少少なな

ささももああっってて図図書書室室のの開開館館日日がが限限らられれてていいるるここととやや

図図書書室室のの冊冊数数自自体体がが少少なないいここととももああっっててかか、、興興味味のの

なないい児児童童ににおおいいててはは全全くく読読書書ををししなないい様様子子もも見見らら

れれるる。。  

  ＮＮＩＩＥＥのの取取りり組組みみをを開開始始すするるににああたたっってて、、たただだ新新

聞聞をを見見ええるるととこころろにに置置くくだだけけででなないい、、興興味味をを引引くくここ

ととのの出出来来るる工工夫夫やや取取りり組組みみがが必必要要ででああるるここととがが課課

題題のの一一つつででああっったた。。  

 

                   

３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））新新聞聞にに親親ししむむ環環境境づづくくりり  

①①新新聞聞ココーーナナーーのの設設置置  

 ままずず、、日日常常的的にに新新聞聞にに触触れれるる場場をを設設けけるるたためめにに、、

校校舎舎内内のの最最もも人人通通りりのの多多いい場場所所にに書書面面台台をを置置きき、、

「「地地元元のの情情報報がが載載っってていいるる面面」」「「子子どどもも向向けけのの新新聞聞」」

をを中中心心にに新新聞聞ココーーナナーーにに設設置置ししたた。。地地域域のの情情報報やや同同

年年代代のの活活躍躍すするる記記事事ななどどにに赤赤いい囲囲みみををつつけけてて掲掲示示

すするるとと子子どどももたたちちはは興興味味ををももっってて立立ちち止止ままっってていい

たたよよううだだっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

②②記記事事のの感感想想紹紹介介  

 ３３・・４４年年生生学学級級でではは、、記記事事のの感感想想をを掲掲示示しし紹紹介介すす

るる取取りり組組みみをを行行っったた。。自自分分のの興興味味・・関関心心にに基基づづいいてて

新新聞聞記記事事をを選選んんだだりり、、引引用用ししたたりりししてて自自分分のの考考ええをを

書書くくここととががででききるるよよううににななりり、、友友達達のの考考ええをを読読むむ事事

にに楽楽ししみみをを感感じじるる児児童童もも増増ええたた。。  

  ワワーーククシシーートトととししてて、、北北海海道道新新聞聞のの「「楽楽習習シシーートト」」

をを活活用用ししたた。。  

  

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

新新聞聞にに親親ししむむ小小学学校校のの実実践践  

    ～～自自分分のの思思いいををももちち、、主主体体的的にに課課題題にに取取りり組組むむ態態度度のの育育成成～～  

                  日日高高町町立立厚厚賀賀小小学学校校  教教諭諭  大大平平  真真紀紀    

 

【【児児童童のの反反応応】】  

・・家家でで読読むむここととががななくくななるるくくららいい読読んんででいいるる。。  

・・新新ししいいここととをを知知れれてていいいい。。  

・・小小学学生生新新聞聞はは読読みみややすすくくてて良良いい。。  
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□□□□□□□□□□□□□□□□  

                                                

  

  

  

  

③③回回しし読読みみ  

  同同じじ記記事事をを読読みみ合合っってて、、感感想想をを交交流流しし合合うう取取りり組組

みみもも行行っったた。。学学校校のの読読書書月月間間にに合合わわせせてて実実施施しし、、用用

意意さされれたた記記事事のの余余白白にに自自分分ののココメメンントトをを自自由由にに書書

きき込込めめるるよよううににししてて、、新新聞聞ココーーナナーーにに設設置置ししたた。。  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  北北海海道道小小学学生生新新聞聞  22002222//1122//88  

  

  

  

  

（（２２））新新聞聞かからら影影響響をを受受けけるる児児童童  

 回回しし読読みみのの活活動動をを行行っってていいるるとと、、「「みみんんなな同同じじよよ

ううななここととをを書書いいてていいるるかからら、、同同じじ事事をを書書かかななくくちちゃゃ

とと思思っってて自自分分のの考考ええがが書書けけなないい。。」」とと相相談談ししててききたた

児児童童ががいいたた。。自自分分のの思思いいをを書書いいたたりり発発表表ししたたりりすするる

ここととにに苦苦手手意意識識ををももっってておおりり、、先先生生にに確確認認すするるかか、、

友友達達とと同同じじ意意見見ででなないいとと不不安安にに感感じじるる児児童童だだっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

北北海海道道小小学学生生新新聞聞  22002222//1122//1155  

  ああるる日日のの新新聞聞のの記記事事にに、、小小学学３３年年生生かかららのの「「自自信信

っってて何何？？」」とといいうう疑疑問問にに答答ええるるココーーナナーーががああるるこことと

にに気気づづきき、、「「先先生生、、今今日日のの新新聞聞わわたたししののここととだだ。。ししかか

もも３３年年生生だだっってて。。」」とと担担任任にに伝伝ええるるとと、、そそれれかからら 11週週

間間「「自自信信ととかか全全然然なないいんんだだけけどど、、ややっっぱぱりり言言っったた方方

ががいいいいののかかななーー。。」」ななどどとと休休みみ時時間間ごごととににつつぶぶややきき

担担任任のの周周りりををううろろううろろととししてて過過ごごししたた。。11 週週間間後後、、

「「今今日日のの日日記記読読んんだだ？？わわたたししずずっっとと思思っっててたたんんだだ

よよねね。。先先生生、、みみんんななにに読読んんででももいいいいよよ。。」」とと本本人人がが伝伝

ええててききたたののはは、、ククララススののみみんんななにに給給食食をを残残ささなないいでで

ほほししいいとといいうう思思いいのの詰詰ままっったた日日記記だだっったた。。思思っってていい

るるここととががああっっててもも言言ええなないいけけれれどど、、書書くくここととをを通通じじ

てて自自分分がが伝伝ええなないいとと、、とと気気持持ちちがが変変化化ししてていいたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

↑↑３３・・４４年年生生のの紹紹介介文文をを読読むむ、、１１・・５５年年生生  

【【児児童童のの反反応応】】  

・・ここんんなな見見方方ををすするるんんだだななっってて思思っってて、、おおももししろろいい。。  

【【児児童童のの反反応応】】  
・・友友達達とと読読めめるるとと楽楽ししいい。。  
・・他他のの人人ののココメメンントトをを読読めめるるかかららおおももししろろいい。。  
・・他他のの人人がが書書ききすすぎぎてて、、書書くくススペペーーススががななくくてて残残念念。。  
・・同同じじここととをを考考ええてていいるる人人ががいいてて、、ううれれししくくななるる。。 
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（（３３））授授業業ににおおけけるる取取りり組組みみ  

①①４４年年国国語語「「新新聞聞をを作作ろろうう」」  

  新新聞聞のの構構成成（（リリーードド文文、、見見出出しし、、トトッッププ記記事事ななどど））

やや５５ＷＷ１１ＨＨ、、物物事事をを伝伝ええるるととききにに必必要要なな情情報報ににつついい

てて新新聞聞をを用用いいてて学学習習ししたた。。新新聞聞をを書書くくたためめのの知知識識とと

簡簡潔潔にに伝伝ええるるたためめのの知知識識をを得得てて、、ままととめめ方方をを知知るるとと

新新聞聞をを作作成成すするるたためめにに必必要要なな情情報報がが見見ええててくくるるたた

めめ、、子子どどももたたちちはは主主体体的的にに情情報報をを集集めめたたりり、、情情報報をを

取取捨捨選選択択ししたたりりすするるここととががででききるるよよううににななっったた。。  

  

                        ままととめめ方方をを知知るるとと  

必必要要なな情情報報がが見見ええててくくるる  

  

  

  芸芸術術鑑鑑賞賞会会ににつついいててままととめめたた次次のの新新聞聞でではは、、「「なな

ぜぜ」」開開催催さされれたたののかか理理由由をを書書くく必必要要ががああるるとと感感じじたた

児児童童がが、、イインンタタビビュューーををししてて新新聞聞ににままととめめてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②４４年年国国語語「「要要約約ししよようう」」  

  特特別別支支援援学学級級でではは、、ＷＷｏｏｒｒｄｄのの無無料料テテンンププレレーートト

「「文文章章要要約約練練習習シシーートト」」をを活活用用しし、、新新聞聞のの文文章章をを要要

約約すするる練練習習にに取取りり組組んんだだ。。キキーーワワーードドやや５５ＷＷ１１ＨＨをを

意意識識ししてて要要約約しし、、宿宿題題ににもも出出すすここととでで簡簡潔潔にに伝伝ええるる

たためめにに必必要要なな情情報報をを見見つつけけるるここととにに慣慣れれるるここととがが

ででききたた。。  

  

 

③③５５年年国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」  

              「「情情報報ノノーートトをを作作ろろうう」」  

  新新聞聞のの仕仕組組みみやや内内容容にに興興味味・・関関心心ををももつつととととももにに、、

同同じじででききごごととをを扱扱っったた新新聞聞記記事事をを読読みみ比比べべてて気気づづ

いいたたここととににつついいてて話話合合いい、、新新聞聞のの特特長長やや仕仕組組みみをを知知

りり、、表表現現にによよるる伝伝わわりり方方のの違違いいにに気気づづくくここととががでできき

たた。。  ままたた、、自自分分のの興興味味ののああるる記記事事をを見見つつけけ、、記記事事

をを読読んんでで感感じじたたりり、、考考ええたたりりししたたここととににつついいてて、、ささ

ららにに情情報報をを集集めめててままととめめたた「「情情報報ノノーートト」」をを作作成成しし、、

自自分分のの興興味味、、関関心心かからら課課題題をを決決めめてて、、考考ええたたここととをを

表表現現すするるここととががででききたた。。最最後後ににはは、、宿宿泊泊学学習習でで学学習習

ししたた内内容容ににつついいてて、、図図やや写写真真のの使使いい方方、、見見出出ししななどど

をを工工夫夫ししてて新新聞聞ににままととめめたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（４４））新新聞聞ググラランンププリリにに挑挑戦戦（（ＩＩＣＣＴＴのの活活用用））  

 ババスス通通学学児児童童のの多多いい学学校校ののたためめ、、夏夏休休みみにに子子どどもも

たたちちがが自自由由にに集集ままるるここととがが難難ししかかっったたがが、、中中ににはは事事

前前にに新新聞聞ののテテーーママやや記記事事のの分分担担をを相相談談ししてておおいいてて、、

調調べべたたりり書書いいたたりりすするる作作業業をを夏夏休休みみ中中にに行行いい、、進進捗捗

状状況況のの確確認認やや表表現現のの相相談談ののたためめ、、タタブブレレッットト端端末末をを

用用いいてて情情報報交交換換をを行行っったた児児童童ももいいたた。。  

ここれれををききっっかかけけにに、、写写真真ココンンテテスストトななどど何何かかにに応応

募募ししよよううととすするる児児童童がが増増ええたた。。  

  

活用 

仕仕組組みみをを知知るる 

主主体体的的にに調調べべ、、

表表現現すするる 

ままととめめるる 

新新聞聞をを書書くくたためめのの知知識識 簡簡潔潔にに伝伝ええるるたためめのの知知識識 

主主体体的的にに情情報報をを集集めめたたりり、、  

取取捨捨選選択択ししたたりりすするるここととががででききるる。。  
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（Microsoft Teamsを使用） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤⑤新新聞聞折折りり込込みみチチララシシのの配配付付 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地地元元のの新新聞聞店店のの協協力力をを得得てて、、３３年年生生のの総総合合的的なな学学

習習のの時時間間にに作作成成ししたた厚厚賀賀のの良良ささををアアピピーールルすするるチチ

ララシシをを新新聞聞にに折折りり込込んんででいいたただだきき、、５５５５００部部をを地地域域

のの家家庭庭にに配配付付すするるここととががででききたた。。読読んんだだ人人がが感感想想をを

送送れれるるよよううにに表表紙紙ににＱＱＲＲココーードドをを添添ええたたここととでで、、地地

域域のの方方のの思思いいをを知知っったた子子どどももたたちちはは、、自自分分たたちちのの活活

動動にに自自信信ををももつつととととももにに、、来来年年度度へへのの意意欲欲ににつつななげげ

てていいたた。。紙紙面面をを活活用用すするるももののででははななかかっったたがが、、児児童童

がが新新聞聞とといいうう媒媒体体のの良良ささにに気気づづくくききっっかかけけににももなな

っったた。。  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

 ここれれままででＮＮＩＩＥＥのの実実践践をを通通ししてて授授業業にに限限ららなないい

場場面面ででもも、、日日常常的的にに文文章章をを読読むむ活活動動、、書書くく活活動動にに親親

ししむむ機機会会をを多多くくももつつここととががでできき、、表表現現すするるここととのの

良良ささやや楽楽ししささをを感感じじてていいたた。。  

ままたた、、学学んんだだ知知識識をを活活用用ししてて表表現現すするる場場面面もも多多くく

見見らられれたた。。国国語語科科のの学学習習のの中中ででもも取取りり組組むむここととにによよ

っってて、、情情報報をを活活用用ししててままととめめ、、主主体体的的にに活活動動にに

取取りり組組ももううととすするる場場面面ににつつななががっったた。。  

 

（（２２））課課題題  

  今今年年度度のの実実践践はは一一部部のの職職員員かかららススタターートトししてていい

たたがが、、11 年年間間のの実実践践をを経経てて、、来来年年度度かかららはは全全校校ででのの

取取りり組組みみととししてて考考ええてていいけけるる環環境境ににななっったた。。  

  今今年年度度のの実実践践ののどどんんなな部部分分がが児児童童ののたためめににななっっ

てていいてて、、どどんんなな取取りり組組みみがが不不足足ししてていいるるののかか考考ええてて、、

来来年年度度のの実実践践ににつつななげげてていいききたたいい。。  

 

５．おわりに 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  友友達達ととＳＳＤＤＧＧｓｓににつついいてて新新聞聞でで知知っったた直直後後のの児児

童童ははゴゴムムをを使使っってて動動くく図図工工作作品品をを作作るる活活動動でで、、汚汚れれ

たた海海にに浮浮かかぶぶゴゴミミとと泣泣いいてていいるる亀亀をを作作っってていいたた。。読読

むむだだけけでではは理理解解ででききなないい内内容容ででもも、、詳詳ししいい友友達達にに教教

ええててももららっったたりり、、図図やや表表をを見見たたりりすするるここととでで理理解解がが

深深ままりり、、ままたた、、知知っったたここととはは使使いいたたいい、、みみんんななにに知知

っってていいるるここととをを知知ららせせたたいい、、とといいうう意意欲欲ににももつつなながが

っってていいたた。。今今後後のの実実践践ででもも子子どどももたたちちのの言言葉葉のの交交流流

のの場場をを大大切切ににししてていいくく必必要要性性をを感感じじてていいるる。。  
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11..    ははじじめめにに  

  本本校校はは、、明明治治 3377 年年にに開開校校しし、、今今年年でで開開校校 1111

９９年年目目をを迎迎ええまますす。。かかつつてて広広尾尾線線でで「「愛愛のの国国

かからら幸幸福福へへ」」ののキキャャッッチチフフレレーーズズととととももににブブ

ーームムをを巻巻きき起起ここししたた愛愛国国駅駅ががああるる農農村村地地帯帯

のの小小規規模模校校でで、、全全校校児児童童数数 2255 名名ででああるる。。  

  全全国国学学力力状状況況調調査査のの結結果果かからら、、本本校校はは要要約約

すするる力力をを高高めめるるここととがが必必要要ででああるるここととががわわ

かかっったた。。そそここでで、、国国語語のの授授業業だだけけででははななくく継継

続続的的なな取取りり組組みみでで、、子子どどもも達達のの要要約約のの力力をを付付

けけるるたためめにに、、朝朝学学習習でで新新聞聞をを活活用用ししてて書書くく活活

動動にに取取りり組組んんだだ。。  

  

  以以下下にに、、本本校校のの NNIIEE 実実践践指指定定校校 11 年年目目のの実実

践践内内容容をを紹紹介介すするる。。  

  

２２．．実実践践のの内内容容  

（（１１））新新聞聞記記事事のの掲掲示示  

図図書書室室にに、、低低学学年年ででもも楽楽ししめめるるよよううなな、、新新

聞聞記記事事をを紹紹介介ししてていいるる。。写写真真がが多多くく分分かかりりやや

すすいい記記事事をを掲掲示示すするるここととでで、、どどのの学学年年のの児児童童

もも抵抵抗抗ななくく、、最最近近のの話話題題やや出出来来事事にに触触れれるるここ

ととががででききるるよよううににししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））手手にに取取りりややすすいい新新聞聞  

子子どどもも達達のの目目にに止止ままりりややすすいいよよううにに廊廊下下

にに掲掲示示ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

図図書書室室のの中中ににはは、、新新聞聞をを置置いいてて読読みみややすすいい

場場所所もも設設置置ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（３３））小小学学生生新新聞聞（（子子どどもも新新聞聞））をを使使っっ

たた取取りり組組みみににつついいてて  

～～愛愛国国小小学学校校３３・・４４年年生生のの実実践践～～  

  

①①  児児童童のの実実態態  

  本本校校３３・・４４年年生生児児童童はは、、３３年年生生５５名名、、４４年年

生生３３名名のの合合計計８８名名のの複複式式学学級級ででああるる。。３３年年生生

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告 

新新聞聞をを読読みみ、、要要約約すするる活活動動をを通通ししてて、、  
子子どどももたたちちのの書書くく力力をを高高めめるる。。  

帯帯広広市市立立愛愛国国小小学学校校  教教諭諭  平平岡岡  ああゆゆみみ、、大大石石  秀秀雄雄、、松松倉倉  彩彩加加        
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はは２２年年生生ままでで単単式式学学級級だだっったたののでで、、手手厚厚いい指指

導導がが行行わわれれててききたた。。子子どどももたたちちはは、、先先生生にに頼頼

るるここととにに慣慣れれてておおりり、、受受動動的的なな児児童童がが多多いい。。

４４年年生生はは複複式式学学級級をを経経験験ししててききてていいるるののでで、、

自自分分たたちちでで勉勉強強をを進進めめよよううととししたたりり、、おお互互いい

にに教教ええああっったたりりすするるここととががででききるる学学年年ででああ

るる。。  

  

②②  朝朝のの会会ででのの「「要要約約文文」」のの取取りり組組みみ  

  ≪≪１１学学期期≫≫  

３３・・４４年年生生はは、、44 月月かからら毎毎週週水水曜曜日日のの朝朝学学

習習にに、、小小学学生生新新聞聞をを使使っったた「「要要約約文文」」のの取取組組

をを行行っっててききたた。。全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査のの結結果果

かからら、、本本校校はは要要約約すするる力力をを高高めめるる必必要要ががああるる

こことと、、そそののたためめににはは、、国国語語のの授授業業時時間間以以外外にに

もも、、継継続続的的なな取取組組がが必必要要ででああるるとと考考ええたたかからら

ででああるる。。複複式式学学級級ででははああるるがが、、３３年年生生、、４４年年

生生ととももにに同同じじ課課題題ででのの要要約約文文のの作作成成にに取取りり

組組むむここととににししたた。。  

  

４４月月当当初初はは、、３３・・４４年年生生とといいううここととももあありり、、

新新聞聞をを読読むむここととにに慣慣れれてていいなないい児児童童がが多多かか

っったたののでで、、写写真真ののよよううにに取取りり上上げげたた新新聞聞記記事事

をを読読んんでで、、「「『『〇〇〇〇〇〇』』とといいうう言言葉葉をを使使っってて、、

９９００字字以以内内でで感感想想をを書書くく。。」」とといいうう形形でで１１学学

期期間間取取りり組組んんだだ。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

③③  要要約約文文のの成成果果  

「「〇〇〇〇〇〇」」とといいうう言言葉葉をを使使っったた感感想想をを書書くく

形形ををととっったたここととにによよりり、、以以下下４４点点のの成成果果ががみみ

らられれたた。。  

・・新新聞聞記記事事ののどどここにに指指定定さされれたた言言葉葉ががああるるのの

かかにに気気をを付付けけてて記記事事をを読読めめるるよよううににななっったた。。  
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・・新新聞聞記記事事にに触触れれるる機機会会がが少少なないい児児童童にに、、ささ

ままざざままななニニュューースス（（話話題題））にに触触れれささせせるるこことと

ががででききたた。。  

・・現現在在のの日日本本やや世世界界でで起起ここっってていいるる出出来来事事のの

現現状状をを知知るるここととががででききたた。。  

・・９９００字字以以内内でで書書くくとといいうう制制限限をを設設けけるるこことと

にによよりり、、使使うう言言葉葉をを考考ええ書書くくよよううににななっったた。。  

  

≪≪２２学学期期≫≫  

２２学学期期以以降降はは、、感感想想をを書書くくだだけけででははななくく、、

「「記記事事にに書書かかれれたた内内容容やや取取りり組組みみににつついいてて

〇〇〇〇字字以以内内でで答答ええななささいい。。」」とといいっったた形形でで課課

題題をを与与ええるるよよううににししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

④④  要要約約文文のの考考察察  

  感感想想はは、、自自分分のの考考ええをを書書けけばばよよいいののでで、、記記

事事のの内内容容かからら離離れれててもも、、写写真真ややググララフフななどどをを

見見てて書書くくここととががででききるる場場合合がが多多かかっったた。。ししかか

しし、、書書くく内内容容ををああるる程程度度指指定定すするる課課題題ととななるる

とと、、記記事事をを読読ままなないいでで、、写写真真をを見見たた感感想想ををそそ

ののまままま書書いいててししままううとといいうう要要約約文文ととななるる児児

童童がが多多かかっったた。。ここののよよううなな課課題題はは、、中中学学年年にに

はは難難ししくく、、高高学学年年向向ききとと考考ええるる。。前前任任校校でで高高

学学年年をを担担任任ししたた時時ににはは、、全全国国学学力力学学習習状状況況調調

査査ののよよううにに「「①①・・・・・・②②・・・・・・にに触触れれてて〇〇〇〇

字字以以内内でで書書ききななささいい。。」」とといいっったた要要約約文文にに取取

りり組組まませせたたがが、、慣慣れれててくくるるままでで半半年年近近くくをを要要

ししたた。。新新聞聞記記事事をを使使っったた要要約約文文をを課課題題ととししてて

出出すす場場合合はは、、以以下下ののよよううなな発発達達段段階階をを踏踏ままええ

てて課課題題をを出出すす必必要要ががああるるとと考考ええるる。。  

  

第第１１段段階階     字字

でで

第第２２段段階階    字字

第第３３段段階階    字字             

るる

第第４４段段階階    「「   

事事

〇〇

第第５５段段階階    （（   

のの   

書書

  

⑤⑤  要要約約文文以以外外ででのの取取りり組組みみ  

  ～～ススククララッッププ～～  

  

児児童童がが興興味味ののああるる新新聞聞記記事事ををススククララッッププ

ししてて感感想想をを書書かかせせたた。。  

要要約約文文でで使使っったた新新聞聞ががああるる程程度度たたままっってて

かからら、、ここのの取取りり組組みみをを行行っったた。。  

ままたた同同じじ新新聞聞ををたたくくささんんいいたただだくく機機会会がが

あありり、、全全員員がが同同じじ新新聞聞かからら興興味味ののああるる記記事事をを

選選んんでで、、感感想想をを書書かかせせるるこことともも行行っったた。。  

  

  

字字数数をを設設けけなないいでで記記事事をを読読んん

ででのの感感想想をを書書くく。。  

字字数数をを設設けけてて、、感感想想をを書書くく。。  

字字数数をを設設けけてて、、「「〇〇〇〇〇〇」」にに触触れれ    

るる、、ななどどししてて感感想想をを書書くく。。  

「「〇〇〇〇」」ととははどどうういいううここととかか

（（記記事事のの内内容容にに触触れれるる））ににつついい

てて〇〇〇〇字字でで書書くく。。  

（（記記事事のの内内容容かからら））①①・・・・・・②②・・・・・・  

のの２２つつににつついいてて〇〇〇〇字字以以内内でで  

書書くく。。  
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⑥⑥  ススククララッッププのの成成果果とと課課題題  

  

○○成成果果  

・・要要約約文文ととはは違違いい、、時時数数制制限限をを設設けけなないいこことと

にによよりり自自由由なな感感想想をを書書くくここととががでできき、、児児童童がが

記記事事ののどどここにに興興味味やや視視点点ををももっってていいるるののかか

ががわわかかっったた。。  

・・記記事事をを読読んんででみみててのの率率直直なな感感想想をを書書けけるるよよ

ううににななっったた。。  

・・新新聞聞のの記記事事ががどどここままででがが最最後後ななののかかをを考考ええ

てて読読むむよよううににななっったた。。  

  

○○課課題題  

・・AA44 版版ノノーートトにに貼貼りり付付けけ、、感感想想をを書書いいてていいるる

ののでで、、写写真真ののよよううにに、、記記事事がが多多いいとと感感想想がが読読

みみづづららいい。。  

・・記記事事をを読読んんででいいるるわわけけででははなないいののでで、、記記事事

がが書書かかれれてていいるるととこころろをを切切りり抜抜くくののででははなな

くく写写真真だだけけをを切切りり抜抜いいてて感感想想をを書書くく児児童童がが

おおりり、、指指導導がが必必要要ででああるる。。  

  

（（４４））ままととめめ  

新新聞聞のの記記事事をを使使っってて要要約約文文やや新新聞聞ススククララ

ッッププにに取取りり組組んんだだここととでで、、児児童童がが新新聞聞記記事事のの

どどここにに指指定定さされれたた言言葉葉ががああるるののかかにに気気をを付付

けけてて記記事事をを読読めめるるよよううににななっったた。。ままたた、、新新聞聞

記記事事にに触触れれるる機機会会がが少少なないい児児童童にに、、ささままざざまま

ななニニュューースス（（話話題題））にに触触れれささせせるるここととががでできき、、

現現在在のの日日本本やや世世界界でで起起ここっってていいるる出出来来事事のの

現現状状をを知知るるここととががででききたた。。  

今今後後もも、、ここののよよううなな新新聞聞のの良良ささをを生生かかししなな

ががらら、、継継続続的的にに、、発発達達段段階階をを踏踏ままええななががらら、、

新新聞聞をを活活用用しし、、要要約約文文のの力力がが高高ままるるよよううにに取取

りり組組んんででいいききたたいい。。  
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１．はじめに  

 本本校校はは、、児児童童数数９９５５００名名をを超超ええるる大大規規模模校校でであありり、、ママンンシショョンンがが多多くく立立ちち並並ぶぶ桑桑園園地地区区にに位位

置置すするる。。NNIIEE のの実実践践指指定定校校ととななりり２２年年目目ににななるるがが、、近近年年デデジジタタルル化化がが進進みみ、、新新聞聞をを取取っってていいるる

家家庭庭がが減減少少ししててききてておおりり、、新新聞聞をを目目ににすするる機機会会もも減減っっててききてていいるる印印象象ががああるる。。今今年年度度はは、、平平仮仮

名名やや片片仮仮名名をを覚覚ええたたててのの１１年年生生とと、、調調べべ学学習習４４年年生生ののククララススでで実実践践をを行行っったた。。  

 

２．実践報告① １年生 

（１）児童の実態 

  桑桑園園小小学学校校でではは、、登登校校時時刻刻かからら１１００分分間間、、「「いいそそししむむ時時間間」」とといいうう時時間間ががあありり、、全全校校でで読読書書活活

動動をを実実施施ししてていいるる。。１１年年生生はは、、平平仮仮名名はは１１学学期期ににすすべべてて覚覚ええてていいたたののでで、、絵絵本本をを読読んんででいいるる子子

がが多多くくいいたたがが、、文文字字のの多多いい本本ににチチャャレレンンジジししてていいるる子子ももいいたた。。そそここでで、、早早いい段段階階かからら新新聞聞にに親親

ししんんででももららおおううとと、、学学級級文文庫庫にに子子どどもも新新聞聞をを置置いいてていいたた。。興興味味ををももつつ子子はは多多くくいいたたがが、、初初めめはは

漫漫画画やや絵絵、、写写真真をを中中心心にに見見てていいるる様様子子がが多多くく見見らられれたた。。  

 

（２）実践のねらい 

 ・・片片仮仮名名をを読読みみ、、書書くくととととももにに、、片片仮仮名名のの長長音音、、拗拗音音、、促促音音、、撥撥音音ななどどのの表表記記をを理理解解ししてて文文

やや文文書書のの中中でで使使ううここととががででききるる。。  

  ・・どどんんななととききにに片片仮仮名名がが使使わわれれてていいるるののかかをを知知りり、、片片仮仮名名をを使使っったた言言葉葉にに慣慣れれ親親ししむむ。。  

 

（３）実践内容 １年『かたかなを みつけよう』 

〈〈第第１１時時〉〉  

    ・・片片仮仮名名のの唱唱ええ歌歌をを音音読読しし、、そそのの中中かからら片片仮仮名名をを確確認認すするる。。  

〈〈第第２２時時〉〉新新聞聞をを使使用用ししたた学学習習    

・・全全員員にに子子どどもも新新聞聞をを配配付付しし、、制制限限時時間間をを決決めめてて    

「「片片仮仮名名探探しし」」をを行行っったた。。見見付付けけたた片片仮仮名名はは、、前前    

時時でで学学習習ししたた拗拗音音やや促促音音ななどどにに気気をを付付けけななががらら  

ノノーートトにに書書いいてていいっったた。。制制限限時時間間がが終終わわっったた後後  

はは、、鉛鉛筆筆をを置置きき発発表表タタイイムムをを行行っったた。。個個々々にに違違うう  

子子どどもも新新聞聞をを配配布布ししてていいたたたためめ、、身身近近ななニニュューー  

ススやや動動物物のの名名前前ななどど、、様様々々なな言言葉葉がが出出ててききたた。。  

 

２２００２２２２年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

    新新聞聞にに親親ししみみななががらら、、情情報報活活用用能能力力をを養養うう。。  

                札札幌幌市市立立桑桑園園小小学学校校  教教諭諭  竹竹内内  緑緑・・木木田田  孝孝紀紀  
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（４）成果と課題 

〈成果〉 

  ・・「「たたくくささんん見見付付けけよようう」」とといいうう活活動動ににしし

たたたためめ、、新新聞聞（（小小ささなな文文字字））にに苦苦手手意意

識識ををももつつ子子もも、、楽楽ししくく活活動動すするるここととがが

ででききたた。。  

  ・・前前時時にに拗拗音音やや促促音音ななどどのの書書きき方方ををししっっ

かかりりとと学学習習ししてていいたたたためめ、、ノノーートトにに書書

くく時時もも正正ししいい書書きき方方をを意意識識すするるこことと

ががででききてていいたた。。  

  ・・全全員員にに同同じじ子子どどもも新新聞聞ででははななくく、、違違うう

子子どどもも新新聞聞をを渡渡ししたたここととでで、、新新聞聞にに載載

っってていいるる内内容容ににつついいててもも興興味味ををももたた

せせるるここととががででききたた。。「「野野球球のの言言葉葉ばばっっかかりり出出ててくくるるよよ。。」」「「エエリリザザベベスス女女王王ののニニュューースス知知っっ

ててるる！！」」ななどどとと、、片片仮仮名名をを見見付付けけななががらら、、ままたた、、友友達達のの発発表表をを聞聞ききななががらら新新聞聞のの内内容容ににもも

親親ししむむ様様子子がが見見らられれたた。。  

  ・・ほほぼぼ初初めめてて新新聞聞のの内内容容にに触触れれたた子子ももいいたたがが、、意意外外とと難難ししくくなないいここととにに気気付付きき、、朝朝読読書書のの時時

間間にに子子どどもも新新聞聞をを読読むむ子子がが増増ええたた。。ままたた、、空空きき時時間間にに、、自自分分かからら片片仮仮名名探探ししををししてていいるる子子

ももおおりり、、新新聞聞をを身身近近にに感感じじるる機機会会ととななっったた。。  

 

 

〈課題〉 

  ・・書書くくススピピーードドにに差差ががあありり、、何何個個

かかししかか書書けけななかかっったた子子ももいい

たた。。見見付付けけてて印印をを付付けけるる活活動動

とと、、ノノーートトにに書書きき出出すす活活動動をを

分分けけててももよよかかっったた。。  

  ・・ここのの活活動動ををししたた後後すすぐぐにに、、子子どど

もも新新聞聞のの配配達達がが終終わわっっててししまま

っったたたためめ、、子子どどももたたちちのの興興味味

がが最最大大限限継継続続ししななかかっったた。。購購

読読期期間間ををももうう少少しし遅遅めめ、、興興味味

をを継継続続ささせせらられれるるとと、、ももっっとと

新新聞聞にに親親ししまませせるるここととががでできき

たた。。  
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３．実践報告② ４年生 

（１）児童の実態 

 ４４年年生生はは、、社社会会科科やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで一一人人

一一台台端端末末をを活活用用ししたた調調べべ学学習習にに取取りり組組んんででいいるる。。

ししかかしし、、情情報報のの質質やや量量がが精精査査さされれてていいなないい、、イインンタタ

ーーネネッットトをを使使っったた調調べべ学学習習ににはは行行きき詰詰ままりりをを感感じじ

てていいたた。。そそここでで、、「「どどううししんん記記事事デデーータタベベーースス」」をを

活活用用ししてていいるる。。年年度度当当初初はは、、タタイイピピンンググやや検検索索ススキキ

ルルでで大大ききなな個個人人差差ががああっったたがが、、ああるる程程度度ススムムーーズズ

にに必必要要なな情情報報をを集集めめるるここととががででききるるよよううににななっってて

ききたた。。  

 

（２）実践のねらい 

 社社会会科科『『大大雪雪かかららくくららししをを守守るる』』ににつついいてて、、小小学学校校学学習習指指導導要要領領ににはは、、「「過過去去にに発発生生ししたた地地域域

のの自自然然災災害害にに着着目目」」すするるここととがが大大切切ででああるるとと示示さされれてていいるる。。そそれれはは、、県県内内でで発発生生ししたた自自然然災災害害

のの種種類類やや場場所所、、時時期期ににつついいてて調調べべるるここととででああるるととさされれてていいるる。。  

  副副読読本本をを中中心心にに活活用用ししてていいくくここととににななるるがが、、子子どどももたたちちののよよりり主主体体的的なな活活動動をを促促すすたためめにに、、

イインンタターーネネッットトをを活活用用すするるこことともも考考ええらられれるる。。ししかかしし、、イインンタターーネネッットトをを使使っったた調調べべ学学習習でではは

前前にに述述べべたたよよううにに情情報報のの質質がが担担保保さされれずず、、そそここでで、、「「どどううししんん記記事事デデーータタベベーースス」」をを活活用用ししたた調調

べべ学学習習をを行行ええなないいかかとと考考ええたた。。  

  

（３）実践内容 ４年社会科 

『自然災害からくらしを守る』 

 単単元元のの導導入入ととししてて、、北北海海道道内内でで実実際際にに

ああっったた災災害害事事例例のの写写真真をを見見せせ、、災災害害ににつつ

いいてて知知っってていいるるここととをを発発表表ししああっったた。。そそ

のの中中でで、、「「北北海海道道はは他他地地域域にに比比べべてて災災害害

がが少少なないい」」とといいうう子子どどもものの意意見見ががああっっ

たた。。ここのの発発言言ががききっっかかけけととななっってて、、子子どど

ももたたちちがが北北海海道道のの災災害害にに関関すするる予予想想をを

ししははじじめめたた。。北北海海道道はは雪雪がが多多くく降降るるのの

でで、、雪雪害害がが特特にに多多いいののででなないいかかとといいうう予予

想想やや、、津津波波災災害害ははななかかななかか起起ききなないいののでで

ははなないいかかとといいうう予予想想がが出出たた。。そそここでで、、「「どど

ううししんん記記事事デデーータタベベーースス」」をを使使っってて、、地地

震震災災害害、、津津波波災災害害、、風風水水害害、、火火山山災災害害、、雪雪害害のの発発生生場場所所、、時時期期をを調調べべるる活活動動をを行行っったた。。子子どどもも

たたちちのの協協同同的的ななかかかかわわりりをを生生むむたためめにに、、模模造造紙紙ととカカララーーシシーールルをを使使っっててママッッピピンンググししたた。。  
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（４）成果と課題 

〈成果〉 

 ・・白白地地図図ににママッッピピンンググししたたここ

ととでで、、位位置置的的・・空空間間的的なな広広がが

りりにに着着目目ししななががらら、、北北海海道道のの

過過去去のの災災害害ををままととめめるるこことと

ががででききたた。。  

・・子子どどももたたちちのの調調べべたた過過去去のの

災災害害ののううちち、、雪雪害害ががほほかかのの災災

害害にに比比べべてて少少ななかかっったた。。「「北北

海海道道はは雪雪がが多多いいははずずななののにに、、

雪雪害害ににななららなないいたためめのの取取りり

組組みみををししてていいるるははずずだだ」」とと、、

小小単単元元「「大大雪雪かかららくくららししをを守守

るる」」にに向向けけてて子子どどもものの問問題題意意

識識をを醸醸成成すするるここととががででききたた。。  

・・誤誤っったた場場所所ににシシーールルがが貼貼らられれるるとと、、「「海海沿沿いいじじゃゃなないいかからら津津波波はは変変だだよよ」」やや、、「「ここここにに目目立立

つつ火火山山ははなないいののにに」」ななどど、、災災害害のの発発生生条条件件やや、、起起ききややすすいい地地域域のの特特性性にに目目をを向向けけるるここととががでで

ききたた。。  

〈課題〉 

 ・・学学習習指指導導要要領領でではは、、過過去去のの災災害害ををままととめめるる学学習習活活動動ととししてて年年表表がが取取りり上上げげらられれてていいるる。。白白

地地図図だだけけででななくく年年表表もも取取りり入入れれるるここととでで、、雪雪害害ななどどのの甚甚大大化化やや地地震震火火山山災災害害のの大大体体のの周周期期なな

どど、、時時間間的的なな見見方方・・考考ええ方方もも働働かかせせるるここととががででききたたとと考考ええるる。。  

  ・・調調べべたた災災害害やや記記事事ににななっったた災災害害がが重重複複すするるたためめ、、シシーールルのの多多ささがが災災害害発発生生回回数数のの多多ささとと必必

ずずししもも結結びびつつかかなないい。。たただだ、、子子どどももたたちちははここのの点点にに気気付付きき、、シシーールルのの多多ささはは被被害害のの大大ききささやや

重重大大ささででああるるとと理理解解ししななががらら調調べべてていいたた。。  

 

４．おわりに 

  本本校校でではは、、他他のの学学年年ででももどどううししんんデデーータタベベーーススやや新新聞聞をを活活用用ししてていいるる。。今今ままでで、、図図書書館館のの本本

をを主主にに活活用用ししてて調調べべ学学習習をを行行っってていいたた総総合合的的なな学学習習のの時時間間やや、、社社会会科科ななどどのの時時間間にに新新聞聞もも活活用用

すするるここととでで、、社社会会情情勢勢のの動動向向やや具具体体的的なな地地域域のの取取りり組組みみななどどににつついいてて知知るるここととががでできき、、子子どどもも

たたちちのの興興味味がが高高ままっったたよよううにに感感じじるる。。ままたた、、調調べべるる力力、、情情報報をを読読みみ取取るる力力ななどどをを養養ううここととががでで

きき、、「「情情報報活活用用能能力力」」のの向向上上ににもも効効果果的的ででああるる。。  

紙紙面面のの新新聞聞をを読読むむ家家庭庭がが減減っってていいるる中中ででははああるるがが、、活活字字にに触触れれ、、物物事事にに対対すするる興興味味関関心心をを高高

めめ、、情情報報をを活活用用ししてていいくくたためめにに、、今今後後もも新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを大大切切ににししてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

本本校校でではは、、学学校校教教育育目目標標「「未未来来をを拓拓くく、、創創造造性性豊豊

かかでで主主体体的的なな人人間間のの育育成成」」ののももとと、、「「ああっったたかかいい心心でで  

笑笑顔顔いいっっぱぱいい  夢夢いいっっぱぱいいのの子子どどももをを育育ててるる学学校校」」

をを重重点点にに教教育育活活動動をを進進めめてていいるる。。1199学学級級、、555500名名のの

児児童童一一人人一一人人がが、、ななりりたたいい自自分分をを思思いい描描きき、、そそのの実実

現現にに向向けけてて挑挑戦戦やや努努力力をを積積みみ重重ねねてていいくくここととががでで

ききるるよようう、、学学習習面面・・生生活活面面のの双双方方でで教教育育的的支支援援をを施施

ししてていいくくここととをを大大切切ににししてていいるる。。日日常常のの授授業業研研究究をを

推推進進すするるににああたたりり、、研研究究主主題題をを「「つつななががるる！！広広がが

るる！！深深ままるる！！」」ととしし、、対対話話をを通通ししてて深深いい学学びびをを実実現現

すするるたためめにに日日々々、、授授業業改改善善をを推推進進ししてていいるる。。22001199年年

度度よよりり、、研研究究のの中中心心ととななるる教教科科をを道道徳徳ととしし、、教教材材やや

他他者者ととつつななががりり、、様様々々なな見見方方・・考考ええ方方がが広広ががるるこことと

でで多多面面的的・・多多角角的的にに考考ええるる力力をを養養いい、、自自己己のの生生きき方方

をを深深めめてていいくくここととでで研研究究主主題題のの実実現現をを目目指指ししてていい

るる。。    

２.児童（生徒）の様子 

  本本校校のの児児童童はは、、学学びびにに対対すするる主主体体性性がが高高くく、、「「勉勉強強

はは楽楽ししいい」」「「分分かかららなないいこことともも分分かかるるよよううににななるるまま

でで努努力力ししたたいい」」とと感感じじてていいるる児児童童がが多多いいここととがが、、児児

童童アアンンケケーートトかからら明明ららかかににななっってていいるる。。友友達達のの発発表表

ををよよくく聞聞ここううととししてていいるる一一方方でで、、自自分分のの考考ええをを積積極極

的的にに発発表表すするるここととにに関関ししててはは自自信信ががももててなないい様様子子

もも見見らられれるる。。そそここでで今今年年度度はは、、自自分分のの思思いいやや考考ええをを

ののびびののびび表表現現ででききるるよよううににななるるここととがが、、豊豊かかなな対対話話

のの実実現現ににつつななががるるももののとと考考ええ、、表表現現のの場場をを意意図図的的にに

設設定定すするるここととをを重重点点ととししてていいるる。。各各学学年年のの実実態態にに応応

じじたた対対話話のの形形態態をを工工夫夫しし、、ペペアア交交流流ややググルルーーププ交交流流

をを意意図図的的にに設設けけるるここととでで児児童童のの表表現現のの場場をを確確保保しし、、      

                                              

  

自自分分ななりりのの言言葉葉でで考考ええををののびびののびび表表すすここととががでできき  

るるよようう手手立立ててをを思思案案ししてていいるる。。  

３．実践の内容 

①①  遊遊びびをを通通ししてて新新聞聞にに親親ししむむ  

  本本学学級級のの児児童童はは、、学学ぶぶここととににもも遊遊ぶぶここととににもも主主体体

的的でで、、ななぞぞななぞぞややククイイズズななどど、、頭頭をを使使っったた遊遊びびややゲゲ

ーームムににもも楽楽ししんんでで取取りり組組むむここととががででききるる。。係係活活動動のの

中中でで、、中中休休みみにに学学級級ののみみんんななににククイイズズ大大会会をを企企画画すす

るる子子ももいいるる。。  

そそここでで、、担担任任かかららもも新新聞聞をを使使っったたゲゲーームムををししよようう

とと提提案案ししたた。。そそれれはは、、『『大大ききなな数数探探ししゲゲーームム』』ででああるる。。

新新聞聞のの記記事事やや広広告告のの中中かからら、、最最もも大大ききなな数数字字をを見見つつ

けけたた人人のの勝勝ちち、、とといいううももののででああるる。。４４年年生生ののははじじめめ

にに算算数数でで「「大大ききなな数数」」のの学学習習ををしし、、億億やや兆兆のの単単位位をを

学学んんででいいるる子子どどももたたちちはは、、「「よよーーいい、、ススタターートト」」のの合合

図図でで一一斉斉にに数数字字探探ししをを始始めめたた。。政政府府がが動動かかすすおお金金やや、、

新新型型ココロロナナウウイイルルススのの感感染染者者数数、、「「購購入入者者累累計計○○万万

人人突突破破」」とと謳謳っったた広広告告ななどど、、様様々々ななニニュューーススやや PPRRにに

触触れれななががらら、、子子どどももたたちちはは２２３３００億億やや１１００００００兆兆円円

ななどどとといいうう数数をを見見つつけけてていいくくここととががででききたた。。一一見見、、

数数字字ににししかか注注目目ししてていいなないいよよううににもも見見ええるるがが、、子子どど

ももたたちちはは読読めめるる漢漢字字がが少少なないいななががららもも「「ここんんななににたた

くくささんんののおお金金、、何何にに使使ううののだだろろうう。。」」「「ももううココロロナナ（（禍禍））

ににななっってて３３年年かかああ……。。」」ななどどととつつぶぶややいいてていいたた。。新新聞聞

をを通通ししてて、、世世のの中中のの動動ききにに目目をを向向けけてていいるるここととがが分分

かかるる。。そそししてて「「新新聞聞ににはは、、いいろろいいろろなな情情報報がが載載っってて

いいるるんんだだねね！！」」とと新新聞聞そそののももののやや社社会会へへのの興興味味をを高高

めめてていいるる様様子子がが見見らられれたた。。小小学学４４年年生生のの子子どどももたたちち

ににととっってて、、読読みみ取取れれるる情情報報がが少少なないい大大人人のの新新聞聞ででもも、、

遊遊びびをを通通じじてて大大ききなな社社会会のの一一端端にに触触れれるるここととががでで

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

新新聞聞をを通通ししてて、、子子どどもものの言言語語世世界界をを広広げげるる  
      

                  札札幌幌市市立立栄栄南南小小学学校校  教教諭諭  上上野野  裕裕子子  
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ききたたののででははなないいかかとと考考ええるる。。子子どどももたたちちはは、、ささららにに

遊遊びびをを発発展展ささせせ、、「「『『人人』』とといいうう漢漢字字がが１１ペペーージジににいい

くくつつああるるかか探探すすゲゲーームム」」やや「「カカタタカカナナのの言言葉葉探探ししゲゲ

ーームム」」ななどどをを発発案案しし、、新新聞聞にに親親ししむむ姿姿がが多多くく見見らられれ

るるよよううににななっったた。。ままだだ遊遊びびのの範範囲囲をを抜抜けけ出出せせててははいい

なないいがが、、家家庭庭でで新新聞聞をを取取っってていいるる子子がが半半数数にに満満たたなな

いい現現状状のの本本学学級級ににととっってて、、「「新新聞聞をを読読むむ」」以以前前にに「「新新

聞聞にに親親ししむむ」」態態度度をを養養ううににはは十十分分効効果果ののああっったた取取りり

組組みみだだっったたののででははなないいかかとと考考ええるる。。  

  

②②  国国語語科科ににおおけけるる実実践践  

本本学学級級のの児児童童はは、、自自分分のの考考ええをを友友達達にに聞聞いいててももらら

いいたたいい、、友友達達のの意意見見をを聞聞かかせせててほほししいい、、とと対対話話にに対対

すするる意意欲欲のの高高いい児児童童がが多多いい。。特特にに国国語語やや算算数数ななどどのの

時時間間ににおおいいててはは、、答答ええがが分分かかららななかかっったたりり自自信信ががもも

ててななかかっったたりりすするるととききにに他他者者のの助助けけをを求求めめるるこことと

がが多多いい。。そそううししてて自自分分ななりりのの答答ええをを導導きき出出せせたたとときき

やや、、自自分分ににははななかかっったた見見方方やや考考ええ方方にに触触れれるるここととがが

ででききたたとときき、、学学ぶぶここととがが楽楽ししいいとと感感じじるる姿姿がが多多くく見見

らられれるる。。そそここでで、、本本授授業業ににおおいいててもも、、新新聞聞記記事事をを活活

用用すするるここととでで、、児児童童のの見見方方やや考考ええ方方をを刺刺激激しし、、記記事事

かからら得得たたりり発発見見ししたたりりししたたここととをを友友達達にに伝伝ええたたくく

ななるるよよううなな場場面面ををつつくくるるここととががででききるるととねねららっってて

いいるる。。  

  本本実実践践はは、、光光村村図図書書小小学学４４年年国国語語（（下下））「「熟熟語語のの意意

味味」」のの発発展展的的なな学学習習ととししてて新新聞聞かからら熟熟語語探探ししををすするる

ここととがが中中心心のの活活動動ととししてていいるる。。子子どどももたたちちはは、、本本単単

元元のの１１時時間間目目にに、、教教科科書書ででのの学学習習をを通通ししてて熟熟語語ににはは

次次のの４４つつのの種種類類ががああるるここととをを学学んんででいいるる。。  

 本本実実践践ででああるる２２時時間間目目はは、、上上記記４４種種類類のの復復習習ををしし

たた後後、、新新聞聞かからら熟熟語語をを見見付付けけ、、そそのの読読みみ方方やや意意味味をを

漢漢字字辞辞典典やや国国語語辞辞典典をを用用いいてて調調べべるる活活動動をを取取りり入入

れれ、、教教科科書書よよりり多多くくのの熟熟語語にに触触れれるる時時間間ととししたた。。  

  子子どどももたたちちはは前前期期にに漢漢字字辞辞典典のの使使いい方方をを学学習習しし

てていいるるののでで、、読読めめなないい漢漢字字のの熟熟語語ににもも挑挑戦戦すするるこことと

ががででききるる。。授授業業者者がが支支援援ししななががらら積積極極的的にに読読めめなないい

熟熟語語ににももチチャャレレンンジジすするるよよううにに促促すすここととでで、、国国語語辞辞

典典とと比比べべてて使使うう機機会会のの少少ななかかっったた漢漢字字辞辞典典ににもも慣慣

れれるる時時間間ににななるるここととををねねららっってていいるる。。  

 

４．成果と課題 

（１）成果 

 ここここでではは主主にに、、国国語語科科「「熟熟語語のの意意味味」」のの実実践践ににつつ

いいてて、、そそのの成成果果とと課課題題をを振振りり返返るる。。  

 ①①  子子どどももたたちちのの意意欲欲をを引引きき出出すす未未知知のの言言葉葉ととのの

出出会会いい  

  ここれれままでで、、国国語語科科のの学学習習ににおおいいてて、、ここうういいっったた言言

葉葉のの学学習習はは教教科科書書のの内内容容にに沿沿っってて進進めめるるここととががほほ

ととんんどどででああっったたがが、、新新聞聞をを活活用用すするるここととにによよっってて、、

子子どどももたたちちのの学学習習にに活活動動がが生生ままれれ、、ままたた、、たたくくささんん

のの言言葉葉にに触触れれるる時時間間ををももつつここととががででききたた。。知知ららなないい

言言葉葉にに出出会会ううここととでで、、「「調調べべててみみたたいい」」とといいうう意意欲欲がが

生生ままれれ、、「「分分かかららなないい」」とと壁壁ににぶぶつつかかっったたととききににはは友友

達達のの助助けけをを必必要要ととしし、、そそここにに対対話話がが生生ままれれるる。。知知らら

ななかかっったた言言葉葉のの意意味味がが分分かかっったたとときき、、読読むむここととははでで

ききたたがが意意味味をを知知ららななかかっったた言言葉葉をを理理解解ででききたたとときき、、

ななんんととななくく知知っっててははいいたたけけれれどど意意味味ををははっっききりり説説

① 似ている意味の漢字の組み合わせ 
  例： 
② 反対の意味の漢字の組み合わせ 
  例： 
③ 上の漢字が下の漢字を就職している 
  例： 
④ 下の漢字が「――を」「――に」を表す 
  例： 
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明明ででききなないい言言葉葉のの意意味味をを知知っったたとときき、、子子どどももたたちちはは

「「ああああ、、ななるるほほどどなな。。」」「「ねねええねねええ見見てて、、ここのの言言葉葉はは

ねね……。。」」とと教教材材ででああるる新新聞聞とと向向きき合合っったたりり、、新新聞聞をを通通

ししてて友友達達ととつつななががりり合合っったたりりししてて、、自自己己内内対対話話やや他他

者者ととのの対対話話をを通通ししてて学学びびをを深深めめてていいっったた。。  

  新新聞聞にによよっってて、、世世のの中中のの様様々々なな言言葉葉にに触触れれるるこことと

はは、、子子どどももたたちちのの語語彙彙力力だだけけででななくく視視野野もも広広げげるるここ

ととににつつななががるる。。ななんんととななくく耳耳ににししてていいたた言言葉葉をを文文字字

ととししてて認認識識しし、、そそのの意意味味をを説説明明ででききるるよよううににななっったた

とときき、、子子どどももたたちちのの言言葉葉のの獲獲得得はは、、ささららにに深深いいもものの

ににななっったたとと言言ええるる。。「「ここれれっってて、、そそうういいうう意意味味だだっったた

んんだだ。。」」とと、、子子どどももたたちちがが言言葉葉をを自自分分ののももののににししてていい

るる瞬瞬間間がが何何度度ととななくく見見らられれたたここととはは、、何何よよりりのの成成果果

ででああっったた。。  

②②  新新聞聞をを読読むむここととやや社社会会へへのの興興味味関関心心のの増増大大 

  ももととももとと新新聞聞をを使使っったた遊遊びびをを通通ししてて、、新新聞聞にに親親しし

みみををももっってていいたた子子どどももたたちちででああっったたがが、、新新ししいい言言葉葉

ににつついいててのの知知識識をを獲獲得得すするるここととでで、、記記事事やや広広告告のの中中

身身ややそそのの意意味味ににもも興興味味ををももつつ子子どどももがが増増ええたた。。言言葉葉

のの意意味味をを紐紐解解いいてていいくく中中でで、、どどんんななここととがが記記事事やや広広

告告にに書書かかれれてていいるるかか、、概概要要がが見見ええててくくるるももののももああっっ

たたよよううだだ。。「「感感染染がが拡拡大大ししたたっってて、、どどここのの地地域域ののこことと

だだろろうう？？」」「「ななににをを早早急急にに行行わわななくくちちゃゃいいけけなないいのの

だだろろうう？？」」とと、、見見出出ししのの言言葉葉をを調調べべてて理理解解ででききたたここ

ととでで、、ささららににそそのの言言葉葉がが使使わわれれてていいるる新新聞聞記記事事のの内内

容容をを知知ろろううととししてていいたた。。  

ささららにに、、「「外外国国でではは、、捕捕虜虜やや虐虐殺殺ががああるるととこころろももああ

るるんんだだねね、、怖怖いいねね。。」」「「環環境境問問題題ににつついいてて考考ええてていいるる

ののはは、、日日本本だだけけじじゃゃなないいんんだだねね。。」」とと、、日日本本各各地地やや世世

界界各各国国でで起起ここっってていいるるニニュューーススのの大大体体のの内内容容ををつつ

かかみみ、、感感想想をを述述べべるる子子どどももももいいたた。。言言葉葉をを調調べべてて終終

わわりりででははななくく、、言言葉葉のの意意味味ををつつかかむむここととにによよっってて新新

聞聞記記事事のの文文章章全全体体へへ目目をを向向けけるる視視野野をを獲獲得得しし、、記記者者

のの伝伝ええたたいいここととををキキャャッッチチししよよううととすするる主主体体性性もも

喚喚起起さされれてていいるるよよううにに感感じじらられれたた。。  

  そそのの中中でで、、「「新新聞聞をを読読めめるるよよううににななるるとと、、読読むむののがが

楽楽ししくくななっっててききたた。。」」「「先先生生、、ここのの新新聞聞、、持持ちち帰帰っってて

ももいいいいでですすかか。。」」とと、、新新聞聞記記事事をを読読むむここととそそののももののにに

興興味味ををももちち、、主主体体的的にに新新聞聞をを読読ももううととすするる子子どどもももも

現現れれたた。。 

（２）課題 

① 熟熟語語とと造造語語ののちちががいい 

 ここのの実実践践をを通通ししてて、、子子どどももたたちちはは新新聞聞にに親親ししみみ、、

新新聞聞記記事事やや広広告告かからら熟熟語語をを探探ししてて調調べべるるここととでで熟熟

語語へへのの興興味味やや理理解解がが深深ままっったた。。ししかかしし、、新新聞聞ににははたた

くくささんんのの熟熟語語ががあありり、、中中ににはは記記者者やや広広告告主主がが短短いい言言

葉葉でで内内容容をを伝伝ええるるたためめにに作作っったたももののもも多多いい。。（（例例：：感感

染染拡拡大大、、限限定定特特典典ななどど））国国語語科科のの学学習習ととししてて、、辞辞書書

ににははなないい造造語語ももああるるこことともも子子どどももたたちちににはは解解説説しし

てておおくく必必要要ががああるる。。ししかかしし、、実実際際ののととこころろ子子どどももたた

ちちはは「「記記者者ささんんはは、、決決めめらられれたた文文字字数数でで伝伝ええるるたためめ

にに、、そそうういいうう工工夫夫ももししてていいるるんんだだねね。。」」とと、、書書きき手手にに

思思いいをを馳馳せせてていいるる子子どどもものの発発言言もも聞聞かかれれたた。。国国語語科科

ののねねららいいととはは異異ななるるがが、、言言葉葉をを知知るるこことと、、言言葉葉をを紡紡

ぐぐここととへへのの興興味味関関心心がが深深ままっってていいるるここととはは、、子子どどもも

のの言言語語のの世世界界をを広広げげるるとといいうう点点でで成成果果だだっったたとともも

言言ええるる。。  

５．おわりに 

 今今回回のの実実践践でではは、、子子どどももたたちちにに一一人人一一冊冊のの新新聞聞をを

そそののまままま配配付付ししてて読読まませせたた。。漢漢字字辞辞典典のの使使いい方方をを学学

習習ししたた後後だだっったたののでで、、読読めめなないい漢漢字字もも自自分分でで調調べべてて

読読みみ方方やや意意味味にに辿辿りり着着くくここととががででききたたがが、、新新聞聞をを読読

みみななががらら辞辞典典をを引引くくここととがが難難ししいい児児童童ももいいたたたためめ、、

個個別別的的でで継継続続的的なな支支援援がが必必要要ででああるる。。新新聞聞をを使使っったた

実実践践をを積積みみ重重ねね、、計計画画的的にに行行ううここととでで、、新新聞聞ををももとと

ににししたた学学びびをを深深めめてていいききたたいい。。  
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【単元の目標・指導計画（単元構成）】 
時時間間  児児童童のの学学習習活活動動  教教師師ののかかかかわわりり  

11//22時時間間  ○ 漢漢字字をを二二つつつつななげげてて、、言言葉葉ににででききるるかかなな。。  

  

 
 
 
①①  似似てていいるる意意味味のの組組みみ合合わわせせ  

②②  反反対対のの意意味味のの組組みみ合合わわせせ  

③③  上上のの字字がが下下のの字字をを修修飾飾すするる組組みみ合合わわせせ  

④④  下下のの字字がが「「～～をを」」「「～～にに」」をを表表すす組組みみ合合わわせせ  

 
 

○ 教教科科書書にに例例示示さされれてていいるる８８つつ

のの二二字字熟熟語語をを一一字字ずずつつばばららばば

ららににししたたカカーードドににししてて、、オオクク

リリンンククでで児児童童にに配配付付すするる。。  

  

○ 熟熟語語のの成成りり立立ちちににつついいてて、、具具

体体的的なな熟熟語語をを児児童童ととととももにに探探

ししななががらら例例示示しし、、解解説説すするる。。  

○ 教教科科書書のの問問題題にに取取りり組組むむこことと

でで、、理理解解をを深深めめらられれるるよよううにに

すするる。。  

22//22時時間間  ○ 新新聞聞ににはは、、たたくくささんんのの熟熟語語ががああるるねね。。  

  

  

  

  

  

  

  

○ 国国語語辞辞典典、、漢漢字字辞辞典典をを用用意意しし、、

使使いい方方をを復復習習ししたた上上でで、、読読みみ

方方がが分分かかららなないい言言葉葉ににもも挑挑戦戦

ででききるるよよううににすするる。。  

○ 中中ににはは書書きき手手にによよっってて作作らられれ

たた熟熟語語ももああるるここととをを説説明明しし、、

判判断断ののつつけけらられれなないい児児童童ににはは

個個別別にに支支援援すするる。。  

 

児童のワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木 刀 
流 

人 
力 

星 

熟語のつくりには、どんなきまりがあるのかな。 

熟語のつくりには、４つのパターンがあるんだね！ 

「早急」って、漢字は

習ったけど正しくは

何と読むのだろう。 

「排除」は、手偏で調

べれば読み方がわか

るかな。 

たくさんの熟語を見つけて、意味も調べられたよ！ 

新新聞聞ににはは、、どどんんなな熟熟語語ががああるるののかかなな？？ 
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１．はじめに 
  本本校校はは，，昭昭和和 6611 年年にに旧旧上上芦芦別別小小学学校校とと東東

芦芦別別小小学学校校がが統統合合しし，，芦芦別別市市立立上上芦芦別別小小学学校校

ととししてて開開校校ししたた。。全全校校児児童童数数はは 6688 名名でで，，校校下下

をを流流れれるる空空知知川川とと国国道道 3388 号号線線のの間間にに位位置置しし、、

自自然然豊豊かかなな地地域域ににああるる学学校校ででああるる。。  

  継継続続校校ととししてて 22 年年目目のの実実践践にに取取りり組組んんでできき

たたがが,,学学年年のの実実態態にに合合わわせせてて取取りり組組むむ難難ししささ

をを感感じじたた 11 年年ととななっったた。。昨昨年年度度にに引引きき続続いいてて

のの 66 年年生生担担任任ととななっったたここととかからら,,前前回回のの反反省省

をを生生かかししたた授授業業作作りりにに取取りり組組むむここととががでできき

たた。。文文字字をを読読むむここととにに抵抵抗抗ががああるる児児童童がが少少しし

ででもも興興味味をを持持っっててくくれれるるののかか考考ええななががらら実実

践践をを行行っっててききたた。。  

 

２．児童の様子 
  66 年年生生のの児児童童 1122 名名をを中中心心にに取取りり組組みみをを進進

めめててききたた。。日日頃頃かからら文文字字をを読読むむここととにに抵抵抗抗がが

あありり,,調調べべ学学習習時時ももイインンタターーネネッットトのの音音声声検検

索索やや記記事事のの読読みみ上上げげ機機能能をを利利用用すするる傾傾向向にに

ああるる。。読読書書ををすするる習習慣慣ががなないい児児童童もも多多いい。。      

ニニュューーススににはは関関心心のの高高いい児児童童ももおおりり,,社社会会

情情勢勢等等がが話話題題にに上上るるここととももああるる。。ししかかしし,,一一

方方的的なな情情報報でで物物事事をを捉捉ええががちちででああるる。。すすぐぐにに

イインンタターーネネッットトでで調調べべるるがが，，最最初初にに目目ににししたた

ももののでで判判断断すするる傾傾向向ににあありり，，情情報報のの真真偽偽をを確確

かかめめよよううととすするる意意欲欲がが低低いいたためめ,,情情報報のの偏偏りり

がが心心配配ででああるる。。  

  

 

３．実践報告 

（（１１））新新聞聞をを身身近近ににすするる取取りり組組みみ  

 新新聞聞をを読読むむ習習慣慣ががなないい児児童童ががほほととんんどどでで

ああっったたたためめ,,ままずずはは新新聞聞をを目目ににすするる機機会会をを増増

ややすすここととかからら始始めめたた。。様様々々なな授授業業ででのの取取りり組組

みみをを新新聞聞社社のの方方にに取取材材ししてていいたただだきき,,記記事事とと

ななっったたももののをを掲掲示示ししたた。。ままたた,,キキャャリリアア教教育育

をを意意識識しし,,「「ののびびゆゆくく君君へへ」」ななどど様様々々なな職職業業のの

方方のの記記事事やや週週刊刊ままななぶぶんんにに掲掲載載さされれるる算算数数

のの問問題題,,有有島島青青少少年年文文学学賞賞のの受受賞賞者者がが書書いいたた

小小説説のの記記事事もも掲掲示示ししてていいたた。。時時折折,,足足をを止止めめ

てて見見ててくくれれるる児児童童ももおおりり,,興興味味をを引引くく手手立立てて

ととななっったたとと感感じじてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２２２年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

新新聞聞をを活活用用ししたたメメデディィアアリリテテララシシーーのの育育成成  
芦芦別別市市立立上上芦芦別別小小学学校校  教教諭諭  中中西西  亜亜美美、、大大林林  幸幸子子、、澤澤田田  菜菜央央  
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（（２２））朝朝のの活活動動をを利利用用ししてて  

次次にに取取りり組組んんだだののはは ,,週週にに一一度度 ,,朝朝学学習習のの

時時間間にに新新聞聞をを読読みみ,,わわかかっったたここととやや考考ええたたここ

ととをを交交流流すするる活活動動ででああるる。。記記事事ととワワーーククシシーー

トトがが一一体体ととななっってていいるるももののをを活活用用しし,,児児童童がが

興興味味をを持持っってていいるる内内容容やや各各教教科科ででのの学学習習内内

容容にに合合っったたももののをを選選ぶぶよようう心心ががけけたた。。  

ここののワワーーククシシーートトはは,,記記事事をを読読んんででわわかかるる

こことと ,,考考ええたたこことと ,,ももっっとと知知りりたたいいここととのの３３

つつのの欄欄にに分分かかれれてていいるる。。そそののたためめ,,ああままりり興興

味味ががなないい児児童童ででもも,,読読んんででわわかかっったたここととのの欄欄

はは書書けけるるだだろろううとと考考ええてていいたた。。ししかかしし,,多多くく

のの児児童童がが,,「「どどここかかららどどののよよううにに読読むむののかかがが

わわかかららなないい」」「「何何をを言言っってていいるるののかかわわかかららなな

いい」」とと言言っってて,,書書くくここととががででききななかかっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  そそここでで,,別別ののワワーーククシシーートトにに変変ええてて取取りり組組

んんででみみたた。。そそののワワーーククシシーートトににはは,,記記事事のの題題

名名とと「「いいつつ・・どどここでで・・だだれれがが・・何何ををししたた」」なな

どどをを書書くくここととににななっってていいたた。。書書くくここととががははっっ

ききりりししてていいるるののでで,,書書ききややすすいいののででははなないいかか

とと考考ええたた。。ままたた,,読読むむののがが難難ししいい児児童童もも多多くく

いいたたののでで ,,新新聞聞記記事事をを児児童童にに配配布布ししたた後後 ,,どど

ここをを読読んんででいいるるかか説説明明ししななががらら,,私私がが音音読読すす

るるここととににししたた。。すするるとと,,多多くくのの児児童童がが記記入入でで

きき,,内内容容のの把把握握ををすするるここととががででききたた。。記記事事をを

読読んんでで自自分分のの考考ええをを持持っっててほほししいいととこころろでで

ははああるるがが,,ままずずはは文文章章かからら大大切切ななここととをを見見つつ

けけるる・・読読みみ取取るる力力ををつつけけななけけれればばななららなないいここ

ととをを痛痛感感ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（３３））授授業業ででのの新新聞聞活活用用 

６６年年生生のの国国語語科科にに『『説説得得力力ののああるる文文章章をを書書

ここうう』』とといいうう単単元元ががああるる。。昨昨年年度度のの反反省省かからら

新新聞聞のの扱扱いい方方をを変変更更しし,,自自分分のの意意見見をを書書くく活活

動動をを行行っったた。。  

昨昨年年のの反反省省ととししててはは，，テテーーママをを自自由由ににししてて

いいたたたためめ，，①①選選んんだだ記記事事のの内内容容にに影影響響さされれてて
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ししままうう ,,②②テテーーママがが決決ままららなないいななどど ,,書書くく以以

前前でで混混乱乱すするる児児童童がが多多くく出出ててししままっったた。。  

ままたた，，記記事事のの説説得得力力ががああるるとと思思うう部部分分をを生生

かかすすよよううにに指指導導ししたたがが,,どどのの表表現現をを生生かかししたた

かかがが不不明明確確ととななりり，，意意見見文文ででははななくく感感想想文文にに

ななっっててししままうう児児童童もも多多くく見見らられれたた。。  

  ここれれららをを改改善善すすべべくく,,昨昨年年のの NNIIEE 研研修修会会でで

学学んんだだ「「テテーーママはは一一定定のの制制約約ががああるる中中かからら選選

ぶぶよよううににすするるこことと」」「「意意見見文文ととはは何何かかををししっっ

かかりりとと押押ささええるるこことと」」「「説説得得力力ををももたたせせるるたた

めめにに必必要要ななここととをを示示すすこことと」」のの３３つつにに気気ををつつ

けけてて授授業業をを組組みみ立立ててたた。。  

  ここのの学学習習のの 11 時時間間目目にに,,北北海海道道新新聞聞にに掲掲載載

のの読読者者のの声声かからら同同年年代代のの児児童童がが書書いいたた意意見見

文文をを選選んんでで提提示示しし,,意意見見文文ののイイメメーージジをを持持てて

るるよよううににししたた。。１１つつのの記記事事をを選選んんでで提提示示ししたた

ここととでで，，全全員員でで共共通通ののイイメメーージジをを持持つつここととがが

ででききたた。。そそのの後後もも，，書書きき方方のの工工夫夫やや言言葉葉のの使使

いい方方ななどどににつついいてて説説明明すするる際際にに活活用用すするるここ

ととががででききたた。。  

  昨昨年年度度のの校校内内研研修修でで公公開開ししたた際際ににはは，，課課題題

ととししてて「「新新聞聞のの活活用用がが見見ええなないい」」「「推推敲敲ののポポイイ

ンントトががししぼぼれれなないい」」「「書書けけなないい児児童童へへのの支支援援

がが不不足足ししてていいるる」」ななどどががああげげらられれたた。。ししかかしし，，

今今年年度度のの公公開開でではは，，「「文文章章構構成成ががででききてていいるる」」

「「タタブブレレッットト活活用用のの良良ささがが出出てていいるる」」「「推推敲敲

のの交交流流ががししややすすいい」」ななどどのの意意見見ををいいたただだいいたた。。

ままたた，，全全ててのの児児童童がが時時間間内内にに書書きき終終ええるるこことと

ももででききたた。。  

  昨昨年年度度はは実実際際にに投投稿稿すするるここととをを目目標標ととすす

るるここととでで，，意意欲欲がが低低下下すするる児児童童ももいいたた。。ししかか

しし，，今今年年度度はは「「人人にに見見らられれててももよよいい文文章章をを書書

かかななけけれればば」」とといいうう意意識識をを持持つつななどど良良いい方方向向

にに働働きき，，推推敲敲ままでで集集中中ししてて取取りり組組むむここととががでで

ききてていいたた。。今今年年度度はは実実際際にに投投稿稿すするるここととががでで

ききたたののでで，，掲掲載載さされれたた時時ににはは児児童童にに紹紹介介しし，，

自自信信をを持持っっててももららいいたたいいとと思思うう。。  

  

（（４４））新新聞聞作作りり  

  33 年年生生でではは毎毎年年，，総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを使使

っってて新新聞聞作作りりをを行行っってていいるる。。  
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今今年年度度はは 22 回回取取りり組組むむここととががででききたた。。11 回回

目目ははイインンタターーネネッットトをを中中心心にに調調べべ学学習習をを行行

いい，，芦芦別別のの良良いいととこころろををままととめめたた。。膨膨大大なな情情

報報のの中中かからら伝伝ええたたいいここととをを選選びび取取っってて書書くく

ここととがが難難ししかかっったた。。難難ししいい言言葉葉もも出出ててくくるるのの

でで，，自自分分ののわわかかるる言言葉葉でで書書くくここととをを意意識識ささせせ

たた。。原原稿稿作作りりのの段段階階でで AA33 用用紙紙にに本本番番とと同同じじ

ママススをを作作っったたここととでで，，文文字字数数をを考考ええななががらら書書

くくここととががででききたた。。22 回回目目はは体体験験ししたたここととをを題題

材材ににししたた。。すするるとと，，原原稿稿作作りりももししややすすくく，，読読

みみ手手をを意意識識ししたた表表現現ももででききるるよよううににななっったた。。

全全くく同同じじ方方法法でで取取りり組組んんだだ効効果果ももあありり，，作作業業

がが早早くく飾飾りり線線やや見見出出ししをを工工夫夫すするる余余裕裕ももああ

っったた。。新新聞聞作作りりはは文文字字のの制制限限ががああるるたためめ，，大大

事事ななここととをを選選びび取取っってて書書くく力力ががつつくくとと実実感感

ししたた。。今今年年度度はは，，総総合合学学習習発発表表会会ででのの新新聞聞発発

表表もも行行っったた。。  

  

  （（５５））そそのの他他のの取取りり組組みみ  

 以以前前よよりり継継続続ししてて、、玄玄関関前前ででのの新新聞聞掲掲示示をを

行行っってていいるる。。朝朝学学校校にに来来ててすすぐぐにに立立ちち寄寄っってて

くくれれるる児児童童ももいいれればば，，休休みみ時時間間やや帰帰るる前前にに読読

んんででくくれれるる児児童童ももいいるる。。現現在在でではは家家庭庭でで新新聞聞

ををととっってていいなないいこことともも多多いいののでで，，学学校校でで新新聞聞

にに触触れれるる機機会会ははととててもも貴貴重重ででああるるとと感感じじてて

いいるる。。子子どどもも新新聞聞ででああれればば，，どどのの学学年年ででもも読読

むむここととががででききるるののでで，，今今後後もも継継続続ししてて取取りり組組

んんででいいききたたいい活活動動のの一一つつででああるる。。  

  

 

４．おわりに 
  NNIIEE 実実践践指指定定校校ととななっってて 22 年年目目のの取取りり組組みみ

ででああっったたがが，，昨昨年年度度以以上上のの取取りり組組みみははででききなな

かかっったたよよううにに思思うう。。児児童童のの実実態態にに応応じじてて，，取取

りり組組みみをを工工夫夫すするる大大切切ささもも改改めめてて感感じじたた。。  

自自分分自自身身はは継継続続ししてて 22 年年間間新新聞聞をを読読みみ続続けけ

てていいるるここととでで，，知知識識のの幅幅がが広広ががっったたよよううにに思思

うう。。役役立立ててよよううとと意意識識ししてていいなないい情情報報ででもも，，

様様々々なな教教科科をを教教ええてていいるる中中，，突突如如記記憶憶のの中中でで

結結びびつつくくここととががあありり，，児児童童のの思思考考をを深深めめるる手手

立立ててととななるるここととががああるる。。新新聞聞だだけけにに限限ららずず，，

教教師師がが様様々々なな情情報報ををももっってていいるるここととはは大大切切

ででああるるとと感感じじたた。。  

文文字字をを読読むむここととにに抵抵抗抗ががああるる児児童童にに対対しし

ててはは，，読読みみ聞聞かかせせがが効効果果的的ででああるるここととががわわかか

っったた。。自自分分でで読読んんでで考考ええるるこことともも大大切切ででああるる

がが，，ままずずはは様様々々なな情情報報にに触触れれるる機機会会をを増増ややすす

ここととがが必必要要ででああるるとと感感じじたた。。児児童童自自身身でではは難難

ししいいこことともも教教師師のの支支援援ががああれればば乗乗りり越越ええるる

ここととががででききるる。。日日頃頃のの児児童童のの様様子子をを把把握握しし，，

情情報報のの足足りりてていいなないい部部分分ににつついいてて補補ううもものの

やや違違うう視視点点のの情情報報をを提提示示ででききるるよよううににすするる

ここととをを意意識識ししてていいききたたいい。。  

次次年年度度ははイインンタターーネネッットトのの情情報報とと新新聞聞のの

上上のの違違いいややそそれれぞぞれれのの良良ささににもも目目をを向向けけてて，，

メメデディィアアリリテテララシシーーをを身身ににつつけけてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校がが位位置置すするる別別海海町町はは、、北北海海道道東東部部にに位位

置置すするる人人口口１１万万５５千千人人ほほどどのの町町ででああるる。。内内陸陸

でではは酪酪農農、、沿沿岸岸でではは漁漁業業ががささかかんんなな町町だだ。。本本

校校はは、、町町のの内内陸陸側側にに在在りり、、在在籍籍児児童童のの９９５５％％

のの家家庭庭がが酪酪農農業業をを営営んんででいいるる。。  

本本校校のの位位置置すするる中中西西別別地地区区でではは、、幼幼稚稚園園、、

小小学学校校、、中中学学校校がが集集ままっってておおりり、、１１２２年年間間をを

見見通通ししたた教教育育活活動動のの充充実実をを図図っってていいるる。。今今年年

度度はは、、１１・・２２学学年年がが単単式式学学級級、、３３年年生生以以上上がが

複複式式学学級級のの小小規規模模校校ででああるる。。豊豊かかなな自自然然をを生生

かかししたた野野生生生生物物のの観観察察やや保保護護活活動動、、近近隣隣のの川川

のの研研究究ななどど特特色色をを生生かかししたた教教育育活活動動をを行行っってて

いいるる。。  

ままたた、、本本校校はは、、全全校校遊遊びびややたたててわわりり掃掃除除、、

いいもも植植ええななどどのの全全校校ででのの取取りり組組みみもも盛盛んんでで、、

学学級級やや学学年年ををここええててのの交交流流をを大大切切ににししたた教教育育

活活動動をを行行っってていいるる。。  

 

 

２２..  ここれれままででのの NNIIEE のの取取組組  

NNIIEE 実実践践校校１１年年目目ととななるる昨昨年年度度はは、、新新聞聞やや

児児童童ののワワーーククシシーートトのの設設置置ななどど、、いいつつででもも新新

聞聞とと関関わわれれるるよよううにに環環境境をを整整備備ししたた。。新新聞聞をを

活活用用ししたた教教育育活活動動をを通通ししてて、、自自分分のの気気付付ききやや

考考ええをを表表現現すするるだだけけででななくく、、友友達達ととのの考考ええ方方

のの違違いいやや、、記記事事をを通通ししてて当当事事者者のの思思いいにに目目をを

向向けけるるななどどのの変変容容がが見見らられれたた。。  

NNIIEE 実実践践校校２２年年目目ととななるる今今年年度度はは、、よよりり他他

者者のの考考ええにに目目をを向向けけらられれるるよようう、、「「ままわわしし読読みみ

新新聞聞」」にに取取りり組組むむここととととししたた。。ままたた、、１１１１月月

のの地地区区セセミミナナーーでではは、、全全校校児児童童にによよるるままわわしし

読読みみ新新聞聞のの実実践践をを目目指指しし、、段段階階的的にに活活動動をを積積

みみ重重ねねててききたた。。  

低低学学年年はは、、８８月月かかららままわわしし読読みみ新新聞聞にに取取りり

組組みみ、、写写真真かからら記記事事のの内内容容をを説説明明しし、、選選んんだだ

理理由由をを伝伝たたりりししててききたた。。９９月月かかららはは、、全全校校でで

のの取取りり組組みみにに移移行行ししたた。。各各学学年年でで目目標標ととすするる

姿姿ににつついいてて、、職職員員ででのの協協議議をを通通ししてて、、身身にに付付

けけささせせたたいい力力をを明明確確ににししててききたた。。

３３．．  学学習習活活動動案案～～児児童童ににつついいてて～～  

全校児童  

・第１学年５名、第２学年５名、第３学年４名、第４学年３名、第５学年６名、第６学年４名
の児童数２７名の小規模校である。  

・在籍児童の９５％が酪農家であり、校区に幼稚園、小学校、中学校が集まっており同一集団
で１２年間を過ごす。  

・第３・４学年、第５・６学年は複式学級であり、日常的に異学年と過ごしている。  
・日常的に縦割り班による清掃活動を行っており、下学年の面倒を見ようとする児童が多く、

休み時間には学年・学級の枠を超え、体育館や保健室などで一緒に遊ぶ姿が見られる。  
・２年前から『別海町新聞の日』が始まり、月に一度、朝の活動の時間に新聞を読んできてい

る。  
・まわし読み新聞については、朝活動の時間を２日～３日分を使い、学級単位で行っている。

そのため、児童は、新聞記事を選び、選んだ理由を交流するという一連の活動に対して慣れ
てきている。  

・縦割り班によるまわし読み新聞は、今年度、初めて実施した。本時は、朝活動の３日分（１
５分×３）として、１単位時間を計画した。  

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

情報をつなげて読む～知って、伝えてうれしい～ 

                             

別海町立中西別小学校 教諭 本間 智子 
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４４．．  NNIIEE 活活動動をを通通ししててのの年年間間目目標標及及びび評評価価規規準準  

学学習習活活動動案案をを作作るるににああたたりり、、本本校校でではは、、ままわわしし読読みみ新新聞聞とといいうう活活動動ののゴゴーールルだだけけででははななくく、、

年年間間をを通通ししたた NNIIEE 活活動動のの目目標標をを作作成成ししたた。。 

（１）年間目標 

第１・２学年（低と表記）  第３・４学年（中と表記）  第５・６学年（高と表記）  

新聞を読んで、伝えたい写真や
記事を選んで伝えることができ
る。記事について尋ねたり、質
問したりして、情報を集め、感
想をもつことができる。  

新聞を読んで、記事の見出しを
手掛かりに、だいたいの内容を
要約して伝えることができる。  

新聞を読んで、記事の感想を伝
え合い、自分の考えを広げると
ともに、トップ記事にふさわし
い内容を考えて話し合いを進め
ることができる。  

 
（２）年間評価規準  

観点  第１・２学年  第３・４学年  第５・６学年  

知識及び

技能  

新聞には、記事に合わせた写

真が選ばれていることに気

づいている。  

新聞には、伝えたいことに合

わせて見出しがつけられて

いることに気づいている。  

新聞には、出来事に対する事

実や原因、結果がわかりやす

く書かれていることに気づ

いている。  

思考力  

判断力  

表現力  

写真から新聞記事の内容に

興味をもち、伝えたい記事を

選んでいる。記事について、

知りたい情報を落とさず聞

くことができる。  

写真や見出しから新聞記事

のだいたいの内容をとらえ、

伝えたい記事を選んでいる。 

見出しやリード文から新聞

記事のだいたいの内容をと

らえ、伝えたい新聞記事を選

んでいる。  

主体的に

学習に  

取り組む態度 

新聞を読んだ感想から、自分

の意見と似ているところ、違

うところを考えている。  

新聞を読んだ感想から、他者

の感想と比べている。  

新聞を読んだ感想から、他者

や記者の意図に気づき、自分

の感想と比べている。  
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５５．．  本本時時案案  

  

  

６６．．  地地区区セセミミナナーーままととめめ  

  

  

学習 

過程 
学 習 活 動

 
○指導の留意点 

【】評価規準（低・中・高） ◆教師の支援 

つ
か
む 

◎今日の流れを確認する。 

◎課題をつかむ 

 

 

 

〇地域の方に新聞、のり、はさみを配付する。 

○新聞、のり、はさみをもって全校朝会のように整列する。 

○各班、模造紙とプロッキーを用意しておく。 

◆本時の流れを掲示し、児童と共有する。 

考
え
る 

◎個の学び自分の興味のある記事を選び、切る。記事がトップ記事に選ばれるよう、

意見や感想の伝え方を考える。 

 

◎協働的な学び各グループで、記事を読んだ意見や感想を伝え合う。 

 

 

 

 

◎協働的な学び各グループで、感想を基に、トップ記事・レイアウトを決め、はる。 

 

○低学年は、全員が新聞を切り終えるまでの間に、新聞記事について

周りの人に尋ね、情報を集めさせる。 

【低・思】Ｂ：選んだ記事について、知りたい情報を落とさず聞いて

いる。 

Ａ：知り得た情報から尋ね返している。 

◆写真を指し示したり、記事のどこに書かれているか指し示す。 

【中・思】Ｂ：選んだ記事について、だいたいの内容を伝えている。

Ａ：記事の内容に合わせて、選んだ理由を述べている。 

◆記事について尋ね、選んだ理由をはっきりさせる。 

○協働的な学びの充実を意識し、トップ記事の選出、レイアウトの話し

合いを充実させる。 

【高・思】Ｂ：みんなに質問や感想を聞いたり、記事の内容について問

いかけている。 

Ａ：みんなに感想を聞いて、みんなが知りたそうなこと、役

立ちそうなことをトップ記事に選ぼうとしている。  

ま
と
め
る 

深
め
る 

◎個の学び自分の記事に意見や感想を書く。友達の記事にも意見や感想を書く。 

 

 

◎学びの全体化 他の班のまわし読み新聞に付箋で感想を書きこむ。 

・他の班のまわし読み新聞を見たり、感想を書いたりする。 

○一人ずつ違うペンの色を選ぶと、誰の意見・感想か見やすく仕上がる。 

○意見や感想だけでなく、タイトルやフキダシなどをつけてもよい。 

 

○進度に差が出るので、早く終わった班から掲示する。（ボードを６枚

用意する） 

 

伝えたい・教えたい・知って欲しいを伝え合おう 
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７７．．  NNIIEE活活動動のの様様子子  

  

～～初初めめててののままわわしし読読みみ新新聞聞活活動動～～  

リリーーダダーーがが班班のの記記事事ををままととめめてて発発表表ししたた。。  

  

～～地地域域のの方方ととののままわわしし読読みみ新新聞聞活活動動～～  

地地域域のの方方がが、、記記事事とと関関連連ささせせてて地地域域のの歴歴史史

をを語語っっててくくれれたた。。児児童童ににととっってて、、地地域域のの歴歴史史

をを知知るる貴貴重重なな時時間間ととななっったた。。  

  

～～地地区区セセミミナナーー当当日日のの様様子子～～  

完完成成ししたたままわわしし読読みみ新新聞聞をを掲掲示示ししたた。。他他のの

班班のの新新聞聞ににもも目目をを通通しし、、付付箋箋にに感感想想等等をを書書きき

加加ええたた。。  

  

８８．．  成成果果とと課課題題  

＜＜成成  果果＞＞  

・・縦縦割割りり班班やや地地域域のの方方ととのの活活動動にによよりり、、高高学学

年年ののままととめめ、、つつななげげてて読読むむ力力、、低低学学年年はは自自らら

記記事事ににつついいてて質質問問すするる力力がが高高ままっったた。。  

・・相相手手にに伝伝ええたたいいとと、、新新聞聞記記事事をを繰繰りり返返しし読読

むむ姿姿勢勢がが見見らられれるるよよううににななっったた。。  

・・大大人人とと同同じじももののをを読読んんででいいるるとといいうう自自信信がが

自自己己有有用用感感をを高高めめるる一一助助ととななっったた。。  

・・「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」にに１１

年年生生がが取取りり組組んんだだ。。参参観観日日等等をを活活用用すすれればば、、

低低学学年年ににもも記記事事をを読読まませせ、、家家族族のの意意見見をを聞聞きき、、

自自分分のの意意見見ををももたたせせるるここととががででききたた。。  

  

＜＜課課  題題＞＞  

・・自自らら新新聞聞をを活活用用ししてて学学習習ししよよううとといいうう素素地地

をを育育てててていいききたたいい。。  

・・新新聞聞やや読読書書ななどど、、活活字字にに親親ししむむ活活動動ををささらら

にに充充実実ささせせてていいききたたいい。。  

・・社社会会科科やや道道徳徳ななどど教教科科学学習習ででのの新新聞聞活活用用をを

目目指指ししてていいききたたいい。。  

  

９９．．次次年年度度にに向向けけてて  

２２年年間間、、NNIIEE実実践践校校のの指指定定をを受受けけたたここととでで、、

読読むむ力力のの育育成成にに新新聞聞のの活活用用がが役役立立つつここととのの理理

解解はは高高ままっったた。。ししかかしし、、児児童童自自らら新新聞聞をを活活用用

ししてて学学習習ししよよううとといいうう素素地地をを育育みみ、、活活字字にに親親

ししむむ活活動動ををささららにに充充実実ささせせるる必必要要ががああるるとと考考

ええてていいるる。。  

低低学学年年かからら新新聞聞をを身身近近ななももののににすするるたためめのの

教教育育活活動動のの充充実実をを図図りり、、様様々々なな教教科科でで新新聞聞記記

事事をを活活用用ででききるるよようう教教職職員員へへのの情情報報発発信信をを続続

けけてていいききたたいい。。  

児児童童にに新新聞聞をを読読むむ力力はは確確実実ににつついいててききてていい

るる。。家家庭庭学学習習でで新新聞聞をを活活用用ししたた学学習習ががででききるる

よようう教教育育活活動動をを工工夫夫ししててききたたいい。。 

北海道新聞 2022/9/24👇👇👇👇 

北海道新聞 2022/10/22👇👇👇👇 

北海道新聞 2022/11/16👇👇👇👇 
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１１  ははじじめめにに  

 今今年年度度、、岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校はは NNIIEE 実実

践践指指定定校校４４年年目目ととななっったた。。今今年年度度もも中中央央小小

でではは、、３３５５６６名名のの全全校校児児童童にに対対すするる NNIIEE のの

取取組組をを進進めめてていいるる。。  
NNIIEE 実実践践校校ととななっっててかからら、、標標準準学学力力検検査査

（（NNRRTT））やや全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの国国語語

学学力力ののポポイインントトががどどのの学学年年もも全全国国平平均均をを上上

回回っってておおりり、、年年々々上上昇昇ししてていいるる。。ここのの結結果果

はは、、全全校校ををああげげててのの NNIIEE のの取取組組がが学学力力向向上上

のの一一助助ととななっってていいるるここととをを改改めめてて教教職職員員がが

実実感感ししてていいるる。。  
  
実実践践校校ととししててのの 11 年年目目、、ままずずははややりりややすす

いい場場面面かからら全全学学年年でで NNIIEE のの取取組組をを行行っったた。。

学学年年のの実実態態にに応応じじてて、、教教職職員員のの創創意意工工夫夫にに

よよりり、、ののべべ３３４４項項目目ににわわたたっったた授授業業・・活活動動

（（家家庭庭学学習習ででのの切切りり抜抜きき、、ココララムム書書きき写写しし、、

新新聞聞作作成成等等））をを行行いい、、児児童童ににととっってて NNIIEE がが

身身近近ななももののととななっったた。。アアンンケケーートトかからら実実態態

把把握握をを行行いい、、客客観観的的にに児児童童とと教教職職員員のの効効果果

のの実実感感をを得得るる工工夫夫をを行行っったた。。  
 

22 年年目目、、全全学学年年にによよるる取取組組をを継継続続すするるとと

ととももにに、、年年度度にに 11 枚枚以以上上のの個個人人作作成成ししてていい

るる新新聞聞をを一一斉斉にに掲掲示示ししてて鑑鑑賞賞しし合合うう校校内内新新

聞聞展展示示会会をを行行っったた。。ココロロナナウウイイルルスス感感染染拡拡

大大防防止止ののたためめ、、新新聞聞作作成成のの際際にに行行っってていいたた

校校外外ででのの取取材材活活動動やや校校外外かかららのの外外部部講講師師のの

招招聘聘ががななかかななかかででききずず、、そそれれ以以外外のの場場面面でで

もも他他学学年年ととのの関関わわりりがが極極端端にに少少ななくくななっったた。。

ここののよよううなな状状況況下下だだかかららここそそ、、実実生生活活でではは

ななかかななかか出出来来なないい異異学学年年交交流流のの一一場場面面ととしし

てて、、作作品品にに付付箋箋でで感感想想をを付付けけ合合ううここととでで交交

流流をを図図っったた。。ままたた、、外外部部のの方方にに新新聞聞をを見見てて

審審査査ををししてていいたただだきき、、講講評評ををいいたただだくく取取組組

もも行行いい、、意意欲欲喚喚起起とと共共にに外外部部ととのの連連携携もも深深

ままっったた。。  
  
33 年年目目、、教教職職員員のの入入れれ替替わわりりはは毎毎年年ああるる

がが、、学学校校ととししてて NNIIEE にに対対すするる効効果果のの意意識識がが

定定着着ししてていいるるここととをを感感じじててききたた。。ここれれままでで

のの取取組組をを継継続続すするるとと共共にに、、特特別別支支援援学学級級でで

のの取取組組やや新新聞聞販販売売所所ささんんととのの繋繋ががりりかからら空空

知知ここどどもも新新聞聞のの発発行行にに携携わわららせせてていいたただだいい

たた。。北北海海道道新新聞聞本本社社かからら記記者者ををおお招招ききししてて、、

記記事事のの書書きき方方のの指指導導やや実実際際のの記記事事のの添添削削をを

ししてていいたただだきき、、全全道道のの小小学学校校にに『『炭炭鉄鉄港港』』をを

22002222 年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

NNIIEE がが学学校校ににももたたららすす効効果果  
岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校  教教諭諭  冨冨樫樫  いいずずみみ  
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題題材材ととししたたここどどもも新新聞聞をを配配布布すするるここととがが出出

来来たた。。  
  
学学校校全全体体でで NNIIEE 実実践践をを行行ええるる学学校校はは、、実実

践践校校のの中中ででもも数数少少なないい。。本本校校はは幸幸運運ににもも、、

教教職職員員がが価価値値をを実実感感ししてて全全校校でで取取りり組組むむ体体

制制がが整整いい、、新新聞聞展展示示会会ををははじじめめ定定着着ししたた活活

動動がが軌軌道道にに乗乗っってていいるる。。学学校校全全体体でで、、NNIIEE
のの効効果果をを実実感感ででききるる取取組組をを継継続続ししてて行行ううここ

とと、、そそれれをを一一つつのの事事例例ととししてて発発信信すするるこことと

がが、、中中央央小小ととししててのの NNIIEE へへのの貢貢献献ににななるるとと

捉捉ええ実実践践をを続続けけてていいるる。。  

  
２２  各各学学年年のの取取組組とと教教職職員員のの意意識識  

  以以下下はは、、各各学学年年のの国国語語担担当当者者がが、、今今年年度度

のの取取組組とと NNIIEE のの効効果果ににつついいてて記記述述ししててもも

ららっったたももののででああるる。。実実践践校校継継続続のの意意向向をを確確

かかめめるる意意味味ももああっってて、、全全学学年年にに実実践践でで困困っっ

てていいるるここととななどどもも含含めめてて自自由由記記述述ととししたたがが、、

どどのの学学年年のの担担当当者者もも困困難難よよりり効効果果をを実実感感しし

てていいるるこことと、、NNIIEE のの継継続続がが本本校校児児童童ににととっっ

てて有有意意義義ででああるるとと捉捉ええてていいるるここととがが再再確確認認

ででききたた。。  
学学  

年年  
取取組組とと効効果果等等  

１１  

年年  
国国語語ののイインンタタビビュューー学学習習ののまま

ととめめととししてて作作成成すするる予予定定でですす。。  

一一年年にに一一度度ししかか取取りり組組めめまませせ

んんがが、、大大ききなな新新聞聞ななどど一一覧覧性性のの

ああるるももののをを作作るる経経験験やや、、見見合合うう

活活動動ははととててもも良良いいとと思思ううしし、、はは

ががきき新新聞聞ななどど限限らられれたた字字数数でで学学

んんだだ事事をを振振りり返返るる学学習習ははままととめめ

のの学学習習ととししてて有有効効だだとと思思いいまま

すす。。  
２２  

年年  
書書くく活活動動ととししててはは、、22 学学期期にに

22 回回、、ははががきき新新聞聞ででのの生生活活科科のの

ままととめめ（（円円山山動動物物園園ででのの見見学学旅旅

行行・・市市役役所所とと郵郵便便局局見見学学））をを行行

いいままししたた。。11 回回目目よよりりもも 22 回回目目

のの方方がが、、記記事事のの選選びび方方やや見見出出しし

ななどど向向上上ししてていいるる姿姿がが見見らられれてて

いいまますす。。22 回回ののミミニニ新新聞聞のの経経験験

をを経経てて新新聞聞展展示示会会にに向向けけてて、、生生

活活科科のの自自分分探探しし新新聞聞をを画画用用紙紙にに

作作成成ししままししたた。。ままたた、、家家庭庭学学習習

ノノーートトにに新新聞聞記記事事をを切切りり抜抜いいてて

意意見見をを書書くく、、一一人人一一台台端端末末をを活活

用用ししたた NNIIEE のの取取組組ななどどもも行行いい

ままししたた。。  
３３  

年年  
３３年年生生はは、、見見学学旅旅行行ののままととめめ

ととししてて新新聞聞をを作作りりままししたた。。ままとと

めめのの学学習習とといいええばば、、ややははりり新新聞聞

をを作作るるののがが一一番番かかとと思思いいまますす。。

年年間間にに一一つつくくららいいししかか取取りり組組めめ

まませせんんしし、、中中身身のの濃濃いい物物はは作作れれ

まませせんんがが、、続続けけてていいくくべべききとと思思

いいまますす。。  
４４  

年年  
４４年年生生はは、、国国語語科科のの新新聞聞をを作作

ろろううにに合合わわせせ、、社社会会見見学学旅旅行行でで

調調べべたたこことととと社社会会科科ののアアイイヌヌにに

関関すするる学学習習ののままととめめととししてて新新聞聞

作作りりにに取取りり組組みみままししたた。。年年にに１１
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度度はは継継続続ししてて書書かかせせるるここととでで、、

力力ががつついいててくくるるののはは明明白白だだとと思思

わわれれまますす。。  
５５  

年年  
新新聞聞ににつついいててのの学学習習（（国国語語科科））

とと関関連連ささせせるるここととががででききるるここ

とと、、調調べべたた事事やや学学んんだだここととをを新新

聞聞ににししててままととめめるるとといいううこことと

はは、、ととててもも大大切切だだとと思思いいまますす。。  
６６  

年年  
６６年年生生はは、、修修学学旅旅行行【【炭炭鉄鉄港港】】

新新聞聞をを作作成成ししままししたた。。社社会会科科でで

はは歴歴史史人人物物ののミミニニ新新聞聞等等をを作作りり

ままししたた。。余余裕裕ががああれればば、、３３学学期期

のの共共友友タタイイムム（（総総合合学学習習））・・キキャャ

リリアア教教育育ににてて、、ももうう一一枚枚大大ききなな

新新聞聞をを作作成成ししたたいいとと考考ええてていいまま

すす。。ここれれままででのの実実践践がが土土台台ににああ

るるおおかかげげでで、、子子どどももたたちちははススムム

ーーズズにに作作業業をを進進めめるるここととががでできき

てていいままししたた。。来来年年度度もも、、ぜぜひひ取取

組組をを継継続続ででききたたららとと思思いいまますす。。  
特特別別

支支援援  
  

44・・66
年年  
知知的的

学学級級  

  ((知知的的学学級級ななののでで簡簡単単なな内内容容

でですすがが・・・・・・))ななかかよよしし学学級級（（特特

別別支支援援学学級級））でで NNIIEE にに取取りり組組みみ

３３年年目目ににななりりまますす。。今今年年度度はは、、

今今ままでで学学習習ししててききたたここととののままとと

めめととししてて自自分分のの好好ききななももののををテテ

ーーママにに新新聞聞をを書書きき、、北北海海道道新新聞聞

ココンンククーールルにに参参加加ししままししたた。。  
  交交流流学学級級ででのの新新聞聞づづくくりりははかか

ななりり教教師師のの手手がが入入りりまますすがが、、ココ

ンンククーールルにに出出ししたた新新聞聞はは自自分分のの

言言葉葉やや自自分分のの得得たた知知識識をを自自分分のの

言言葉葉ででままととめめたたももののととななりり、、達達

成成感感もも今今ままででとと違違っったたよよううにに感感

じじままししたた。。ままたた、、評評価価さされれたたいい

とといいうう気気持持ちちもも強強かかっったたよよううでで

すす。。ここののよよううなな活活動動はは特特別別支支援援

学学級級のの児児童童ににととっってて有有効効なな部部分分

ががああるるななとと感感じじてていいまますす。。全全校校

ででのの活活動動ととははズズレレまますすがが、、今今後後

もも学学習習にに取取りり入入れれたたいいとと考考ええてて

いいまますす。。  
  
３３一一人人一一台台端端末末をを活活用用ししたた NNIIEE 実実践践  

  学学校校現現場場ででははどどんんなな場場合合ででもも、、授授業業をを行行

うう際際にに教教育育課課程程ににももととづづいいてて行行ううここととがが求求

めめらられれるる。。NNIIEE ににつついいててもも同同様様でで、、いいかかにに

教教育育課課程程のの指指導導事事項項のの中中にに NNIIEE のの効効果果的的

なな要要素素をを見見出出しし、、入入れれ込込めめるるかかがが定定着着のの鍵鍵

ととななるる。。ままたた、、最最近近でではは授授業業ににおおけけるる一一人人

一一台台端端末末のの有有効効活活用用がが求求めめらられれてていいるる。。本本

校校ととししててもも、、教教育育課課程程ににももととづづいいたた NNIIEE のの

取取組組ででのの一一人人一一台台端端末末のの効効果果的的なな活活用用法法をを

模模索索ししてていいるる。。今今回回はは 22 年年生生をを対対象象ととししてて

行行っったた国国語語ででのの、、一一人人一一台台端端末末のの NNIIEE 活活用用

授授業業のの実実践践記記録録ででああるる。。（（次次ペペーージジ参参照照））  
  実実践践ののロロイイロロノノーートトととはは岩岩見見沢沢市市でで導導入入

ししてていいるる授授業業支支援援ククララウウドドででああるる。。教教材材配配

布布やや回回答答のの一一覧覧回回収収、、共共同同編編集集ややププレレゼゼンン

資資料料作作成成、、学学習習成成果果のの蓄蓄積積ななどど、、様様々々なな学学

習習にに活活用用ししてていいるる。。  

  特特にに本本時時ででははククララスス全全員員ののシシーートトをを各各自自

ののタタブブレレッットトでで見見てて、、様様々々なな考考ええをを短短時時間間

でで共共有有すするるたためめにに活活用用ししたた。。  

  NNIIEE のの新新たたなな可可能能性性をを模模索索しし、、学学校校全全体体

でで日日々々実実践践をを重重ねねてていいききたたいい。。  
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２２００２２２２年年度度 NNIIEE実実践践報報告告  

資資質質・・能能力力をを形形成成すするる NNIIEEをを考考ええよようう  
夕夕張張市市立立ゆゆううばばりり小小学学校校  冨冨樫樫忠忠浩浩  

  

１１  NNIIEE とと GGIIGGAA ススククーールル構構想想  

夕夕張張市市立立ゆゆううばばりり小小学学校校はは，，平平成成 2233 年年４４

月月，，市市内内６６校校のの小小学学校校がが統統合合さされれててででききたた，，

市市内内唯唯一一のの小小学学校校ででああるる。。  

新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭はは本本校校ででもも少少なな

いい。。実実践践校校ととししてて新新聞聞ををいいたただだくくここととにによよっっ

てて，，子子供供たたちちがが新新聞聞にに触触れれるるここととががででききてていい

るる。。  

ままたた校校内内ににはは，，ゆゆううばばりり小小学学校校のの児児童童にに関関

すするる記記事事のの掲掲示示場場所所ががあありり，，学学校校長長がが日日々々新新

聞聞をを読読みみ，，掲掲示示ししてていいるる。。そそここにに立立ちち止止ままりり，，

自自分分やや友友達達のの記記事事をを読読んんででいいるる子子がが多多いい。。先先

日日のの全全校校朝朝会会ででもも新新聞聞記記事事をを紹紹介介すするる場場面面

ががああっったた。。ここののよよううにに学学校校長長自自身身がが新新聞聞のの有有

効効性性をを理理解解ししてていいるるたためめ，，我我々々もも様様々々なな実実践践

にに挑挑戦戦ででききてていいるる。。  

22001199 年年 1122 月月にに文文部部科科学学省省がが打打ちち出出ししたた

GGIIGGAAススククーールル構構想想のの施施策策のの中中核核ととししてて、、全全国国

のの小小学学校校児児童童・・中中学学校校生生徒徒全全員員へへのの「「11 人人 11

台台端端末末」」がが実実現現ししたた。。端端末末活活用用ははここれれかかららのの

時時代代ににおおけけるる学学校校ののススタタンンダダーードドととななるる。。今今

後後，，我我々々がが考考ええるるべべききはは，，「「紙紙とと IICCTTのの共共存存」」

ででああろろうう。。そそののたためめににははそそれれぞぞれれののスストトロロンン

ググポポイインントトをを共共通通理理解解すするる必必要要ががああるる。。  

新聞掲示コーナー 

閲覧コーナー 

全校朝会の様子 
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夕夕張張市市でではは，，「「どどううししんん記記事事デデーータタベベーー

スス・・ままなな bbeellll」」のの導導入入をを検検討討ししてていいるる。。「「まま

なな bbeellll」」ににはは，，北北海海道道新新聞聞のの記記事事がが豊豊富富にに

収収録録さされれてておおりり，，子子供供たたちちのの学学びびをを深深めめるる

ののにに期期待待ががででききるる。。先先日日，，北北海海道道新新聞聞みみらら

いい教教育育推推進進室室のの菊菊地地ささんん，，石石丸丸ささんんにに来来校校

いいたただだきき，，使使用用法法やや活活用用法法ををごご指指導導いいたただだ

いいたた。。  

今今年年度度，，一一定定期期間間のの使使用用がが認認めめらられれたたたた

めめ，，実実際際にに活活用用ささせせてていいたただだいいてていいるる。。      

NNIIEEをを実実践践すするる際際にに，，最最もも活活用用ででききるる記記事事

はは「「地地域域面面」」ででああるる。。ななぜぜなならら，，子子供供たたちち

ににととっってて身身近近だだかかららででああるる。。子子供供たたちちはは早早

速速身身近近なな地地域域やや人人物物ににつついいてて検検索索ししてていい

たた。。  

今今，，「「個個別別最最適適なな学学びび」」「「協協働働的的なな学学びび」」

がが求求めめらられれてていいるる。。子子供供たたちちがが「「学学びびたた

いい。。」」「「調調べべたたいい。。」」とと思思っったたととききにに，，一一般般的的

なな検検索索エエンンジジンンとと「「ままなな bbeellll」」をを選選択択でできき

るるののががととててももよよいい。。ままたた，，「「11人人 11台台端端末末」」

とと「「ままなな bbeellll」」はは親親和和性性がが高高いい。。今今後後もも，，

効効果果的的なな活活用用方方法法をを模模索索ししたたいい。。  

  

２２  ＮＮＩＩＥＥでで「「炭炭鉄鉄港港」」のの学学びびをを深深めめるる。。  

  ６６年年生生のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで「「夕夕張張市市のの

未未来来」」とといいううテテーーママでで学学んんででききたた。。未未来来をを考考

ええるる前前にに，，過過去去をを知知るるここととかからら学学びびををススタターー

トトささせせたた。。過過去去とと未未来来ををつつななぐぐキキーーワワーードドとと

ししてて「「炭炭鉄鉄港港」」（（たたんんててつつここうう））」」ににつついいてて重重

点点的的にに学学ぶぶここととととししたた。。炭炭鉄鉄港港ととはは北北海海道道のの

近近代代化化をを支支ええたた空空知知・・室室蘭蘭・・小小樽樽のの歴歴史史ででああ

るる。。空空知知のの「「石石炭炭」」，，室室蘭蘭のの「「鉄鉄鋼鋼」」，，小小樽樽のの

「「港港湾湾」」，，ここれれららをを繫繫ぐぐ「「鉄鉄道道」」ののここととででああるる。。

夕夕張張がが北北海海道道のの発発展展にに大大ききくく貢貢献献ししててききたた

ここととをを知知っったた子子供供たたちちはは，，ここのの歴歴史史にに関関心心をを

持持つつよよううににななっったた。。ままたた，，同同じじタタイイミミンンググでで

岩岩見見沢沢のの青青年年会会議議所所かからら，，夕夕張張市市をを PPRR すするる

動動画画づづくくりりのの機機会会ををいいたただだいいたたたためめ，，夕夕張張市市

ににああるる炭炭鉄鉄港港のの構構成成文文化化財財をを紹紹介介すするるこことと

ににななっったた。。  

  

北北海海道道新新聞聞でではは，，定定期期的的にに「「炭炭鉄鉄港港」」をを記記

事事ににししてていいるるののでで，，様様々々なな場場面面でで記記事事をを活活用用

ででききたた。。構構成成文文化化財財のの１１つつででああるる「「採採炭炭救救国国

坑坑夫夫のの像像（（ささいいたたんんききゅゅううここくくここううふふののぞぞ

うう））」」をを見見学学ししたた際際にに，，子子供供たたちちははいいくくつつかかのの

疑疑問問をを持持っったた。。  

  

「「ななぜぜ，，ここのの像像ははここんんななににききれれいいななのの？？」」  

「「ななぜぜ，，屋屋根根（（東東屋屋））ががああるるのの？？」」  

  

北北海海道道新新聞聞にに，，ここれれららのの疑疑問問にに関関すするる記記事事

ががああっったたたためめ，，ここれれをを子子供供たたちちにに紹紹介介ししたた。。

ままたた，，ここのの像像ののモモデデルルににななっったた人人物物にに関関すするる

記記事事ももああっったたののでで，，ささららにに子子供供たたちちはは新新たたなな

知知識識をを得得るるここととががででききたた。。新新聞聞ににはは，，自自分分がが

知知りりたたいいピピンンポポイインントトのの情情報報だだけけででははななくく，，

予予想想外外なな知知識識にに出出合合ううここととががででききるるここととをを

実実感感ししたた。。  

北海道新聞朝刊（2021年７月８日） 
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修修学学旅旅行行でではは，，室室蘭蘭，，小小樽樽をを巡巡るるここととににしし

たた。。修修学学旅旅行行のの見見学学地地はは構構成成文文化化財財をを基基本本とと

ししたた。。室室蘭蘭でではは「「恵恵比比寿寿・・大大黒黒天天像像」」「「工工場場景景

観観とと企企業業城城下下町町ののままちちななみみ」」「「旧旧室室蘭蘭駅駅舎舎」」，，

小小樽樽でではは，，「「北北炭炭ロローーダダーー基基礎礎」」「「色色内内銀銀行行街街

（（旧旧三三井井物物産産及及びび旧旧三三菱菱商商事事小小樽樽支支店店））」」「「手手

宮宮線線跡跡及及びび附附属属施施設設」」「「旧旧手手宮宮鉄鉄道道施施設設（（機機関関

車車庫庫三三号号））」」「「小小樽樽中中央央市市場場」」ででああるる。。  

北北海海道道初初のの鉄鉄道道「「官官営営幌幌内内鉄鉄道道」」のの一一部部でで

ああるる「「手手宮宮線線」」にに関関心心をを示示ししてていいたた子子はは，，手手

宮宮線線をを観観光光にに活活用用ししてていいるるとといいうう記記事事をを読読

みみ，，夕夕張張ににああるる構構成成文文化化財財のの活活用用方方法法をを考考ええ

てていいたた。。今今後後もも，，「「ままなな bbeellll」」ででテテーーママにに関関

すするるワワーードドをを検検索索すするるここととでで新新たたなな知知識識にに

出出会会ええるるだだろろうう。。  

  

1111 月月 2266 日日，，夕夕張張のの子子供供たたちちがが炭炭鉄鉄港港のの学学

習習ででおお世世話話ににななっったた吉吉岡岡宏宏高高氏氏（（前前・・ＮＮＰＰＯＯ

法法人人炭炭鉱鉱のの記記憶憶推推進進事事業業団団理理事事長長／／前前・・夕夕張張

石石炭炭博博物物館館館館長長））がが逝逝去去さされれたた。。旭旭川川報報道道部部

のの山山口口真真理理絵絵氏氏にによよるる吉吉岡岡氏氏のの記記事事「「故故郷郷のの

炭炭鉱鉱跡跡  日日本本のの『『宝宝』』にに」」をを子子供供たたちちとと読読んん

だだ。。  

  

ここのの記記事事をを通通ししてて，，ここれれままででごご指指導導ししててくく

だだささっったた吉吉岡岡氏氏のの功功績績をを知知っったた子子供供たたちちはは，，

自自分分たたちちががどどれれだだけけ恵恵ままれれたた環環境境ににいいたたとと

いいううここととをを実実感感ししてていいたた。。  

限限らられれたた紙紙面面のの中中ででもも，，吉吉岡岡氏氏とと行行動動をを共共

ににししててききたた山山口口氏氏のの言言葉葉はは，，我我々々のの胸胸をを打打つつ

ももののががああっったた。。  

北海道新聞朝刊（2021年８月 10日） 

北海道新聞朝刊（2021年 12月 22日） 
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記記事事かからら記記者者のの思思いいをを想想像像すするるここととはは，，子子

供供たたちちにに考考ええのの形形成成をを保保障障すするる。。  

ままたた，，ＮＮＩＩＥＥはは子子供供たたちちのの「「深深いい学学びび」」にに

貢貢献献ででききるるだだけけででななくく，，子子供供たたちちにに「「豊豊かかなな

心心」」をを育育んんででいいくく。。    

  

３３    「「いいっっししょょにに読読ももうう！！  新新聞聞ココンンククーー  

ルル」」のの取取組組  

昨昨年年度度にに引引きき続続きき，，本本校校でではは上上記記ののココンンクク

ーールルにに取取りり組組んんだだ。。今今年年度度もも１１名名のの児児童童がが奨奨

励励賞賞ををいいたただだいいたた。。本本校校でではは４４年年  連連続続入入賞賞

ししてていいるる。。  

ここののココンンククーールルはは，，子子供供たたちちのの学学びびをを深深めめ

るるたためめのの要要素素がが多多いい。。  

  

（（１１））家家族族やや友友だだちちとと記記事事をを共共有有ででききるる。。  

ままずず，，何何のの記記事事をを取取りり上上げげるるかかをを決決めめささせせ

たた。。子子供供たたちちははじじっっくくりり新新聞聞をを読読んんででいいたた。。  

「「ここのの野野球球のの記記事事をを読読んんででみみたたらら。。」」  

「「修修学学旅旅行行でで行行っったた場場所所のの記記事事をを見見つつけけたた

かからら，，読読んんででみみるるとといいいいよよ。。」」  

ここののよよううにに声声をを掛掛けけ合合いいななががらら，，楽楽ししくく記記

事事をを選選んんででいいたた。。  

  記記事事をを選選ぶぶポポイインントトととししてて，，「「ななぜぜななのの

かか？？」」とと疑疑問問にに思思っったた記記事事，，みみんんななににもも紹紹介介

ししたたいい記記事事ななどどかからら記記事事をを選選択択すするるよよううにに

指指導導ししたた。。  

  

（（２２））記記事事をを通通ししてて対対話話ささせせるる。。  

「「ここのの記記事事をを読読んんでで私私はは～～とと考考ええたたののだだ

けけれれどど，，〇〇〇〇ささんんははどどうう考考ええるる？？」」…………ここのの

よよううにに友友だだちちにに自自分分のの考考ええをを伝伝ええたたりり，，友友だだ

ちちのの考考ええををメメモモししたたりりししななががらら学学びびをを進進めめ

てていいくく。。保保護護者者のの考考ええをを知知りりたたいい子子ににはは，，家家

でで質質問問ををささせせたた。。他他者者のの考考ええをを知知るるここととでで，，

ささららにに自自分分のの考考ええをを深深めめるるここととががででききてていい

たた。。  

他他者者のの考考ええをを引引用用すするる際際ににはは「「  」」（（鉤鉤括括弧弧））

ででくくくくるるよよううにに指指導導ししたた。。ままたた，，「「引引用用」」のの定定

義義ととししてて，，「「自自分分のの作作文文のの中中でで，，他他者者のの文文章章をを

用用いいるるこことと」」とと指指導導ししたた。。  

記記事事とと対対話話しし，，身身近近なな人人とと対対話話すするるここととでで，，

自自分分のの考考ええをを形形成成ししてていいくく子子供供たたちちのの姿姿がが

ああっったた。。  

  

（（３３））引引用用すするるここととでで真真剣剣にに読読まませせるる。。  

  意意見見，，提提案案，，提提言言のの定定義義をを指指導導ししたた後後，，他他

者者のの考考ええをを引引用用ささせせ，，ささららななるる疑疑問問をを書書かかせせ

たた。。そそししてて，，そそのの疑疑問問かからら，，改改めめてて自自分分のの考考

ええをを記記述述ささせせたた。。  

引引用用すすれればば，，じじっっくくりりそそのの一一文文とと向向きき合合いい，，

丁丁寧寧にに読読むむここととががででききるる。。  

  ここののココンンククーールルのの取取組組はは，，ここれれままでで国国語語科科

でで身身にに付付けけたた知知識識・・技技能能をを活活用用ででききるる機機会会とと

ななるる。。ままたた，，ここここでで指指導導ししたた考考ええをを形形成成すするる

ププロロセセススはは，，「「自自立立ししたた学学びび」」にに直直結結すするるだだろろ

うう。。  

  

  今今後後もも子子供供たたちちのの資資質質・・能能力力をを形形成成すするるたた

めめににＮＮＩＩＥＥをを活活用用ししてていいききたたいい。。  

  

北海道新聞朝刊（2023年１月 11日） 
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１１．．ははじじめめにに  
 昨昨年年度度ままでで本本校校でで実実践践代代表表者者をを務務めめ、、ＮＮ

ＩＩＥＥ実実践践校校ととししてて校校内内にに新新聞聞をを活活用用すするるここ

ととののででききるる環環境境づづくくりりのの素素地地をを築築いいててくくれれ

たた貝貝澤澤教教諭諭がが異異動動でで本本校校をを去去っったた中中、、今今年年

度度のの実実践践ををいいかかにに進進めめるるかかがが課課題題ととななっったた。。

ししかかしし、、ここれれままででとと同同様様にに、、引引きき続続きき子子どど

ももたたちちににととっってて「「身身近近にに」」新新聞聞をを感感じじらられれ

るるよよううなな取取組組をを続続けけてていいくくここととががででききるるよよ

うう、、少少ししででもも他他学学年年へへ新新聞聞をを使使っったた学学習習活活

動動をを広広げげてていいくくここととががででききるるよようう実実践践をを行行

っっててききたたののでで紹紹介介ししたたいい。。  

  昨昨年年度度ままででとと同同様様にに、、児児童童玄玄関関のの近近くくにに

新新聞聞をを読読むむここととののででききるるススペペーーススをを引引きき続続

きき設設けけてていいるる。。毎毎日日、、各各紙紙をを広広げげてて置置いいてて

おおくくここととにによよりり、、休休みみ時時間間ななどどのの空空きき時時間間

やや授授業業時時間間にに手手軽軽にに新新聞聞をを手手にに取取りり、、ゆゆっっ

くくりりとと新新聞聞をを読読むむ児児童童がが見見らられれるる。。本本校校でで

はは「「当当たたりり前前」」ととななっったたここののＮＮＩＩＥＥココーーナナ

ーーでではは、、ここれれままでではは高高学学年年のの利利用用がが多多かかっっ

たたがが、、最最近近でではは低低学学年年もも新新聞聞にに触触れれるる機機会会

がが増増ええててききたたよよううだだ。。  

  図図書書室室のの入入りり口口にに子子どどもも新新聞聞ココーーナナーーがが

設設置置さされれてていいるる。。ここちちららもも毎毎日日新新ししいい新新聞聞

にに更更新新さされれてていいるるののでで、、図図書書室室にに本本をを貸貸しし  

借借りりにに行行くく際際にに読読んんだだりり、、授授業業のの調調べべ学学習習  

でで活活用用ししたたりりとと活活用用のの幅幅をを広広げげてていいるる。。  

  ままたた今今年年度度のの研研究究主主題題がが『『読読みみのの力力をを身身

にに付付けけ、、豊豊かかにに表表現現すするる子子のの育育成成』』～～「「言言葉葉  

  

  

にによよるる見見方方・・考考ええ方方」」をを働働かかせせるる言言語語活活動動

のの充充実実をを通通ししてて～～ででああるるたためめ、、要要約約にに取取りり

組組むむここととがが望望ままししいいとと考考ええたた。。  
２２．．児童の様子  
 要要約約がが苦苦手手なな児児童童がが多多いい。。授授業業中中、、テテスス

トトななどどででもも、、抜抜きき書書ききははででききててもも、、要要約約がが

ででききずず、、文文章章ににななららなないい児児童童がが多多かかっったた。。

国国語語のの時時間間にに行行うう教教科科書書のの文文のの要要約約はは５５年年

生生ののこころろかからら学学習習ししててききたた。。そそのの結結果果教教科科

書書のの文文章章のの要要約約ははででききるるののだだがが、、日日常常のの文文

章章ななどどのの要要約約ががででききななかかっったた。。教教師師のの指指示示

やや友友達達のの話話、、ニニュューーススななどどででももすすべべててににおお

いいてて「「つつままりり何何がが言言いいたたいいののかか」」とといいううのの

をを読読みみ取取れれなないい児児童童がが多多いい。。何何がが大大切切でで、、

何何をを伝伝ええたたいいののかかをを読読みみ取取るる力力をを付付けけよようう

とと思思っったた。。  

３３．．実践の内容  
新新聞聞のの内内容容をを要要約約しし、、感感想想をを書書くく。。金金曜曜

日日のの宿宿題題ととししたた。。忙忙ししくくてて１１００月月ごごろろかからら

始始めめたたがが、、回回をを重重ねねるるごごととにに上上手手ににななっってて

ききてていいたたののでで、、ややっったたかかいいががああっったた。。最最初初

はは教教師師のの要要約約ののままねねををししたた。。次次にに、、少少しし簡簡

単単ににししたた新新聞聞をを渡渡ししてて書書かかせせててみみたた。。ししかか

しし、、そそののまままま書書いいたたりり、、最最初初かからら途途中中ままでで

書書いいたたりりししててききたた子子がが多多かかっったた。。だだかからら、、

何何がが必必要要でで、、どどここをを抜抜いいててももいいいいののかか確確認認

ししななががらら、、自自分分でで必必要要ななももののをを取取捨捨選選択択しし

てて文文章章ににししてていいくく。。具具体体例例やや数数字字をを抜抜きき、、

必必要要なな情情報報ののみみでで端端的的ににままととめめるるここととががでで

ききるるよよううににななっっててききたた。。

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

                実実践践テテーーママ  要要約約  
                              登登別別市市立立富富岸岸小小学学校校  教教諭諭  磯磯部部  美美優優 
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成成果果  子子どどももたたちちはは１１回回目目にに比比べべてて必必要要なな

ここととののみみをを要要約約ででききるるよよううににななっっててききたた。。

例例ええばば、、「「空空きき缶缶、、ペペッットトボボトトルル、、たたばばここのの

吸吸いい殻殻」」ななどどををままととめめてて「「ごごみみ」」とと表表現現すするる

ここととががででききるる子子どどももがが出出ててききたた。。「「令令和和４４年年

度度～～」」「「第第○○回回」」とといいっったた必必要要ののなないいももののをを

自自らら取取捨捨選選択択ををししてて必必要要なな主主語語述述語語ののみみをを

ままととめめるるここととががででききるる子子がが増増ええたた。。ままたた、、

要要約約がが上上手手ににななっったたおおかかげげでで、、感感想想もも的的をを

射射たたももののととななっっててききたた。。  

  

課課題題  ももちちろろんんななののだだがが、、今今回回にに載載せせてていい

るるももののははででききるるよよううににななっったた児児童童のの文文ででああ

りり、、ままだだままだだ、、課課題題ととししてていいるる児児童童ももいいるる。。

ちちょょううどど卒卒業業文文集集をを書書くく時時期期ででももああっったたのの

だだがが、、ややははりりだだららだだららとと事事実実をを書書いいててししまま

うう児児童童ももままだだいいるる。。３３学学期期もも続続けけてて力力をを付付

けけささせせてていいききたたいい。。ままたた、、子子どどももたたちちにに分分

かかりりややすすいい新新聞聞をを選選んんでで行行っってていいたたがが、、子子

どどももたたちち自自身身がが新新聞聞をを選選んんででででききるるよよううにに

ななるるとと一一番番良良いいとと考考ええるる。。  

 
４、おわりに 

今今でではは、、新新聞聞ココーーナナーーにに人人がが自自然然とと集集まま

るるよよううなな学学校校にに変変わわりりつつつつあありり、、学学びびにに活活

用用すするる学学年年学学級級がが徐徐々々にに増増ええててききたたここととをを

実実感感ししてていいるる。。時時間間ははかかかかっってていいるるかかももしし

れれなないいがが、、子子どどもも同同士士、、教教員員とと子子どどももたたちち、、

教教員員同同士士のの間間ににココミミュュニニケケーーシショョンンがが生生まま

れれ、、新新たたなな取取組組もも見見らられれるるよよううににななっっててきき

たたここととはは成成果果とと言言ええるる。。本本校校でではは前前述述ししたた

よよううにに国国語語でで研研修修をを行行っってていいるる。。今今回回のの実実

践践ででだだいいぶぶ力力ががよよりりつついいたた児児童童がが多多かかっったた。。

ままたた、、自自主主的的にに、、家家庭庭学学習習でで新新聞聞をを選選んんでで

要要約約とと感感想想にに取取りり組組んんだだ子子どどももももいいたた。。ここ

ののよよううにに自自主主的的なな活活動動がが広広ががるるよよううにに促促しし

てていいききたたいい。。来来年年もも研研修修はは続続くくかからら、、実実践践

のの一一つつににななるるかかももししれれなないい。。  
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１．はじめに 

  昨昨年年度度、、NNIIEE全全国国大大会会でで授授業業ををささせせてていいたただだくく  

機機会会にに恵恵ままれれ、、実実践践はは今今年年度度でで２２年年目目ででああるる。。昨昨

年年度度のの実実践践でではは、、３３つつのの新新聞聞記記事事をを読読みみ比比べべ、、文文

章章のの構構成成ををははじじめめととすするる「「説説得得力力ををももたたせせるる工工

夫夫」」ににつついいてて考考ええるる授授業業をを行行っったた。。実実践践後後のの授授業業

でではは、、多多くくのの生生徒徒がが文文章章のの内内容容理理解解だだけけにに留留ままるる

ここととななくく、、文文章章構構成成やや筆筆者者のの表表現現のの特特徴徴にに着着目目すす

るる習習慣慣ががつついいたた。。  

  課課題題ととししてて、、①①文文章章校校正正かかららささららにに進進みみ、、論論理理

のの展展開開やや表表現現のの違違いいにに目目をを配配るるこことと、、②②自自分分にに馴馴

染染みみののなないい題題材材のの文文章章やや、、書書かかれれたた情情報報をを正正確確にに

読読みみ取取るるここととががああげげらられれたた。。今今年年度度はは以以上上のの課課題題

をを中中心心ににアアププロローーチチををししてていいききたたいい。。  
  ままたた、、日日常常のの授授業業でで、、文文章章読読解解にに対対すするる課課題題がが

残残っったた。。そそここでで、、読読解解力力のの更更ななるる向向上上ののたためめにに読読

解解のの際際のの基基盤盤ととししてて「「三三角角ロロジジッックク」」をを用用いいてて取取

りり組組むむここととににししたた。。「「三三角角ロロジジッックク」」をを教教科科書書教教材材

ののみみななららずず、、新新聞聞教教材材ででもも用用いいるるここととででささららななるる

定定着着をを目目指指ししてていいききたたいい。。  
 
２.児童（生徒）の様子 

  本本校校のの生生徒徒はは、、国国語語にに対対すするる学学習習意意欲欲がが高高くく、、

難難ししいい学学習習課課題題にに対対ししててもも楽楽ししみみななががらら取取りり組組むむ

ここととががででききるる。。一一方方でで、、読読解解力力やや記記述述にに対対すするる力力

ははままだだ努努力力をを要要すするる段段階階ででああるる。。そそののたためめ、、授授業業

でではは学学習習課課題題とと多多くく向向きき合合ううここととががででききるるよよううにに

意意識識ししてて設設定定ししてていいるる。。  

  ままたた、、家家庭庭ででのの新新聞聞購購読読率率がが高高くくなないい現現状状ががああ

るる。。新新聞聞がが生生徒徒かからら遠遠いい存存在在ととななっってていいるるここととがが  

  

  

  

原原因因ととななりり、、新新聞聞がが単単ななるる事事実実ののみみがが記記載載さされれたた

文文章章、、ととししててししかか生生徒徒がが捉捉ええらられれてていいなないいここととがが

課課題題ととななっってていいるる。。 

 

３．実践の内容 

①①  授授業業ででのの継継続続的的なな取取組組  

昨昨年年度度のの課課題題やや現現状状ででのの課課題題かからら、、新新聞聞をを読読むむ

機機会会ををななるるべべくく設設けけるるここととがが、、生生徒徒のの力力をを伸伸ばばすす

方方法法ででああるる、、とと考考ええたた。。そそののたためめ、、週週一一回回授授業業中中

にに新新聞聞記記事事をを読読みみ比比べべるるここととをを一一年年間間をを通通ししてて取取

りり組組みみ続続けけたた。。ねねららいいととししててはは、、①①三三角角ロロジジッックク

のの定定着着、、②②論論理理のの展展開開やや表表現現にに目目をを向向けけるるこことと、、

③③同同じじ題題材材をを比比較較ししてて読読むむここととでで、、根根拠拠ととななるる情情

報報のの違違いいをを読読みみ取取るるこことと、、④④比比較較ししてて読読むむここととでで

記記事事のの違違いいかからら読読むむここととのの面面白白ささをを感感じじ取取ららせせたた

いい、、のの４４つつででああるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

実実践践テテーーママ  新新聞聞をを読読みみ比比べべよようう  
      

                  札札幌幌市市立立真真栄栄中中学学校校  教教諭諭  遠遠藤藤  翔翔太太  
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②②  教教科科書書教教材材とと連連動動ししたた取取りり組組みみ  

先先述述ししたたよよううにに、、今今年年度度はは読読解解力力向向上上をを考考ええ、、

一一年年間間でで取取りり扱扱うう説説明明的的文文章章ををよよりり系系統統立立てててて指指

導導すするる方方法法ととししてて、、「「三三角角ロロジジッックク」」をを必必ずず用用いいるる

ここととににししたた。。ししかかしし、、教教科科書書教教材材だだけけでではは学学習習機機

会会がが少少ななくく、、生生徒徒がが理理解解すするるににはは難難ししいいよよううにに思思

わわれれるる。。解解決決策策ととししてて教教科科書書教教材材とと似似たた文文章章構構成成

ややデデーータタななどどのの情情報報がが記記載載さされれてていいるる記記事事をを単単元元

後後にに学学習習すするる機機会会をを設設けけたた。。そそううすするるここととでで、、知知

識識のの定定着着とと学学びびをを深深めめるるここととががででききるるとと考考ええたた。。  

４．成果と課題 

（１）成果 

 大大ききなな成成果果ととししててああげげらられれるるここととはは、、①①三三角角ロロ

ジジッッククのの定定着着とと有有用用性性がが確確認認ででききたたこことと、、②②新新聞聞

記記事事ごごととのの表表現現方方法法のの違違いいやや面面白白ささをを感感じじ取取れれたた

こことと、、ででああるる。。  

①①   三三角角ロロジジッッククとと論論理理のの展展開開  

  三三角角ロロジジッッククととはは「「結結論論（（主主張張））」」、、「「根根拠拠（（事事

実実））」」、、「「論論拠拠（（理理由由））」」のの三三点点かかららななるる論論理理のの展展開開

のの方方法法ででああるる。。教教科科書書教教材材ででははここのの三三点点をを見見つつ

けけ、、論論理理のの展展開開ににつついいてて考考ええるる学学習習ををししててききたた。。

ししかかしし、、内内容容ななどどかからら全全ててをを見見つつけけるるののはは難難しし

くく、、数数多多くくのの文文章章とと向向きき合合ううここととでで得得らられれるる「「慣慣

れれ」」がが必必要要ででああるるとと感感じじたた。。  

新新聞聞教教材材をを用用いいるるここととでで学学習習機機会会がが圧圧倒倒的的にに増増

ええ、、始始めめはは難難儀儀ししてていいたた生生徒徒がが現現在在ででははすすぐぐにに取取

りり組組むむここととががででききるるよよううににななっったた。。ままたた、、新新聞聞記記

事事はは文文章章がが短短いい分分「「結結論論」」がが明明確確でであありり、、「「根根拠拠」」

のの取取りり上上げげ方方がが細細かかななたためめ、、よよりり明明確確にに理理解解をを深深

めめるるここととががででききたたよよううにに思思うう。。三三角角ロロジジッッククのの有有

用用性性をを生生徒徒ににアアンンケケーートト実実施施ししたたととこころろ、、８８割割のの

生生徒徒がが有有用用性性をを理理解解ししてていいたた。。  

 

 

 

 

 

 

②②  比比較較ししてて読読むむここととのの効効果果  

  同同じじ題題材材ののももののをを比比較較ししてて読読むむここととでで、、使使わわれれ

てていいるる「「根根拠拠」」のの違違いいががああげげらられれるる。。そそのの違違いいかか

らら情情報報をを深深くく読読みみ取取るるここととががでできき、、記記事事毎毎のの表表現現

のの違違いいにに面面白白ささをを見見いいだだせせたたよよううにに思思うう。。以以下下のの

生生徒徒 AA,,BBのの記記述述ににはは、、事事例例のの違違いいかかららそそここかからら受受

けけるる印印象象ににつついいてて考考ええてていいるる記記述述がが見見らられれるる。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

  資資料料１１のの図図ににももああるるよよううにに、、約約２２割割のの生生徒徒はは三三

角角ロロジジッッククのの有有用用性性をを見見いいだだせせずずににいいるる。。理理由由とと

ししててああげげらられれるる最最たたるるももののはは「「難難ししいい」」とといいううここ

ととででああるる。。ままたた、、今今年年度度扱扱っったた記記事事ににはは意意見見をを述述

べべるる文文章章ははああままりりななかかっったたたためめ、、「「結結論論」」とと「「根根

拠拠」」がが明明確確ででああっっててもも、、「「論論拠拠」」にに対対ししてて理理解解をを深深

めめるるここととががででききななかかっったた。。  

  上上記記のの解解決決方方法法ととししてて、、①①生生徒徒がが自自分分でで気気ががつつ

けけるるよよううにに、、難難易易度度のの設設定定ををよよりり細細かかくくししてていいくく

こことと。。②②投投書書ななどど、、意意見見文文ののよよううなな形形式式のの記記事事をを

多多くく取取りり扱扱ううこことと、、ががああげげらられれるる。。  

 

５．おわりに 

 今今年年度度のの実実践践をを経経てて、、２２年年間間継継続続ししたた成成果果ががよよ

りり明明確確ににななっっててききたたよよううにに思思うう。。ししかかしし、、成成果果をを

感感じじらられれるる分分、、課課題題ととししててああげげらられれるるももののががよよりり

深深いいももののににななっっててききてていいるるたためめ、、学学習習課課題題がが不不明明

瞭瞭ににななららなないいよようう気気ををつつけけてていいききたたいい。。  

  次次年年度度、、３３年年目目のの実実践践をを終終ええたたとときき、、どどののよようう

なな成成果果がが見見らられれるるかか非非常常にに楽楽ししみみででああるる。。  

生徒 A 生徒 B 
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【単元の目標（単元構成）】 
・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解できる。       （２）ア 

  （知識・技能） 

・「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開， 

表現の効果について考えることができる。                    C (１)エ 

                                  （思考・判断・表現） 

・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を通して自己を向上させ、我が国の言語文化に関わり、 

思いや考えを伝えあおうとする。 

 

 

【説明的文章における年間指導計画】 
１ 「クマゼミ増加の原因を探る」 

①根拠と意見を段落ごとに区別する。 

②文章と図表を結びつけて捉える。 

③多段階式三角ロジックの構成を捉える。 

④図表が掲載されている新聞記事を比較して読み、根拠の取り上げ方の違いを読む。 

 

２ 「モアイは語る」ー地球の未来ー 

 ①論拠の段落と事実的主張を捉える。 

②論説文の文章構成と、論理の展開（類似の事例）を考える。 

③類似の事例によって説明されている新聞記事を比較して読み、論理の展開の違いを読み取る。 

 

３ 「言葉の力」 

①随筆の特徴を捉える。 

②随筆と説明的文章を比較し、根拠の有無による違いを捉える。 

③根拠が明確な新聞記事と投書を比較して読み、文章の種類の違いを読み取る。 

  

４ 「君は『最後の晩餐を知っているか』/『最後の晩餐』の新しさ」 

①具体的表現と抽象的表現を捉える。 

②評論文における文章構成と論理の展開を捉える。 

③解説文の文章構成と論理の展開を捉える。 

 ④種類の違う文章を比較し、特徴を捉える。 

⑤具体的根拠と抽象的根拠の新聞記事を比較して読み、根拠の違いから読み取る印象の違いを 

捉える。 
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【本時の目標】 
①本時の目標 
・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解できる。      （２）ア 

 （知識・技能） 

・「読むこと」において，観点を明確にして文章を比較するなどし，文章の構成や論理の展開， 

表現の効果について考えることができる。                    C (１)エ 

                             （思考・判断・表現） 

・それぞれの文章の特徴について粘り強く考え，学習の見通しをもって考えたことを文章にまとめ 

ようとしている 。                   （主体的に学習に取り組む態度） 

 
 

【指導計画】 
②本時の展開（６/６時間目） 

・前時までに比較した文章の違いや特徴をおさえる。 

・比較した観点を確認する。 

・２つの文章を比較した観点をもとに，新聞記事を比較して読む。 

・それぞれの記事の特徴をあげる。 

・４人１組の学習形態で現在の自分の考えを交流する。 

・交流した意見も参考にしながら，記事の特徴をあげて説明する文章を書く。 

 

③評価について 

・意見と根拠，具体と抽象など情報と情報との関係について理解している。 

（知識・技能） 

・文章の構成や論理の展開，表現の効果について考えている。 

（思考・判断・表現） 

・新聞記事ごとに特徴をあげて説明していたり、２つの記事を比較した観点で説明しようと 

している。                      （主体的に学習に取り組む態度） 
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは札札幌幌市市のの北北東東部部にに位位置置しし、、丘丘珠珠空空港港

やや地地下下鉄鉄「「新新道道東東駅駅」」ににほほどど近近いい、、生生徒徒数数 553377

名名、、学学級級数数 2200 学学級級（（通通常常級級 1144、、特特別別支支援援級級

66））のの中中学学校校ででああるる。。今今年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ実実践践指指

定定校校のの認認定定をを受受けけ、、学学校校図図書書館館をを中中心心にに  

ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを行行っってていいるる。。  

  本本校校のの学学校校図図書書館館はは、、校校舎舎のの 33 階階ににあありり、、

33 教教室室分分ほほどどのの広広いい図図書書館館ででああるる。。昼昼休休みみのの

開開館館時時ににはは多多くくのの生生徒徒がが来来館館しし、、貸貸出出冊冊数数がが

年年間間 55,,000000 冊冊（（昨昨年年度度））をを超超ええるるほほどど、、生生徒徒

ににととっってて身身近近なな場場所所ととななっってていいるる。。  

実実践践者者ででああるる学学校校司司書書はは週週 1155 時時間間勤勤務務のの

会会計計年年度度任任用用職職員員でで、、「「新新聞聞はは学学校校図図書書館館資資

料料のの一一つつととししてて欠欠かかせせなないい存存在在ででああるる」」とといい

うう認認識識かからら、、ここれれままででもも、、新新聞聞記記事事ののススククララ

ッッププををははじじめめ、、図図書書館館前前のの掲掲示示板板をを利利用用ししてて

新新聞聞一一面面のの読読みみ比比べべやや新新聞聞記記事事のの掲掲示示ななどど

にに取取りり組組んんででききたた。。実実践践指指定定校校 11 年年目目のの今今年年

度度はは、、生生徒徒ががいいつつででもも新新聞聞をを読読めめるる環環境境をを整整

備備すするるととこころろかか

らら始始ままりり、、生生徒徒・・

教教職職員員とと新新聞聞をを

つつななぐぐ活活動動、、授授

業業へへのの提提供供、、使使

ええるる資資料料ととししてて

のの保保存存ををテテーーママ

にに実実践践ししてていいるる

ととこころろででああるる。。 

 

 

 

２２．．実実践践のの内内容容  

（１）スキマ時間にＮＩＥ 

 ～いつでも新聞が身近に読める環境整備 

22 階階職職員員室室前前ホホーールルとと 33 階階のの学学校校図図書書館館前前

掲掲示示板板のの 22 かか所所にに「「ススキキママ時時間間ににＮＮＩＩＥＥ」」ココ

ーーナナーーをを設設置置しし、、休休みみ時時間間やや放放課課後後ののちちょょっっ

ととししたたススキキママ時時間間にに新新聞聞にに触触れれるるここととががでで

ききるるよようう整整備備。。そそれれぞぞれれのの閲閲覧覧台台にに細細工工をを施施

しし、、新新聞聞とと注注目目記記事事やや関関連連図図書書をを掲掲示示ででききるる

よよううににななっってていいるる。。  

22階階職職員員室室前前のの新新

聞聞閲閲覧覧台台（（新新聞聞社社よよ

りり寄寄贈贈））ににはは、、段段ボボ

ーールルをを重重ねねたたボボ ーー

ドドをを板板のの間間にに立立 てて

てて挟挟みみ記記事事をを貼貼るる

ススペペーーススをを作作りり、、足足

元元ににははババッッククナナンン

ババーーをを置置くくススペペ ーー

ススをを確確保保ししたた。。  

図図書書館館前前のの掲掲示示板板ににはは、、手手作作りりのの段段ボボーールル

製製閲閲覧覧台台をを取取りり付付けけ、、関関連連ししたた図図書書資資料料をを近近

くくにに展展示示ででききるるよよううブブッッククススタタンンドド（（牛牛乳乳パパ

ッックク製製））をを用用意意ししたた。。閲閲覧覧台台のの傾傾斜斜部部分分のの下下

ににババッッククナナンンババーーのの保保存存がが可可能能ででああるる。。  

各各ココーーナナーーのの新新聞聞やや注注目目記記事事のの更更新新はは、、学学

校校司司書書がが担担当当ししてていいるる。。休休みみ時時間間やや放放課課後後、、

教教室室移移動動時時ななどどののちちょょっっととししたたススキキママ時時間間

にに新新聞聞をを読読んんででいいるる生生徒徒やや、、友友達達とと一一緒緒にに読読

んんでで話話しし込込んんででいいるる生生徒徒のの姿姿ががよよくく見見らられれ

るるよよううににななっったた。。  

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

学校図書館発のＮＩＥ 

  生生徒徒のの学学びびととメメデディィアアををつつななぐぐ学学校校司司書書がが取取りり組組むむＮＮＩＩＥＥ活活動動  

                  札幌市立栄町中学校 学校司書 児玉 優子 

【職職員員室室前前ホホーールルのの  
NNIIEE ココーーナナーー】 

【図図書書館館前前のの  
NNIIEE ココーーナナーー】 
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（２）新聞からつながる展示・掲示 

新新聞聞ははそそのの情情報報自自体体のの価価値値ののほほかかにに、、記記事事

ををききっっかかけけにに図図書書資資料料へへのの関関心心ににつつななががりり、、

教教科科のの学学びびととつつななががっったたりり、、社社会会的的課課題題ととつつ

ななががっったたりりすするるツツーールルととししてて大大ききなな価価値値がが

ああるる。。そそののつつななががりりをを示示しし、、提提供供すするるののはは学学

校校司司書書のの役役目目ででももああるる。。効効果果的的ななつつななぎぎ方方とと

ななるるよようう、、新新聞聞記記事事ととととももにに図図書書資資料料をを紹紹介介

ししたたりり、、理理解解をを補補助助すするるココメメンントトややククイイズズをを

加加ええたたりりししてて、、生生徒徒がが新新聞聞をを読読んんででみみたたくくなな

るるよようう掲掲示示方方法法をを工工夫夫ししたた。。新新聞聞記記事事だだけけをを

掲掲示示すするるよよりりイインンパパククトトががあありり、、新新聞聞へへのの関関

心心やや読読むむ意意欲欲のの向向上上にに加加ええ、、関関連連すするる図図書書資資

料料ににもも手手をを伸伸ばばすす様様子子がが見見らられれたた。。  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）新聞月間・新聞週間の取り組み 

①①  新新聞聞読読みみ放放題題（（1100 月月～～1111 月月））  

大大ききなな学学校校行行事事がが終終わわっったた 1100 月月とと 1111 月月にに

新新聞聞をを集集中中ししてて購購読読しし、、「「新新聞聞読読みみ放放題題」」とと銘銘

打打っってて、、職職員員室室前前ホホーールルとと学学校校図図書書館館内内にに自自

由由にに新新聞聞をを閲閲覧覧ででききるるココーーナナーーをを設設置置ししたた。。  

当当日日のの新新聞聞はは職職員員室室前前ホホーールルにに 11 面面がが比比較較

ししてて見見れれるる形形でで広広げげてておおきき、、翌翌日日以以降降のの新新聞聞

はは図図書書館館内内でで閲閲覧覧ででききるるとといいううししくくみみででああ

るる。。図図書書館館内内でで銘銘柄柄ごごとと・・日日付付順順にに整整理理ししてて

おおくくここととはは、、誰誰ももがが手手にに取取りりややすすくく、、後後述述すす

るる授授業業ででのの活活用用のの際際ににはは新新聞聞のの提提供供ががととてて

ももススムムーーズズででああっったた。。  

②②  特特別別支支援援学学級級へへのの提提供供  

購購読読期期間間中中にに毎毎日日届届いいたた『『北北海海道道小小学学生生新新

聞聞』』はは、、ババッッククナナンンババーーをを特特別別支支援援学学級級にに提提

供供しし、、学学級級内内にに掲掲示示ししててももららっったた。。担担当当教教諭諭

にによよるるとと「「興興味味ののああるる生生徒徒はは新新聞聞をを読読みみ、、朝朝

学学活活ののニニュューースス発発表表のの時時間間にに新新聞聞のの内内容容をを

発発表表すするる生生徒徒ももいいたた」」ととののここととだだがが、、関関心心のの

ああるる生生徒徒にに限限定定さされれてていいたたここととかからら、、提提供供方方

法法ににはは工工夫夫がが必必要要ででああっったたとと考考ええてていいるる。。  

 

③③  新新聞聞ククイイズズ（（新新聞聞週週間間特特別別企企画画））  

新新聞聞週週間間（（1100 月月 1155 日日～～2211 日日））にに、、図図書書館館

内内でで「「新新聞聞ククイイズズ」」をを実実施施。。新新聞聞 66 紙紙をを揃揃ええ、、

11 面面にに掲掲載載さされれてていいるる記記事事をを読読んんでで答答ええるるクク

イイズズをを用用意意ししたた。。苦苦戦戦すするる生生徒徒ににはは学学校校司司書書

ががヒヒンントト（（「「日日ハハムムのの話話題題なならら何何新新聞聞にに載載っっ

てていいそそうう？？」」「「ココララムムをを読読んんででみみてて」」ななどど））をを

出出ししてて全全員員がが全全問問正正解解。。参参加加賞賞ととししてて英英字字新新

聞聞ををアアレレンンジジししたた手手作作りりののししおおりりををププレレゼゼ

ンントトししたた。。  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

「「大大谷谷活活躍躍  鍵鍵はは睡睡眠眠」」   
（（北北海海道道新新聞聞夕夕刊刊 22002222 年年
1100 月月 77 日日））とと『『デデキキるる大大

人人のの勉勉強強脳脳のの作作りり方方』』（（池池
谷谷裕裕二二著著 //日日本本図図書書ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー））
をを一一緒緒にに展展示示。。  

ニニュューーススのの続続報報をを並並べべてて

掲掲示示。。記記事事をを追追っってていいくく、、
ささかかののぼぼっっててみみるる読読みみ方方
もも提提示示ししてていいるる。。  

【【新新聞聞ククイイズズ】】  

図図書書資資料料とと同同様様、、
館館 内内 でで 自自 由由 にに 閲閲
覧覧 でで きき るる よよ うう にに

整整理理ししてていいるる。 

【【新新聞聞読読みみ放放題題】】  

比比 較較 のの 参参 考考 にに  

ななるるよようう、、新新聞聞社社
のの 概概 要要 をを 簡簡 単単 にに
書書 いい たた 見見 出出 しし をを

つつけけてていいるる。。   
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（４）授業での活用 

①①  新新聞聞記記事事をを活活用用ししたたススピピーーチチ  

（（11 年年国国語語科科、、22 年年国国語語科科））  

「「22 学学期期ススピピーーチチ（（新新聞聞記記事事））」」はは、、複複数数紙紙

届届いいたたここのの機機会会にに、、ぜぜひひ新新聞聞をを活活用用ししたたいいとと

いいうう司司書書教教諭諭（（国国語語科科））のの実実践践ででああるる。。  

前前述述ししたた「「新新聞聞読読みみ放放題題」」ののババッッククナナンンババ

ーーかからら気気ににななっったた記記事事をを選選びび、、要要約約、、そそれれにに

対対すするる意意見見やや感感想想をを原原稿稿ににままととめめ発発表表すするる

ももののでで、、そそのの後後のの新新聞聞活活用用もも考考慮慮しし、、新新聞聞記記

事事はは切切りり取取ららずず CChhrroommeebbooookk でで撮撮影影すするる形形をを

ととっったた。。GGooooggllee  CCllaassssrroooomm でで新新聞聞記記事事をを共共有有

すするるここととでで、、ススピピーーチチのの際際にに新新聞聞記記事事をを手手元元

でで確確認認ししななががらら聞聞くくここととががでできき、、発発表表内内容容のの

理理解解をを深深めめるるだだけけででななくく、、ささままざざままなな新新聞聞記記

事事にに触触れれるる機機会会ににななっったたととののこことと。。ススピピーーチチ

でではは、、根根拠拠ととななるる数数字字やや内内容容をを記記事事かからら読読みみ

取取りり、、自自分分のの考考ええををししっっかかりり伝伝ええるる姿姿をを見見るる

ここととががででききたた。。  

  

②②  情情報報収収集集のの基基礎礎（（22 年年国国語語科科））  

22 年年生生国国語語科科「「メメデディィアアをを比比べべよようう」」「「メメデデ

ィィアアのの特特徴徴をを生生かかししてて情情報報をを集集めめよようう」」のの単単

元元にに関関連連ししてて、、新新聞聞をを取取りり入入れれたた情情報報収収集集のの

基基礎礎をを学学ぶぶ授授業業（（22 時時間間））をを国国語語科科教教諭諭とと共共

にに行行っったた。。  

【【11 時時間間目目】】  

メメデディィアアのの種種類類ととそそれれぞぞれれのの特特徴徴をを確確認認

ししたた後後、、同同じじ日日のの新新聞聞（（読読売売・・朝朝日日・・産産経経・・

北北海海道道））をを読読みみ、、各各新新聞聞のの構構成成やや情情報報のの取取りり

扱扱いい方方をを比比較較すするる活活動動をを行行っったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜新新聞聞のの読読みみ比比べべ  生生徒徒のの感感想想＞＞  

・・新新聞聞社社にによよっってて書書きき方方ややペペーージジ数数もも違違っってて、、

読読みみ比比べべるるとと全全然然違違ううななとと思思いいままししたた。。新新聞聞

をを読読むむとと、、読読むむ力力もも上上ががるるしし情情報報をを得得るるこことと

ががででききるるののででいいいいななとと思思いいままししたた。。  

・・全全国国でで同同じじここととがが起起ここっってていいるるののにに、、新新聞聞

にによよっってて取取りり上上げげてていいるるニニュューーススがが違違っってて

面面白白かかっったた。。  

・・だだいいたたいいののニニュューーススはは同同じじだだっったたけけれれどど、、

記記事事のの書書きき方方ななどどがが会会社社にによよっってて違違っってていい

るるののででいいろろいいろろなな新新聞聞をを読読むむ必必要要ががああるるとと

思思っったた。。  

・・新新聞聞はは紙紙ででででききてていいるるここととももあありり、、破破けけたた

りりすするるここととががああるるかからら、、ススママホホのの新新聞聞ののアアププ

リリでで見見るるののがが一一番番いいいいとと思思いいままししたた。。  

・・新新聞聞はは少少しし大大ききくく、、めめくくりりづづららかかっったた。。  

・・新新聞聞はは難難ししいい。。  

  

  実実践践校校ななららででははのの「「新新聞聞読読みみ比比べべ」」をを体体験験

ししたた生生徒徒たたちちはは、、ささままざざままなな情情報報がが載載っってていい

るる新新聞聞のの面面白白ささにに気気づづきき、、ままたた、、同同じじ「「新新聞聞」」

とといいううメメデディィアアでで同同じじ日日のの新新聞聞ででああるるににもも

かかかかわわららずず「「違違いい」」ががああるるここととにに驚驚いいてていいたた

様様子子ででああるる。。新新聞聞のの扱扱いいににくくささやや内内容容のの難難しし

ささをを感感じじてていいるる生生徒徒ももいいたたがが、、気気ににななるる記記事事

ををささららにに調調べべたたいいとといいうう意意欲欲的的なな姿姿勢勢やや、、情情

報報をを比比較較すするるここととのの必必要要性性をを感感じじてていいるる様様

子子ををううかかががううここととががででききたた。。  
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【【22 時時間間目目】】  

情情報報収収集集のの基基礎礎ととししてて、、情情報報のの見見極極めめ方方、、

出出典典明明記記のの理理由由ととそそのの書書きき方方、、著著作作権権、、イインン

タターーネネッットトでで情情報報収収集集すするるととききののココツツににつつ

いいてて講講義義をを行行っったた。。要要所所ででキキーーワワーードドととししてて

「「新新聞聞」」をを使使用用。。社社会会的的事事象象とと学学びびががつつなながが

るるよようう新新聞聞記記事事もも紹紹介介ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

    

  

具具体体的的なな事事例例をを提提示示すするる  

ここととでで、、ここれれままででのの新新聞聞をを  

扱扱っったた学学習習ととつつななががりり、、  

生生徒徒のの理理解解がが深深まま  

っったたとと感感じじてていいるる。。  

（４）新聞記事のファイリング 

新新聞聞記記事事をを図図書書館館資資料料ととししてて活活用用すするるたた

めめににはは、、目目的的にに応応じじたた整整理理とと保保存存がが不不可可欠欠でで

ああるる。。一一般般紙紙ははデデーータタベベーーススでで記記事事のの検検索索やや

入入手手がが可可能能ででああるるがが（（自自校校ででデデーータタベベーーススがが

使使ええななくくててもも、、近近隣隣のの公公共共図図書書館館等等をを活活用用でで

ききるる））、、デデーータタベベーーススのの提提供供ががなないい中中高高生生新新

聞聞ななどどはは記記事事をを整整理理ししてておおくく必必要要ががああるる。。まま

たた、、図図書書館館ででのの新新聞聞掲掲示示・・展展示示はは原原本本がが基基本本

ののたためめ（（授授業業利利用用にに該該当当ししなないいたためめ））、、原原本本をを

保保存存ししてておおくくここととがが重重要要ででああるる。。  

掲掲示示ししたた新新聞聞記記事事やや

学学習習にに役役立立つつ記記事事はは、、

図図書書資資料料とと同同様様ににＮＮＤＤ

ＣＣ（（日日本本十十進進分分類類法法））

でで分分類類しし、、フファァイイルルボボ

ッッ クク スス にに 収収 納納 しし てて いい

るる。。今今後後、、件件名名をを付付与与

ししてて検検索索ししややすすいい状状態態

ににすするる予予定定ででああるる。。  

キキャャリリアア学学習習にに役役立立つつ読読売売中中高高生生新新聞聞のの

「「シシゴゴトトビビトト」」やや、、道道新新週週刊刊ままななぶぶんんののアアイイ

ヌヌ文文化化紹紹介介ペペーージジななどどはは個個別別ににフファァイイリリンン

ググしし、、図図書書資資料料のの近近くくにに配配架架しし一一緒緒にに活活用用でで

ききるる状状態態ににししてていいるる。。ままたた、、記記事事検検索索ががでできき

るるよようう、、タタイイトトルルのの一一覧覧とと索索引引をを作作成成ししたた。。  

 

３３．．成成果果とと課課題題  

校校内内のの「「読読書書とと図図書書館館ににつついいててののアアンンケケーー

トト」」でで生生徒徒のの新新聞聞にに対対すするる意意識識をを調調査査ししたたとと

こころろ、、7799％％のの生生徒徒がが「「新新聞聞ココーーナナーーでで新新聞聞をを

読読んんだだ」」「「ココーーナナーーががああるるののをを知知っってていいるる」」とと

回回答答しし、、いいつつででもも新新聞聞をを読読めめるる環環境境整整備備はは一一

定定のの成成果果ががああっったた。。次次年年度度はは「「ももっっとと読読んんでで

みみたたくくななるる」」工工夫夫ををすするるほほかか、、活活用用場場面面をを広広

げげるるたためめにに、、各各教教科科のの実実践践事事例例をを先先生生方方にに広広

報報すするるななどどののＰＰＲＲ活活動動もも積積極極的的にに行行いい、、生生徒徒

のの学学びびをを支支援援ししたたいいとと考考ええてていいるる。。  

前時で読み比べをした 4 紙

のどれかから情報を得たと
いう設定で、新聞社のサイト
を確認し出典を記入。  

著作権の例外（授業利

用）として、「新聞記事で
スピーチ」で行った新聞
記事の撮影を紹介。  

「新聞」と「しんぶん」
の検索結果を比較し、自

分 が 求 め て い る 情報 を
得 る た め の 検 索 語に つ
いて考えた。 

著作権の侵害について、新
聞記事を紹介。「ファスト
映画賠償 5 億円」（北海道

新聞 2022 年 11 月 17 日） 
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１１．．ははじじめめにに  

「「日日本本でで最最もも美美ししいい村村」」連連合合にに加加盟盟すするる

人人口口約約 55,,000000 人人のの標標津津町町。。ポポーー川川史史跡跡自自然然

公公園園はは、、国国指指定定史史跡跡「「伊伊茶茶仁仁カカリリカカリリウウスス

遺遺跡跡」」とと国国指指定定天天然然記記念念物物「「標標津津湿湿原原」」かか

ららななるる総総面面積積 663300ｈｈａａのの広広大大なな保保護護区区域域ででああ

りり、、歴歴史史文文化化ののスストトーーリリーー「「鮭鮭のの聖聖地地のの物物

語語～～根根室室海海峡峡１１万万年年のの道道程程～～」」はは 22002200 年年にに

文文化化庁庁主主催催のの日日本本遺遺産産にに認認定定さされれてていいるる。。  

町町内内ににはは、、認認定定ここどどもも園園２２園園・・小小学学校校２２

校校・・中中学学校校２２校校、、高高等等学学校校１１校校のの教教育育施施設設

ががああるる。。標標津津中中学学校校はは、、現現在在５５学学級級((特特別別支支

援援２２学学級級をを含含むむ))でで生生徒徒数数はは 7766 人人。。2200 年年前前

((22000022 年年度度))のの 116611 人人かからら半半減減ししてていいるる。。  

町町のの教教育育にに対対すするる理理解解はは深深くく、、1188 歳歳以以下下

のの医医療療費費をを全全額額補補助助。。「「学学ぶぶ道道具具」」ととししててすす

ででにに定定着着ししてていいるる一一人人一一台台端端末末のの効効果果ををささ

ららにに高高めめるるたためめにに、、全全小小・・中中学学校校ににＡＡＩＩ教教

材材をを導導入入すするるななどど、、未未来来をを担担うう子子どどももたたちち

とと教教育育現現場場へへのの支支援援がが手手厚厚いい。。ままたた、、町町内内

でで統統一一化化さされれたた学学びびととししてて、、22001122 年年度度にに問問

題題解解決決型型学学習習をを核核ととししたた「「標標津津型型学学習習ススタタ

イイルル」」がが策策定定さされれ、、22002222 年年度度にに改改訂訂さされれたた

内内容容ににはは、、NNIIEE がが効効果果的的ででああるるこことともも明明記記ささ

れれてていいるる。。  

  

標標津津中中学学校校でではは、、今今年年度度のの重重点点キキーーワワーー

ドドをを、、北北海海道道のの方方言言をを用用いいてて「「学学ばばささるる」」

環環境境づづくくりりととししてておおりり、、生生徒徒たたちちがが自自発発的的

にに学学びびたたくくななるるよよううなな「「仕仕掛掛けけづづくくりり」」をを

教教育育活活動動ののああららゆゆるる場場面面ににおおいいてて意意図図的的にに

行行っってていいるる。。  

標標津津町町のの新新聞聞購購読読数数はは全全世世帯帯のの約約 5500%%。。  

本本校校生生徒徒のの挙挙手手にによよるる調調査査でではは、、新新聞聞をを購購

読読ししてていいるる家家庭庭はは約約 3300%%でであありり、、生生徒徒たたちちにに

ととっってて新新聞聞はは身身近近なな存存在在ででははななくくななっってていい

るる。。全全国国学学力力学学習習調調査査質質問問紙紙ににおおいいててはは、、

新新聞聞ををほほととんんどど、、全全くく読読ままなないい生生徒徒のの割割合合

はは 9900%%前前後後でで全全国国平平均均よよりりももささららにに低低いい。。  

  

  そそここでで、、実実践践指指定定１１年年目目のの 22002222 年年度度はは、、

生生徒徒たたちちがが自自らら進進んんでで新新聞聞をを読読んんででししままうう

((読読ままささるる))よよううなな環環境境((ササンンママ＝＝３３間間＝＝時時

間間・・空空間間・・仲仲間間))づづくくりりにに取取りり組組んんだだ。。  

  

２０２２年度 NIE 実践報告 

新聞を「読まさる」ようになるサンマ 

標津町立標津中学校 教諭 外川 篤司 

年度 標津中 全国平均 
3 年度 91.3% 76.7% 
44 年年度度  8877..55%%  79.0% 

★新聞を「ほとんど、全く読まない」中 3 の割合 
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２２．．実実践践のの概概要要  

((11))  新新聞聞にに触触れれるる空空間間づづくくりりかからら  

①①  通通行行量量がが多多いい場場所所にに閲閲覧覧台台をを設設置置 

本本校校ににはは、、離離れれたた場場所所にに「「玄玄関関」」がが４４ヶヶ

所所ああるるがが、、玄玄関関かからら教教室室にに向向かかうう際際、、教教室室

かからら職職員員室室やや給給食食保保管管庫庫をを訪訪れれるる際際にに、、必必

ずず通通るる場場所所がが 11 つつああるる。。そそれれがが中中央央廊廊下下でで

ああるる。。昨昨年年度度ままでではは、、職職員員・・来来客客用用のの中中央央

玄玄関関にに、、ススチチーールル製製のの新新聞聞架架をを置置いいてていいたた

がが、、生生徒徒がが手手にに取取るるここととははままれれででああっったた。。    

そそここでで、、22002222

年年度度当当初初にに公公務務

補補がが手手製製でで新新聞聞

閲閲覧覧台台をを工工作作

しし、、生生徒徒のの通通行行

量量ががももっっとともも多多

いい中中央央廊廊下下ののどど

真真んん中中にに設設置置しし

たた。。ささららにに、、教教

職職員員やや生生徒徒たたちち

がが「「読読んんででほほしし

いい」」とと感感じじたた

「「注注目目記記事事」」へへ

自自由由にに付付箋箋紙紙をを

貼貼るるここととががでできき

るるよよううににすするるここ

ととでで、、立立ちち止止まま

っってて新新聞聞ををめめくく

るる姿姿がが格格段段にに増増

ええたた。。  

②②  「「新新聞聞かからら学学ぶぶココーーナナーー」」のの設設置置  
次次にに通通行行量量がが多多いい体体育育館館とと美美術術室室のの間間にに

はは「「新新聞聞かからら学学ぶぶココーーナナーー」」をを設設けけ、、北北海海

道道新新聞聞木木曜曜版版にに掲掲載載さされれ

るる「「中中高高生生ままななぶぶんん」」をを

掲掲示示しし、、土土曜曜日日にに折折込込まま

れれるる「「週週間間ままななぶぶんん」」をを

置置くくここととににししたた。。ままたた、、

生生徒徒たたちちがが自自主主的的にに取取りり組組んんだだ新新聞聞感感想想文文

等等ののワワーークク

シシーートトやや

「「生生徒徒たたちち

にに読読んんででほほ

ししいい記記事事」」

ななどどもも掲掲示示

ししてていいるる。。  

③③  イインンナナーー・・ブブラランンデディィンンググ  

本本校校でではは、、生生徒徒たたちちがが自自分分自自身身をを・・母母校校

ででああるる標標津津中中学学校校をを・・故故郷郷標標津津をを、、心心のの底底

かからら自自慢慢ででききるるよよううににななるるたためめのの「「イインンナナ

ーー・・ブブラランンデディィンンググ((自自己己肯肯定定感感・・愛愛校校心心・・

愛愛郷郷心心))」」にに力力をを注注いいででいいるる。。中中ににいいるるかからら

ここそそ気気づづききににくくいいここととはは多多いいがが、、外外かかららのの

目目線線でで肯肯定定的的ににそそのの良良ささをを「「見見ええるる化化」」しし

ててくくれれるる新新聞聞記記事事はは、、「「イインンナナーー・・ブブラランンデデ

ィィンンググ」」をを推推進進すするる上上でで有有効効ななツツーールルととなな

るる。。そそここでで、、北北海海道道新新聞聞のの「「ぶぶんんぶぶんんタタイイ

ムム」」にに掲掲載載さされれたた本本校校生生徒徒のの投投稿稿文文ななどど、、

本本校校やや標標津津町町にに関関連連すするる記記事事をを職職員員室室前前にに

掲掲示示しし、、学学級級活活動動でで紹紹介介ししたたりり、、学学校校紹紹介介

ののププレレゼゼンン

テテーーシショョンン

デデーータタにに入入

れれたたりりすするる

ここととでで、、そそ

のの内内容容をを生生

徒徒やや保保護護者者

にに確確実実にに周周知知すするるよよううににししてていいるる。。  

ままたた、、新新聞聞記記事事ととししてて掲掲載載さされれるるこことと

でで、、「「外外かかららはは見見ええににくくいい」」とと言言わわれれるる学学校校

内内ののこことと((生生徒徒のの活活躍躍やや教教職職員員のの努努力力、、学学校校

のの取取組組等等))をを、、地地域域のの方方々々がが理理解解すするるききっっかか

けけととななりり、、「「新新聞聞にに出出てていいたたねね」」「「頑頑張張っってて

いいるるねね」」とといいうう声声ををいいたただだくくここととがが、、「「イインン

ナナーー・・ブブラランンデディィンンググ」」のの促促進進にに大大ききくく寄寄

与与ししてていいるる。。  
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((22))  ササンンママ((時時間間・・空空間間・・仲仲間間))ががああれれ

ばば「「読読ままささるる」」よよううににななるる  

①①  放放課課後後のの多多様様なな居居場場所所ののひひととつつ  

「「ssoottoo ププロロジジェェククトト」」  
ググロローーババルル化化すするる変変化化のの激激ししいい時時代代ににおお

いいてて、、生生徒徒たたちちのの興興味味関関心心・・考考ええ方方・・資資質質

能能力力はは多多様様化化ししてておおりり、、様様々々ななニニーーズズにに応応

ええるるここととががででききるる教教育育環環境境がが求求めめらられれてていい

るる。。中中学学生生のの放放課課後後とと言言ええばば、、「「部部活活動動」」  

「「放放課課後後学学習習」」ががイイメメーージジさされれるるがが、、そそのの

他他にに本本校校でではは、、異異学学年年ががワワイイワワイイとと賑賑ややかか

にに語語りり合合っったたりり、、楽楽器器・・絵絵画画・・書書道道ななどどのの

特特技技をを磨磨いいたたりり、、各各教教科科のの学学習習内内容容をを教教ええ

合合っったたりりすするる「「居居場場所所」」もも用用意意ししてていいるる。。  

そそのの中中のの 11 つつ、、通通称称「「ssoottoo ププロロ((外外川川ププロロ

ジジェェククトト))」」

でではは、、「「ままわわ

しし読読みみ新新

聞聞」」「「新新聞聞感感

想想文文」」「「いいっっ

ししょょにに読読もも

うう新新聞聞ココンンククーールル作作品品づづくくりり」」等等、、ＮＮＩＩＥＥ

のの取取組組もも楽楽ししみみななががらら行行っってていいるる。。  

中中学学生生はは、、各各教教科科のの学学習習やや部部活活動動にに加加ええ

てて、、SSNNSS ででのの交交流流やや、、つついい夢夢中中ににななっっててしし

ままううゲゲーームムななどど、、ややるるべべききこことと・・ややりりたたいい

ここととががたたくくささんんああっってて忙忙ししいい。。だだかかららここ

そそ、、仲仲間間ととのの対対面面にによよるる「「ゆゆるるいいつつなながが

りり」」のの中中でで、、評評価価さされれるるここととななくくあありりののまま

ままのの自自分分ででいいらられれるる時時間間とと空空間間もも必必要要ででああ

るる。。「「ssoottoo ププロロ」」ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥはは自自発発的的・・

対対話話的的でで、、一一人人一一人人がが解解放放さされれてていいるる分分、、

新新鮮鮮なな気気づづききとと笑笑顔顔ににああふふれれ、、生生徒徒たたちちのの

「「心心のの調調

整整」」ににもも

寄寄与与ししてて

いいるる。。  

  

②②  「「ねねららいい」」をを明明確確ににししたた  

ままわわしし読読みみ新新聞聞  

ままわわしし読読みみ新新聞聞はは、、

「「無無目目的的」」でで行行っったた方方

がが「「意意外外性性」」がが引引きき出出

さされれてて面面白白いいとともも言言わわ

れれるるがが、、学学校校教教育育活活動動

ととししてて行行うう場場合合ににはは

「「ねねららいい」」をを明明確確ににすす

べべききででああるる。。ななぜぜなならら「「ねねららいい」」にによよっってて

用用意意すするる物物もも、、メメンンババーー構構成成もも、、時時間間配配分分

もも変変わわるるかかららででああるる。。  

本本校校ののままわわしし読読みみ新新聞聞ににはは、、下下記記ののよようう

にに明明確確なな「「ねねららいい」」がが設設定定さされれてていいるる。。  

  
◎◎他他者者理理解解ににつつななががるるココミミュュニニケケーーシショョンン  

  人人間間関関係係づづくくりりやや異異学学年年・・異異世世代代交交流流とと

ししてて行行うう「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」はは、、テテーーママ・・

レレイイアアウウトトをを決決めめずずにに、、多多種種多多様様なな新新聞聞をを

用用意意しし、、フファァシシリリテテーータターー((促促進進役役))がが存存在在すす

るるメメンンババ

ーー構構成成

でで、、ゆゆっっ

たたりりとと時時

間間ををとと

るる。。  

  
◎◎「「思思考考力力・・判判断断力力・・表表現現力力」」のの育育成成  

  興興味味関関心心ののああるる記記事事をを事事前前にに選選んんでで用用意意

しし、、内内容容のの紹紹介介だだけけででななくく、、自自分分のの意意見見をを

わわかかりりややすすくく説説明明ささせせるる。。ググルルーーププ内内でで意意

見見交交流流すす

るる時時間間をを

ととっってて、、

トトッッププにに

配配置置すするる

「「説説得得力力

ののああっったた記記事事」」ににつついいてて合合意意形形成成をを図図るる。。  
70



◎◎レレイイアアウウトトややデデザザイインンののススキキルルをを磨磨くく  

美美術術のの授授業業ななどどでで、、多多くくのの人人にに読読んんででもも  

ららええるる掲掲示示作作品品をを制制作作すするるここととをを目目的的ととすす

るるななららばば、、各各ググルルーーププにに「「編編集集長長」」をを設設けけ

たた上上でで、、後後半半のの作作業業時時間間をを長長くくととるる。。  

    
◎◎技技術術科科のの単単元元ののままととめめ  

「「材材料料とと加加工工のの技技術術」」のの単単元元でではは、、日日本本

のの加加工工技技術術にに関関すするる記記事事をを経経済済新新聞聞等等もも用用

意意ししななががらら選選びび、、「「生生物物育育成成」」のの単単元元でではは農農

業業新新聞聞をを多多くく用用意意ししてて、、5500 分分間間のの 11 単単位位時時

間間でで記記事事選選びび→→内内容容紹紹介介→→新新聞聞作作成成ままででをを

テテンンポポよよくく進進めめるる。。  

    

３３．．成成果果とと課課題題 
ササンンママのの水水揚揚げげ量量はは根根室室がが 1122年年連連続続でで「「日日

本本一一」」ととななっってていいるるもものののの、、日日本本全全体体のの漁漁獲獲

量量はは激激減減ししてていいるる。。CCOOVVIIDD--1199 のの影影響響ももあありり、、

子子どどももたたちちのの「「ササンンママ((時時間間・・空空間間・・仲仲間間))」」もも

同同様様ででああるる。。学学校校関関係係者者をを含含むむ大大人人たたちちのの知知

恵恵とと工工夫夫にによよりり、、「「仕仕掛掛けけ」」をを施施ささななけけれればば、、

子子どどももたたちちのの健健ややかかなな成成長長ににママイイナナススにに作作

用用すするるとと考考ええてていいるる。。  

  
実実践践指指定定１１年年目目のの 22002222 年年度度はは、、新新聞聞にに触触

れれるる空空間間づづくくりりにによよりり、、新新聞聞閲閲覧覧台台のの前前にに立立

ちち止止ままっったたりり、、新新聞聞をを手手ににととっったたりりすするる生生徒徒

がが増増ええたた。。ままたた「「時時間間・・空空間間・・仲仲間間」」をを意意図図

的的にに整整ええるるここととでで、、新新聞聞をを「「おおももししろろいい」」「「たた

めめににななるる」」とと感感じじ始始めめてていいるるここととがが、、活活動動しし

てていいるる表表情情かかららううかかががええるる。。生生徒徒たたちちににととっっ

てて「「読読ままささるる新新聞聞」」ととななるるよようう、、今今後後はは、、新新

聞聞をを効効果果的的にに活活用用ししたた各各教教科科のの授授業業実実践践をを

増増ややししててままいいりりたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校ででははここれれままでで、、校校内内にに NNIIEEココーーナナーーをを設設置置しし、、

教教職職員員がが輪輪番番制制ででおおすすすすめめのの新新聞聞記記事事をを掲掲示示すするる

ななどど、、新新聞聞をを通通ししてて社社会会事事象象にに興興味味をを持持つつここととががでで

ききるるよよううなな取取りり組組みみをを行行っっててききたた。。令令和和２２年年度度よよりり、、

別別海海町町でではは「「別別海海町町新新聞聞日日」」がが設設定定さされれ、、毎毎月月１１回回

全全校校生生徒徒へへ新新聞聞がが配配布布さされれるるここととととななっったたたためめ、、新新

聞聞配配布布日日のの朝朝のの時時間間をを活活用用ししてて新新聞聞をを読読みみ、、読読んんだだ

記記事事をを紹紹介介すするる「「新新聞聞にに親親ししむむ」」活活動動ややワワーーククシシーー

トトをを用用いいたた新新聞聞ススククララッッププにに取取りり組組むむ「「新新聞聞をを使使っっ

てて考考ええるる」」活活動動をを段段階階的的にに行行っっててききたた。。今今年年度度はは、、

昨昨年年度度ままででのの課課題題をを踏踏ままええ、、学学校校教教育育目目標標ののももととでで

育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力をを踏踏ままええてて、、本本実実践践にに取取りり

組組むむここととととししたた。。  

 

２２..生生徒徒のの様様子子  

  全全校校生生徒徒 7755名名、、各各学学年年単単学学級級のの小小規規模模校校ででああるる。。  

  明明るるくく、、素素朴朴なな生生徒徒がが多多くく、、協協働働的的にに課課題題をを解解決決

ししななががらら学学ぶぶ意意欲欲ののああるる集集団団ででああるる。。  

  新新聞聞へへのの興興味味・・関関心心はは低低くく、、家家庭庭やや学学校校ににおおいいてて

新新聞聞をを読読むむ習習慣慣ががなないい生生徒徒ががほほととんんどどでであありり、、NNIIEE

ココーーナナーーでで紹紹介介ををししててききたた新新聞聞記記事事ににつついいててもも、、本本

校校がが掲掲載載さされれたた記記事事やや自自分分がが関関心心ののああるる有有名名人人なな

どどのの記記事事以以外外ににはは興興味味をを持持たたなないい傾傾向向ががああっったた。。  

  令令和和２２年年度度かかららはは、、別別海海町町新新聞聞のの日日にに全全校校生生徒徒でで

新新聞聞をを読読むむ機機会会ががででききたたここととでで、、気気ににななるる記記事事をを見見

つつけけたたりり、、記記事事をを読読んんでで感感想想をを持持つつここととががででききるるよよ

ううににななっったた。。ししかかしし、、全全国国学学力力・・学学習習調調査査等等のの結結果果

ににおおけけるる課課題題改改善善ののたためめのの方方策策のの一一つつととししてて取取りり

入入れれたた新新聞聞ワワーーククシシーートトのの活活動動でではは、、記記事事をを要要約約しし

てて自自分分のの考考ええやや意意見見をを持持つつここととやや、、新新聞聞にに親親ししみみ、、  

 

社社会会事事象象へへのの関関心心をを持持つつここととにに課課題題がが残残っったた。。  

  

３３．．実実践践のの内内容容  

①①  NNIIEE環環境境のの整整備備  

  認認知知度度がが低低かかっったた NNIIEEココーーナナーーはは、、生生徒徒ににととっってて

新新聞聞がが身身近近なな存存在在ととななるるよようう、、令令和和元元年年度度かからら毎毎日日

生生徒徒がが通通るる学学校校のの中中央央へへ移移動動ししてて、、教教職職員員やや生生徒徒のの

おおすすすすめめ記記事事のの掲掲載載をを続続けけててききたた。。  

ままたた、、NNIIEE ココーーナナーーでではは毎毎日日配配達達さされれるる複複数数社社のの

新新聞聞ががいいつつででもも閲閲覧覧ででききるるよよううににななっってていいるる。。ここれれ

はは委委員員会会活活動動ととししてて、、担担当当のの生生徒徒がが毎毎日日入入れれ替替ええをを

行行うう。。    

昨昨年年度度赴赴任任ししたた学学校校長長はは、、今今年年度度もも NNIIEEココーーナナーー

のの隣隣へへおおすすすすめめ記記事事をを毎毎日日掲掲示示ししてていいるる。。  

 

 

 

 

 

 保保健健室室前前でではは、、養養護護教教諭諭がが心心やや体体にに関関すするる新新聞聞記記

事事をを紹紹介介ししてていいるる。。ままたた、、私私自自身身  

はは担担当当教教科科ででああるる家家庭庭分分野野にに関関すす  

るる記記事事をを紹紹介介すするるココーーナナーーをを３３年年  

前前にに設設置置しし、、今今年年度度もも掲掲示示をを続続けけ  

てていいるる。。                               

 

  

 

 

 

 

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

        NNIIEEでで資資質質・・能能力力をを育育成成すするる  
      

                    別別海海町町立立上上西西春春別別中中学学校校  主主幹幹教教諭諭  早早瀬瀬  香香織織  
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②②  NNIIEEウウィィーークク  

  今今年年度度新新ししくく設設定定ししたた研研究究主主題題のの下下でで育育成成をを目目

指指すす資資質質・・能能力力のの身身にに付付けけささせせるるたためめののアアププロローーチチ

ととししてて、、昨昨年年度度実実施施ししたた新新聞聞ワワーーククシシーートトのの取取りり組組

みみをを、、「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」へへ変変更更すするるここととととししたた。。  

 

 今今年年度度もも継継続続さされれたた「「別別海海町町新新聞聞のの日日」」にに配配布布ささ

れれるる新新聞聞をを使使用用しし、、朝朝のの時時間間をを活活用用ししてて５５日日間間でで

「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」にに取取りり組組むむ NNIIEEウウィィーーククをを設設定定

ししたた。。    

生生徒徒ははももちちろろんん職職員員のの多多くくがが初初めめててのの取取りり組組みみ

ででああっったたがが、、44 月月はは迷迷いいななががららもも良良いいススタターートトをを切切

るるここととががででききたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ししかかしし、、毎毎月月継継続続ししてて実実施施ししたたもものののの、、記記事事のの紹紹

介介がが一一方方通通行行でで盛盛りり上上ががららずず、、ままわわしし読読みみ新新聞聞へへ記記

入入すするるココメメンントトのの質質もも上上ががららなないい状状況況がが続続いいたた。。活活

動動ににはは慣慣れれててききたたがが、、よよりり良良いい活活動動ととななるる可可能能性性がが

見見ええなないい状状況況ででああっったた。。ここれれはは実実施施時時間間帯帯やや、、生生徒徒

ととままわわしし読読みみ新新聞聞でで目目指指すす姿姿（（ゴゴーールル像像））がが共共有有でで

ききてていいななかかっったたここととがが原原因因ででははなないいかかとと考考ええたた。。  

そそここでで、、よよりり質質のの高高いいままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動をを目目

指指ししてて再再ススタターートトををすするるたためめにに、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出

前前授授業業のの活活用用すするるここととととししたた。。    

  1100月月にに実実施施ししたた出出前前授授業業はは、、全全校校生生徒徒をを対対象象ととしし

てて、、１１時時間間をを使使っってて行行ううここととととししたた。。講講師師かからら本本時時

活活動動をを「「ゆゆるるーーくく、、楽楽ししくく」」取取りり組組むむここととやや、、活活動動

をを通通ししてて何何かかをを発発見見すするるこことと、、ココミミュュニニケケーーシショョンン

をを取取るるここととがが目目標標ととししてて示示さされれ、、講講座座ががススタターートトしし

たた。。  

 

 

 

 

 

 

 

講講座座でではは新新聞聞のの構構成成やや読読みみ方方をを学学んんだだ後後、、記記事事をを

選選んんででググルルーーププ内内ででププレレゼゼンンしし合合いい、、台台紙紙にに記記事事をを

レレイイアアウウトトししたたももののをを他他のの班班にに紹紹介介すするるとといいうう活活

動動をを行行っったた。。職職員員ももままわわしし読読みみ新新聞聞をを知知りり、、指指導導方方

法法やや関関わわりり方方をを学学ぶぶ時時間間ととししてて、、生生徒徒のの活活動動のの様様子子

ををササポポーートトすするるだだけけででななくく、、実実際際ににままわわしし読読みみ新新聞聞

のの活活動動ににもも参参加加ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

学校教育目標

調査結果等から

見える本校の課題

研究主題のもとで

育成を目指す資質・能力

未未来来社社会会をを築築くく力力をを身身にに付付けけるる生生徒徒のの育育成成 

主体的に学び、自分の考えや思いをより良く表現する生徒の育成 

～「つながり」「かかわり」課題解決を目指す授業づくりを通して～ 
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  出出前前授授業業をを終終ええ、、ままわわしし読読みみ新新聞聞のの取取りり組組みみのの見見

直直ししをを行行いい、、実実施施時時間間帯帯をを変変更更すするるここととととししたた。。併併

せせてて、、生生徒徒がが楽楽ししささをを実実感感ししななががらら自自分分たたちちでで主主体体

的的にに社社会会やや仲仲間間ととつつななががりり、、関関わわりりななががらら取取りり組組めめ

るるよようう、、出出前前授授業業ででのの流流れれをを再再現現ししたた「「ままわわ読読みみ新新

聞聞ガガイイドド」」をを作作成成しし、、各各月月のの振振りり返返りりをを蓄蓄積積ししなながが

らら実実施施すするるここととととししたた。。職職員員はは身身にに付付けけささせせたたいい資資

質質・・能能力力をを意意識識ししたた指指導導をを一一層層重重視視しし、、担担任任ののみみなな

ららずず、、各各学学年年ががチチーームムととななっってて、、よよりり質質のの高高いい取取りり

組組みみをを目目指指ししてて活活動動をを継継続続ししてていいるる。。ままたた、、冬冬季季休休

業業中中ににはは校校内内研研修修ににおおいいてて、、ままわわしし読読みみ新新聞聞でで育育成成

をを目目指指すす資資質質・・能能力力をを基基にに、、改改めめてて、、各各学学年年ににおおいい

てて目目指指すす姿姿をを設設定定ししたた。。３３学学期期はは設設定定ししたた目目指指すす姿姿

ををゴゴーールル像像ととししてて生生徒徒とと共共有有しし、、活活動動にに取取りり組組んんでで

いいるる。。  

 

４．成果と課題 

（１）成果 

①①  NNIIEEウウィィーークク  

出出前前授授業業ににおおけけるる生生徒徒のの姿姿やや講講座座後後のの振振りり返返りり

かからら、、ままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動ににおおいいてて、、本本校校でで身身にに

付付けけささせせたたいい資資質質・・能能力力のの育育成成をを目目指指すすここととががでできき

るるここととをを実実感感すするるここととががででききたた。。「「他他のの班班のの発発表表をを

聞聞いいたた時時にに、、どどここにに着着目目ししてて説説明明ししてていいるるののかか、、どど

んんなな気気持持ちちででここのの記記事事をを選選んんだだののかかをを考考ええるるこことと

ががででききたた。。」」「「自自分分ががどどうう感感じじたたののかか、、どどうう考考ええたたのの

かかをを詳詳ししくく説説明明すするるここととでで、、自自分分のの思思いいがが簡簡単単にに伝伝

わわるるここととをを発発見見ししたた。。」」「「改改めめてて新新聞聞をを見見てて、、自自分分のの

意意見見をを伝伝ええ合合いい、、共共感感すするるここととがが大大切切だだとと感感じじたた。。

」」生生徒徒たたちちももままたた、、ここのの活活動動でで大大切切ななここととはは何何かか、、

ここのの活活動動ににははどどんんなな価価値値ががああるるののかかをを、、実実感感をを伴伴っっ

てて理理解解ししてていいるるここととがが分分かかっったた。。ままたた、、新新聞聞へへのの興興

味味・・関関心心のの低低ささがが課課題題ででああっったたがが、、新新聞聞のの構構成成にに疑疑

問問やや気気づづききをを持持っったたりり、、TTVVやや SSNNSSでではは知知りりええななかかっっ

たた情情報報をを知知るるここととががででききるる良良ささにに気気づづくくななどど、、新新聞聞

へへのの興興味味・・関関心心をを持持つつここととががででききたた。。  

「「新新聞聞ににはは世世界界がが広広ががっってていいるる。。」」生生徒徒のの言言葉葉でで

ああるる。。ここのの言言葉葉ににはは、、文文字字通通りりのの「「世世界界」」ととととももにに、、

「「自自分分たたちちがが身身にに付付けけるるべべきき資資質質・・能能力力」」ままででももがが

含含ままれれてていいるるよよううにに感感じじたた。。  

出出前前授授業業後後にに再再ススタターートトししたた活活動動ににおおいいててもも、、

「「ゆゆるるーーくく、、楽楽ししくく」」ををテテーーママにに、、新新聞聞をを通通ししてて社社

会会やや学学級級のの仲仲間間ととつつななががりり、、関関わわりりななががらら取取りり組組むむ

様様子子がが見見らられれ、、資資質質・・能能力力のの育育成成へへのの効効果果をを感感じじるる

ここととががででききたたとと共共にに、、新新聞聞へへのの興興味味・・関関心心のの高高ままりり

がが見見らられれたた。。ままたた、、指指導導すするる各各学学年年のの担担任任がが、、NNIIEEのの

活活動動のの価価値値をを改改めめてて考考ええ、、育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力

をを意意識識ししななががらら、、毎毎月月のの取取りり組組みみをを工工夫夫ししてていいくく姿姿

もも見見らられれたた。。  
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（２）課題 

①①  NNIIEE環環境境のの整整備備  

  ままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動にによよりり、、新新聞聞へへのの興興味味・・関関

心心はは高高ままっったたがが、、NNIIEE ココーーナナーー等等でで日日常常的的にに新新聞聞をを

閲閲覧覧すするる姿姿はは見見らられれなないい。。推推進進指指定定校校ととししてて複複数数社社

のの新新聞聞がが毎毎日日届届くく利利点点をを生生かかししてて、、よよりり手手にに取取りりやや

すすいい環環境境をを整整ええたたいい。。ままたた、、NNIIEE ココーーナナーーにに掲掲載載すす

るる新新聞聞記記事事ににつついいててもも、、関関心心がが高高いい様様子子はは見見らられれなな

いいたためめ、、そそのの取取りり組組みみのの見見直直ししをを行行うう必必要要ががああるる。。

併併せせてて、、各各教教科科等等ででのの積積極極的的なな活活用用をを促促しし、、資資質質・・

能能力力のの育育成成をを目目指指ししたたいい。。  

②②  NNIIEEウウィィーークク  

  ままわわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動はは大大変変有有効効ででああるるがが、、教教育育

課課程程へへどどうう位位置置付付けけるるかかをを検検討討しし続続けけてていいるる。。本本校校

でで育育成成をを目目指指すす資資質質・・能能力力やや学学習習のの基基盤盤ととななるる「「情情

報報活活用用能能力力」」のの育育成成をを目目指指ししたたカカリリキキュュララムムママネネジジ

メメンントトをを行行うう必必要要ががああるる。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

  学学校校教教育育目目標標のの具具現現化化をを目目指指ししてて取取りり組組んんだだまま

わわしし読読みみ新新聞聞のの活活動動ででああるるがが、、各各種種調調査査結結果果等等ににおお

けけるる課課題題のの検検証証・・改改善善ササイイククルルのの取取りり組組みみ一一つつととしし

てて効効果果的的ででああっったただだけけででななくく、、指指導導すするる私私たたちちのの意意

識識もも変変ええててくくれれるる取取りり組組みみででああっったた。。  

新新聞聞をを広広げげてて記記事事をを楽楽ししくく、、時時にに真真剣剣にに読読んんでで感感

想想やや意意見見をを持持ちち、、語語りり合合うう中中学学生生のの姿姿はは大大変変魅魅力力的的

ででああるる。。ここのの活活動動をを通通ししてて学学級級経経営営のの大大切切ささににもも気気

づづかかさされれるる。。  

  予予測測困困難難なな未未来来社社会会をを生生ききるる子子供供たたちちににととっってて、、

NNIIEE をを通通ししてて身身ににつつくく資資質質・・能能力力ががいいかかにに大大切切ででああ

るるかかをを実実感感ししてていいるる。。次次年年度度もも魅魅力力ああるる NNIIEEのの活活動動

へへ向向けけてて、、ママネネジジメメンントトをを繰繰りり返返ししななががらら、、目目のの前前

のの子子供供たたちちののたためめにに、、全全職職員員でで取取りり組組みみたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

 幕幕別別町町でではは、、「「ふふるるささととにに誇誇りりををももつつ子子どどももをを育育

むむ幕幕別別のの一一貫貫教教育育」」目目指指しし、、令令和和元元年年度度よよりり町町内内

のの中中学学校校区区内内ににああるる小小学学校校とと中中学学校校をを１１つつのの学学園園

ととししてて、、５５つつのの学学園園をを設設置置ししたた。。  

忠忠類類中中学学校校のの校校区区内内ににはは、、忠忠類類小小学学校校がが１１校校のの

みみでで、、本本校校をを含含むむ““ちちゅゅううるるいい学学園園””はは、、小小学学校校

１１校校、、中中学学校校１１校校型型のの小小中中一一貫貫教教育育をを行行っってていいるる。。  

忠忠類類中中学学校校でではは、、令令和和３３年年度度かからら幕幕別別町町教教育育目目

標標のの「「郷郷土土をを愛愛しし、、自自らら学学びび、、心心豊豊かかにに生生ききるる人人」」

のの実実現現にに向向けけてて、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの目目標標をを「「ふふ

るるささととののよよささをを知知りり、、持持続続可可能能なな忠忠類類のの未未来来にに向向

けけたた課課題題をを解解決決しし、、自自己己のの生生きき方方をを考考ええるるここととがが

ででききるる。。」」とと設設定定ししたた。。ままたた、、ちちゅゅううるるいい学学園園でではは

令令和和４４年年度度かからら総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを軸軸ととししてて、、

小小中中９９年年間間のの統統一一ししたた教教育育課課程程をを編編成成ししたた。。  

 
２２．．忠忠類類中中学学校校のの総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににつついいてて  

 本本校校でではは、、令令和和３３年年度度かからら「「ふふるるささとと・・キキャャリリ

アア教教育育」」ををテテーーママととししてて、、地地域域のの教教育育資資源源・・人人材材

をを活活用用ししたた系系統統的的なな３３年年間間のの学学習習をを整整備備ししたた。。  

  １１年年生生でではは、、「「忠忠類類のの良良ささ・・強強みみををああららたためめてて確確

認認ししよようう。。」」ととししてて、、忠忠類類のの産産業業・・文文化化・・歴歴史史ににつつ

いいてて地地域域のの人人のの話話をを聞聞きき、、直直にに体体験験しし、、忠忠類類のの良良

ささ・・強強みみをを再再度度知知るる活活動動ととししたた。。  

  ２２年年生生でではは、、「「十十勝勝管管内内のの他他市市町町村村をを知知りり、、他他市市

町町村村とと比比較較しし、、忠忠類類のの良良ささだだけけででななくく、、課課題題もも見見

つつけけよようう。。」」ととししてて、、幕幕別別町町以以外外のの市市町町村村のの町町おおここ

しし事事業業、、ふふるるささとと納納税税ななどど地地域域のの活活性性化化にに向向けけたた

取取りり組組みみににつついいてて学学びび、、そそここかからら見見ええててくくるる忠忠類類  

  

 
のの課課題題ををみみつつけけ、、課課題題解解決決にに向向けけたた策策をを考考ええてていい

くく活活動動ととししたた。。  

  ３３年年生生でではは、、「「他他管管のの市市町町村村をを調調査査しし、、忠忠類類のの良良

ささをを生生かかししたたりり、、課課題題をを解解決決ししたたりりししてて、、忠忠類類がが

よよりり良良くくななるるたためめににどどののよよううににししたたららよよいいののだだろろ

うう。。」」ととししてて、、十十勝勝管管外外のの市市町町村村とと忠忠類類をを比比較較ししてて

いいくくこことととと、、２２年年次次にに考考ええたた課課題題にに対対すするる策策をを地地

域域のの方方々々とと議議論論しし、、ブブララシシュュアアッッププしし、、３３年年間間のの

活活動動にに携携わわっってていいたただだいいたた地地域域のの方方々々にに考考ええをを提提

案案ししてていいくく活活動動ととししたた。。  

 
９９年年間間のの統統一一ししたた教教育育課課程程  

 

 
 
 

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを中中心心ととししたた新新聞聞をを活活用用ししたた実実践践  

幕幕別別町町立立忠忠類類中中学学校校  教教諭諭  石石山山  敬敬史史  
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３３．．実実践践内内容容  

忠忠類類中中学学校校でではは今今年年度度、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間をを

中中心心ととししてて、、新新聞聞教教育育をを実実践践ししててききたた。。  

 
①①  講講話話（（新新聞聞記記者者のの視視点点・・取取材材のの仕仕方方））  

 十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社のの記記者者のの方方にに来来てていいたただだきき、、「「新新

聞聞をを通通ししてて何何をを伝伝ええたたいいののかか」」「「どどののよよううなな視視点点でで

取取材材ををししてていいるるののかか」」「「要要点点ののままととめめ方方、、文文章章のの書書

きき方方」」ななどどににつついいてて話話ををいいたただだいいたた。。  

  取取材材にに臨臨むむ際際ににはは、、取取材材対対象象ににつついいてて事事前前にに調調

べべてておおくくここととがが大大切切ででああるるこことと。。記記事事をを書書くく際際にに

はは専専門門用用語語ををそそののまままま使使ううののででははななくく、、小小学学生生やや

中中学学生生ででももわわかかるるよよううなな言言葉葉をを選選ぶぶよよううににししてていい

るるここととななどどをを学学んんだだ。。  

 

 
 
②②  総総合合的的なな学学習習のの時時間間  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間のの中中でではは、、２２年年生生のの「「十十勝勝

管管内内のの他他市市町町村村をを知知りり、、他他市市町町村村とと比比較較しし、、忠忠類類

のの良良ささだだけけででななくく、、課課題題もも見見つつけけよようう。。」」３３年年生生のの

「「他他管管のの市市町町村村をを調調査査しし、、忠忠類類のの良良ささをを生生かかししたた

りり、、課課題題をを解解決決ししたたりりししてて、、忠忠類類ががよよりり良良くくななるる

たためめににどどののよよううににししたたららよよいいののだだろろうう。。」」のの忠忠類類以以

外外のの地地域域ととのの比比較較でで活活用用ししたた。。  

  ２２年年生生でではは、、十十勝勝管管内内のの各各市市町町村村でで町町おおここししとと

ししてて取取りり組組んんででいいるる記記事事やや町町おおここししににつつななががりりそそ

ううなな記記事事をを切切りり抜抜きき、、廊廊下下にに掲掲示示すするる。。今今年年度度はは

ここのの活活動動をを中中心心ととししてて新新聞聞教教育育にに取取りり組組んんだだ。。十十

勝勝をを帯帯広広市市ととそそのの周周りりをを東東西西南南北北のの４４つつ、、計計５５つつ

にに分分けけ、、５５つつののブブロロッッククごごととにに新新聞聞記記事事ののススククララ

ッッププをを掲掲示示ししたた。。ままたた、、そそれれととはは別別にに忠忠類類地地区区のの

新新聞聞記記事事ににつついいててもも別別枠枠掲掲示示すするる場場所所をを設設けけたた。。  
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記記事事をを選選ぶぶ作作業業はは、、朝朝のの会会やや帰帰りりのの会会をを利利用用しし

てて、、１１週週間間にに１１回回程程度度でで行行っったた。。全全国国紙紙でではは身身近近

なな情情報報がが得得らられれににくくいいたためめ、、取取りり組組みみのの初初めめのの段段

階階はは、、北北海海道道新新聞聞とと十十勝勝毎毎日日新新聞聞にに限限定定ししたた。。  

  廊廊下下へへのの掲掲示示はは他他学学年年のの興興味味関関心心ををひひくくたためめでで

ああるる。。２２年年生生かからら新新ししいい教教育育課課程程でで総総合合的的なな学学習習

のの時時間間をを進進めめてていいるる。。そそのの中中でで１１年年生生はは、、次次年年度度

取取りり組組むむここととのの大大ままかかなな内内容容をを知知るるここととががででききるる

ののとと同同時時にに、、新新聞聞をを読読むむこことと、、地地域域のの情情報報にに目目をを

向向けけるるここととににつつななががっったた。。  

 

 
 

 

 
帰帰りりのの会会でで新新聞聞記記事事をを選選びび、、切切りり抜抜いいてていいるる姿姿  

廊廊下下にに掲掲示示ししたた新新聞聞  
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  今今年年度度のの３３年年生生はは、、令令和和３３年年度度かかららのの教教育育課課程程

のの一一部部をを部部分分的的にに扱扱ううここととととななっったた。。そそののたためめ新新

聞聞ののススククララッッププ等等はは行行ううここととははななかかっったたがが、、新新聞聞

ににふふれれるる時時間間をを確確保保すするるたためめにに、、気気軽軽にに新新聞聞をを読読

めめるるススペペーーススをを作作成成ししたた。。  

 
いいつつででもも読読めめるるよよううななススペペーースス  

 
③③そそのの他他のの授授業業（（技技術術））  

「「エエネネルルギギーー変変換換ににつついいててののニニュューーススをを調調べべよようう」」  

  技技術術科科でで学学んんででききたた「「エエネネルルギギーー変変換換」」ににつついい

てて、、実実際際ののニニュューーススででははどどののよよううにに扱扱わわれれてていいるる

ののかか、、そそののニニュューーススににつついいてて、、自自分分ななりりにに調調べべ、、

どどううししてていいくくべべききかかをを考考ええるる授授業業ででああるる。。  

  「「ＬＬＮＮＧＧ」」やや「「電電気気料料金金」」ななどどのの直直接接的的ににエエネネ

ルルギギーー変変換換にに関関係係ののああるるももののももああれればば、、「「木木材材のの価価

格格高高騰騰」」ののよよううにに間間接接的的ににエエネネルルギギーー変変換換ににつつなな

ががるるももののももあありり、、身身のの回回りりににエエネネルルギギーー変変換換がが多多

くく関関係係ししてていいるるここととをを学学んんだだ。。授授業業後後にに生生徒徒かからら

「「新新聞聞はは狙狙っったたニニュューーススをを見見つつけけるるののににはは大大変変だだ

けけどど、、いいろろんんななニニュューーススががああるるかからら新新ししいいももののをを

知知るるここととががででききるる」」ととのの声声がが出出たた。。  

 

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①イインンタターーネネッットトでではは、、自自分分たたちちがが興興味味をを持持っってて

いいるる情情報報ももししくくはは、、そそれれとと類類似似ししたた情情報報がが多多くく目目

ににととままるるよよううににななっってていいるる。。ししかかしし新新聞聞でではは、、自自

分分たたちちががほほししいい情情報報をを探探ししてていいくく中中でで、、別別のの情情報報

もも目目ににととままるる。。そそのの別別のの情情報報がが子子どどももたたちちににははなな

いい視視点点ととななりり、、新新ししいいアアイイデディィアアへへととつつななががるるここ

ととががああっったた。。  

②②記記者者のの視視点点、、取取材材のの仕仕方方、、ささららににはは記記事事のの作作りり

方方、、想想いいをを知知るるここととでで、、探探究究ににおおけけるる情情報報収収集集やや

ままととめめ方方のの技技術術がが向向上上ししたた。。特特にに講講話話でで学学んんだだ「「取取

材材前前にに、、取取材材内内容容ににつついいてて学学習習ししてていいくくここととがが大大

切切ででああるる。。」」とといいううここととがが事事前前学学習習のの重重要要性性のの理理解解

をを深深めめるるももののととななりり、、体体験験活活動動前前のの事事前前学学習習のの質質

のの向向上上へへととつつななががっったた。。  

③③今今ままでではは、、「「地地域域のの情情報報＝＝忠忠類類のの情情報報」」ととししてて捉捉

ええてていいたたがが、、新新聞聞記記事事ををススククララッッププししてていいくくこことと

でで「「地地域域のの情情報報＝＝十十勝勝管管内内のの情情報報」」へへとと広広ががるるとと

ととももにに、、視視点点がが北北海海道道へへととささららにに広広ががりりつつつつああるる。。  

 
（（２２））課課題題  

・・視視点点をを広広げげれればば、、広広げげるるほほどど読読ままななくくててはは多多くく  

  のの新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややすす必必要要ががああるる。。ししかか  

  しし、、そそののたためめのの時時間間ががななかかななかか確確保保ででききてていいなな  

  いい。。  

・・地地域域をを５５つつののブブロロッッククにに分分けけてて、、そそれれぞぞれれののブブ  

  ロロッッククごごととにに担担当当をを置置いいたた。。担担当当ししたたブブロロッックク  

  にに対対ししてて自自らら記記事事をを探探ししたたがが、、他他ののブブロロッッククのの  

  情情報報はは廊廊下下ででのの掲掲示示でで確確認認すするるののみみににししててししまま  

  っったたののでで、、学学級級内内ででのの発発表表のの場場をを設設定定ししててももよよ  

  かかっったたよよううにに感感じじるる。。たただだ、、上上記記ににももああるるよようう  

  にに記記事事をを探探すすだだけけででかかななりりのの時時間間がが必必要要ににななるる  

  ののでで、、時時間間のの確確保保がが難難ししいい。。  

５．今後について 

  課課題題ででああげげたた、、時時間間のの確確保保ににつついいてて可可能能なな限限りり

行行っってていいきき、、時時間間ににゆゆととりりををももっったた新新聞聞教教育育のの活活

動動ととななるるよよううににししてていいくく。。 
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１．はじめに 

本本校校はは十十勝勝平平野野西西部部にに位位置置しし、、５５学学級級１１３３６６名名のの

生生徒徒がが学学校校生生活活をを送送っってていいるる。。  

本本校校のの新新聞聞をを扱扱っったた活活動動ととししてて、、ここれれままででにに生生徒徒

会会のの報報道道委委員員会会でではは学学級級新新聞聞のの作作成成・・発発行行をを行行いい、、

図図書書委委員員会会でではは図図書書室室でで新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーーをを設設置置・・

管管理理をを行行っっててききたた。。ままたた、、生生徒徒のの活活動動のの様様子子がが新新聞聞

にに掲掲載載さされれたた記記事事はは、、廊廊下下にに掲掲示示ししてていいるる。。  

今今年年度度ははＮＮＩＩＥＥ実実践践

校校のの指指定定をを受受けけ、、新新聞聞

提提供供事事業業をを受受けけるるこことと

でで、、授授業業等等ででのの新新聞聞のの

活活用用やや新新聞聞複複数数紙紙にによよ

るる閲閲覧覧ココーーナナーーのの充充実実

をを図図るるここととががででききたた。。  

今今回回のの実実践践報報告告でで

はは、、「「実実社社会会ととののかかかかわわりりをを意意識識ししたた新新聞聞教教育育」」をを研研

究究主主題題にに取取りり組組んんだだ社社会会科科ででのの実実践践ににつついいてて紹紹介介

ししたたいい。。  

  

２.実践の内容 

① 新聞記事データベースによる過去記事検索 

歴歴史史学学習習でではは、、自自

分分がが生生ままれれたた頃頃のの出出

来来事事にに興興味味ををももたたせせ

るるたためめにに、、新新聞聞記記事事

デデーータタベベーーススをを活活用用

しし、、年年月月日日のの新新聞聞記記事事をを検検索索ししたた。。検検索索さされれたた記記事事

かからら自自分分のの興興味味ががああるるももののをを選選びび、、ワワーーククシシーートトにに

記記事事のの内内容容ををままととめめたた。。  

  

 

  

 

 

 

 

 

② はがき新聞で学習のまとめ 

地地理理学学習習でで行行っったた世世界界のの気気候候帯帯ににつついいてて、、各各気気候候

帯帯のの特特徴徴ををままととめめるるととととももにに、、地地元元芽芽室室町町ととのの比比較較

ををすするるここととでで、、

学学習習内内容容とと実実

社社会会をを関関連連付付

けけるる活活動動ををはは

ががきき新新聞聞のの制制

作作をを通通ししてて行行

っったた。。  

 

③ 記事の活用と記事によるまとめ（指導案資料） 

 

３．成果と課題 

デデーータタベベーーススをを活活用用すするるここととでで、、自自分分がが調調べべたたいい

記記事事をを生生徒徒自自ららのの力力でで検検索索すするるここととががでできき、、調調べべたた

ここととかからら生生徒徒ににととっってて新新ししいい発発見見がが多多くくみみらられれたた。。

そそのの反反面面、、新新聞聞記記事事ににはは長長いい文文章章ののももののももあありり、、内内

容容をを把把握握すするるののがが難難ししいい生生徒徒ももみみらられれたた。。適適切切なな指指

導導をを行行ううととととももにに、、今今後後もも場場面面にに応応じじてて新新聞聞をを扱扱うう

ここととでで、、記記事事のの内内容容をを要要約約すするる力力等等をを高高めめたたいい。。  

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

        実実社社会会ととののかかかかわわりりをを意意識識ししたた新新聞聞教教育育  
      

                  芽芽室室町町立立芽芽室室西西中中学学校校  教教諭諭  掛掛水水  成成幸幸 

11 年年生生がが生生ままれれたた 22000099 年年はは政政権権交交代代、、新新型型イインン

フフルル感感染染拡拡大大、、裁裁判判員員裁裁判判開開始始ななどど社社会会科科でで扱扱うう

内内容容やや現現在在ににつつななががるる出出来来事事がが豊豊富富ににああっったた。。  

80



  

  

  

  

５．

 

□□

 

 

 

 

□□

□□

□□

  

□□

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会科（地理的分野）学習指導案 

 

１． 教材名 「南アメリカ州 -開発の進展と環境問題-」 

 

２． 教材について 

本教材では、世界各地で見られる地球的課題が、それぞれの地域的特色の影響を受けて見られているこ

とを理解するとともに、よりよい社会の実現に向けて主体的に追究する。 

教科書と新聞記事の内容から、持続可能な社会に向けての取り組みについて理解するとともに、世界の

地域の中で最も遠い南アメリカ州（ブラジル）と地元（芽室町）との相違点・共通点を気づきかせたい。

また、学んだことをもとに南アメリカの人々の視点で考察し、新聞記事の形で表現させたいと考える。 

 

３． 研究主題とのかかわり 

（１） 新聞記事の活用 

・新聞記事を使うことで、学習内容と身近な出来事との相違点・共通点を見いだす。 

・自分たちの周りで何が起こり、自分たちと世の中がどう繋がっているかを考える。 

学習内容 

（教科書） 

ブラジルでは、 

さとうきびを栽培し、砂糖やバイオエタノールを生産している。 

実社会 

（新聞） 

芽室町では、 

ビート（甜菜）を栽培し、砂糖を生産し、バイオ燃料の研究を始める。 

 

（２） 新聞記事にまとめる 

・学習したことを基に、南アメリカという遠く離れた人々の視点で考えたことを、新聞記事の形

で出来事をまとめる。（どこで、何が、どうなるか、現地の人はどう考えているか） 

 

４． 教材の指導事項 

・南アメリカ州に暮らす人々の生活を基に、地域的特色を理解させる。【知識・技能】 

・南アメリカ州に見られる地球的課題の要因や影響を、地域的特色と関連付けて多面的・多角的に

考察し、表現させる。【思考・判断・表現】 

 

５． 評価の規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

南アメリカ州に暮らす人々

の生活を基に、地域的特色

を理解している。 

南アメリカ州に見られる地球的課

題の要因や影響を、地域的特色と

関連付けて多面的・多角的に考察

し、表現しようとしている。 

南アメリカ州について、より良い

社会の実現を視野にそこで見られ

る課題を主体的に追究しようとし

ている。 
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６． 単元の指導計画（４時間計画） 

時

間 
主な学習内容 主な学習内容 指導上の留意点 評価規準 

１ 

１ 南アメリカ州をなが

めて 

（p.116～117） 

南北に長い大陸 

混じり合う人々と文化 

経済の発展 

１ 南アメリカ州をながめ

て 

（p.116～117） 

南北に長い大陸 

混じり合う人々と文化 

経済の発展  

・ 南アメリカ州の自然、文化、

産業の特色について理解す

るとともに、身近な地域との

相違点・共通点を気づかせ

る。 

・ 再生可能エネルギーである

バイオエタノールについて

理解させる。 

 

知識 

技能 

２ 

２ 自然環境と共生する

生活 

（p.118～119） 

アマゾン川とともに生

活する人々 

森林を守る農業 

２ 自然環境と共生する生

活 

（p.118～119） 

アマゾン川とともに生活

する人々 

森林を守る農業  

・ 南アメリカ州では環境をど

のように利用しながら生活

してきたのか理解するとと

もに、最近では大規模な開発

が進んでいることを気づか

せる。 

 

知識 

技能 

３ 

本

時 

３ 開発の進行と影響 

（p.120～121） 

世界を支える農牧業 

世界を支える鉱山資源 

持続可能な開発に向け

て 

３ 開発の進行と影響 

（p.120～121） 

世界を支える農牧業 

世界を支える鉱山資源 

持続可能な開発に向けて 

・ 大規模な開発の影響として

環境問題が起きていること

を理解させる。 

・ エネルギー問題について南

アメリカや身近な地域の取

り組みから、今後の変化や解

決策を考察する。 

 

知識 

技能 

 

思考 

判断 

表現 

４ 

まとめの活動 

南アメリカ州の学習を 

ふり返ろう 

まとめよう 

まとめの活動 

南アメリカ州の学習を 

ふり返ろう 

まとめよう 

・ 南アメリカ州の持続可能な

開発へ向けて多面的・多角的

に考察する。 

・ 持続可能な社会の実現に向

けて、主体的に追究する。 

 

思考 

判断 

表現 

 

態度 
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７． 本時について（３／４） 

（１） 本時の目標 

・大規模な開発により環境問題が起きていることを理解する。（知技） 

・エネルギー問題について、今後の変化や解決策を考察する。（思判表） 

 

（２） 本時の展開 

 学習内容 

導 

 

入 

１． 前時の確認 

・アマゾン川流域で行われている農業や鉱業について確認する。 

２． 本時の課題提示 

 

展 

 

 

 

 

開 

３． 教科書の内容確認 

・開発とその影響、開発と日本の関係を確認する。 

４． 新聞記事からブラジルと芽室町の相違点・共通点を理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． これからの開発によって環境問題やエネルギー問題は、どうなるか想像し新聞記事に

まとめる。 

 

終

末 

６． これからの開発によって、南アメリカ州はどうなるのか考えたことを交流する。 

 

南アメリカのこれからの開発について考える 

十勝毎日新聞 2022年 10月 11日 北海道新聞 2022年 7月1日 
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１１  ははじじめめにに  

本本校校はは生生徒徒数数５５５５００人人をを超超ええるる学学校校でであありり、、札札

幌幌駅駅よよりり北北にに地地下下鉄鉄２２駅駅ののととこころろにに所所在在ししたた中中学学

校校ででああるる。。昨昨年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定校校ととななりり、、

今今年年度度でで２２年年目目ででああるる。。今今年年度度はは主主にに、、２２学学年年のの

総総合合的的なな学学習習のの時時間間とと、、３３学学年年のの総総合合的的なな学学習習のの

時時間間、、国国語語のの授授業業ににおおいいてて授授業業実実践践をを行行っったた。。  
昨昨年年度度同同様様、、新新聞聞閲閲覧覧ににつついいててはは、、授授業業以以外外でで

もも多多くくのの生生徒徒にに新新聞聞とと触触れれ合合うう機機会会をを設設けけるるたためめ、、

職職員員室室にに近近いい３３学学年年中中心心ののフフロロアアとと２２学学年年中中心心のの

フフロロアアにに各各社社のの新新聞聞をを展展示示しし、、生生徒徒がが自自由由にに読読めめ

るる環環境境をを作作っったた。。２２学学年年はは朝朝のの学学活活でで今今日日ののニニュュ

ーーススをを発発表表すするるここととににななっってておおりり、、話話題題をを探探すすたた

めめにに新新聞聞ををめめくくるる姿姿がが見見らられれたた。。３３学学年年はは昨昨年年度度

のの流流れれももあありり、、休休みみ時時間間ににななるるとと自自然然とと新新聞聞のの周周

りりにに集集ままりり、、新新聞聞をを囲囲みみななががらら談談笑笑すするる姿姿もも見見らら

れれたた。。  
２２学学年年はは昨昨年年度度同同様様、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで新新

聞聞記記事事のの読読みみ比比べべ、、北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前講講座座「「まま

わわしし読読みみ新新聞聞作作りり」」をを行行っったたののでで、、今今回回はは３３学学年年

ででのの実実践践をを紹紹介介すするる。。  
 
２２  実実践践紹紹介介  

①①  総総合合的的なな学学習習のの時時間間ででのの活活用用    

～～「「１１８８歳歳成成人人ににつついいてて考考ええるる」」～～  

ねらい  

・・「「1188 歳歳成成人人ににつついいてて考考ええるる」」とといいううテテーーママににつつ

いいてて、、自自らら課課題題をを設設定定すするるここととやや、、そそのの課課題題解解決決

にに向向けけてて、、考考ええたたりり、、調調べべたたりりすするるススキキルルをを身身にに

つつけけるる。。  

・・1188歳歳成成人人ににつついいてて考考ええ、、３３年年後後のの自自分分像像ににつついい

てて考考ええるる。。  

  

◎◎  ここのの学学習習ののおおおおままかかなな流流れれ  

ここのの学学習習はは 22002222 年年４４月月１１日日にに改改正正民民法法がが施施行行

さされれ、、1188歳歳以以上上がが「「成成人人」」ににななるるここととかからら、、３３年年

後後 1188 歳歳をを迎迎ええるる生生徒徒たたちちににそそののここととをを意意識識づづけけ

ささせせ、、ここれれかからら自自分分ががよよりりよよくく生生ききてていいくくたためめにに

ははどどううししてていいっったたららよよいいかかをを考考ええささせせるるここととををねね

ららいいととししてて行行っったた。。第第２２時時とと第第３３時時にに「「1188歳歳成成人人」」

のの関関連連記記事事をを読読みみ、、自自分分がが調調べべたたこことととと合合わわせせてて、、

成成人人ににななるるここととででどどののよよううなな変変化化やや問問題題がが現現れれてて

くくるるののかかににつついいてて考考ええたた。。調調べべ学学習習ででははイインンタターー

ネネッットト検検索索とと新新聞聞記記事事（（読読売売新新聞聞２２００２２２２年年１１月月

３３００日日～～２２月月４４日日にに掲掲載載さされれてていいたたもものの））をを使使用用

ししたた。。イインンタターーネネッットトでではは 1188歳歳でで成成人人ににななっってて変変

わわるるこことととと変変わわららなないいここととをを調調べべ、、新新聞聞記記事事はは実実

際際にに成成人人をを迎迎ええるる人人ががどどののよよううなな思思いいををももっってていい

るるののかかをを知知るるたためめのの参参考考資資料料ととししてて提提示示ししたた。。調調

べべ学学習習をを終終ええたた後後、、生生徒徒たたちちはは真真剣剣にに新新聞聞記記事事をを

読読んんででいいるる様様子子だだっったた。。特特にに、、成成人人ににななるるここととでで、、

親親のの同同意意ががななくくててもも契契約約ががででききるるとといいううここととへへのの

関関心心がが非非常常にに高高くく、、自自分分のの行行動動にに責責任任ををももつつこことと、、

ききちちんんとと情情報報をを収収集集しし判判断断すするる力力ををつつけけるるここととをを

今今後後のの課課題題ととししたた生生徒徒がが多多かかっったた。。  

 

２０２２年度 ＮＩＥ実践報告 

  新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業実実践践  ～～総総合合的的なな学学習習のの時時間間・・国国語語科科ででのの実実践践～～  

札幌市立北辰中学校 教諭 加藤 香織 

時時  主主なな活活動動  

１１  課課題題提提示示→→「「1188歳歳成成人人」」ををキキーーワワーードドにに

ししててママッッピピンンググををしし、、課課題題をを見見つつけけるる。。  

２２  １１時時でで見見つつけけたた課課題題ににつついいてて、、ククロローームム

ブブッックク、、新新聞聞ななどどをを使使っってて調調べべるる。。  

３３  ２２時時にに引引きき続続きき調調べべ学学習習ををしし、、そそのの結結

果果、、わわかかっったたここととをを班班でで交交流流。。  

４４  1188歳歳ににななりり、、成成人人をを迎迎ええるるとときき、、ななりりたた

いい自自分分像像ににつついいてて考考ええるる。。  
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○ 参考資料として使った記事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○この

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の記述 

「「1188・・1199歳歳をを社社会会活活動動にに参参加加ささせせたたいい」」「「若若者者のの自自

己己決決定定をを尊尊重重すするる」」とといいうう目目的的でで 1188歳歳成成人人ににななっっ

たた。。父父母母のの親親権権にに服服ささななくくななるるののでで、、分分別別ががつつかか

ずずにに契契約約をを結結んんだだりり、、ロローーンンをを組組んんだだりりししてて、、悪悪

質質商商法法ににだだままさされれなないいよよううにに、、警警戒戒心心ををももちち、、きき

っっぱぱりりとと断断りり、、結結ぶぶととききににはは慎慎重重にに考考ええるるここととをを

日日常常かからら意意識識ししてて生生活活すするる。。自自由由ととひひききかかええにに  

責責任任ががああるるここととをを自自覚覚すするる。。」」  

 

 

②②  国国語語科科ででのの活活用用    

～～  新新聞聞記記事事をを書書いいててみみよようう  ～～  

ねらい 

・・情情報報をを正正ししくく伝伝ええるるたためめのの文文章章のの書書きき方方、、情情報報

のの並並べべ方方ににつついいてて考考ええるる。。  

・・新新聞聞のの見見出出ししのの効効果果ににつついいてて考考ええるる。。  

 

○ この学習のおおまかな流れ （全２時間）  

（（関関連連すするる単単元元＝＝情情報報社社会会をを生生ききるる「「報報道道文文をを比比

較較ししてて読読ももうう」」光光村村図図書書  国国語語３３））  

時時  主主なな活活動動  

１１  ・・二二つつのの新新聞聞記記事事をを見見比比べべるる  ・・課課題題提提

示示  取取材材メメモモかからら記記事事をを書書ここうう  

２２  ・・記記事事をを書書くく  ・・取取材材メメモモのの元元ににななっったた

記記事事とと自自分分がが書書いいたた記記事事ととのの比比較較  ・・学学

習習のの振振りり返返りり  

読売新聞朝刊  ２０２２年１月３１日 

読売新聞朝刊  ２０２２年２月４日 
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ここのの授授業業でではは、、生生徒徒ににもも比比較較的的身身近近でで読読みみややすす

いい記記事事をを選選びび、、記記事事のの内内容容をを箇箇条条書書ききににししてて、、

「「取取材材メメモモ」」とと称称ししたたププリリンントトをを配配りり、、メメモモをを元元

ににししてて新新聞聞記記事事をを書書かかせせたた。。新新聞聞記記事事ののよよううにに  
段段組組みみををしし縦縦書書ききががででききるる用用紙紙をを用用意意しし、、記記事事をを

書書きき終終ええたた後後にに、、記記事事のの内内容容にに合合ううよよううなな見見出出しし

をを考考ええささせせたた。。  
 
 
 
 
  

  

  

  

  

  

  

  

 

  

  

  

新新聞聞記記事事にに書書かかれれたた情情報報をを箇箇条条書書ききににししたた  

「「取取材材メメモモ」」  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ここのの取取材材メメモモはは教教師師がが新新聞聞記記事事にに書書いいてていいるる情情

報報をを箇箇条条書書ききににししてていいるる。。メメモモににすするるととききにに考考ええ

たたここととはは、、どどんんなな情情報報ををどどののよよううなな順順番番にに並並べべるる

かかをを考考ええささせせるるよよううななももののににすするるここととででああるる。。例例

ええばば、、「「いいかかめめししににつついいてて」」「「セセブブンン・・イイレレブブンン－－

ジジャャパパンンににつついいてて」」「「北北海海道道フフェェアア」」ににつついいててななどど、、

情情報報ををカカテテゴゴリリーーごごととにに整整理理しし、、本本来来のの記記事事のの順順

番番ががわわかかららなないいよよううににししたた。。情情報報のの順順番番とといいうう点点

ににつついいててはは、、新新聞聞記記事事をを書書くくととききににはは読読者者にに伝伝ええ

たたいい重重要要ななここととがが文文章章のの第第一一段段落落にに書書いいててあありり、、

そそれれ以以降降はは情情報報のの大大切切なな順順にに文文章章でで説説明明ししてていいくく、、

「「逆逆三三角角形形型型」」とと呼呼ばばれれるる書書きき方方ををししてていいるるとといい

ううこことともも第第一一時時のの授授業業のの中中でで確確認認ししたた。。（（そそのの際際にに

参参考考ににししたたののはは静静岡岡新新聞聞 NNIIEE ののホホーームムペペーージジ上上にに

ああるる「「記記事事のの書書きき方方」」とといいううペペーージジででああるる。。））そそのの

ここととをを踏踏ままええ、、生生徒徒ににはは取取材材メメモモをを元元にに文文章章をを書書

かかせせたた。。ささららにに、、記記事事をを書書くく際際ににレレイイアアウウトトもも考考

ええささせせたた。。新新聞聞にに使使わわれれてていいたた写写真真ののココピピーーやや、、

見見出出ししをを書書くくたためめのの枠枠もも用用意意ししたた。。どどここにに写写真真をを

置置くくかか、、どどここにに見見出出ししををつつけけるるかかななどどにによよっってて文文

章章をを書書きき始始めめるる位位置置もも変変わわっっててくくるる。。見見出出ししもも考考

ええてて自自由由にに書書くくよよううにに指指示示ををししたたととこころろ、、そそれれぞぞ

れれ記記事事をを書書きき終終ええたた後後にに文文章章をを何何度度もも読読みみ返返ししてて

見見出出ししをを考考ええてていいたた。。  

①①  生生徒徒がが完完成成ささせせたたワワーーククシシーートト  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

毎日新聞朝刊 ２０２３年１月１８日 
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①①ののワワーーククシシーートトをを書書いいたた生生徒徒のの振振りり返返りり  

  自自分分がが書書いいたたももののとと実実際際のの記記事事ととをを比比べべててみみるる

とと、、ややははりりププロロはは違違ううななとと感感じじたた。。新新聞聞をを読読むむ人人

にに興興味味ををももっっててももららええるるよよううにに見見出出ししのの表表現現をを工工

夫夫ししてていいたたりり、、見見出出ししをを置置くく場場所所をを工工夫夫ししてて文文章章

をを小小分分けけににししてて読読みみややすすくくししてていいたたりりななどど、、いいかか

にに情情報報ををわわかかりりややすすくく伝伝ええるるかかのの工工夫夫ををししてていいるる

かかとといいううここととががわわかかっったた。。意意外外とと大大人人ににななるるとときき

がが近近づづいいててききてていいるるののでで、、ここののよよううにに社社会会生生活活のの

中中でで生生かかせせるるよよううななここととをを学学ぶぶこことともも重重要要だだとと思思

っったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  生生徒徒がが完完成成ささせせたたワワーーククシシーートト  

    

  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  

②②ののワワーーククシシーートトをを書書いいたた生生徒徒のの振振りり返返りり  

  新新聞聞記記事事をを書書いいててみみてて、、言言葉葉やや文文のの順順番番のの大大切切

ささをを感感じじたた。。自自分分でで書書いいててみみたた新新聞聞ととププロロののもものの

をを見見比比べべるるとと、、当当たたりり前前だだがが、、ププロロととはは大大ききなな差差

ががああっったた。。文文章章をを読読むむととききにに頭頭ににススーーッッとと入入っってて

くくるるよよううなな順順番番でで、、目目にに入入りりややすすそそううなな、、最最初初とと

最最後後だだけけででだだいいたたいいのの話話がが入入っっててくくるるよよううなな作作りり

ににななっってていいるる。。そそれれ以以外外ににもも何何かか読読みみ手手ががわわかかりり

ややすすくく読読めめるるよよううなな秘秘密密ががああるるののででははとと思思っったた。。  

  

３３  おおわわりりにに  

総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににつついいててはは 1188歳歳成成人人とといい

うう、、生生徒徒ににととっっててははままだだ実実感感ののももててなないい課課題題でではは

ああっったたがが、、ままささにに今今成成人人をを迎迎ええるるとといいうう方方々々のの様様

子子がが書書かかれれたた記記事事のの内内容容かからら、、生生徒徒たたちちももリリアアルル

なな声声をを真真剣剣にに読読みみ取取っってていいるる様様子子だだっったた。。今今、、世世

のの中中にに起起ききてていいるるここととをを文文章章でで伝伝ええるるとといいううののがが

生生徒徒たたちちににととっっててのの新新聞聞ののイイメメーージジででああっったたよようう

だだがが、、記記事事のの向向ここうう側側ににいいるる方方のの声声ををキキャャッッチチすす

るるとといいううここととがが新新鮮鮮だだっったたよよううだだ。。国国語語のの授授業業でで

はは、、文文章章をを書書くくここととにに抵抵抗抗ががああるる生生徒徒もも取取りり組組みみ

ややすすいいここととををししたたいいとと考考ええ、、ここののよよううなな授授業業をを考考

ええたた。。文文章章をを書書くくととききににはは、、「「何何かからら書書きき始始めめたた

ららいいいいんんだだろろうう。。」」ととかか「「どどんんなな文文体体でで書書けけばばいい

いいんんだだろろうう。。」」とといいうう迷迷いいがが出出ててくくるるがが、、取取材材メメ

モモのの中中ににああるる内内容容のの伝伝ええるる順順番番をを考考ええれればばよよいいのの

でで、、ほほととんんどどのの生生徒徒がが抵抵抗抗ななくく書書きき進進めめてていいたた。。

生生徒徒がが書書いいたた振振りり返返りりをを見見るるとと、、「「効効果果的的なな情情報報

をを伝伝ええるるたためめのの順順番番をを考考ええるるたためめにに何何度度もも情情報報をを

読読みみ込込んんだだ。。」」、、「「記記事事のの要要点点をを見見出出ししににままととめめるる

ここととがが難難ししかかっったた。。」」ななどどとと書書いいててあありり、、ここのの実実

践践はは、、効効果果的的なな情情報報のの伝伝ええ方方をを考考ええるるとといいうう面面にに

おおいいてて有有効効だだっったたとと考考ええるる。。  

今今回回新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業実実践践ををししてていいくく中中でで、、

新新聞聞はは情情報報をを得得るるツツーールルとといいううだだけけででははななくく、、文文

章章表表現現をを学学ぶぶももののととししててもも活活用用ででききるるとといいううこことと

をを発発見見すするるここととががででききたた。。今今後後もも新新たたなな新新聞聞活活用用

のの方方法法をを考考ええ、、実実践践ししてていいききたたいい。。 
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１．はじめに 

 本本校校はは、、札札幌幌市市中中心心部部近近郊郊ににあありりななががらら自自然然豊豊かか

なな環環境境にに恵恵ままれれてていいるる。。農農業業専専門門学学校校「「八八紘紘学学園園」」

のの牧牧草草地地にに隣隣接接ししてていいるるだだけけででななくく、、校校地地ににはは縄縄文文

時時代代のの遺遺跡跡ででああるる「「遺遺跡跡のの森森」」ももあありり、、四四季季折折々々のの

景景観観にに恵恵ままれれたた自自然然豊豊かかなな環環境境ででああるる。。                                      

  市市内内でではは比比較較的的小小規規模模なな中中学学校校ででああるる本本校校はは、、今今

年年度度 NNIIEE指指定定校校ととししてて２２年年目目をを迎迎ええ、、昨昨年年度度のの取取組組

をを更更にに発発展展ささせせるるここととががででききたた。。  

  

  

  

２２..児児童童（（生生徒徒））のの様様子子  

  本本校校のの生生徒徒はは、、自自然然豊豊かかなな環環境境でで小小規規模模校校ののよよささ

をを生生かかししたた教教育育ののももとと、、伸伸びび伸伸びびとと学学校校生生活活をを送送っっ

てていいるる。。学学習習へへのの意意欲欲もも高高くく、、授授業業ででもも真真剣剣にに課課題題

にに取取りり組組んんだだりり、、友友達達ととのの交交流流のの中中かからら新新たたなな課課題題

をを見見いいだだしし、、考考ええをを深深めめたたりりすするる姿姿ももみみらられれるる。。  

ままたた、、一一人人一一台台端端末末のの導導入入にによよっってて積積極極的的にに IICCTT

をを活活用用ししてていいるる。。本本校校のの学学習習にに関関すするるアアンンケケーートトでで

もも、、「「学学習習のの中中でで IICCTT機機器器をを役役立立てててていいるる」」とと答答ええるる

生生徒徒がが７７割割をを越越ええてていいるる。。  

ままたた、、国国語語科科をを始始めめととししてて、、様様々々なな教教科科をを通通じじてて

自自分分のの考考ええをを表表現現すするる機機会会もも多多くく、、生生徒徒もも意意欲欲的的にに

言言葉葉をを探探ししななががらら文文章章でで表表現現ししよよううととししてていいるる。。しし

かかししななががらら、、基基本本的的なな読読解解力力やや語語彙彙力力、、表表現現力力にに課課

題題ががああるる生生徒徒もも多多いいののがが現現状状ででああるる。。そそののたためめ国国語語

科科だだけけででななくく、、各各教教科科やや日日常常のの様様々々なな活活動動をを通通ししてて

「「言言葉葉のの力力」」をを高高めめるるたためめのの工工夫夫やや取取組組をを行行っってていい

るる。。  

 

 

３．実践の内容 

①①  「「新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーー」」のの設設置置  

  

「「新新聞聞にに親親ししむむこことと」」「「身身近近なな話話題題やや国国内内外外ののニニ

ュューーススにに関関心心ををももつつこことと」」をを目目的的ととししてて、、本本校校１１階階

多多目目的的ホホーールルにに新新聞聞閲閲覧覧台台４４面面とと新新聞聞架架をを設設置置しし

てていいるる。。そそののたためめ、、普普段段かからら休休みみ時時間間やや放放課課後後にに新新

聞聞をを読読んんだだりり、、記記事事のの内内容容ににつついいてて交交流流ししたたりりすするる

姿姿がが見見らられれるる。。ままたた、、朝朝やや帰帰りりのの短短学学活活でではは多多くくのの

学学級級がが「「１１分分間間ススピピーーチチ」」をを取取りり入入れれてておおりり、、そそのの

中中でで「「最最近近気気ににななるるニニュューーススのの紹紹介介」」をを行行っったたりり、、

「「よよみみとときき新新聞聞ワワーーククシシーートト」」（（理理想想科科学学工工業業（（株株））

提提供供））をを活活用用ししてて記記事事にに対対すするる感感想想やや意意見見ををままととめめ

たたりりししてて日日常常的的ににニニュューーススにに触触れれるる機機会会をを設設けけてて

いいるる。。  

  

②②  「「総総合合的的なな学学習習のの時時間間」」ににおおけけるる SSDDGGｓｓ学学習習のの

取取組組（（学学校校司司書書ととのの連連携携））  

    

本本校校でではは、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおいいてて昨昨年年度度よよ

りり「「SSDDGGｓｓ課課題題探探求求学学習習」」をを実実施施ししてていいるる。。そそのの教教材材

のの一一環環ととししてて、、学学校校司司書書のの協協力力ののももとと「「SSDDGGｓｓ××新新聞聞

××本本」」ココーーナナーーをを設設置置ししたた。。司司書書ががピピッッククアアッッププしし

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

「「時時事事をを知知りり、、意意見見ををももつつ」」たためめのの新新聞聞のの活活用用  

                              ～～よよりり多多様様なな方方法法でで情情報報をを得得るるたためめにに～～  

  

                  札札幌幌市市立立ああややめめ野野中中学学校校  教教諭諭  桑桑山山  美美由由紀紀  
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ててジジャャンンルル分分けけししたた各各紙紙ののススククララッッププをを掲掲示示ししたた。。

一一人人一一台台端端末末がが導導入入さされれたたここととにによよりり、、生生徒徒のの調調べべ

学学習習ももととももすすれればばネネッットト上上のの情情報報ののみみにに頼頼りりががちち

ににななっっててししままうう中中、、よよりり多多様様なな情情報報にに触触れれるる一一助助とと

ななっったた。。  

③③道道徳徳教教育育ににおおけけるる新新聞聞活活用用  

  

  本本校校でではは、、夏夏休休みみ明明けけにに「「命命をを見見つつめめるる日日」」とと題題

ししてて毎毎年年全全校校道道徳徳でで「「思思いいややりりのの心心をを育育ててるる」」人人権権

教教室室をを開開いいてていいるる。。本本校校生生徒徒ににととっってて、、いいじじめめをを始始

めめととししたた人人権権問問題題ににつついいてて深深くく考考ええるるとと共共にに、、相相手手

へへのの思思いいややりりのの心心やや生生命命のの尊尊ささをを学学ぶぶよよいい機機会会とと

ななっってていいるる。。今今年年度度もも人人権権擁擁護護委委員員協協議議会会よよりり講講師師

をを派派遣遣ししてていいたただだきき、、全全校校でで人人権権教教室室をを開開催催すするるここ

ととががででききたた。。そそのの中中ででいいじじめめにに関関すするる新新聞聞記記事事をを紹紹

介介ししたた。。新新聞聞記記事事かかららいいじじめめのの実実態態をを知知るるここととでで、、

いいじじめめ問問題題をを考考ええるる動動機機付付けけをを行行ううとと共共にに、、いいじじめめ

問問題題ににつついいててよよりり多多面面的的・・多多角角的的にに考考ええるるここととががでで

ききたた。。  

４．成果と課題 

（１）成果 

① 新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが大大幅幅にに増増ええたた 

ここのの２２年年間間のの成成果果ととししてて、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが大大

幅幅にに増増ええたたここととがが挙挙げげらられれるる。。新新聞聞をを購購読読ししてていいるる

家家庭庭はは年年々々減減少少しし、、多多くくのの生生徒徒がが「「新新聞聞」」とといいうう情情

報報媒媒体体がが身身近近ななももののででははなないいとといいうう現現状状ががああるる。。ニニ

ュューーススやや情情報報をを見見たたりり集集めめたたりりすするるととききもも、、イインンタタ

ーーネネッットトをを使使ううここととがが一一般般的的ににななっってていいるる。。そそののよよ

ううなな中中でで、、校校内内にに「「新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーー」」をを設設置置ししたた

りり、、「「読読みみ解解きき新新聞聞」」にに取取りり組組んんだだりり、、授授業業でで新新聞聞をを

活活用用ししたたりりすするるここととでで、、「「新新聞聞」」にに親親ししむむ生生徒徒がが増増ええ

たたここととがが成成果果だだとと考考ええるる。。 

 

② メメデディィアアリリテテララシシーー教教育育 

  新新聞聞かかららもも情情報報をを得得るる機機会会がが増増ええるるににつつれれ、、新新聞聞

ややイインンタターーネネッットト、、テテレレビビ等等様様々々ななメメデディィアアのの特特性性

をを理理解解しし、、そそれれをを考考ええななががらら多多様様なな方方法法でで情情報報をを集集

めめるるここととががででききるるよよううににななっったた。。新新聞聞記記事事ととイインンタタ

ーーネネッットトのの記記事事をを比比較較ししたたりり、、新新聞聞記記事事のの情情報報ををイイ

ンンタターーネネッットトでで更更にに詳詳ししくく調調べべてて補補っったたりりすするるここ

ととでで、、よよりり多多様様なな視視点点でで検検討討ししななががらら自自分分のの意意見見をを

構構築築すするるここととががででききるる生生徒徒がが増増ええたた。。そそれれとと共共にに、、

情情報報リリテテララシシーーににつついいててもも学学習習すするる機機会会もも増増ええ、、的的

確確なな情情報報をを探探ししたたりり、、正正確確なな情情報報をを得得てて整整理理・・分分析析

ししたたりりすするる力力のの育育成成ににつつななががっったた。。  

 

（２）課題 

① 習習慣慣化化のの難難ししささ 

様様々々なな取取組組をを行行っったたがが、、ややははりり新新聞聞にに親親ししんんだだりり、、

読読んんだだりりすするるここととのの習習慣慣化化ににはは至至っってていいなないい。。特特にに

「「読読むむ」」機機会会がが少少なないい生生徒徒、、「「読読むむ」」ここととにに困困難難をを抱抱

ええるる生生徒徒ににととっっててはは、、新新聞聞記記事事にに対対すするるハハーードドルルがが

高高いいとと言言わわざざるるををええなないい。。生生徒徒がが日日常常的的にに新新聞聞をを読読

むむとといいうう「「習習慣慣」」ににななるるままででににははままだだ時時間間ががかかかかるる。。  

② よよりり効効果果的的なな実実践践のの検検討討 

情情報報のの切切りり取取りり方方やや社社説説のの論論調調をを他他紙紙とと比比較較すす

るる等等、、更更にに効効果果的的なな実実践践をを積積みみ重重ねねてていいききたたいい。。  
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【単元の目標・指導計画（単元構成）】 
 
１．単元名 「多様な方法で情報を集めよう」 
      「根拠の適切さを考えて書こう～意見文を書く」 
２．題材  「切り抜き新聞作品」を作ろう 
       今回は切り抜き新聞作品を作る中で、上記二つの単元の内容を取

り扱った。 
３．単元の目標 
【知識・技能】・情報と情報との関係のざまざまな表し方を理解し使うことがで

きる。 
  ・意見と根拠、具体と抽象などの情報と情報との関連について理

解することができる。 
【思考・判断・表現】 

・目標に応じて複数の情報を整理しながら適切な情報を得て、 

内容を解釈することができる。 
・目的や意図に応じて、社会生活の中から題材を決め、多様な方

法で集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることがで

きる。 
        ・意見の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を

考えて描写したりするなど、自分の考えが伝わる文章になるよ

うに工夫することができる。 
４．活動内容           
                  ・学校司書と協力して様々な新聞社の多

様な記事をスクラップし、その中から生

徒が興味・関心のある新聞記事を選ぶ。 
  

 

５．おわりに 

 本本校校でではは、、ここれれままででのの２２年年間間、、新新聞聞をを活活用用ししてて

様様々々なな実実践践をを行行っっててききたた。。  

  情情報報社社会会をを生生ききるる生生徒徒たたちちににととっってて、、新新聞聞ををははじじ

めめ多多様様なな媒媒体体かからら情情報報をを得得るるここととややそそれれをを通通じじてて

情情報報リリテテララシシーーをを身身にに着着けけるるここととはは必必須須課課題題だだとと

いいっっててもも過過言言ででははなないい。。  

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  一一人人一一台台端端末末のの導導入入はは学学校校現現場場ににととっってて大大ききなな

変変化化でであありり、、画画期期的的ななここととででああっったた。。ししかかしし一一方方でで、、

イインンタターーネネッットトかかららででししかか情情報報をを得得るるここととががなないい

とといいうう生生徒徒がが増増ええたたこことともも事事実実ででああるる。。NNIIEE のの活活動動

にによよりり、、そそのの状状況況にに一一石石をを投投じじるるここととががででききたたののでで

ははなないいかかとと考考ええるる。。今今後後のの方方向向性性をを模模索索ししたたいい。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

・記事を読み、専門用語等を調べると

共にその背景や状況について更に深く

調べたり、記事の主張を捉えたりした。 
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               ・記事をもとに意見文を書く。 
      ⇒その際に、 

立場を決めて明確にすること。 
根拠を明確にすること。 

        具体例や自分の体験を踏まえること。 
               を意識することとした。 
  

 
・新聞記事、意見文、他の記事、データ等を見やすくなるようにレイアウトし、

タイトルをつけた。 
 
・多目的ホールに掲示し、ポスターセッションを行った。 
 

   

              

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・作品を読みあってコメントしあい、

その作品のよいところやアドバイ

スを交流した。 
  
 ・他学年の生徒も作品を見てコメン

トし、そのアドバイスから得たこ

とや他の作品を見て参考になった

こと等を書き留めてさらに学びを

深めることができた。        

   

 ・この授業と同時期に「総合的な学習

の時間」で SDGｓ学習の取組が始

まり、調べ学習や提言内容により

深まりが見られた。    
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２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

  

本本校校生生徒徒のの実実態態にに合合わわせせたた新新聞聞活活用用のの取取組組  
  

平平取取町町立立平平取取中中学学校校  教教頭頭  金金丸丸  剛剛輝輝    

１ はじめに 

  平平取取町町はは日日高高管管内内西西部部にに位位置置しし、、特特産産品品ののトト

ママトト「「ニニシシパパのの恋恋人人」」ややブブラランンドド牛牛「「びびららととりり

和和牛牛」」、、町町のの花花ででももああるるすすずずららんんのの群群生生地地がが有有

名名ででああるる。。町町内内をを流流れれるる沙沙流流川川のの上上流流ににはは、、伝伝

統統ああるるアアイイヌヌ文文化化をを今今にに伝伝ええるる二二風風谷谷地地区区ががああ

りり、、町町をを挙挙げげてて伝伝承承事事業業にに取取りり組組んんででいいるる。。 

  平平取取中中学学校校でではは、、今今年年度度はは９９９９名名のの生生徒徒がが学学

校校生生活活をを送送っってていいるる。。前前述述のの二二風風谷谷地地区区がが校校区区

にに含含ままれれ、、アアイイヌヌ文文化化ととのの関関わわりりもも強強いい。。身身近近

ににアアイイヌヌのの文文化化がが存存在在すするるここととがが日日常常ででああるるたた

めめ、、アアイイヌヌ語語やや工工芸芸技技術術ななどどのの様様々々なな伝伝統統文文化化

がが自自然然にに溶溶けけ込込んんででいいるる。。 

  本本校校でではは、、全全ててのの学学年年でで「「総総合合的的なな学学習習のの時時

間間」」のの教教育育課課程程ににアアイイヌヌ文文化化学学習習がが位位置置付付けけらら

れれ、、アアイイヌヌのの伝伝統統をを受受けけ継継いいででききたた地地域域住住民民のの

方方々々をを講講師師にに招招きき、、木木工工やや刺刺繍繍のの技技術術等等をを体体験験

的的にに学学んんででいいるる。。一一方方でで、、現現代代的的なな技技術術ででああるる

ＩＩＣＣＴＴ設設備備のの整整備備もも進進めめらられれ、、校校内内ＬＬＡＡＮＮ・・ＷＷ

ｉｉ－－ＦＦｉｉやや電電子子黒黒板板ななどど、、情情報報化化社社会会にに生生ききるる

ここれれかかららのの人人材材をを育育むむたためめのの教教育育活活動動もも展展開開すす

るるここととがが可可能能なな環環境境がが整整ええらられれててききてていいるる。。伝伝

統統文文化化とと先先進進のの設設備備をを活活用用ししたた学学びびをを、、並並行行しし

てて進進めめるるここととががででききるる恵恵ままれれたた環環境境ででああるるとと言言

ええるる。。 

本本校校のの教教育育のの柱柱のの１１つつにに「「言言語語能能力力・・語語彙彙力力

のの育育成成」」ががああるる。。各各教教科科のの学学習習活活動動のの中中でではは積積

極極的的にに「「話話すす」」「「話話しし合合うう」」活活動動がが行行わわれれ、、

「「書書くく」」活活動動もも盛盛んんででああるる。。ここううししてて生生徒徒のの言言

語語ココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力向向上上がが図図らられれてていい

るる。。ししかかしし、、各各種種学学力力調調査査等等のの結結果果かかららはは、、

「「読読みみ取取りり」」がが苦苦手手なな傾傾向向ににああるるここととががわわかか

るる。。文文章章等等かからら必必要要なな情情報報をを読読みみ取取っったたりり、、筆筆

者者のの意意図図をを理理解解ししたたりりすするるここととがが苦苦手手ででああるるここ

ととがが課課題題ででああるる。。 

ＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの指指定定もも２２年年目目ととななりり、、ここのの

「「弱弱点点」」をを克克服服すするるたためめにに、、新新聞聞ををいいかかにに有有効効

にに活活用用すするるかかをを、、よよりり深深くく考考察察すするるべべくく取取組組をを

進進めめててききたた。。 
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２ ＮＩＥ実践指定校２年目の取組の実際 

＜＜主主なな取取組組＞＞        

((11))  身身近近にに新新聞聞ががああるる環環境境づづくくりり……新新聞聞配配架架・・掲掲示示のの工工夫夫 

((22))  学学校校祭祭「「壁壁新新聞聞」」のの見見本本ととししててのの活活用用……文文章章表表現現・・構構成成・・レレイイアアウウトト等等 

  ((33))  国国語語科科ににおおけけるる教教材材・・資資料料ととししててのの活活用用……参参考考例例・・情情報報源源ととししてて  

(1) 身近に新聞がある環境づくり 

  イインンタターーネネッットトでで情情報報をを検検索索ででききるるののがが当当たた

りり前前のの環環境境のの中中でで育育っっててききたた現現代代のの子子どどももたたちち

ににととっっててはは、、文文章章をを「「読読んんでで考考ええるる」」よよりりもも、、

動動画画ななどどかからら「「直直感感的的（（視視覚覚的的））にに理理解解すするる」」

ここととをを好好むむ傾傾向向ががああるる。。本本校校生生徒徒もも、、各各種種調調査査

のの回回答答結結果果をを見見るるとと、、日日常常的的にに書書籍籍やや新新聞聞ななどど

のの「「文文章章をを読読むむ」」時時間間がが短短いい。。「「読読みみ取取りりがが苦苦

手手」」とといいうう結結果果ももううななずずけけるる。。  

  本本校校のの生生徒徒会会でではは、、「「メメデディィアア委委員員会会」」がが読読

書書をを啓啓発発すするる活活動動をを行行っってていいるるがが、、体体をを動動かかすす

ここととがが好好ききなな生生徒徒がが多多いいここととももあありり、、「「メメデディィ

アアルルーームム（（図図書書室室））」」でで読読書書ををししたたりり本本をを借借りり

たたりりすするる生生徒徒はは多多くくなないい。。 

本本校校ののメメデディィアアルルーームムはは、、いいわわゆゆるるオオーーププンン

ススペペーーススででああるる。。普普通通教教室室約約２２つつ分分のの広広ささでで、、

三三方方のの壁壁にに書書架架がが配配置置さされれてていいるるだだけけななののでで、、

蔵蔵書書がが充充実実ししてていいるるととはは言言ええなないい。。 

昨昨年年度度、、ＮＮＩＩＥＥのの実実践践校校指指定定をを受受けけたたここととをを

ききっっかかけけにに、、「「身身近近にに新新聞聞ががあありり、、手手にに取取りりやや

すすいい環環境境」」をを整整備備すするる取取組組をを進進めめたた。。今今年年度度

もも、、引引きき続続ききメメデディィアアココーーナナーーのの一一角角にに「「新新聞聞

閲閲覧覧ココーーナナーー」」をを常常設設すするるここととににななっったた。。 

  本本校校でではは従従来来かからら、、関関係係者者ののごご厚厚意意にによよりり寄寄

贈贈さされれてていいるる「「読読売売中中高高生生新新聞聞」」をを、、廊廊下下のの壁壁

にに掲掲示示すするる取取組組がが行行わわれれてていいたた。。生生徒徒ににととっっ

てて、、大大ききなな写写真真やや図図ななどどがが多多くく掲掲載載さされれてていいるる

「「中中高高生生新新聞聞」」はは、、新新聞聞にに親親ししむむききっっかかけけととしし

てて有有効効ででああるる。。ささららにに、、ババッッククナナンンババーーををメメデデ

ィィアアココーーナナーーのの一一角角にに並並べべてておおきき、、新新聞聞をを目目にに

すするる機機会会をを増増ややすすよよううににししてていいるる。。 

  ＮＮＩＩＥＥのの取取組組でで提提供供さされれたた一一般般紙紙はは、、新新聞聞名名

をを表表示示しし、、最最新新号号をを手手前前にに、、そそのの奥奥にに当当月月ののババ

ッッククナナンンババーーをを積積みみ上上げげてて置置いいててああるる。。数数日日にに

わわたたりり報報じじらられれてていいるるニニュューーススのの経経過過をを追追っったた

りり、、各各社社のの扱扱いい方方のの違違いい等等をを比比べべたたりりすするる際際にに

有有効効ななレレイイアアウウトトででああるるとと考考ええてていいるる。。 
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 (2) 学校祭「壁新聞」の見本としての活用 

  秋秋にに開開催催さされれるる本本校校のの学学校校祭祭でではは、、全全ててのの学学

年年でで壁壁新新聞聞のの制制作作にに取取りり組組むむ。。生生徒徒はは、、校校外外にに

取取材材にに出出かかけけるるななどどししてて集集めめたた情情報報をを、、模模造造紙紙

１１枚枚分分のの限限らられれたた枠枠のの中中にに凝凝縮縮しし、、記記事事ののレレイイ

アアウウトトやや題題字字・・中中字字をを工工夫夫しし、、読読むむ人人のの目目をを惹惹

きき、、かかつつ見見ややすすくく読読みみややすすくくままととめめるるたためめにに、、

長長いい時時間間ををかかけけてて熱熱心心にに取取りり組組んんででいいたた。。制制作作

にに関関わわっったた生生徒徒たたちちはは書書きき上上げげたた達達成成感感・・充充実実

感感をを味味わわいい、、読読者者ははレレタタリリンンググのの美美ししささやや文文章章

のの読読みみややすすささ、、未未知知のの情情報報をを得得たたここととにに感感動動すす

るるとといいうう、、ととててもも意意義義ののああるる取取組組ででああるる。。  

壁壁新新聞聞ににはは記記事事割割りりななどどにに一一定定ののセセオオリリーーがが

ああるる。。記記事事をを書書きき上上げげるるたためめににはは、、伝伝ええたたいい情情

報報のの要要点点ををわわかかりりややすすくくままととめめ、、そそれれをを決決めめらら

れれたた字字数数でで表表現現すするる力力やや、、読読むむ人人にに興興味味をを持持っっ

てて読読んんででももららううたためめのの効効果果的的なな文文章章構構成成をを工工夫夫

すするる力力がが求求めめらられれるる。。正正ししいい文文法法やや用用語語・・用用字字

のの選選択択ななどど、、洗洗練練さされれたた文文章章にに仕仕上上げげるるたためめにに

はは、、推推敲敲すするる力力もも必必要要ででああるる。。何何度度もも文文章章をを見見

直直しし「「記記事事ららししいい文文章章」」ととししてて書書きき上上げげるる際際

にに、、良良いい手手本本ととななっったたののがが「「本本物物」」のの新新聞聞記記事事

ででああるる。。ププロロのの記記者者がが書書いいたた記記事事をを読読みみ、、事事実実

とと筆筆者者のの主主張張をを分分けけてて伝伝ええるるたためめのの文文章章構構成成をを

学学びび、、記記事事づづくくりりにに生生かかししてていいたた。。  

初初めめてて壁壁新新聞聞制制作作にに取取りり組組んんだだ１１年年生生ででああっっ

ててもも、、立立派派なな新新聞聞記記事事をを書書くくここととががででききたたのの

はは、、ププロロののおお手手本本ががああっったたかかららここそそとと言言ええるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(3) 国語科における教材・資料としての活用 

  実実践践指指定定校校２２年年目目のの今今年年度度はは、、年年度度当当初初かからら

国国語語科科をを担担当当すするる教教員員のの協協力力をを得得てて、、各各学学年年のの

教教育育課課程程のの中中にに新新聞聞活活用用のの場場面面（（単単元元））をを位位置置

付付けけてて教教科科のの指指導導をを行行っったた。。ここののううちち、、２２年年生生

でで取取りり組組んんだだ単単元元「「新新聞聞のの投投書書をを書書くく」」（（書書くく

活活動動））ににつついいてて、、学学習習活活動動のの概概要要をを紹紹介介すするる。。  

①①単単元元のの目目標標  

・・  社社会会生生活活とと自自分分ととのの関関わわりりのの中中かかららテテーーママ

をを選選んんでで書書くく。。  

・・  多多様様なな方方法法でで材材料料をを集集めめるる。。  

②②学学習習活活動動ののポポイインントト  

・・  自自分分がが見見たたりり聞聞いいたたりりししたたこことと､､テテレレビビやや

新新聞聞、、イインンタターーネネッットトななどど、、様様々々ななメメデディィアア

をを通通ししてて得得たた情情報報かからら、、テテーーママをを考考ええるる。。  

・・  様様々々なな媒媒体体をを利利用用ししてて情情報報をを集集めめ、、投投書書のの

内内容容にに盛盛りり込込みみ、、説説得得力力をを出出すす。。  

２２年年生生壁壁新新聞聞「「開開闢闢」」  ３３年年生生壁壁新新聞聞「「満満天天下下」」  １１年年生生壁壁新新聞聞「「一一蓮蓮托托生生」」  
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・・  短短いい文文章章（（３３００００～～４４００００字字））のの中中でで表表現現

をを工工夫夫しし、、いいかかにに読読みみ手手ににわわかかりりややすすくく伝伝ええ

るるここととががででききるるかかをを考考ええるる。。  

③③予予備備学学習習ととししてて  

・・  実実際際のの記記事事をを読読みみ、、文文章章構構成成やや見見出出しし、、リリ

ーードドのの付付けけ方方やや効効果果をを確確かかめめるる。。  

・・  新新聞聞をを読読みみ社社会会にに目目をを向向けけるる習習慣慣づづくくりりのの

たためめにに、、気気ににななっったた新新聞聞記記事事をを紹紹介介すするるススピピ

ーーチチ活活動動にに取取りり組組むむ。。  

④④学学習習活活動動のの流流れれ  

１１））社社会会生生活活とと自自分分ととのの関関わわりりのの中中かからら課課題題をを

考考ええるる。。  

２２））気気ににななるる新新聞聞記記事事ををデデジジカカメメでで撮撮影影しし画画像像

保保存存ししてておおくく。。  

３３））実実際際のの投投書書のの文文章章構構成成をを確確認認すするる。。  

４４））テテーーママをを決決めめ、、構構想想メメモモをを書書くく。。  

５５））必必要要なな情情報報のの集集めめ方方をを考考ええるる。。  

６６））情情報報をを集集めめるる。。（（新新聞聞ややイインンタターーネネッットトをを

中中心心にに））  

７７））投投書書のの下下書書ききをを行行うう。。（（手手書書ききままたたははパパソソ

ココンン入入力力））  

８８））ググルルーーププ交交流流、、推推敲敲、、清清書書をを行行うう。。  

⑤⑤成成果果とと課課題題  

・・  「「投投書書」」ががどどんんななももののかかをを知知るる上上でで、、実実際際

のの新新聞聞がが大大変変参参考考ににななっったた。。  

・・  新新聞聞にに接接すするるここととでで、、生生徒徒ががテテーーママをを決決めめ

るるととききのの選選択択肢肢がが広広ががっったた。。  

・・  短短いい文文章章でで主主張張をを展展開開すするるたためめのの、、効効果果的的

なな文文章章構構成成をを学学ぶぶここととががででききたた。。  

・・  今今後後はは、、写写真真等等をを効効果果的的にに用用いいななががらら、、長長

いい文文章章でで考考ええをを伝伝ええるる手手立立ててをを学学ぶぶ活活動動ににつつ

ななげげるるここととがが必必要要。。  

  

３ おわりに 

  １１年年目目のの昨昨年年度度にに比比べべ、、閲閲覧覧ココーーナナーーでで新新聞聞

をを広広げげてていいるる生生徒徒のの姿姿をを多多くく目目ににししたた。。本本校校のの

生生徒徒ににととっってて、、新新聞聞をを読読むむここととにに対対すするる敷敷居居がが

確確実実にに下下ががっってていいるるここととをを実実感感ししてていいるる。。  

  新新聞聞はは、、生生徒徒がが社社会会にに関関心心をを持持ちち、、そそのの中中でで

生生ききてていいくくたためめのの広広いい視視野野をを身身にに付付けけるる大大切切なな

ききっっかかけけででああるる。。  

  ここのの２２年年間間ののＮＮＩＩＥＥのの取取組組がが、、本本校校生生徒徒のの社社

会会性性をを育育みみ視視野野をを広広げげるる上上でで、、大大変変役役立立っったたもも

ののとと確確信信ししてていいるる。。  
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めめ
るる  

下下
書書
きき
をを
行行
うう  
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２２００２２２２年年度度 NIE実実践践報報告告

情情報報収収集集力力のの獲獲得得かからら、、

情情報報編編集集力力にに広広げげるる新新聞聞活活用用のの実実践践
浦浦幌幌町町立立上上浦浦幌幌中中学学校校 中中村村 宏宏喜喜

＊＊ははじじめめにに＊＊

本校では二年目の新聞提供事業となりまし

た。「新聞は生きた教材」を合言葉に，様々な

実践に挑戦しました。教科のみならず，横断

的に多様な新聞活用や新聞づくりを通して，

言語活動の活

性化を念頭に,

「ものの見方

・考え方を広

げる」授業づ

くりに結びつ

けて実践を試

みました。

提提供供さされれたた新新聞聞のの閲閲覧覧

今年度は，９月から

新聞提供を受けること

ができることになりま

した。６社の提供とと

もに，本校で購読され

ている北海道新聞と十

勝毎日新聞（地方紙）

も，その提供のない月

には設置しました。

提供された新聞は，

図書室内に新たな閲覧場所を設置し配置しま

した。中学生が読めそうな本が紹介された記

事は，ピックアップして新刊図書の紹介と共

に掲示しました。

また同時に，「アイヌの人たち」の様子が分

かるコーナーも設置。

前年度のストック分

も含めて，北海道新

聞社で特集を行った

記事を毎月掲載しま

した。アイヌ民族に

伝わる説話や暮らし

ぶり知ることができ，社会科や道徳の授業な

どとも関連をもたせた「横断的な学習」に，

一歩踏み込むきっかけにもなりました。

社社会会事事象象にに興興味味関関心心をを高高めめるる活活用用

～掲示活動を通して～

１１ 理理科科

理科室前の

掲示板を有効

活用し，授業

内容と関連あ

る記事を掲載。タイムリーな記事を含め，学

年を問わず理科と関わりのある現象に興味を

持たせる一役となっています。

星座や宇宙，気象についてなど，授業後に

は生徒が集まって読む姿も多くなりました。

２２ 総総合合的的なな学学習習のの時時間間

１年生では地域を学ぶ・深く見つめる学習

を行っています。この後押しとして，浦幌町

に関する新聞記事のコーナーを設置しました。

（本校の記事については，スクール・サポー

ト・スタッフが大きく掲示しています）また，
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１年生は新聞

スクラップ（後

に記述）でも

浦幌町に視点

を当てた取組

を行ったので，

活用範囲が広

がりました。

33 そそのの他他のの掲掲示示活活動動

標語コンクールに応募するために，新聞広

告の中でインパクトのある標語を集めて掲示

し，標語作りの一助としました。

また，給食の配膳コーナーや家庭科室前の

廊下には，「食育」を意識し，子どもたちがす

ぐに目を向

けられるよ

うな記事や

広告を掲示

しています。

＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊

こうした“掲示”という「可視化」を重視

した活動が，学校で学んだことと社会生活と

を結びつけられる一助となればと考え，半年

間，様々な形でアプローチを行いました。小

さな地域で育つ子どもたちにも，視野を広げ,

深くものを見る力や考える力がつくのではな

いでしょうか。

新新聞聞でで思思考考・・判判断断・・表表現現力力をを育育ててるる

～～社社会会科科・・国国語語科科ででのの実実践践よよりり～～

１１ 新新聞聞形形式式ででののままととめめ

((11)) 歴歴史史新新聞聞作作りり（（11年年社社会会））

① 単元等実施範囲

・どの分野でも基本的に可能です。今回

は中学校１年生で実施。夏休み段階では，

大部分の生徒は歴史的事象の意義や意味

（変化・発展・因果）を科学的な考察方法

でとらえようとする態度や能力が十分では

ありません。しかし，歴史に興味を抱 かせ，

自由発想のもと作成する点で，今後のきっ

かけとなって

いきます。

② 歴史新聞づ

くりまとめる

ときの留意点。

※今回は B4・

１枚で作成

・記事本文は，

調べた資料を

もとに，史実

（歴史上の事実）を短くわかりやすく

書く。

※ 5W1H「いつ，どこで，誰が，何を，

どうした」「なぜそうなったのか」で，

まとめるのがコツ。

・絵や図が必ず１つ以上あること。

・アウトラインの区切りをつけること。

・作成後の感想をいれること。

・歴史人物を中心に作成しても，事件や

政治・文化を中心にしても可。

・資料は書籍，インターネットからコピ

ーして使用しても可。ただし，出典をど

こか明記すること。

※例：資料の下に「北海道出版 P ５８

より」「HP：伊藤博文の部屋 itu ＠

duar．Co.jp」などを書くこと。

③ 成果

・生徒の歴史学習に対する興味や関心

を高めたり，意欲化をはかったり，総

合的な時代認識を把握させるうえで効

果があると考えます。

・事前に探究学習としてウェビングマ

ップ（マインドマップ）を活用すると，

より広がりがあると考えています。
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・地理とも「まとめる」点で相乗効果が

あると考え，地理では思考ツールを使

い，単元のまとめを行っています。つ

まり，まとめる力が「深い学び」へつ

ながっています。

((22)) ははががきき新新聞聞（（全全学学年年国国語語））

｢書く力」を養うために「はがき新聞」の取

組を継続して行いました。「自己紹介」，「文化

祭を終えて」，「芸

術鑑賞」などは

全学年で取り組

みました。

また，｢投稿原

稿を書こう」（２

年生）では， 批

判的な見方で新

聞投稿文を書き

ました。「修学旅行紀行文」（３年生）では，

『奥の細道』にならい，俳句（川柳）とと

もに紀行文を新聞形式でまとめました。

はがきサイズに加

え，Ａ５版も活用し

ました。作品は文化

祭での教科展示のみ

ならず，｢全国中学

校総合文化祭｣にも

北海道を代表して出

品され，高い評価を

いただきました。

((33)) 学学級級新新聞聞づづくくりり

（（１１・・２２年年生生国国語語・・総総合合的的なな学学習習））

新聞のレイアウトや見出しの付け方，写真

の効果的な

活用などを

学びなが

ら，新聞作

りに挑戦し

ました。

国語科の授業で書いた文章を記事に書き換

えたり，総合的な学習でのまとめ（１年生は

地域探究学習，２年生は職場体験学習など）

ともタイアップして，半年間の学びを「学級

新聞」という作品でまとめました。

((44)) 新新刊刊図図書書紹紹介介新新聞聞づづくくりり（（係係活活動動））

昨年から新聞形

式での各種のまと

めを実践してきた

２・３年生が先導

しながら，学習委

員会では「新刊図

書新聞」を作成。広告作りでの学びも活かし

た作品となり，図書の貸し出し部数も昨年よ

りかなり延びることとなりました。

２２ 新新聞聞活活用用

((11)) 新新聞聞記記事事のの発発表表（（全全学学年年））

毎時間，冒頭の５分，新聞記事の発表の時

間を設定。９～ 11 月

は新聞の第一面から，

12 月以降は興味のあ

る記事をどのページ

からでも良いことと

しました。

記事の選択は自由。

内容を紹介し，自分

１・２年生ともに十勝大会で二年連続で最

優秀賞を受賞。全国大会にも出展です！

「見出し発表→要約した内容→感

想や考え」の順に発表します。
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の考えを付け加え，３

分前後で発表します。

その後，１分前後で教

師のコメントを添えま

した。

11月からは，「伝える」

から「伝わる」を意識

した発表に発展させま

した。写真やグラフなどを指し示しながら発

表をしたり，そのために事前に読んで伝えた

い部分に線を引いてくる（↑）生徒も見られ

るようになりました。

((22)) 広広告告づづくくりり（（11年年生生））

新聞の活用は，記事だ

けではありません。写真

や広告など，あらゆる部

分が活用可能です。

1 年生では「広告を作

ろう」の授業 1 ヶ月前か

ら，教室横の多目的室に

「新聞広告」を貼り出しました。キャッチコ

ピーなども重視し，できるだけ「全面広告」

を使用しました。

これらを参考しにしながら，各自が「設定

された会社」のキャッチコピーを考え，ＰＣ

を活用しながら広告作りに挑戦しました。

今年度は応用編と

して，『保健室の広

告』も作成。養護教

諭も掲示とともに，

新
聞
全
面
広
告
を
参

考
に
Ｐ
Ｃ
で
制
作
。

コメントを加えてくれました。

((33)) 新新聞聞ススククララッッププ（（全全学学年年））

「新聞スクラップ」の

取組は，長期休業を活用

し実施しました。「読解

の力」だけでなく｢書く

力」や表現力育成に結び

つけました。

夏休みには，学年ごとにテーマを提示（1

年：浦幌町，２年：

十勝，３年：北海道

～日本），その中で

小テーマを各自設定

しました。

この経験を生かし

ながら，冬休みは各自でテーマを設定し，課

題解決学習としました。（自らの設定課題に沿

って，１０以上の記

事をチョイス。）

できあがった夏の

作品は文化祭などで

全て展示。仲間や先

輩の作品を見ること

で得たり考えたりし

たことを，冬の作品に活かす生徒もいました。

また，これらの作品は，全十勝スクラップ

コンクールにも出品され，最優秀賞ほか各学

年数名の入賞者が出るなど，管内でも認めら

れる取組となりました。

＊＊ままととめめににかかええてて＊＊

情報教育の一環とし

て，「収集力」→「編集力」→｢発信力」へと

レベルアップしていくために新聞を活用し，

｢読み取る」・「まとめる」・｢書く」実践を行っ

てきました。新聞の提供に感謝しながら，今

後もより多くの教科で新聞活用を図りながら，

豊かな言語活動の展開を図っていきます。

①新聞記事を切り取

ってレイアウト。

②記事に線を引く→要約す

る→感想を原稿用紙に書く

③清書。他の情報やカット

など，タブレットも活用。
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１１．．ははじじめめにに  

  函函館館市市ににはは１１９９のの公公立立中中学学校校（（＋＋義義務務教教

育育学学校校１１校校  計計２２００校校））ががあありり、、そそのの中中

でで、、銭銭亀亀沢沢（（ぜぜににかかめめざざわわ））中中学学校校はは小小規規

模模校校でですす。。全全校校生生徒徒３３９９名名がが在在籍籍ししてていいまま

すす。。生生徒徒はは、、明明るるくく素素直直でで、、学学ぼぼううととすするる

意意欲欲がが旺旺盛盛でですす。。ままたた保保護護者者のの教教育育にに対対すす

るる意意識識ももととててもも高高くく協協力力的的でですす。。  

 

２．実践の概要 
  ＮＮＩＩＥＥのの実実践践ににつついいてて、、今今年年度度はは「「実実践践

２２年年目目」」ににななりりまますす。。新新聞聞６６紙紙（（地地方方紙紙：：

函函館館新新聞聞をを含含むむ））がが学学校校にに入入るる４４カカ月月間間

（（９９～～１１２２月月））はは、、２２階階ホホーールルにに机机をを７７つつ

置置きき（（朝朝刊刊６６紙紙＋＋北北海海道道新新聞聞夕夕刊刊））、、毎毎朝朝、、

生生徒徒のの登登校校前前にに新新聞聞をを替替ええ、、新新聞聞６６紙紙＋＋道道

新新夕夕刊刊のの道道南南版版「「みみななみみ風風」」））のの「「１１面面記記

事事」」ななどどをを観観ててももららうう取取りり組組みみをを続続けけてていい

まますす。。  

  社社会会科科のの授授業業でではは、、新新聞聞のの一一面面記記事事をを紹紹

介介すするるここととやや、、身身近近なな話話題題のの記記事事・・授授業業にに

関関係係ののああるる記記事事をを印印刷刷・・配配布布・・掲掲示示（（北北海海

道道新新聞聞デデジジタタルルののデデーータタをを引引用用））しし、、社社会会

科科とと地地域域・・国国内内外外のの出出来来事事へへのの興興味味・・関関心心

がが深深ままるるよようう実実践践ををししててききままししたた。。（（道道南南  

  

  

  

（（渡渡島島支支庁庁・・桧桧山山支支庁庁））のの小小中中学学校校でで    

ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校はは、、銭銭亀亀沢沢中中学学校校１１校校だだ

けけでですす。。（（昨昨年年度度もも本本校校１１校校ののみみででししたた。。））））  

  以以下下のの指指導導案案はは、、中中学学３３年年生生でで行行っったた

「「新新聞聞記記事事をを利利用用ししたた授授業業のの指指導導案案」」でで

すす。。  

  

①①題題材材名名：：公公民民分分野野  日日本本国国憲憲法法・・平平等等権権

よよりり『『障障害害ののああるる人人ととととももにに生生ききるる社社会会』』

のの発発展展授授業業新新聞聞（（４４紙紙：：道道新新ななどど））のの記記事事

をを読読んんでで、、障障ががいいののああるる人人ににつついいてて考考ええ理理

解解をを深深めめよようう。。  

②②ＮＮＩＩＥＥのの観観点点かからら  

  今今年年度度はは、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践のの２２年年目目ににななりりまま

すす。。２２年年目目ののテテーーママ（（ねねららいい））ととししててはは、、

新新聞聞をを読読みみ「「地地域域やや社社会会のの中中でで起起ききてていいるる

ここととにに目目をを向向けけ、、事事件件・・事事故故のの課課題題点点やや疑疑

問問にに感感じじたたここととななどどををどどののよよううにに解解決決でできき

るるかか考考ええててみみよようう」」でですす。。普普段段のの授授業業でではは

““北北海海道道新新聞聞デデジジタタルル””をを利利用用しし、、地地域域のの

話話題題やや国国内内外外ででのの大大ききなな出出来来事事ななどどををププリリ

ンントトでで配配布布ししてていいまますす。。新新聞聞をを通通ししてて日日ごご

ろろかからら、、身身近近なな社社会会のの出出来来事事にに興興味味・・関関心心

をを高高めめててももららいい、、社社会会のの変変化化にに関関心心をを持持つつ

よよううなな試試みみをを日日々々実実施施ししてていいまますす。。  

    

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

実実践践テテーーママ  

新新聞聞記記事事をを読読んんでで地地域域とと社社会会へへのの理理解解をを深深めめよようう  

                                函函館館市市立立銭銭亀亀沢沢中中学学校校  教教諭諭  平平沼沼  和和彦彦  
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③本事案 

（１）本時の目標 

  〇ユニバーサルデザイン・バリアフリーについて理解する。 

  〇障がいがある人にとって、何が必要（改善）かを考え理解する。 

 

（２）本時の展開 

      学習活動   教師の働きかけ    評価 

導
入  

・めあての確認 

・『障がいのある人』について 

・ユニバーサルデザイン・バリアフリ

ーを探す 

 

 

  

・主体的/思考 

 

展
開  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

・『スロープ』についての新聞記事を

読む（南日本新聞・鹿児島市） 

 

・どうしたら良かったか考える 

 意見交流 

 発表 

 

・身近なところで改善した方が良い

と思うことと一人ひとりが行動に移

すために必要だと思うことを考え

る。 

 意見交流 

 発表  

 

 

・配布・説明 

・ワークシートの配布 

・個人の活動 

 

・グループでの活動 

・グループの考えを発表 

 

 

 

 

・個人の活動 

・グループでの活動 

・グループの考えを発表  

 

 

 

 

 

・主体的/思考 

 

ま
と
め  

他の新聞記事 

①ふりがなの看板の記事（京都新聞 7/31） 

②１１９番のアプリ記事（北北海海道道新新聞聞 1111//1122） 

③コンビニ：指差しシートの記事とイラストに 

ついて紹介する。（朝日新聞 11/22） 

 

 

・授業の振り返り  

・説明 

 

 

 

 

 

・記入  

・確認/深い学び 

 

 

 課題について考え

ているか 

課題について意見

交流しているか 

 具体例の掲載され

た新聞記事（事柄）

について理解して

いるか 

 『障がいのある人』が生活しやすい環境とはどのような環境か 
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  ○○資資料料：：ワワーーククシシーートト  

 

 

  

◎◎新新聞聞掲掲示示ににつついいてて 

○２階ホールに新聞６紙を置き、いつでも新

聞を読める環境づくりをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島市内の飲食店が玄関口にあった階段を緩やかなスロープに改修した。きっかけになった

のは、本紙「若い目」に載った車いすを使う１５歳の少女の投稿。掲載から間もなく少女は急逝し

たが、「誰もが過ごしやすい社会を」という願いは引き継がれた。 

鹿児島市泉町にある飲食店「銀の虎」は、入り口が道路より約３０センチ高い位置にある。５月

下旬、これまで２段あった階段を奥行き約４メートルのスロープに作り替えた。代表の林栄二郎

さん（４４）は「車いすの常連客が『安心して酒を楽しんで帰れる』と大喜びしてくれた」と語る。

以前は店員の介助で対応していたが、「不自由に感じても、声に出しづらいことがある」と再認識

しているという。元々年内には改修する考えだったが、工事を急いだのは、２月初旬の「若い目」

に共感したからだ。身体障害で車いすを利用する宮迫千尋（ちひろ）さん＝当時鹿屋養護学校中学

部３年＝が「外出先で食事をしようと思ったが、車いす用スロープが無く諦めた。『自分は迷惑な

のか』『好きなものが食べられず悔しい』と感じ、他の障害のある人も同じ気持ちになっているの

ではないか」と訴えた。  

④④資資料料ななどど      新新聞聞記記事事：：南南日日本本新新聞聞（（鹿鹿児児島島市市））記記事事のの抜抜粋粋でですす（（２２００２２２２年年７７月月３３００日日））  
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３３．．成成果果とと課課題題 

○○生生徒徒はは新新聞聞をを楽楽ししそそううにに関関心心ををももっってて読読

んんででいいままししたた。。本本校校はは、、小小規規模模校校でですすがが、、

生生徒徒のの新新聞聞にに対対すするる興興味味関関心心ははととててもも高高

いいでですす。。今今回回ののＮＮＩＩＥＥ授授業業ででもも、、生生徒徒はは意意

欲欲的的にに考考ええ発発表表ししてていいままししたた。。  

  

○○新新聞聞６６紙紙がが学学校校にに入入っってていいるる間間、、生生徒徒はは朝朝

のの登登校校時時にに１１面面記記事事ののタタイイトトルルをを見見てて、、新新

聞聞社社ごごととのの違違いいをを確確かかめめてていいままししたた。。休休みみ

時時間間やや昼昼休休みみにに新新聞聞をを手手にに取取っってて読読んんでで

いいるる生生徒徒ももいいままししたた。。生生徒徒にに関関わわりりががああるる

内内容容はは、、授授業業のの最最初初にに新新聞聞ををみみせせてて関関心心をを

ももっっててももららううよよううににししててききままししたた。。新新聞聞をを

通通ししてて地地域域・・社社会会ののででききごごととにに興興味味ををももつつ

機機会会がが増増ええたたここととはは大大ききなな成成果果でですす。。生生徒徒

もも、、「「北北海海道道新新聞聞以以外外のの新新聞聞をを読読むむここととがが

ででききててととててももよよかかっったた。。特特にに全全国国紙紙（（読読売売  

  新新聞聞・・朝朝日日新新聞聞・・毎毎日日新新聞聞））をを読読めめてて楽楽しし

いい」」とと話話ししてていいままししたた。。ままたた、、「「新新聞聞のの種種類類

がが、、ここんんななににもも多多くくああるる（（北北海海道道新新聞聞（（朝朝

刊刊とと夕夕刊刊））、、函函館館新新聞聞（（地地元元紙紙））、、読読売売新新聞聞、、

朝朝日日新新聞聞、、毎毎日日新新聞聞、、日日本本経経済済新新聞聞のの６６紙紙））

ととはは、、知知りりまませせんんででししたた」」とといいうう驚驚ききとと喜喜

びびのの声声がが多多数数出出てていいままししたた。。  

  

○○学学習習（（社社会会科科・・学学活活・・総総合合的的なな学学習習のの時時間間

ななどど））にに『『新新聞聞』』をを用用いいるるここととでで、、教教科科書書

やや資資料料集集ななどどでで学学んんだだ知知識識とと、、社社会会でで起起ここ

っってていいるる出出来来事事ななどどをを結結びび付付けけてて学学習習すす

るるここととががででききるるののがが、、新新聞聞活活用用のの利利点点だだとと

思思いいまますす。。子子どどももたたちちのの学学習習意意欲欲のの向向上上やや

社社会会にに興興味味・・関関心心をを高高めめるるここととににつつななががるる

新新聞聞記記事事をを、、ももっっとと授授業業にに取取りり入入れれてていいここ

ううとと思思っってていいまますす。。次次年年度度はは、、ささららにに『『新新

聞聞ををじじっっくくりり読読むむ時時間間』』ををつつくくりり主主体体的的にに

取取りり組組みみ、、考考ええるる力力・・解解決決すするる力力のの育育成成・・

向向上上にに注注力力ししてていいききたたいいとと考考ええてていいまますす。。  

新聞を活用した授業の様子 
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１１  ははじじめめにに  

 本本校校はは厚厚別別区区のの端端にに位位置置しし、、校校区区地地域域のの人人口口

減減少少とと少少子子高高齢齢化化のの影影響響でで、、全全校校生生徒徒 224400 人人ほほ

どどにに減減少少ししてていいたたがが、、今今年年度度、、隣隣ののももみみじじ台台南南

中中学学校校とと統統合合しし、、１１学学年年 112211 名名、、２２学学年年 9999 名名、、

３３学学年年 110099 名名のの全全校校生生徒徒 332299 名名ととななっったた。。統統合合

後後のの人人間間関関係係ののトトララブブルル等等もも懸懸念念さされれてていいたた

がが、、生生徒徒はは柔柔軟軟にに受受けけ入入れれ、、行行事事等等ににもも積積極極的的

にに参参加加しし活活躍躍すするる姿姿がが見見らられれたた。。家家庭庭環環境境にに不不

安安をを抱抱ええるる生生徒徒やや、、固固定定化化さされれたた人人間間関関係係のの中中

でで、、仲仲間間づづくくりりをを苦苦手手ととすするる生生徒徒がが多多くく、、不不登登

校校生生徒徒へへのの支支援援ををどどううししてていいくくかかがが課課題題ででああ

るる。。  

 

２２  学学校校教教育育目目標標とと SSDDGGss                  

 SSDDGGss ととはは国国連連がが定定めめたた、、22003300 年年ままででにに達達成成

をを 目目 標標 とと しし たた 「「 持持 続続 可可 能能 なな 開開 発発 目目 標標

SSuussttaaiinnaabbllee  DDeevveellooppmmeenntt  GGooaallss  」」ののここととででああ

るる。。ここれれはは、、1177 ののゴゴーールルがが設設定定さされれてていいてて、、世世

界界中中ががここののゴゴーールルをを目目指指ししてて実実現現ししよよううとと努努

力力ししてていいるる。。  

本本校校のの学学校校教教育育目目標標はは「「夢夢ををももちち、、地地域域とと共共

にに生生ききるる生生徒徒のの育育成成」」ででああるるがが、、ここのの目目標標ははまま

ささにに SSDDGGｓｓのの「「持持続続可可能能なな社社会会のの発発展展をを目目指指すす

方方針針」」とと合合致致すするる目目標標ででももああるる。。  

 

３３  実実践践内内容容 

  ＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの認認定定をを受受けけ３３年年目目ととななりり、、本本

校校のの実実践践テテーーママででああるる「「生生徒徒がが主主体体的的にに新新聞聞をを

活活用用しし SSDDGGｓｓのの 1177 のの目目標標にに迫迫るる」」をを更更にに深深めめらら  

  

  

れれるるよよううにに取取りり組組んんだだ。。ままたた、、提提供供さされれたた新新聞聞

はは、、北北海海道道新新聞聞、、読読売売新新聞聞、、毎毎日日新新聞聞、、朝朝日日新新

聞聞、、日日本本経経済済新新聞聞、、産産経経新新聞聞、、読読売売中中高高生生新新聞聞

のの各各紙紙ででああるる。。学学校校司司書書とと連連携携しし、、各各教教科科のの支支

援援をを得得ななががららのの実実践践ととななっったた。。そそのの実実践践のの中中でで

主主ななももののをを紹紹介介ししてていいききたたいい。。  

 

（（１１））ももみみじじ台台中中学学校校新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーー    

 「「新新聞聞にに親親ししむむ」」「「社社会会のの出出来来事事にに関関心心ををもも

つつ」」ここととをを目目標標にに通通年年でで正正面面玄玄関関ホホーールルにに閲閲覧覧

台台をを用用意意しし、、購購読読ししたた各各紙紙のの新新聞聞をを閲閲覧覧可可能能とと

ししたた。。今今年年ははホホーールルがが自自習習ススペペーーススににもも活活用用ささ

れれ、、休休みみ時時間間やや放放課課後後にに新新聞聞にに触触れれ、、記記事事をを読読

むむ場場所所ににななっってていいるる。。図図書書館館ののオオススススメメのの本本とと

タタイイアアッッププししたたりり、、中中高高生生新新聞聞をを PPRR ししたたりり期期

間間ごごととにに工工夫夫ししてて展展示示すするるここととががででききたた。。  

 

（（玄玄関関前前のの新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーー））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２２２年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

生生徒徒がが主主体体的的にに新新聞聞をを活活用用しし、、SSDDGGｓｓのの 1177 のの目目標標にに迫迫るる  

                札札幌幌市市立立ももみみじじ台台中中学学校校  教教諭諭  佐佐藤藤  尋尋之之  
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（（図図書書館館司司書書ささんんのの企企画画「「受受験験対対策策ココーーナナーー」」））

  

  （（新新聞聞記記事事とと図図書書ののココララボボＰＰＲＲ））  

 

（（２２））本本日日ののオオススススメメ記記事事  

図図書書館館前前のの廊廊下下にに「「本本日日ののオオススススメメ記記事事」」をを

掲掲示示ししたた。。そそのの日日ののニニュューーススやや身身近近なな出出来来事事なな

どど、、中中学学生生にに読読まませせたたいい記記事事ををピピッッククアアッッププしし

てて掲掲示示すするるここととでで新新聞聞にに触触れれ、、社社会会のの出出来来事事にに

関関心心ををももつつききっっかかけけににななれればばとと考考ええてていいるる。。  

  

  

（（３３））ままわわししよよみみ新新聞聞  

「「社社会会のの出出来来事事にに関関心心ををももちち自自分分のの考考ええをを言言

葉葉ににすするるこことと」」「「新新聞聞にに親親ししむむこことと」」をを目目標標にに２２

年年生生のの国国語語でで「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」をを行行っったた。。  

  学学校校司司書書ささんんにに毎毎月月のの新新聞聞をを保保管管ししててももらら

いい、、１１２２月月にに「「今今年年のの出出来来事事ををふふりり返返ろろうう」」とと

呼呼びびかかけけ、、そそれれぞぞれれがが気気ににななっったたニニュューーススをを貼貼

りり、、ググルルーーププ内内でで選選んんだだ記記事事のの内内容容とと選選んんだだ理理

由由をを説説明明ししてていいっったた。。完完成成ししたたももののはは廊廊下下にに掲掲

示示しし、、学学年年でで交交流流ででききるるよよううににししたた。。  

  新新聞聞をを取取っってていいなないい家家庭庭もも多多くく、、新新聞聞自自体体にに

ななじじみみののなないい生生徒徒もも多多いいののでで、、新新聞聞にに親親ししむむよよ

いい機機会会ににななっったた。。  
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（（２２））「「いいっっししょょにに読読ももうう新新聞聞ココンンククーールル」」

へへのの参参加加  

 ２２年年生生のの国国語語「「根根拠拠のの適適切切ささをを考考ええてて意意見見文文

をを書書くく」」のの学学習習のの中中でで、、自自分分でで新新聞聞記記事事をを選選びび、、

そそのの記記事事のの内内容容とと自自分分のの考考ええをを相相手手にに伝伝ええ、、相相

手手かかららももココメメンントトををももららううとといいうう活活動動をを行行っっ

たた。。完完成成ししたたももののはは「「いいっっししょょにに読読ももうう新新聞聞ココ

ンンククーールル」」にに送送るる予予定定ででああるる。。一一生生懸懸命命にに新新聞聞

をを読読んんでで記記事事をを選選びび、、自自分分のの考考ええををままととめめてていい

たたがが、、どどのの子子もも楽楽ししそそううにに新新聞聞記記事事をを選選んんででいい

たたののがが印印象象的的だだっったた。。  

 

①①新新聞聞記記事事をを選選びび、、ワワーーククシシーートトにに感感想想やや考考ええ

たたここととをを記記入入すするる。。  

 

 

②②選選んんだだ記記事事をを読読んんでで、、相相手手かかららココメメンントトををもも

ららいい、、記記入入すするる。。２２人人～～４４人人かかららココメメンントトをを

ももららううよよううににしし、、複複数数のの意意見見をを聞聞いいたた後後、、最最

後後にに学学習習をを通通ししたたままととめめををししたた。。普普段段読読ままなな

いい出出来来事事ややニニュューーススをを知知るるききっっかかけけににななっっ

たたりり、、同同じじ記記事事をを読読んんでで別別のの立立場場のの考考ええにに気気

付付いいたたりりすするるななどど多多角角的的にに見見るる機機会会ととななっっ

たた。。書書いいたたももののをを交交流流しし、、意意見見とと根根拠拠ののつつなな

ががりりやや具具体体とと抽抽象象のの関関係係ににつついいてて補補足足ししたた。。  
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・・ソソウウルルのの事事故故のの記記事事でではは、、二二人人目目のの子子のの文文章章

のの方方がが、、原原因因をを自自分分ななりりにに考考ええてて書書いいてていいるる様様

子子ががううかかががええるる。。「「事事故故をを繰繰りり返返ささなないいよようう対対

策策すするるここととがが大大切切」」とといいうう意意見見はは同同じじだだがが、、抽抽

象象的的なな内内容容をを「「主主催催者者のの有有無無」」やや「「場場所所のの特特徴徴」」

ななどど具具体体的的なな例例をを出出ししてて書書くくここととでで意意見見ががよよ

りりわわかかりりややすすくくななっってていいるる。。  

 

４４  成成果果とと課課題題  

  意意見見文文をを書書くくううええでで、、「「言言いいたたいい」」ここととががああるる

話話題題をを見見つつけけるるここととががででききれればば半半分分成成功功でではは

なないいかかとと考考ええてていいるる。。そそれれはは「「言言いいたたいい」」こことと

をを制制限限さされれたた字字数数のの中中でで表表現現すするるここととにによよりり

思思考考力力やや表表現現力力がが試試さされれ、、「「言言いいたたいい」」けけれれどどうう

ままくく言言ええなないい気気持持ちちががああるるかからら、、「「どどううししたたらら

ううままくく表表現現ででききるるだだろろうう」」とといいうう主主体体的的なな学学びび

ににつつななががるるとと考考ええるるかかららだだ。。  

  そそのの点点、、新新聞聞はは身身近近ななここととかからら国国際際的的ななこことと

ままでで様様々々ななニニュューーススをを取取りり上上げげてていいるるしし、、「「今今」」

のの社社会会ををリリアアルルにに感感じじるるここととががでできき、、生生徒徒のの関関

心心をを引引きき出出すすたためめににぴぴっったたりりのの教教材材ででああるる。。  

実実践践校校のの３３年年目目ににななりり、、昨昨年年度度よよりりもも教教科科とと

連連携携をを取取りり一一歩歩踏踏みみ込込んんだだ形形でで新新聞聞をを活活用用しし

たた取取組組をを行行ううここととががででききたた。。次次年年度度はは新新聞聞ををよよ

りり身身近近にに感感じじるるととととももにに、、記記事事ににつついいてて意意見見をを

交交流流ででききるるよよううなな活活動動をを増増ややししてていいききたたいい。。  

 

５５  おおわわりりにに  

個個人人的的ににはは、、新新聞聞をを読読むむここととでで生生徒徒のの学学びびがが

日日常常やや現現実実社社会会ににつつななががるるききっっかかけけににななれればば

とといいうう思思いいでで取取りり組組んんででいいるる。。テテスストトやや入入試試のの

たためめのの知知識識ででははななくく、、世世のの中中ににああるる「「素素晴晴ららしし

いい取取組組」」をを知知るるここととやや「「何何ででここんんななここととがが起起きき

るるののかか」」とといいうう切切実実なな問問いいををももつつここととがが「「学学ぶぶ

意意味味」」ににつつななががりり、、「「進進路路((将将来来))」」をを考考ええるるこことと

ににつつななががるるここととをを期期待待すするる。。  

朝日新聞 2022.10.31 

朝日新聞 2022.10.30 
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１１．．ははじじめめにに  

  

  本本校校ははＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定校校ととししてて３３年年目目をを

迎迎ええままししたた。。  

令令和和２２年年５５月月かからら指指定定をを受受けけ、、本本校校にに毎毎朝朝３３

～～４４紙紙のの新新聞聞がが配配達達さされれるるよよううににななりり、、指指定定開開

始始当当初初はは教教職職員員やや生生徒徒がが戸戸惑惑っってていいたた様様子子でで

すす。。  

実実践践指指定定校校最最終終年年度度とと位位置置付付けけててススタターートト

ししたた今今年年度度でですすがが、、「「焦焦ららずず、、慌慌ててずず、、諦諦めめずず」」

をを基基本本的的なな考考ええ方方ととししてて、、毎毎日日、、継継続続ししてて「「新新

聞聞ワワーークク」」をを実実践践すするるここととをを心心掛掛けけままししたた。。  

ままたた、、今今年年度度はは、、むむかかわわ町町教教育育委委員員会会がが各各学学

校校にに対対ししてて常常設設すするる新新聞聞がが１１紙紙かからら２２紙紙にに増増

ええ、、新新聞聞をを親親ししむむたためめのの校校内内環環境境のの充充実実がが図図らら

れれままししたた。。  

 

２２．．穂穂別別地地区区のの特特徴徴  

  

本本校校はは、、教教職職員員１１７７名名のの下下、、全全校校生生徒徒４４１１名名

（（第第１１学学年年１１８８名名、、第第２２学学年年８８名名、、第第３３学学年年  

１１５５名名））がが学学ぶぶ小小規規模模校校でですす。。本本校校がが位位置置すす

るるむむかかわわ町町穂穂別別地地区区はは、、内内陸陸にに位位置置ししてていいるるたた

めめ四四季季のの変変化化ががははっっききりりととししたた気気候候がが特特徴徴でで、、

真真夏夏はは３３３３℃℃くくららいいままでで気気温温がが上上ががりり、、真真冬冬はは

－－２２７７℃℃くくららいいままでで冷冷ええ込込むむ寒寒暖暖差差のの大大ききいい

地地区区でですす。。  

ままたた、、地地区区内内ににはは清清流流鵡鵡川川がが流流れれ、、そそのの流流域域

区区  

  

  

  

でですす。。  

ここののよよううなな環環境境のの中中でで生生活活ししてていいるる生生徒徒たた

ちちのの学学校校生生活活はは、、毎毎朝朝「「新新聞聞ワワーークク」」にに取取りり組組

むむここととかからら始始ままりりまますす。。  

  

３３．．今今年年度度のの実実践践かからら  

  

  ⅠⅠ．．「「新新聞聞ワワーークク」」のの取取組組  

  

（（１１））毎毎朝朝のの新新聞聞のの配配達達にに感感謝謝！！  

  

大大雨雨のの朝朝はは新新聞聞がが濡濡れれててししままわわなないいよようう、、ビビ

ニニーールル袋袋にに入入れれてて配配達達ししてていいたただだくくここととががああ

りりまますすしし、、大大雪雪のの朝朝ででもも雪雪をを掻掻きき分分けけななががらら確確

実実にに配配達達ししてていいたただだいいてていいまますす。。心心かからら感感謝謝しし

てていいまますす。。  

  

（（２２））「「新新聞聞ワワーークク」」をを作作成成すするる。。  

  

＜＜手手順順①①＞＞新新聞聞記記事事をを選選ぶぶ  

ここのの実実践践のの中中でで最最もも大大切切ななののははここのの作作

業業でですす。。扱扱うう素素材材ががよよくくななけけれればば、、素素晴晴らら

ししいい取取組組ででもも効効果果ががあありりまませせんん。。毎毎日日、、悩悩

みみななががらら新新聞聞記記事事をを選選んんででいいまますすがが、、ととてて

もも難難ししいいでですす。。私私たたちちがが新新聞聞記記事事をを選選ぶぶ際際

にに留留意意ししてていいるるここととはは次次ののアア～～キキのの７７点点

でですす。。  

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

新聞が身近にある日常を感じ、「読む力」と 

「社会を知り、考え、つながる力」を育む 

むかわ町立穂別中学校                
教諭 片岡日菜子・北村拓海・タケオ菜々子・日下 剛 
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 アア～～内内容容はは穂穂別別地地区区ととつつななががりりががああるるこことと。。  

イイ～～ユユーーモモアアののああるる内内容容やや批批判判的的なな内内容容でで  

もも、、社社会会にに対対ししてて関関心心がが高高ままるる内内容容ででああ

れればば選選択択すするるこことと。。  

ウウ～～平平易易なな言言葉葉でで書書かかれれてていいるるこことと。。  

エエ～～長長いい文文章章はは避避けけるるこことと。。  

オオ～～視視覚覚にに訴訴ええるる美美ししいい写写真真（（可可能能ななららカカララ

ーー写写真真））をを選選択択すするるこことと。。  

カカ～～身身近近なな話話題題かからら世世界界情情勢勢ままでで幅幅広広いい内内

容容をを選選択択すするるこことと。。  

キキ～～選選択択すするる新新聞聞記記事事はは２２つつ程程度度ににすするるここ

とと。。  

 

 

＜＜手手順順②②＞＞ススククララッッププををすするる（（記記事事をを切切りり取取るる））  

  選選択択ししたた新新聞聞記記事事ををココピピーー、、ススキキャャンンししてて

画画像像デデーータタととししててココンンピピュューータタにに取取りり込込みみ

まますす。。  

  画画像像デデーータタををトトリリミミンンググししてて調調整整しし、、発発行行

年年月月日日、、発発行行新新聞聞社社名名をを記記入入ししまますす。。選選択択しし

たた新新聞聞記記事事２２種種類類をを両両面面にに印印刷刷ししまますす。。  

 

例例１１  【【22002222年年 66月月 88日日((水水))  苫苫小小牧牧民民報報】】  

 

例例22  【【22002233年年22月月2233日日((木木))朝朝日日新新聞聞】】  

＜＜「「新新聞聞ワワーークク」」のの構構成成＞＞  ※※例例１１参参照照  

①①「「見見出出ししをを考考ええよようう」」  

②②「「大大事事ななととこころろににはは、、線線をを引引ここうう」」  

正正解解ははあありりまませせんん。。自自由由にに読読みみ、、考考ええ、、

書書いいててみみよようう。。  

 

＜＜手手順順③③＞＞全全校校生生徒徒及及びび全全教教職職員員分分（（５５８８枚枚））

ををＡＡ４４のの用用紙紙にに印印刷刷すするる。。  

  

（（３３））「「新新聞聞ワワーークク」」にに取取りり組組むむ  

    生生徒徒はは、、朝朝のの会会がが始始ままるる前前にに「「新新聞聞ワワーークク」」

にに取取りり組組みみまますす。。  

ままたた、、本本校校はは小小規規模模校校ででああるるたためめ、、全全校校生生

徒徒がが取取りり組組んんだだ「「新新聞聞ワワーークク」」をを掲掲示示すするるスス

ペペーーススがが確確保保ででききまますす。。生生徒徒たたちちがが行行っったた

「「新新聞聞ワワーークク」」のの掲掲示示はは毎毎日日行行いいまますす。。  

  

＜＜「「新新聞聞ワワーークク」」のの実実践践具具体体例例＞＞  ※※例例３３参参照照  

    令令和和４４年年６６月月９９日日（（木木））のの「「新新聞聞ワワーークク」」

でで苫苫小小牧牧民民報報のの北北海海道道穂穂別別高高等等学学校校募募集集停停

 

109



止止にに係係るる記記事事をを取取りり上上げげままししたた。。ここのの「「新新聞聞

ワワーークク」」ににはは本本校校のの全全校校生生徒徒４４１１名名にに加加ええ、、

北北海海道道穂穂別別高高等等学学校校のの全全校校生生徒徒２２４４名名ににもも

取取りり組組んんででいいたただだききままししたた。。  

 

 

 

例例３３【【22002222年年66月月 88日日((水水))  苫苫小小牧牧民民報報】】表表面面  

 

  

【【22002222年年 66月月88日日((水水))  苫苫小小牧牧民民報報】】裏裏面面  

 

 

  ⅡⅡ  「「朝朝日日ＳＳＤＤＧＧｓｓジジャャーーナナルル」」をを活活

用用ししたた授授業業実実践践  

 

朝朝日日新新聞聞社社のの「「中中高高生生ののたためめのの朝朝日日ＳＳＤＤＧＧｓｓ

ジジャャーーナナルル vvooll..22」」をを活活用用しし、、第第 33学学年年ででＳＳＤＤ

ＧＧｓｓのの授授業業をを行行いいままししたた。。授授業業のの内内容容はは、、各各自自

新新聞聞記記事事をを読読みみななががらら、、気気がが付付いいたた箇箇所所ががああれれ

ばば付付属属のの学学習習用用のの付付箋箋、、「「ぺぺたたっっととＳＳＤＤＧＧｓｓ」」にに

短短いいココメメンントトをを書書いいてて記記事事にに貼貼るるとといいうう作作業業

をを行行いい、、そそのの後後、、記記事事ににつついいててのの意意見見ををググルルーー

ププごごととにに交交流流すするるとといいうう内内容容ででししたた。。生生徒徒たたちち

ははジジェェンンダダーー平平等等のの実実現現ににつついいててやや、、持持続続可可能能

なな取取組組ななどどににつついいてて活活発発にに意意見見交交流流ををししてていい

ままししたた。。  

授授業業後後のの給給食食のの時時間間ににはは、、「「残残ささずずにに食食べべるる

ここととがが環環境境のの保保護護ににつつななががるるかかももししれれなないい。。」」

とと考考ええ、、残残食食をを減減ららそそううととししてていいるる生生徒徒もも複複数数

いいままししたた。。  

 

  
  

  

  

  

  

  

  

  

  

気候変動によって世界中の被害が大き

くなっている今、私たちにできること

は何かと意識する。 

映画など人気のあるもので呼びかけれ

ば全国に届くのではないか。 
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４４．．成成果果とと課課題題  

  

多多くくのの皆皆様様のの支支ええやや御御協協力力ののおお陰陰でで、、１１年年間間、、

１１日日もも欠欠かかすすここととななくく「「新新聞聞ワワーークク」」のの取取組組をを

継継続続すするるここととががででききままししたた。。本本校校ににおおいいててはは生生

徒徒たたちちにに対対しし、、信信頼頼性性のの高高いいメメデディィアアででああるる新新

聞聞にに触触れれるる機機会会をを意意図図的的にに設設定定すするるここととでで、、正正

ししいい情情報報をを取取捨捨選選択択すするる力力やや情情報報活活用用能能力力をを

身身にに付付けけささせせるる目目的的ででここのの取取組組をを行行いいままししたた。。

「「新新聞聞ワワーークク」」のの取取組組にによよりり、、生生徒徒たたちちはは社社会会

にに対対すするる興興味味・・関関心心をを確確実実にに高高めめるるここととががでできき

ままししたた。。  

令令和和５５年年度度はは、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践のの指指定定校校ででははあありり

まませせんんがが、、３３年年間間ののＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校のの経経験験をを

更更ななるる教教育育活活動動のの充充実実ににつつななげげてていいききたたいいとと

考考ええてていいまますす。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

例例44↑↑【【22002233年年33月月 88日日((水水))  苫苫小小牧牧民民報報】】  

例例 55↑↑【【22002233年年 33月月 55日日((日日))  日日本本経経済済新新聞聞】】  

111



 

- 1 - 
 

2022 年年度度 NIE 実実践践報報告告 

報報道道かかららふふりりかかええるる震震災災学学習習

～～1 枚枚のの報報道道写写真真がが物物語語るる被被災災者者のの思思いい～～ 
 

むむかかわわ町町立立鵡鵡川川中中学学校校 教教諭諭 片片 岡岡 鉄鉄 也也  
 

《《ははじじめめにに》》 
本本校校はは 年年 月月 日日にに発発生生ししたた北北海海道道

胆胆振振東東部部地地震震でで被被災災ししたた。。ああのの日日かからら、、「「守守ろろ

うう わわたたししのの命命 ああななたたのの命命 つつななげげよようう

ああのの日日ののわわたたししとと未未来来ののわわたたししたたちち」」

ををススロローーガガンンにに、、自自ららのの命命をを守守りり，，他他者者をを支支

ええ，，地地域域防防災災をを考考ええてていいくく担担いい手手をを育育てて，，震震

災災のの教教訓訓をを後後世世にに伝伝ええてていいくく防防災災教教育育がが始始

ままっったた。。

本本報報告告でではは、、新新聞聞をを活活用用ししフフォォトトラランンゲゲーー

ジジのの手手法法をを取取りり入入れれたた震震災災学学習習（（修修学学旅旅行行震震

災災学学習習のの事事前前学学習習））とと，，新新聞聞をを活活用用ししたた

学学習習ののワワーーククシショョッッププににつついいてて報報告告ししたたいい。。

 
《《実実践践報報告告》》

1. 報報道道かかららふふりりかかええるる震震災災学学習習 ①① 
～～ 枚枚のの写写真真がが物物語語るる被被災災者者のの思思いい～～

（（修修学学旅旅行行事事前前学学習習）） 

活動の概要

〔目的〕

①①新新聞聞記記事事のの写写真真ををももととにに東東日日本本大大震震災災

ををふふりりかかええるる。。

②②震震災災のの様様々々なな局局面面をを知知りり、、被被災災さされれたた

方方のの思思いいにに寄寄りり添添うう。。

③③自自分分のの生生きき方方やや社社会会ののあありり方方をを見見つつめめ

直直すす。。

〔手順〕

①①震震災災当当時時のの東東日日本本大大震震災災のの新新聞聞記記事事のの

写写真真 枚枚提提示示（（写写真真ののみみ提提示示））。。

②②どどののよよううなな場場面面をを写写ししたたももののかか考考ええ，，

写写真真のの見見出出ししをを考考ええささせせるる。。

③③写写真真かからら感感じじたたここととををググルルーーププでで出出しし

合合っってて交交流流すするる。。

〔提示した写真〕

①『自閉症の子わかって 迷惑かも 車中

泊一週間 限界の一家、避難所に』 年

月 日 火

②『あしたを向く』
ｷｷｬｬﾌﾌﾟ゚ｼｼｮｮﾝﾝ 先先生生のの離離任任式式ががああっったた宮宮城城県県山山元元町町のの

坂坂元元中中学学校校かからら、、津津波波ででががれれききだだららけけととななっったた場場

自自分分たたちちがが考考ええたた見見出出ししででははイイママジジンン（（想想像像））でできき

ななかかっったた被被災災者者のの思思いいががここのの写写真真かからら語語らられれてていいるる

ここととにに子子どどももたたちちはは気気づづいいたた。。
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所所をを自自転転車車でで下下校校すするる中中学学生生たたちち。。学学校校のの教教室室やや

体体育育館館はは避避難難所所ととななりり、、新新学学期期がが始始ままるる日日はは決決まま

っってていいなないい 年年 月月 日日 木木

③③ ｷｷｬｬﾌﾌﾟ゚ｼｼｮｮﾝﾝ 震震災災でで延延期期さされれてていいたた卒卒業業式式をを終終ええ、、

恩恩師師とと記記念念撮撮影影ををすするる女女川川一一中中のの卒卒業業生生たたちち

④『何としてもガソリンを 物資を届けた

くて 妻を捜したくて』
ｷｷｬｬﾌﾌﾟ゚ｼｼｮｮﾝﾝ 給給油油をを待待っっててガガソソリリンンススタタンンドドにに並並ぶぶ

車車のの列列 年年 月月 日日 金金

⑤『集団疎開 心が痛む 少ない参加 周囲

に気兼ねも』
ｷｷｬｬﾌﾌﾟ゚ｼｼｮｮﾝﾝ 岩岩手手県県内内陸陸部部にに集集団団避避難難すするるババススにに乗乗

りり込込むむ被被災災者者 年年 月月 日日 日日

⑥『せめて思い出を』
ｷｷｬｬﾌﾌﾟ゚ｼｼｮｮﾝﾝ 実実家家かからら約約 離離れれたた場場所所でで見見つつかかっっ

たた。。｢｢家家はは跡跡形形ももななかかっったた。。写写真真だだけけででもも見見つつかかっっ

ててよよかかっったた｣｣ 年年 月月 日日 月月

⑦『せめて思い出を』
ｷｷｬｬﾌﾌﾟ゚ｼｼｮｮﾝﾝ ｢｢ここれれ、、ままここっっちちゃゃんんじじゃゃねねええののかか｣｣｢｢保保

育育所所のの先先生生だだ｣｣。。（（避避難難所所のの貼貼りり出出さされれたた））写写真真のの

中中にに知知りり合合いいのの姿姿をを見見つつけけてて笑笑顔顔ににななっったた

年年 月月 日日 月月

※ 写写真真③③はは報報道道特特別別写写真真集集『『巨巨大大津津波波がが襲襲っったた

大大震震災災』』 河河北北新新報報社社

※ そそのの他他のの写写真真はは朝朝日日新新聞聞

活動の振り返り

【成果】

・写写真真ののみみのの提提示示だだっったたののでで生生徒徒はは想想像像力力

をを働働かかせせ被被災災者者のの心心情情をを知知ろろううととししたた。。  
・｢｢被被災災｣｣とと一一言言でで言言っっててもも被被災災者者ののおおかかれれ

たた状状況況はは様様々々ででああるるここととにに気気づづけけたた。。 
【課題】

・障障害害ののああるる被被災災者者へへのの想想像像がが難難ししかかっっ

たた。。被被災災者者のの心心情情にに寄寄りり添添ううたためめににはは，，

ままずずはは障障害害者者理理解解がが必必要要だだっったた。。  
【【生生徒徒のの振振りり返返りりかからら】】

・ガガソソリリンンをを買買ううたためめにに並並んんででいいるる人人たたちち

のの理理由由がが様様々々でで，，待待っってていいるる時時間間ががいいつつ

もも以以上上にに長長くく感感じじらられれたたとと思思うう。。  
 
2. 報報道道かかららふふりりかかええるる震震災災学学習習 ②② 

～～「「震震災災後後のの街街」」かからら「「震震災災前前のの街街」」をを

イイママジジンンししよようう～～（（修修学学旅旅行行事事前前学学習習））

活動の概要

〔はじめに〕

本本校校はは，，東東日日本本大大震震災災でで強強いい揺揺れれとと津津波波

にによよっってて甚甚大大なな被被害害がが生生じじたた宮宮城城県県石石巻巻市市

南南浜浜地地区区（（南南浜浜町町・・門門脇脇町町））とと大大川川地地区区をを

修修学学旅旅行行でで訪訪れれ，，震震災災学学習習をを行行っったた。。そそのの

事事前前学学習習でで新新聞聞をを活活用用ししたた震震災災学学習習にに取取りり

組組んんだだ。。  
〔目的〕

①①震震災災前前のの南南浜浜地地区区ががどどののよよううなな街街だだっっ

たたののかか，，そそここででははどどののよよううなな生生活活がが営営

ままれれてていいたたののかかイイママジジンン（（想想像像））すするる

ここととでで，，被被災災者者のの心心情情にに思思いいををよよせせ，，

被被災災地地復復興興ののあありり方方をを考考ええるる。。

②②震震災災前前のの旧旧大大川川小小学学校校のの学学校校生生活活ををイイ

ママジジンン（（想想像像））すするるここととでで，，被被災災者者のの

心心情情にに思思いいををよよせせ，，被被災災体体験験をを伝伝承承すす

るるここととのの意意味味ににつついいてて考考ええるる。。

〔手順〕 
①①震震災災当当時時のの新新聞聞をを掲掲示示ししてて，，修修学学旅旅行行

でで訪訪問問すするる石石巻巻市市がが東東日日本本大大震震災災ででどど

ののよよううなな被被害害ににああっったたかか知知るる。。  
②②石石巻巻南南浜浜津津波波復復興興祈祈念念公公園園内内のの道道路路

はは，，震震災災前前のの街街のの暮暮ららししのの記記憶憶とと街街がが

失失わわれれたたここととをを教教訓訓ととししてて残残すすたためめ，，
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震震災災前前のの街街のの道道路路とと同同じじよよううにに作作らられれ

てていいるる。。現現在在のの公公園園ママッッププにに，，住住宅宅やや

店店、、図図書書館館やや公公民民館館ななどどのの公公共共施施設設をを

書書きき込込まませせ，，震震災災前前のの街街のの様様子子ををイイママ

ジジンン（（想想像像））ささせせたた。。ままたた，，街街かからら

はは，，どどんんなな音音がが聞聞ここええててくくるるかか？？ どど

んんななににおおいいががししててくくるるかか？？ どどんんなな光光

景景がが見見ええててくくるるかかイイママジジンン（（想想像像））ささ

せせ，，震震災災前前のの街街にに思思いいををよよせせたた。。

③③ 公公財財 メメモモリリアアルルネネッットトワワーーククのの

案案内内でで｢｢津津波波伝伝承承 ｣｣アアププリリをを活活用用しし

てて，，復復興興祈祈念念公公園園やや震震災災遺遺構構門門脇脇小小学学

校校をを見見学学すするる。。被被災災前前後後のの写写真真ををアアププ

リリでで見見たたりり，，被被災災体体験験をを聴聴くく。。公公園園内内

はは震震災災前前どどののよよううなな街街でで，，どどののよよううなな

生生活活がが営営ままれれてていいたたかかイイママジジンン 想想像像

すするる。。

 
④④震震災災前前のの旧旧大大川川小小学学校校のの全全景景とと校校内内各各

場場所所のの名名称称がが表表さされれたた地地図図をを見見てて，，大大

川川小小のの児児童童ががどどののよよううなな生生活活をを送送っってて

いいたたかか？？ どどんんなな音音やや声声がが聞聞ここええててきき

たたかか？？ イイママジジンン（（想想像像））すするる。。  

⑤⑤震震災災学学習習当当日日，，大大川川小小学学校校でで娘娘ささんんをを

ななくくさされれたた大大川川伝伝承承のの会会のの語語りり部部ガガイイ

ドド佐佐藤藤俊俊郎郎氏氏かからら話話をを聴聴きき，，震震災災のの教教

訓訓をを伝伝ええてていいくくここととのの意意味味をを考考ええるる。。  

活動の振り返り

【成果】

・更更地地ととななっったた場場所所ににはは，，新新聞聞記記事事だだけけでで

ははわわかかららなないい人人々々のの日日常常生生活活がが確確かかににああ

っったたここととをを「「体体感感」」すするるここととががででききたた。。  
・震震災災遺遺構構のの校校舎舎をを実実際際にに目目のの当当たたりりににすす

るるななかかででのの語語りり部部かかららのの話話でで，，震震災災をを教教

訓訓ととししてて伝伝承承すするる気気持持ちちをを強強くくししたた。。  
【課題】

・「「日日常常」」がが突突然然ななくくななるるとといいうう想想像像をを絶絶

すするる出出来来事事にに思思いいををよよせせるるににはは、、震震災災学学

習習後後のの事事後後学学習習もも必必要要だだっったた。。  
・震震災災学学習習でで学学んんででききたたここととをを，，自自分分たたちち

のの防防災災学学習習ににつつななげげてていいくくたためめのの取取組組がが

必必要要ででああるる。。  
【生徒の振り返りから】

・北北海海道道胆胆振振東東部部地地震震でで被被災災ししてて以以降降，，中中

学学校校でで学学んんででききたた防防災災学学習習にに自自分分たたちちはは

守守らられれてていいるるんんだだとと思思いいままししたた。。  
  

3. 新新聞聞をを活活用用ししたた SDGs 学学習習 
（（SDGs ワワーーククシショョッッププ）） 
活動の概要

〔目的〕 
・自自分分のの関関心心ののああるる SSDDGGss ののゴゴーールルをを決決

めめ，，そそれれをを意意識識ししななががらら新新聞聞をを読読みみ，，関関

現在の石巻南浜復興祈念公園 上 と震災前の南浜地区の

道路地図 下：生徒には提示せず 。「震災前の道路」と「現

在の公園内の道路」が一致している。 石巻南浜復興祈念

公園ホームページより引用

震震災災前前のの旧旧大大川川小小学学校校のの学学校校全全景景写写真真とと校校内内のの教教室室ややホホ

ーールルななどどのの名名称称をを表表示示ししたた生生徒徒配配布布資資料料（（大大川川伝伝承承のの会会パパ

ンンフフレレッットトよよりり引引用用
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連連すするる記記事事をを探探すすここととががででききるる。。

・ ゴゴーールルがが同同じじ生生徒徒ででググルルーーププををつつくく

りり，，関関連連ががなないいかか考考ええるるここととががででききるる。。

〔手順〕 
①①『『道道新新ででワワーーククシシーートト』』かからら にに関関

連連すするるワワーーククシシーートトをを選選ぶぶ。。

②② をを意意識識ししななががらら，，『『道道新新ででワワーーククシシ

ーートト』』のの記記事事読読みみ，，気気ににななるる箇箇所所にに線線

をを引引いいたたりり，，書書きき込込んんだだりりすするる。。

③③選選んんだだ『『道道新新ででワワーーククシシーートト』』とと同同じじ

ののゴゴーールルのの記記事事をを探探すす。。

 

 
 

活動の振り返り

【成果】

・ ののゴゴーールル同同士士にに関関係係性性ががああるるここととをを

新新聞聞記記事事をを探探すすななかかでで発発見見ででききたた。。

・自自分分たたちちのの身身近近なな地地域域のの課課題題がが，，世世界界のの

出出来来事事ととつつななががっってていいるるここととにに気気づづくくここ

ととががででききたた。。

【課題】

・取取組組期期間間がが短短かかっったたたためめ，，関関心心ののああるる

SSDDGGss のの新新聞聞記記事事がが見見つつけけらられれななかかっったた生生

徒徒ががいいたたののでで，，取取組組期期間間をを学学期期単単位位くくらら

いいにに設設定定ししたた方方ががよよいい。。  
・授授業業のの発発展展学学習習ととししてて年年間間指指導導計計画画にに位位

置置づづけけれればば，，学学習習内内容容もも深深ままるる。。  
【生徒の振り返りから】

・ とといいええばば環環境境問問題題だだとと思思っってていいたた

がが，，男男女女平平等等ややそそののほほかかににももいいろろいいろろなな

ここととがが関関係係ししてていいるるここととががわわっっかかっったた。。

・ がが授授業業でで勉勉強強ししてていいるるここととととととててもも

関関係係ししてていいるるここととがが分分かかっったた。。

〔 関連の『道新でワークシート』〕

 № 新聞見出し 

目
標
13[

気
候
変
動] 

951 温室ガス減へ具体策焦点 COP26 あ

す開幕 
958 洋上風力 室蘭に製造拠点＊大成建

設、24 年度にも＊風車土台最大 100
億円規模 

966 脱炭素宣言 管内で相次ぐ＊鹿追、

足寄、更別、清水の 4 町村 
971 温暖化 北海道に影響大 

1014 自宅で堆肥作り 生ごみ減らす 
1026 プラ資源循環促進法 どう思う？ 
1075 洋上風力 初の商業運転 秋田 
1055 小売りや外食 「脱プラ」加速 
1070 コンブ育て CO₂吸収 留萌港で市、

ブルーカーボン実験へ 
目
標
５[

ジ
ェ
ン
ダ
ー]

10[

不
平
等] 

959 最高裁国民審査 別姓認めず「合憲」

4 人に「×」票多く 
1007 「女性なのにすごい」は けなしで

す 
1025 ＜一から十勝＞帯広市のパートナー

シップ制度とは 
1047 パートナー制度 12 月から 
1067 パパ育休 職場の風土に「サイボウ 

ズ」社長・青野さん講演 
1063 地方議員 3 割「女性不利」 

999 子どもも親も生きやすい社会に

「こども家庭庁」新設へ 
1023 こども家庭庁法成立へ 

967 伸びぬ障害者雇用 
目
標
１･

２･

３ 

990 ネパール・ポカラの水道支援＊市、

JICA 連携＊給排水のノウハウ提供 
1043 「75 歳以上 初 15％超」 人口推計

65 歳以上最高 29％／「2 割負担 
20％が対象」 後期高齢者医療 来月

新制度 
1059 世界の人口 80 億人に 

北北海海道道新新聞聞 ホホーームムペペーージジのの「「ワワーーククシシーートト」」かかららダダウウ

ンンロローードド。。記記事事だだけけででははななくくてて，，関関連連すするる設設問問ががあありり，，ググ

ルルーーププででのの話話しし合合いいにに活活用用ででききるる。。

115



 

  

１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、「「小小樽樽市市立立北北山山中中学学校校」」「「小小樽樽市市立立

末末広広中中学学校校」」のの２２校校がが統統合合しし、、新新設設校校ととししてて

ススタターートトをを切切っっててかからら６６年年目目をを向向かかええたた。。

教教育育目目標標をを「「小小樽樽のの未未来来ををつつくくるる北北陵陵生生のの

育育成成」」とと定定めめ、、「「深深くく学学びび、、考考ええ、、表表現現でできき

るる生生徒徒」」「「豊豊かかにに人人ととつつななががりり、、思思いいややりりのの

ああるる生生徒徒」」「「たたくくままししくく心心身身をを鍛鍛ええ、、自自ららをを

律律すするる生生徒徒」」ととしし、、故故郷郷小小樽樽ののままちちづづくくりりのの

担担いい手手ととななるる生生徒徒のの育育成成にに努努めめてていいるる。。  

ししかかしし、、全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結果果かか

らら、、本本校校のの生生徒徒はは、、国国語語科科でではは「「書書くくこことと」」

「「読読むむこことと」」のの領領域域がが全全国国平平均均をを下下回回りり、、数数

学学科科ににおおいいててもも理理由由をを説説明明すするる問問題題でで無無解解

答答率率がが高高いいななどどのの課課題題がが明明ららかかににななっってていい

るる。。ままたた「「語語彙彙」」がが不不足足ししてていいたたりり、、言言葉葉をを

紡紡ぐぐ術術がが未未熟熟だだっったたりり、、物物事事のの発発想想のの基基とと

ななるる「「実実体体験験」」にに乏乏ししかかっったたりりとと多多くくのの課課題題

をを抱抱ええてていいるる。。  

ここれれららのの課課題題をを解解決決すするる一一つつのの方方法法ととしし

てて、、教教育育課課程程のの中中にに、、週週にに一一度度ののＮＮＩＩＥＥタタイイ

ムムをを設設定定しし、、「「書書くく活活動動」」「「読読みみ取取るる活活動動」」にに

取取りり組組みみ、、６６年年目目をを向向かかええたた。。  

 

２２..  実実践践のの概概要要  

（（１１））教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけ  

「「小小樽樽のの未未来来ををつつくくるる北北陵陵生生のの育育成成」」をを目目

指指しし、、本本校校生生徒徒のの「「書書くくこことと」」とと「「読読むむこことと」」

のの領領域域のの課課題題解解決決をを目目指指しし、、教教育育課課程程のの中中にに

「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」をを設設定定しし、、毎毎週週金金曜曜日日にに４４  

種種類類ののワワーーククシシーートトにに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

（（２２））３３３３ののススキキルル  

今今年年度度もも学学校校長長かからら生生徒徒ににつつけけささせせたたいい

ススキキルルをを３３３３項項目目ととししてて提提示示しし、、学学年年ごごととにに

重重点点をを設設けけ教教育育活活動動全全般般でで取取りり組組んんででいいるる。。  

主主体体的的にに学学ぶぶ力力をを育育てて、、高高めめるるとといいうう柱柱でではは、、

特特にに２２年年生生のの重重点点ととししてて、、文文章章をを正正ししくく読読みみ

取取るるここととががででききるる。。ととしし、、最最終終的的ににはは、、自自分分

のの考考ええ、、思思いいをを「「深深めめるる」」ここととががででききるるとといい

うう目目標標設設定定ののももとと、、取取組組をを進進めめてていいるる。。  

ままたた、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動ににもも反反映映さされれてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

新聞を読んで読解力、思考力、表現力を高める 

                             

小樽市立北陵中学校 教諭 窪田 達大 
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（（３３））「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」でで使使用用すするる４４種種

類類ののワワーーククシシーートトののココンンセセププトト  

①①自自分分たたちちののふふるるささととででああるる小小樽樽ににつついいてて

知知るる。。  

⇒⇒小小樽樽ににつついいててのの記記事事をを読読んんでで考考ええるるワワーー

ククシシーートト  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（北北海海道道新新聞聞 22002222 年年 11 月月 11 日日））  

②②幅幅広広いい社社会会のの動動ききにに視視野野をを広広げげ、、情情報報をを的的

確確にに読読みみ取取るる力力をを身身ににつつけけるる。。  

⇒⇒ささままざざままなな記記事事をを読読みみ、、情情報報をを読読みみ取取るる

ワワーーククシシーートト

  

（（読読売売新新聞聞 22002222 年年 44 月月 3300 日日））  

③③読読みみ取取っったたここととににつついいてて自自分分のの意意見見をを持持

ちち、、そそれれをを的的確確にに表表現現すするる力力をを身身ににつつけけるる。。  

⇒⇒新新聞聞ののココララムムをを読読んんでで、、文文章章をを書書くくワワーークク

シシーートト  

  

（（朝朝日日中中高高生生新新聞聞 22002222 年年 1122 月月 1188 日日））  

④④文文章章かからら書書きき手手やや登登場場人人物物等等のの心心情情をを読読

みみ取取るる力力をを身身ににつつけけるる。。  

⇒⇒長長文文をを読読んんでで、、心心情情をを読読みみ取取るるワワーーククシシーー      

  トト  
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（（４４））いいつつででもも、、だだれれででもも新新聞聞をを読読めめるる

環環境境作作りり  

  

新新聞聞をを取取っってていいなないい家家庭庭がが年年々々増増ええてていい

くく中中、、生生徒徒がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを持持つつここととがが

ででききるるよよううにに、、図図書書室室ににだだけけででははななくく、、３３年年

生生教教室室のの横横やや２２階階階階段段前前掲掲示示版版ななどどにに、、生生徒徒

のの動動線線をを考考ええてて目目にに触触れれややすすいい位位置置へへ新新聞聞

をを設設置置ししてていいるる。。特特にに３３年年生生はは面面接接練練習習にに向向

けけてて、、時時事事問問題題ににつついいててのの知知識識をを得得るるたためめにに、、

毎毎日日ののよよううにに新新聞聞をを広広げげるる生生徒徒のの姿姿がが多多くく

見見らられれてていいるる。。  

  

  

（（33 年年生生教教室室横横にに設設置置さされれたた新新聞聞ココーーナナーー））  

  

  

（（図図書書室室にに設設置置さされれたた新新聞聞ココーーナナーー））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（図図書書室室にに設設置置さされれたた、、新新聞聞ののババッッククナナンンババ

ーー閲閲覧覧ココーーナナーー））  

  

  

（（２２階階階階段段前前掲掲示示版版のの新新聞聞ココーーナナーー））  

  

  

（（日日常常的的にに新新聞聞にに親親ししむむ生生徒徒達達のの様様子子））  
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（（５５））教教科科ででのの連連携携・・生生徒徒のの変変容容  

国国語語科科ででののままととめめ作作業業やや、、社社会会科科やや数数学学科科、、

英英語語科科ででののレレポポーートト作作成成ややススラライイドド作作成成なな

どどのの作作業業、、文文章章をを読読みみままととめめるる作作業業、、自自分分のの

感感じじたたここととををままととめめるる作作業業等等をを各各教教科科にに広広

げげてていいるる。。  

ままととめめ方方をを工工夫夫ししたたりり、、新新聞聞ののよよううにに読読みみ

手手のの興興味味をを引引くくここととをを意意識識ししたた見見出出ししのの工工

夫夫にに取取りり組組んんだだりり、、４４ココママ漫漫画画ののよよううににままとと

めめたたりりとと、、新新聞聞にに日日常常的的にに触触れれるるここととにによよっっ

ててささままざざままなな工工夫夫にに挑挑戦戦ししててみみよよううとといいうう  

姿姿勢勢がが多多くくのの生生徒徒にに見見らられれるるよよううににななっってて

ききてていいるる。。  

  

  

（（英英語語科科でで作作成成さされれたたレレポポーートト））  

  

  

（（社社会会科科でで作作成成さされれたたレレポポーートト））  

  

  
（（国国語語科科でで作作成成さされれたたままととめめ））  

３３..  今今年年度度（（６６年年目目））のの成成果果  

①①イインンププッットトすするる力力  

（（速速くく、、正正確確にに読読みみ取取るる力力））      

→→「「ココララムム」」をを２２分分でで読読めめるるよよううににトトレレーー

ニニンンググ  

②②ままととめめるる力力  

（（キキーーワワーードドをを基基ににイイメメーージジすするる力力））  

→→「「要要すするるにに何何ななののかか」」ををつつかかむむトトレレーーニニ

ンンググ  

③③アアウウトトププッットト力力  

（（思思いいをを分分かかりりややすすくく伝伝ええるる力力））  

→→「「思思いい・・考考ええ」」をを言言葉葉ににししてて伝伝ええるるトトレレ

ーーニニンンググ  

ＮＮＩＩＥＥをを通通ししてて付付けけたたいい力力はは主主にに上上記記のの

のの３３点点ででああっったたがが、、①①ににつついいててはは、、年年度度初初めめ

ののこころろはは読読むむだだけけでで時時間間ががかかかかっってていいたた生生

徒徒たたちちもも毎毎週週のの取取りり組組みみをを経経てて、、すすばばややくく読読

めめるるよよううににななっっててききてていいるる。。②②ににつついいててはは、、

文文章章のの内内容容がが自自分分たたちちににととっってて身身近近ででははなな

いい話話題題ののとときき等等はは要要点点をを掴掴みみかかねねてていいるる生生

徒徒がが見見らられれたたがが、、回回数数をを重重ねねるるここととでで内内容容理理

解解のの力力がが身身ににつついいててききてていいるる。。③③ににつついいててもも、、

ななかかななかか自自分分のの思思いいやや考考ええをを持持ててななかかっったた

生生徒徒達達もも、、自自分分ななりりのの根根拠拠をを持持っってて考考ええをを書書

くくここととががででききるるよよううににななっっててききてていいるる。。いいずず

れれににつついいててもも、、一一朝朝一一夕夕にに力力ががつつくくももののでではは

なないいののでで、、次次年年度度ににもも継継続続すするるここととででささららなな

るるレレベベルルアアッッププをを図図っってていいききたたいい。。
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１．はじめに 

 

  本本校校はは、、富富良良野野市市のの南南東東部部にに位位置置すするる、、広広大大なな自自

然然林林をを有有すするる東東京京大大学学北北海海道道演演習習林林にに隣隣接接すするる東東

山山地地区区にに開開設設さされれたた義義務務教教育育学学校校ででああるる。。令令和和４４年年

４４月月にに「「樹樹海海小小学学校校」」とと「「樹樹海海中中学学校校」」がが統統合合さされれ

義義務務教教育育学学校校ととししてて開開校校ししたた。。今今年年度度かからら、、今今ままでで

のの樹樹海海中中学学校校ででのの実実践践をを基基本本にに、、５５年年生生かからら９９年年生生

でで取取りり組組んんだだ。。新新聞聞をを活活用用ししてて、、情情報報ににじじっっくくりり向向

きき合合いい、、主主体体的的にに読読みみ解解くく力力のの向向上上をを目目指指すすこことと、、

ままたた、、社社会会にに興興味味をを持持ちち、、そそれれををよよりりよよくくししてていいここ

ううととすするる課課題題意意識識やや学学習習意意欲欲をを高高めめるる活活動動にに努努めめ

たた。。  

  

  

２.児童・生徒の様子 

  

  本本校校はは、、前前期期課課程程２２３３名名、、後後期期課課程程１１００名名、、ああわわ

せせてて３３３３名名のの小小規規模模校校ででああるる。。義義務務教教育育学学校校ででああるる

ここととかからら１１年年生生かからら９９年年生生がが同同じじ学学びび舎舎でで生生活活をを

ととももににしし、、行行事事やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等でではは全全校校児児

童童生生徒徒でで活活動動すするる機機会会がが多多いいここととがが本本校校のの特特色色でで

ももああるる。。少少人人数数ででああるるここととでで、、一一人人一一人人のの学学習習活活動動

がが充充分分にに確確保保さされれ、、授授業業ででのの発発言言やや発発表表すするる機機会会がが

多多いいたためめ、、堂堂々々とと発発表表ででききるる力力がが身身ににつついいてていいるる。。  

  一一方方、、学学習習課課題題ととししてて、、今今年年度度のの全全国国学学力力・・学学習習

状状況況調調査査ににおおいいててのの分分析析結結果果かからら以以下下のの 22点点ににつついい

てて、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを通通ししてて改改善善をを図図りりたたいいとと考考ええ実実践践

ししたた。。  

 

 

 

 

 

〇〇「「書書くくこことと」」にに関関ししてて、、全全国国・・全全道道のの正正答答率率をを

大大ききくく下下回回るる。。  

〇〇「「情情報報のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」にに関関ししててはは、、全全

国国・・全全道道のの正正答答率率をを大大ききくく下下回回るる。。  

  

ここのの２２点点のの課課題題解解決決にに対対ししてて、、次次ののよよううなな対対応応策策

をを考考ええたた。。  

一一つつ目目のの「「書書くくこことと」」にに関関ししててはは、、国国語語のの授授業業だだ

けけででははななくく、、全全教教科科でで課課題題意意識識をを持持っってて取取りり組組みみ、、

自自ららのの考考ええをを、、適適切切にに表表現現ででききるるよようう指指導導すするる。。ささ

ららにに、、朝朝学学習習ととししてて取取りり組組んんででいいるる「「朝朝読読書書」」「「ＮＮ

ＩＩＥＥ活活動動」」ををささららにに充充実実ささせせ、、表表現現力力やや読読解解力力のの育育

成成をを進進めめたた。。  

二二つつ目目のの「「情情報報のの扱扱いい方方にに関関すするる事事項項」」にに関関ししてて

はは、、参参考考資資料料ととななるる図図書書やや新新聞聞、、ままたたウウェェブブササイイトト

かからら必必要要なな情情報報をを引引用用しし、、よよりり相相手手にに自自分分のの考考ええがが

伝伝わわるるよよううなな文文章章をを作作成成すするる力力をを養養うう。。そそののたためめ、、

各各教教科科やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる調調べべ学学習習にに

おおいいてて、、自自分分のの考考ええのの根根拠拠をを明明確確ににででききるるよようう指指導導

ししたた。。ささららにに、、朝朝学学習習ととししてて取取りり組組んんででいいるる「「ＮＮＩＩ

ＥＥ活活動動」」ををささららにに充充実実ささせせ、、自自分分のの考考ええがが伝伝わわるる文文

章章ににななるるよよううにに、、根根拠拠をを明明確確ににししてて書書くくよようう指指導導しし

たた。。  

  

以以上上、、次次年年度度ににおおいいててももＮＮＩＩＥＥ活活動動をを継継続続ししてて取取

りり組組むむここととでで、、本本校校児児童童生生徒徒のの学学習習課課題題解解決決にに結結びび

つつけけるる実実践践をを進進めめたたいい。。  

  

 

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

        義義務務教教育育学学校校 11年年目目ののＮＮＩＩＥＥ活活動動  
      

                          富富良良野野市市立立樹樹海海学学校校  教教頭頭  西西川川  博博司司  
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３．実践の内容 

①①  取取りり組組むむ時時間間とと場場所所をを明明確確にに設設定定すするる。。  

 

 

 

 

 

１１．．

   

２２．．

  

３３．．

  

  

４４．．

  

  

  

  

  

  

  

５５．．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指指導導案案】 

１１．．ねねららいい    ・新聞を読むことを通じて、時事への関心を高めるとともに、情報を取捨選択する力を伸ば

し子どもの思考力や読解力を養う。  
２２．．対対象象学学年年  ・中等部（5～7 年）、高等部（８～９年）  
３３．．活活動動日日時時  ・毎週火曜日・木曜日の朝の学習時（８：０５～８：２０）に実施  
４４．．活活動動内内容容  ・新聞記事から興味ある内容についての感想や意見をまとめる。（火曜日）  
        ワークシート「朝の新聞」にまとめる。→発表後、掲示する。 
       ・新聞記事について、まとめた感想や意見を交流する。（木曜日） 
        発表時間は「30 秒」→児童生徒数、発達段階によって変更可 
       ※活動日が週 1 回の場合…活動内容については係から提案します。 
５５．．活活動動ののななががれれ  

 児童生徒の活動 教師の活動 備考 

 
 
火

曜

日 

①①図図書書室室にに新新聞聞をを取取りりにに行行くく  
 ・図書室の新聞棚（学年ごと）か 
  ら新聞の選び教室へ 
 
②②興興味味ののああるる記記事事をを選選びび、、感感想想やや意意

見見ををままととめめるる。。  
 ・ワークシート「朝の新聞」に記

入する。 
③③発発表表準準備備・・片片付付けけ  
 ・発表内容を考える。 
 ・新聞を返却する。 

①①・図書室の新聞棚前が、密集し

ないよう指導する。 
 ・学年の棚から新聞を持ってい

くよう指導する。 
②②・記事選び、記入方法について

アドバイスする。 
 
 
③③・発表原稿などのアドバイスを

する。 
 ・返却時の私語等への指導 

①①新聞 1 人 1 部持ってい

く。 
 
 
②②ワークシートの枠内に

収まるように記入する。 
 
③③発表練習時間の設定無

し。各自で準備する。 

 
 
木

曜

日 

①①発発表表会会  
 ・発表する。→質問に答える。 
 ・発表を聞く。→質問する。 
②②担担任任のの話話をを聞聞くく。。  
 
 
③③ワワーーククシシーートトをを掲掲示示すするる。。  

①①発表会 
 ・質問は、学級の実態に応じて 
  実施する。 
②②発表会の講評 
 ・話し方や取り組み方などもつ

いて評価する。 
③③まとめ  
・きれいに掲示されているか確

認、指導する。 

①①発表することをねらい

とするため、質問は児童生

徒の実態に応じて実施 
②②担任以外も可能 
 
 
③③個人用にファイリング

できるようにする。 

 

121



本本校校でではは、、「「学学力力向向上上・・目目標標達達成成にに向向けけたたロローードドママ

ッッププ」」をを作作成成しし、、学学力力向向上上にに向向けけててのの実実施施計計画画をを立立

てててていいるる。。そそここでではは、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを学学力力向向上上のの軸軸にに

据据ええ、、年年間間をを通通ししてて実実施施ししてていいるる。。  

取取組組のの推推進進はは本本校校のの組組織織「「学学力力・・体体力力向向上上ププロロジジ

ェェククトト委委員員会会」」がが担担いい、、児児童童生生徒徒のの現現状状をを踏踏ままええなな

ががらら、、具具体体的的なな方方策策をを立立てててていいるる。。毎毎朝朝、、登登校校後後、、

朝朝のの会会ままででのの１１５５分分間間をを「「朝朝活活動動」」とと位位置置付付けけ、、「「学学

力力・・体体力力向向上上」」のの基基礎礎ととななるる「「朝朝読読書書」」「「朝朝運運動動」」そそ

ししてて「「ＮＮＩＩＥＥ活活動動」」をを曜曜日日ごごととにに設設定定しし、、活活動動ししてて

いいるる。。  

ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、上上記記のの【【指指導導案案】】にに記記載載ししてていいるる通通

りり、、週週２２回回実実施施ししてていいるる。。義義務務教教育育学学校校 11年年目目のの今今年年

度度かからら、、５５・・６６年年生生かからら実実施施すするるここととととししたた。。取取りり組組

むむ時時間間にに限限りりががあありり、、活活動動をを円円滑滑ににすするるたためめ、、児児童童生生

徒徒がが生生活活すするる教教室室とと同同じじ空空間間にに新新聞聞をを設設置置しし、、すすぐぐ

手手にに取取りりややすすいい環環境境にに整整ええたた。。新新聞聞はは学学年年ごごととにに専専

用用のの棚棚にに置置いいたた。。ままたた、、過過去去のの新新聞聞記記事事にに戻戻っってて取取りり

組組めめるるよようう普普段段かからら施施錠錠ししてていいなないい図図書書室室のの机机にに過過

去去１１かか月月分分のの新新聞聞をを置置くくススペペーーススをを作作っってていいるる。。児児

童童生生徒徒ははよよりり自自分分のの関関心心事事にに合合わわせせたた記記事事選選びびがが可可

能能ににななりり、、意意欲欲的的にに取取りり組組むむ様様子子がが見見らられれたた。。  

【学学力力向向上上・・目目標標達達成成にに向向けけたたロローードドママッッププ】 

【【新新聞聞棚棚】】 

  

  

  

  

  

②②  初初めめててのの５５・・６６年年生生  

  今今年年度度かからら５５・・６６年年生生ががＮＮＩＩＥＥ活活動動をを始始めめたた。。普普

段段のの生生活活でで新新聞聞をを読読むむここととががほほととんんどどななくく、、活活動動開開

始始ににああたたりり、、新新聞聞のの読読むむ順順序序かからら指指導導ししななくくててははなな

ららななかかっったた。。ななおお、、新新聞聞のの読読みみ方方、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動ににつつ

いいてて、、学学校校司司書書とと連連携携ででききたたここととでで、、ススムムーーズズななスス

タターートトががででききたた。。    【【新新聞聞のの読読みみ方方】】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ５５・・６６年年生生ののＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、新新聞聞のの読読みみ方方、、漢漢字字

のの読読みみ、、語語句句のの意意味味ななどど記記事事のの内内容容をを理理解解すするるののがが

困困難難ななたためめ、、学学級級担担任任ののササポポーートトがが必必須須だだっったた。。まま

たた、、11 学学期期はは、、各各新新聞聞社社のの小小学学生生新新聞聞がが使使用用ででききたた

たためめＮＮＩＩＥＥ活活動動ににももずずいいぶぶんん慣慣れれ、、２２学学期期かかららはは一一

般般紙紙ででのの活活動動がが可可能能ととななっったた。。  

   

③③  ままととめめ・・発発表表・・掲掲示示  

  ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、新新聞聞記記事事かからら興興味味ああるる内内容容ににつついい

ててのの感感想想やや意意見見ををままととめめ、、ままととめめたた感感想想をを発発表表しし意意

見見をを交交換換ししたた。。  

 

  【感感想想用用紙紙１１】    【感感想想用用紙紙２２】 
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  本本校校ののＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、11年年をを通通ししてて実実施施すするるたためめ、、

継継続続ででききるるよようう無無理理ののなないい取取りり組組みみににすするるここととをを

目目標標にに掲掲げげてていいるる。。そそののたためめ感感想想用用紙紙はは、、簡簡素素ななもも

ののととななっってていいるる。。ししかかしし、、後後期期課課程程かからら「「ももっっとと書書

ききたたいい」」ととのの要要望望ががあありり、、【【感感想想用用紙紙２２】】をを作作成成しし、、

生生徒徒がが選選択択ででききるるよよううににししたた。。  

 【後後期期課課程程】        【前前期期課課程程】 

 

 

 

 

 

  発発表表はは、、後後期期課課程程でではは昨昨年年度度ままででとと同同様様のの一一般般的的

なな発発表表形形式式でで実実施施ししたた。。前前期期課課程程でではは、、モモニニタターーにに

発発表表記記事事をを映映しし出出しし、、発発表表ししてていいるる。。理理由由はは、、新新聞聞

紙紙をを他他者者とと共共有有すするるたためめ「「切切りり抜抜きき」」ががででききなないいたた

めめででああるる。。発発表表後後はは、、発発表表内内容容ににつついいててのの質質問問・・意意

見見交交換換をを行行いい、、担担任任のの補補足足をを加加ええ、、よよりり深深いい理理解解・・

学学びびににつつななげげてていいるる。。ままたた、、少少人人数数ののたためめ、、定定期期的的

にに他他学学年年とと合合同同発発表表会会もも実実施施ししてていいるる。。  

 【発発表表後後のの掲掲示示】 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

  本本校校でではは、、ここれれままででのの継継続続にによよるる後後期期課課程程、、今今年年

度度初初めめててのの５５・・６６年年生生ががＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組んんだだ。。

ここれれままででのの後後期期課課程程のの実実践践でで得得らられれたた成成果果かからら、、今今

年年度度はは、、今今ままででのの実実践践内内容容をを継継承承ししつつつつ、、新新たたなな試試

みみににもも取取りり組組んんだだ。。  

 ①  継継続続ししてて取取りり組組んんだだ成成果果 

  令令和和元元年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組みみ、、本本校校のの研研

究究主主題題ででああるる「「自自ららのの考考ええをを表表現現しし、、共共にに深深めめ合合いい

高高めめ合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成」」にに大大ききなな成成果果がが得得らられれてて

いいるる。。特特にに、、自自ららのの考考ええをを発発表表すするる力力、、意意見見交交換換かか

ららよよりり理理解解すするる力力のの向向上上がが見見らられれたた。。ままたた、、現現在在のの

社社会会情情勢勢へへのの関関心心のの高高ままりりかからら、、他他のの学学習習ででのの相相乗乗

効効果果やや進進路路選選択択のの一一助助ととななっったた。。  

  ②②  新新たたなな取取りり組組みみにによよるる成成果果 

  ５５・・６６年年生生ででののモモニニタターーにに発発表表記記事事をを映映しし出出ししてて

のの発発表表はは、、聞聞きき手手へへのの理理解解度度をを高高めめたた。。よよりり質質問問やや

意意見見がが出出ややすすくくななっったた。。ままたた、、学学校校司司書書ととのの連連携携でで、、

定定期期的的にに新新聞聞記記事事のの紹紹介介ががででききたたここととでで、、よよりりＮＮＩＩ

ＥＥ活活動動へへのの意意欲欲喚喚起起ががででききたた。。  

 

（２）課題 

  購購読読ししてていいるる新新聞聞がが 11種種類類ののみみななののでで、、比比較較読読みみ

ががででききなないい。。比比較較読読みみにによよっってて情情報報をを取取捨捨選選択択、、整整

理理しし、、批批評評的的にに読読みみ取取るるここととががでできき、、情情報報リリテテララシシ

ーーをを身身ににつつけけるるたためめににはは、、複複数数のの新新聞聞のの購購読読がが必必要要

ででああるる。。  

  

 

５．おわりに 

  本本校校でではは、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動もも今今年年度度でで44年年目目ととななっったた。。

ここのの活活動動をを通通ししてて、、児児童童生生徒徒はは大大ききなな成成長長をを遂遂げげたた。。

社社会会のの出出来来事事へへのの関関心心、、気気ににななっったた出出来来事事ををささららにに

詳詳ししくく調調べべるるななどど「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ意意欲欲とと

学学習習習習慣慣のの確確立立」」がが見見らられれたた。。今今後後はは、、今今ままででのの「「継継

続続ででききるるよようう無無理理ののなないい取取りり組組みみ」」かからら発発展展的的なな活活

動動をを計計画画すするる必必要要ががああるる。。現現在在、、朝朝のの１１５５分分間間だだけけ

のの学学習習をを、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等ででよよりり深深くく探探究究でで

ききるる活活動動をを設設定定すするる必必要要ががああるる。。次次年年度度はは、、新新たたなな

活活動動でで、、９９年年間間をを見見通通ししたたＮＮＩＩＥＥ活活動動をを検検証証しし、、ささ

ららななるる児児童童生生徒徒のの成成長長をを促促ししてていいききたたいいとと考考ええてて

いいるる。。  
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２２００２２２２年年度度 実実践践報報告告

新新聞聞にに親親ししみみををももたたせせるるたためめのの実実践践
北北海海道道函函館館高高等等支支援援学学校校 教教諭諭 山山本本 正正彦彦

１．はじめに 

本本校校はは、、平平成成 年年４４月月、、道道南南地地区区でではは初初めめてて普普
通通科科とと職職業業学学科科をを併併置置すするる高高等等支支援援学学校校ととししてて開開
校校ししままししたた。。 令令和和４４年年度度はは開開校校４４年年目目ととななりりまますす
がが、、「「普普通通科科」」「「生生産産技技術術科科」」「「食食品品デデザザイインン科科」」「「福福
祉祉デデザザイインン科科」」のの４４学学科科にに計計 名名（（定定員員 名名））のの
生生徒徒がが在在籍籍ししてていいまますす。。本本校校はは教教育育理理念念にに「「自自己己とと
社社会会ををつつななぎぎ、、共共生生社社会会をを創創造造すするる教教育育のの追追求求」」、、
教教育育目目標標にに「「共共生生社社会会のの一一員員ととししてて、、自自らら社社会会にに貢貢
献献すするる人人間間のの育育成成」」をを掲掲げげ、、「「探探究究」」「「協協働働」」「「健健全全」」
のの校校訓訓のの下下、、知知徳徳体体のの調調和和ののととれれたた人人間間形形成成をを目目指指
ししてていいまますす。。
教教育育活活動動のの特特色色のの一一つつででああるる「「教教科科横横断断的的なな学学習習のの

充充実実」」でではは、、「「新新聞聞教教育育」」「「主主権権者者教教育育」」「「防防災災・・安安全全
教教育育」」「「 教教育育」」「「消消費費者者教教育育」」「「社社会会貢貢献献・・ボボラランン
テティィアア活活動動」」ななどどをを、、主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実
現現をを通通ししてて、、豊豊かかなな生生ききるる力力をを育育んんででいいまますす。。
今今年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定校校のの指指定定ををいいたただだいい

たたここととをを契契機機にに、、提提供供さされれたた新新聞聞をを授授業業のの中中でで使使用用しし
たたりり、、記記事事ををピピッッククアアッッププししてて掲掲示示ししたたりりすするるななどど、、
少少ししででもも新新聞聞とと触触れれらられれるるよよううににししてていいまますす。。
  

２．実践の内容 

⑴ 道新出前講座

毎毎年年１１学学年年をを対対象象にに「「道道新新出出前前講講座座」」をを実実施施ししてて
いいまますす。。
今今年年度度はは、、「「新新聞聞のの読読みみ方方をを知知るる」」「「新新聞聞をを通通じじてて、、

興興味味・・関関心心をを高高めめてていいくく」」ここととををテテーーママにに北北海海道道新新
聞聞社社のの方方にに来来校校ししてていいたただだきき「「回回しし読読みみ新新聞聞」」をを行行
いいままししたた。。

 

流れ 

①① 切切りり抜抜ききタタイイムム
⑴⑴ 各各自自新新聞聞をを読読むむ。。
⑵⑵「「気気ににななるる」」「「面面白白いい！！」」「「ここれれ何何だだ？？」」とと思思っっ

たた記記事事をを切切りり抜抜くく
⑶⑶ 広広告告やや写写真真、、挿挿絵絵ななどど新新聞聞にに載載っってていいれればば何何

ででもも切切りり抜抜いいててもも良良いい。。
⑷⑷ 時時間間内内にに５５枚枚以以上上切切りり抜抜くく。。

②② ププレレゼゼンンタタイイムム
⑴⑴ 発発表表すするる人人はは切切りり抜抜いいたた記記事事、、写写真真のの中中かからら

１１枚枚だだけけををググルルーーププのの真真んん中中にに置置くく。。
⑵⑵ 「「どどののよよううなな記記事事かか（（＝＝概概要要説説明明））」」、、「「選選んんだだ

理理由由（（＝＝興興味味・・ポポイインントト））」」をを発発表表すするる。。
⑶⑶ 発発表表者者のの右右隣隣２２人人がが共共感感やや補補足足ななどどココメメンントト

ををすするる。。※※ルルーールル：：相相手手のの意意見見をを否否定定ししなないい。。
⑷⑷ 時時計計回回りりでで順順にに発発表表しし２２周周すするる。。紹紹介介ししたた記記

事事はは真真んん中中にに積積みみ上上げげてていいくく。。（（早早くく終終わわっったた
場場合合はは３３周周目目））

③③ 新新聞聞作作りりタタイイムム
⑴⑴ トトッッププ記記事事をを決決めめるる。。
⑵⑵ 全全体体ののレレイイアアウウトトをを決決めめるる。。
⑶⑶ 線線やや絵絵ななどどをを入入れれ、、読読みみややすすいい新新聞聞ににすするる。。
⑷⑷ 貼貼りり付付けけたた記記事事・・写写真真ににココメメンントトをを入入れれるる。。
家家庭庭でで新新聞聞をを購購読読ししてていいなないい生生徒徒もも多多くく、、新新
聞聞ににははどどののよよううななここととがが書書かかれれてていいるるののかかとと
興興味味深深げげにに見見入入るる姿姿もも見見らられれままししたた。。
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⑵⑵ イイチチオオシシ記記事事

学学校校全全体体のの取取組組ととししてて、、毎毎月月配配布布ししてていいたただだいいてて
いいるる新新聞聞をを生生徒徒玄玄関関前前にに貼貼りり、、登登校校ししたた生生徒徒のの目目にに
留留ままるるよよううにに工工夫夫ををししままししたた。。注注目目ししててほほししいい記記事事
ににははママーーカカーーでで色色をを付付けけ、、少少ししででもも抵抵抗抗ななくく読読めめるる
よよううににししてていいまますす。。
ままたた、、新新聞聞記記事事にに関関連連すするるププチチ情情報報をを付付けけ加加ええるる

ここととやや、、身身近近ににああるる事事柄柄をを提提示示すするるななどど、、関関心心ががもも
ててるるよよううににししてていいまますす。。
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３．評価について

ここのの講講座座はは、、新新聞聞のの読読みみ方方をを知知るる学学習習でであありり、、そそ
のの活活動動のの中中でで、、生生徒徒自自ららががももっってていいるる感感受受性性をを働働かか
せせ、、新新聞聞へへのの興興味味をを高高めめてていいくくここととはは、、今今後後のの生生活活
のの潤潤いいににななるるとと考考ええらられれまますす。。  

自自分分がが興興味味ののああるる記記事事だだけけででななくく、、他他のの人人がが選選んん
だだももののににもも関関心心をを寄寄せせるるここととががででききたたかか、、積積極極的的にに
掲掲示示物物をを作作っってていいるるかかをを重重点点的的にに評評価価ししままししたた。。
ささららにに、、記記事事のの選選択択にに主主体体的的にに取取りり組組むむここととががでで

ききてていいるるかか、、ここれれままででのの経経験験とと関関連連付付けけてて考考ええよようう
ととししてていいるるかか、、授授業業内内のの発発言言やや感感想想をを書書くくこことともも評評
価価のの観観点点にに加加ええままししたた。。  

 

４．成果と課題 

⑴⑴ 成成果果
新新聞聞ををああままりり見見なないい生生徒徒がが多多いいたためめ、、実実際際にに新新聞聞

にに触触れれるるここととにによよりり、、「「どどんんななここととがが書書かかれれてていいるる
ののかか」」「「どどののよよううなな事事件件がが起起ききてていいるるののかか」」「「ススポポーー
ツツのの記記事事はは○○○○ペペーージジ」」とといいうう基基礎礎的的なな知知識識をを習習得得
すするるここととががででききたたとと感感じじままししたた。。
⑵⑵ 課課題題
「「新新聞聞がが身身近近にになないい」」「「形形式式ばばっったた文文章章をを読読んんでで

理理解解すするるここととがが難難ししいい」」「「読読むむとといいううここととにに苦苦手手意意
識識ををももっってていいるる」」生生徒徒がが多多いいたためめ、、身身近近なな新新聞聞をを利利
用用ししてて主主体体的的にに文文字字にに親親ししむむ力力をを付付けけてていいけけれればば
とと考考ええてていいまますす。。そそののたためめにに、、普普段段かからら新新聞聞にに触触れれ
るる機機会会をを作作っってていいきき、、親親ししみみををももたたせせらられれるるよよううにに
ししてていいききたたいいとと感感じじてていいまますす。。

 

５．おわりに 

今今年年度度よよりり、、 教教育育推推進進指指定定校校ををささせせてていいたただだ
きき、、改改めめてて新新聞聞教教育育のの大大切切ささをを感感じじるるここととががででききまま
ししたた。。
新新聞聞のの正正ししいい読読みみ方方にに加加ええ、、社社会会科科等等とと連連携携ししてて

社社会会人人ととししてて最最小小限限必必要要だだとと思思わわれれるる政政治治やや経経済済、、

国国際際情情勢勢ななどどのの情情報報収収集集のの仕仕方方ななどどもも取取りり入入れれてて
いいくく必必要要ががああるるとと思思いいままししたた。。
ままたた、、自自分分のの住住んんででいいるる町町のの情情報報をを知知るるこことともも重重

要要ででああるるとと感感じじてていいまますす。。
地地方方紙紙をを活活用用しし、、地地元元ののニニュューーススにに目目をを向向けけるるここ

ととでで、、自自分分のの町町ででどどののよよううななここととがが起起ききてていいるるののかか、、
今今どどののよよううななももののがが注注目目さされれてていいるるののかかななどどをを知知
るるききっっかかけけににななれればば良良いいとと考考ええてていいまますす。。
来来年年度度かかららはは、、子子どどもも新新聞聞もも購購読読すするる予予定定ににななっっ

てていいまますす。。一一般般のの新新聞聞とと子子どどもも新新聞聞もも併併用用しし、、新新聞聞
のの楽楽ししささやや面面白白ささをを味味わわええるるよよううなな授授業業づづくくりりをを
展展開開ししてていいききたたいいとと思思いいまますす。。
今今後後もも様様々々なな方方法法をを取取りり入入れれななががらら、、自自発発的的にに新新

聞聞ややニニュューーススにに関関わわっってていいけけるるよよううなな基基礎礎作作りり
ををササポポーートトししてていいききたたいいとと思思っってていいまますす。。

～本校最初の出前講座の様子～ 

４４年年前前のの出出前前講講座座でではは、、タタブブレレッットトをを使使用用ししまましし
たた。。北北海海道道新新聞聞ののネネッットトかからら記記事事をを探探すす作作業業ががあありり
ままししたた。。気気ににななっったた記記事事をを選選びび、、「「いいつつ・・どどここでで・・だだ
れれがが・・ななににをを・・どどううししたた」」をを意意識識ししななががららままととめめ、、
発発表表ををししままししたた。。  
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１１..ははじじめめにに  
  本本校校はは、、知知的的障障ががいいののああるる生生徒徒をを対対象象とと

しし、、「「ははたたららくく」」ここととをを志志すす生生徒徒をを応応援援すするる

学学校校ととししてて札札幌幌市市南南区区真真駒駒内内にに平平成成 2299年年 44

月月開開校校ししたた学学校校ででああるる。。  

  本本校校のの社社会会にに果果たたすす役役割割ととししてて、、前前述述しし

たた「「ははたたららくく」」ここととののででききるる生生徒徒をを応応援援すす

るるここととのの他他にに、、地地域域社社会会ととのの協協働働にによよるる専専

門門的的なな教教育育をを推推進進ししてていいるるこことと、、一一人人一一人人

がが夢夢をを追追いい、、自自分分ららししくく生生きき生生ききとと社社会会のの

中中でで活活躍躍すするる生生徒徒をを育育ててるるここととのの 33項項目目をを

大大切切ににししてていいるる。。  

  本本校校はは道道内内でではは初初ととななるる「「普普通通科科職職業業ココ

ーースス制制」」をを導導入入ししてていいるる。。「「働働くく力力」」「「生生きき

抜抜くく力力」」をを育育ててるる観観点点かからら、、学学校校併併設設ののカカ

フフェェ「「杜杜カカフフェェ」」のの運運営営をを生生徒徒がが中中心心にに行行

ううここととをを目目標標ととししてていいるる。。  

本本校校杜杜カカフフェェをを紹紹介介すするる記記事事  

  

  

  

（（カカッッココ内内ははカカフフェェにに関関わわるる主主なな業業務務））  

２２..生生徒徒のの様様子子  
  本本校校はは各各学学年年 77ククララススでで、、総総生生徒徒数数 116600

名名（（教教職職員員 7788名名））がが在在籍籍すするる学学校校ででああるる。。  

  普普段段かからら自自身身のの具具体体的的なな進進路路のの展展望望ををもも

っってて学学習習にに臨臨んんででいいるる生生徒徒がが多多いい。。  

  一一方方でで、、部部活活動動やや課課外外活活動動ににつついいてて意意欲欲

的的なな生生徒徒もも多多くく、、各各種種外外部部のの大大会会にに部部活活動動

のの目目標標ととししてて参参加加しし活活躍躍をを見見せせてていいるる。。  

ままたた、、毎毎年年アアビビリリンンピピッックク北北海海道道大大会会

（（障障害害者者技技能能競競技技大大会会））へへ参参加加ししてておおりり、、

令令和和 44年年度度はは昨昨年年度度北北海海道道大大会会にに優優勝勝ししたた 11

名名のの生生徒徒がが清清掃掃部部門門のの北北海海道道代代表表ととししてて千千

葉葉県県でで行行わわれれたた全全国国大大会会にに出出場場ししたた。。  

  
３３..実実践践のの内内容容  
①①  ＮＮＩＩＥＥのの取取りり組組みみととねねららいい  

ＮＮＩＩＥＥ指指定定校校ととななりり 22年年目目ととななるる今今年年度度

はは 11学学年年 77学学級級 5555名名をを対対象象にに教教科科「「情情報報」」

のの中中でで実実施施ししたた。。取取組組はは 99月月～～1122月月にに実実施施

しし、、大大ききくく分分けけてて 33つつのの時時期期にに分分けけててテテーー

22002222 年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

新新聞聞かからら情情報報をを読読みみ解解くく力力  
市市立立札札幌幌みみななみみのの杜杜高高等等支支援援学学校校  教教諭諭  本本間間  崇崇嗣嗣  他他 11 学学年年担担当当教教諭諭  

 

カカフフェェ運運営営部部門門  

①①セセンンタターーココーースス（（接接客客））  

②②キキッッチチンンココーースス（（調調理理））  

③③ササポポーートトココーースス（（デデザザイインン等等））  

生生産産部部門門  

  ④④フファァーームムココーースス（（野野菜菜のの栽栽培培））  

  ⑤⑤工工房房ココーースス（（食食器器等等制制作作））  

外外部部ササーービビスス部部門門  

  ⑥⑥ククリリーーンンアアッッププココーースス（（清清掃掃））  

  ⑦⑦エエココササイイククルルココーースス（（堆堆肥肥作作りり））  
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ママをを考考慮慮ししつつつつ行行っったた。。  

  今今回回のの本本校校ででののＮＮＩＩＥＥ学学習習ののテテーーママはは情情

報報ののととららええ方方ににつついいてて学学ぶぶここととににああるる。。  

現現代代はは、、超超情情報報化化社社会会とと言言わわれれるるほほどどにに

情情報報がが玉玉石石混混交交ととしし、、氾氾濫濫ししてていいるる社社会会とと

言言ええるる。。そそのの中中でで自自ららににととっってて必必要要ととしし、、

かかつつ正正確確でで適適切切なな情情報報をを受受けけ取取るるたためめのの方方

法法のの一一つつととししてて新新聞聞をを読読みみ取取るるここととがが適適切切

ででははなないいかかとといいうう考考察察ののももとと、、学学習習をを進進めめ

るるここととととししたた。。  

授授業業をを進進めめてていいくくににああたたりり、、生生徒徒ががどどのの

程程度度、、新新聞聞とといいうう情情報報媒媒体体にに対対ししてて身身近近にに

感感じじてていいるるののかかをを調調べべるるここととととししたた。。  

対対象象生生徒徒にに対対しし、、「「新新聞聞をを各各家家庭庭でで定定期期購購

読読（（新新聞聞ををととっってていいるる））生生徒徒ははどどののくくららいい

いいまますすかか」」とといいうう問問いいにに対対ししてて、、ととっってていい

るるとと回回答答ししたた生生徒徒のの数数がが 5555名名中中 44名名（（全全体体

のの７７，，３３％％））ででああっったた。。  

  

  ここのの結結果果かからら、、本本校校生生徒徒ににととっってて新新聞聞にに

対対すするる興興味味関関心心ををももててるるよよううなな試試みみをを優優先先

すするるここととがが大大切切ででああるるととのの結結論論にに至至りり、、以以

下下のの三三期期にに分分けけてて実実践践をを行行ううここととととししたた。。  

  

  

  

②②  第第ⅠⅠ期期のの取取りり組組みみ  

今今年年度度、、ＮＮＩＩＥＥ学学習習ののたためめにに本本校校がが購購読読

ししたた新新聞聞はは、、「「北北海海道道新新聞聞」」「「日日本本経経済済新新

聞聞」」「「産産経経新新聞聞」」（（44かか月月間間すすべべてて））とと、、「「読読

売売新新聞聞」」「「毎毎日日新新聞聞」」「「朝朝日日新新聞聞」」「「読読売売中中高高

生生新新聞聞」」「「毎毎日日小小学学生生新新聞聞」」「「朝朝日日小小学学生生新新

聞聞」」（（後後半半 22かか月月））ででああるる。。  

前前述述ししたたアアンンケケーートト結結果果よよりり、、ままずず第第 11

期期でで取取りり組組むむべべきき課課題題はは生生徒徒ににととっってて新新聞聞

をを身身近近ななももののととととららええるるここととででああるる。。そそのの

たためめ、、学学年年のの教教師師団団をを９９つつののググルルーーププにに分分

けけ、、カカテテゴゴリリーーごごととにに模模造造紙紙をを作作成成しし、、まま

わわししよよみみ新新聞聞をを作作成成ししよよううとと取取りり組組みみをを行行

っったた。。生生徒徒ははそそれれらら９９つつのの模模造造紙紙ををままわわしし

よよみみしし、、自自分分のの興興味味ががああっったた記記事事、、関関心心のの

ああるる記記事事にに対対ししてて「「いいいいねねシシーールル」」2211枚枚「「22

倍倍いいいいねねシシーールル」」1166枚枚をを貼貼付付すするる活活動動をを行行

っったた。。  

生生徒徒ははここのの活活動動のの中中ででもも、、「「初初めめててここのの事事

柄柄をを知知っったた」」「「初初耳耳だだっったた」」とと話話ししななががらら新新

聞聞をを読読むむ様様子子がが見見らられれ、、普普段段かかららニニュューースス

やや報報道道にに対対ししてて必必ずずししもも馴馴染染んんででいいるるととはは

言言ええなないいここととがが見見てて取取れれたた。。  

ちちななみみにに、、99月月ののおおよよそそ一一かか月月間間でで圧圧倒倒的的

にに多多くくののシシーールルがが付付いいたたののはは 99月月 33日日付付けけ

北北海海道道新新聞聞記記事事でで、、「「大大谷谷偉偉業業 1111勝勝 3300本本」」

ででああっったた。。  

1100月月 55日日ににはは北北海海道道新新聞聞のの皆皆様様がが来来校校ささ

れれ、、「「ままわわししよよみみ新新聞聞出出前前講講座座」」をを実実施施しし

たた。。新新聞聞のの読読みみ方方をを覚覚ええ、、決決めめらられれたた時時間間

内内にに新新聞聞をを読読みみ切切るるここととをを目目標標にに、、当当日日のの

朝朝刊刊をを学学年年すすべべててのの生生徒徒がが読読みみ合合わわせせたた。。55

人人程程度度ののググルルーーププでで興興味味ののああるる内内容容をを切切りり

取取りり、、模模造造紙紙にに貼貼りりつつけけるる作作業業をを行行っったた。。  

当当日日のの様様子子  

  

  
  

51

4

新新聞聞購購読読家家庭庭数数

ととっってていいなないい ととっってていいるる

ⅠⅠ期期  新新聞聞にに対対ししてて親親ししみみををももつつ  

ⅡⅡ期期  新新聞聞かからら必必要要なな情情報報ををととりりここむむ  

ⅢⅢ期期  新新聞聞各各社社ででのの情情報報ののととららええ方方のの違違

いいががわわかかるる  
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  ここのの日日のの一一面面はは、、北北朝朝鮮鮮かからら発発射射さされれたた

飛飛翔翔体体ににつついいててのの報報道道だだっったたがが、、個個性性がが表表

れれたたののははそそれれ以以外外のの部部分分でで、、報報道道ででははなな

くく、、ココララムムのの内内容容にに感感銘銘をを受受けけ、、イイララスストト

ををつつけけてて載載せせててみみたたりり、、目目ににつつくく印印象象的的なな

広広告告をを載載せせててみみたたりりななどど多多種種多多様様なな様様子子がが

窺窺ええたた
うかが

。。ここのの授授業業をを通通ししてて、、新新聞聞をを読読みみ解解

くくここととのの面面白白ささ、、新新聞聞のの懐懐のの深深ささをを感感じじるる

ここととががででききたたののででははなないいかかとと思思うう。。  
  
③③  第第ⅡⅡ期期のの取取りり組組みみ  

  第第ⅠⅠ期期ににおおいいてて、、新新聞聞へへのの親親近近感感をを培培うう

ここととががででききたたととこころろでで第第ⅡⅡ期期でではは、、新新聞聞かか

らら自自分分のの必必要要なな情情報報をを取取りり込込むむここととががでできき

るるよよううににななるるここととをを目目標標にに取取りり組組んんだだ。。  
  第第ⅠⅠ期期でではは教教師師がが各各ココーーススのの内内容容ななどどテテ

ーーママにに沿沿っってて模模造造紙紙ににままととめめてていいたたがが、、今今

期期でではは立立場場をを変変ええ、、生生徒徒自自身身ががテテーーママをを考考

ええててそそれれにに基基づづいいてて、、模模造造紙紙ににままととめめてていい

くく活活動動をを行行っったた。。  
生生徒徒自自身身がが関関心心ののああるるもものの、、社社会会的的にに必必

要要ととさされれるるももののをを検検討討ししななががらら趣趣味味やや文文

化化、、ニニュューーススななどど 77 つつにに絞絞りり込込んんだだ。。決決定定

ししたた上上記記ののテテーーママはは各各ククララススごごととにに分分けけ、、

「「感感心心ししたた記記事事」」「「周周りりのの生生徒徒にに伝伝ええたたいい記記

事事」」とといいううねねららいいををももっってて実実施施ししたた。。  
作作業業のの様様子子  
  

  
  生生徒徒達達ににととっっててはは、、新新聞聞記記事事をを読読むむこことと

にに関関ししててはは徐徐々々にに慣慣れれててききてていいるる様様子子がが見見

らられれたたもものののの、、自自分分たたちちののテテーーママにに関関わわるる

記記事事をを探探しし出出すすここととにに関関ししててははやややや苦苦労労すす

るる様様子子がが見見らられれたた。。一一方方でで、、ススママーートトフフォォ

ンンななどどのの端端末末かかららピピンンポポイインントトでで情情報報取取得得

ででききるる生生徒徒たたちちににととっってて、、情情報報をを検検索索すするる

ここととにに対対ししてて時時間間ががかかかかるるここととにに新新鮮鮮ささをを

感感じじてていいるる生生徒徒もも見見らられれたた。。  
  生生徒徒たたちちはは新新聞聞メメデディィアアのの特特徴徴ででああるる

「「情情報報のの豊豊富富ささ」」「「（（各各紙紙をを比比較較ししてて））情情報報

のの的的確確ささ」」をを感感じじ取取るるここととががででききたたよよううでで

ああっったた。。  
  
④④  第第ⅢⅢ期期のの取取りり組組みみ  

  今今回回ののＮＮＩＩＥＥ学学習習ののままととめめととししてて捉捉ええてて

いいたたののがが、、情情報報のの伝伝ええ方方のの違違いいにに気気づづかかせせ

るるここととででああるる。。今今回回そそのの題題材材ととししてて選選んんだだ

ももののがが、、毎毎年年 1122 月月にに発発表表ににななるる「「ユユーーキキャャ

ンン流流行行語語大大賞賞 22002222」」ででああるる。。毎毎年年、、そそれれぞぞ

れれのの年年のの世世相相をを反反映映すするるももののととししてて報報道道がが

多多くくななさされれるる事事柄柄ででああるる。。今今回回ははそそのの紙紙面面

ででのの紹紹介介のの仕仕方方のの違違いいやや特特徴徴ににつついいてて気気付付

きき、、整整理理ををししててももららいいたたいいとと考考ええたた。。  
  1122 月月 1122 日日のの教教科科「「情情報報」」ににおおいいてて授授業業

をを実実施施ししたた。。生生徒徒ににはは紙紙ののワワーーククシシーートトとと

朝朝刊刊新新聞聞各各６６紙紙ののデデーータタをを用用いい、、各各自自のの

iiPPaadd にに記記事事をを配配布布しし、、課課題題にに取取りり組組んんだだ。。  
  生生徒徒たたちちはは、、第第一一段段階階ととししてて個個人人でで考考ええ

たたののちち、、44 人人程程度度のの小小ググルルーーププににてて話話しし合合いい

をを行行いい、、そそれれぞぞれれのの新新聞聞のの特特徴徴をを話話しし合合っっ

たた。。生生徒徒たたちちがが特特にに特特徴徴的的ででああるるとと捉捉ええてて

いいたたののがが、、「「北北海海道道新新聞聞」」のの記記事事ででああるる。。  
  
  
  
  
  

（（北北海海道道新新聞聞  22002222//1122//22））  
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  北北海海道道新新聞聞にに対対ししててはは「「地地元元とといいううこことと

ももあありりききつつねねダダンンススをを大大ききくく扱扱っってていいるる」」

「「大大賞賞（（村村神神様様））のの写写真真ははなないいののにに、、キキツツ

ネネダダンンススのの写写真真がが入入っってていいるる」」ここととかからら、、

「「地地元元球球団団のの話話題題」」「「地地元元をを盛盛りり上上げげたたいい」」

気気持持ちちかからら大大賞賞よよりりもも大大ききくく取取りり上上げげたたのの

ででははなないいかかとと分分析析をを行行っってていいたた。。  
  ままたた、、日日本本経経済済新新聞聞にに対対ししててはは「「写写真真がが

載載っってていいなないい」」「「見見出出ししにに流流行行語語（（知知ららんんけけ

どど））がが使使わわれれてていいるる」」ななどど、、見見たた目目かかららくく

るる印印象象をを生生徒徒ががいいるる一一方方でで、、「「経経済済ががメメイインン

のの新新聞聞だだかからら（（扱扱いいがが小小ささいい））」」「「安安倍倍ささんん

ににつついいててもも扱扱っってていいるる。。話話題題がが広広いい」」とと内内

容容ににつついいてて言言及及すするる生生徒徒ももいいたた。。  
  授授業業ののままととめめととししてて、、「「一一つつのの出出来来事事にに対対

ししててもも、、伝伝ええるる側側のの立立場場やや思思いいでで記記事事かからら

受受けけるるイイメメーージジはは大大ききくく変変わわるるここととががああ

るる」」ここととをを生生徒徒たたちちがが学学ぶぶここととががででききたた。。  
  
⑤⑤  ままととめめ  

  学学習習後後ののアアンンケケーートトかからら、、生生徒徒たたちちはは新新

聞聞をを使使っったた学学習習をを楽楽ししくく感感じじ、、親親ししみみををもも

つつここととががででききたたとと回回答答ししたた人人がが非非常常にに多多かか

っったた。。（（7766,,77％％のの生生徒徒ががととててもも楽楽ししかかっったた、、

少少しし楽楽ししかかっったたとと回回答答、、8811,,33％％のの生生徒徒がが新新

聞聞にに親親ししみみををももっったた、、少少しし親親ししみみををももっったた

とと回回答答））（（回回答答数数 4433 名名））  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  具具体体的的ににどどんんななここととがが楽楽ししかかっったたかか？？のの

問問いいにに対対ししててはは、、「「初初めめてていいろろんんななニニュューースス

をを見見てて興興味味ががわわいいたた」」「「自自分分のの知知ららなないい情情報報

がが知知れれてて楽楽ししかかっったた」」「「どどのの記記事事をを貼貼るるかかなな

どどみみんんななとと話話しし合合っったたこことと」」とといいううココメメンン

トトがが見見らられれたた。。  
  どどんんななここととをを学学んんだだかか？？のの問問いいにに対対ししてて

はは、、「「新新聞聞ににはは様様々々なな情情報報がが載載っってていいててババララ

ンンススよよくく物物事事をを知知れれるる」」「「どどううししたたらら読読んんでで

ももららええるるかか見見出出ししのの工工夫夫ががさされれてていいたた」」「「ひひ

ととつつのの新新聞聞だだけけででもも様様々々なな情情報報がが載載っってていい

るるこことと」」「「ああままりり興興味味ののなないいここととででもも目目にに移移

りり（（視視界界にに入入りり））知知識識がが広広ががるるこことと」」なな

どど、、多多くくのの感感想想をを聞聞くくここととががででききたた。。  
  
今今回回のの学学習習をを通通ししてて、、一一つつのの情情報報がが必必ずず

ししもも正正ししいい情情報報ででああるるととはは限限ららなないいこことともも

あありり、、ししっっかかりりとと見見極極めめるるここととがが大大切切ででああ

るるとと伝伝ええるるここととががででききたた。。  
一一方方でで、、新新聞聞にに関関ししててはは普普段段馴馴染染みみののなな

いい新新聞聞ににもも親親ししみみをを感感じじ、、多多くくのの分分野野のの

様様々々なな情情報報ををババラランンススよよくく読読みみ取取るるここととがが

ででききるる良良ささをを知知るるここととががででききたた。。  
  

  
  

ととててもも親親

ししみみをを

ももっったた

1166%%

少少しし親親ししみみををももっったた

6655%%

ああままりりそそ

ううははおおもも

わわなないい

77%%

ままっったたくく

そそううはは思思

わわなないい

55%%
そそのの他他

77%%

以以前前にに比比べべ、、新新聞聞にに対対しし親親ししみみをを持持つつここととががでできき

たたかか（（
日日
本本
経経
済済
新新
聞聞  

２２
００
２２
２２//

１１
２２//

２２
））  
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１．はじめに 

  本本報報告告はは、、前前年年度度かからら今今年年度度ににかかけけてて実実践践ししたた総総

合合的的なな探探究究のの時時間間ででのの「「地地域域探探究究学学習習」」のの新新聞聞記記事事

をを活活用用ししたた取取組組にによよるるももののででああるる。。本本校校のの「「地地域域探探

究究学学習習」」はは、、（（11））地地域域のの魅魅力力ににつついいてて理理解解をを深深めめるる

ここととにによよっってて、、郷郷土土愛愛をを醸醸成成ささせせるる。。（（22））地地域域課課題題

をを把把握握しし、、主主体体的的にに課課題題解解決決にに向向けけてて取取りり組組むむ姿姿勢勢

をを身身ににつつけけるる。。（（33））学学んんだだここととををままととめめ、、外外部部へへ発発

信信すするるここととをを通通ししてて、、表表現現力力をを身身ににつつけけるるととととももにに

学学習習のの深深化化をを図図るるここととをを目目的的にに実実施施ししたた。。  

本本校校生生徒徒はは、、普普段段、、ああままりり新新聞聞にに馴馴染染めめてていいなないい

ののがが実実情情だだがが、、地地元元のの「「釧釧路路」」にに関関わわるる記記事事ででああっっ

たたこことととと、、見見学学旅旅行行ででのの「「地地域域ＰＰＲＲ活活動動」」にに直直結結すす

るるここととかからら、、生生徒徒ののモモチチベベーーシショョンンをを高高めめるるここととがが

ででききたた。。  

２.地域探究学習の内容 

  本本校校のの地地域域探探究究学学習習（（22002211年年度度入入学学生生））はは、、１１年年

次次のの年年度度末末よよりりススタターートトししたた。。２２年年次次見見学学旅旅行行ででのの

「「地地域域ＰＰＲＲ活活動動」」がが最最終終目目標標ででああっったたがが、、そそれれままでで

のの流流れれ等等ににつついいてて紹紹介介すするる。。 

【【11年年次次】】  

22//1188  オオリリエエンンテテーーシショョンン（（22時時間間））  

      ……地地域域探探究究学学習習ののイイメメーージジ化化  

ブブレレイインンスストトーーミミンンググ……釧釧路路のの魅魅力力ににつついい  

てて意意識識的的にに考考ええるる。。    

22//2255  地地域域のの現現状状ににつついいてて知知るる（（22時時間間））  

      ……新新聞聞記記事事をを用用いいてて地地域域課課題題ににつついいてて探探究究  

すするる。。地地域域探探究究学学習習ののイイメメーージジ化化  

【【22年年次次】】  

66//33    ガガイイダダンンスス  ググルルーーププ編編成成（（11時時間間））  

  

  

66//66    講講話話（（22時時間間））  

……釧釧路路地地域域のの見見所所とと効効果果的的なな地地域域ＰＰＲＲのの方方

法法ににつついいてて  

講講師師：：観観光光ククリリエエイイタターー  原原田田カカーーナナ氏氏  

66//1100    地地域域巡巡検検（（66時時間間））                      

    ……釧釧路路湿湿原原展展望望台台等等、、釧釧路路のの魅魅力力をを学学べべるる

見見学学地地をを訪訪問問ししたた。。  

  

  

  

  

〈〈地地域域巡巡検検のの様様子子〉〉  

99月月～～1100月月中中旬旬ごごろろ（（88時時間間））  

……「「地地域域ＰＰＲＲ活活動動」」のの資資料料（（フフリリッッププ、、オオリリジジナナルル  

パパンンフフレレッットト等等））のの作作成成。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

〈〈ＰＰＲＲ資資料料作作成成のの様様子子〉〉  

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

      新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた地地域域探探究究学学習習のの取取組組  
                                        北北海海道道釧釧路路東東高高等等学学校校  教教諭諭  山山本本  憲憲一一  

                                                              教教諭諭  山山岸岸    皇皇 
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※※1111//11  見見学学旅旅行行「「地地域域ＰＰＲＲ活活動動」」  

（（大大阪阪市市内内のの商商業業施施設設でで実実施施））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．実践の内容 

２２にに示示ししたた「「地地域域のの現現状状ににつついいてて知知るる」」のの授授業業内内

容容ににつついいてて説説明明ししたたいい。。  

  

(1)新聞記事から自分の取り組む分野を選定 

  生生徒徒にに取取りり組組むむ分分野野をを選選定定ささせせるる前前のの準準備備ととしし

てて、、授授業業者者でで資資料料のの作作成成をを行行っったた。。「「地地域域探探究究」」のの授授

業業とといいうう性性質質上上、、地地元元紙紙かかららのの記記事事がが大大勢勢をを占占めめたた。。

22002211年年 1100月月かからら 22002222年年 22月月ままででのの新新聞聞記記事事かからら今今

回回のの教教材材をを抽抽出出しし、、そそれれららをを「「商商品品開開発発」」「「観観光光」」「「魅魅

力力発発信信」」「「高高校校生生のの取取組組」」「「釧釧路路のの課課題題」」「「医医療療」」「「スス

ポポーーツツ」」等等にに分分類類ししたた。。授授業業者者はは資資料料作作成成のの際際、、そそ

のの後後実実施施さされれるるここととににななるる見見学学旅旅行行ででのの「「地地域域ＰＰＲＲ」」

をを想想定定しし、、そそのの場場面面でで生生徒徒がが活活用用ししややすすいいももののをを抽抽

出出ししよよううとといいうう意意識識をを働働かかせせ、、ややややももすすれればば単単調調なな

作作業業ととももいいええるるここのの資資料料作作成成ももモモチチベベーーシショョンンをを

保保ちちななががらら行行ええたた。。  

授授業業でではは、、新新聞聞記記事事資資料料をを生生徒徒にに配配付付しし、、読読まませせ

たた。。「「地地域域」」ににかかかかわわるる内内容容がが多多いいたためめ、、多多くくのの生生徒徒

はは興興味味をを持持っってて記記事事にに目目をを通通ししてていいたた。。  

  

(2)新聞記事の選定、要約 

生生徒徒はは、、ワワーーククシシーートトをを活活用用ししななががらら、、自自分分のの取取

りり組組むむ分分野野をを選選定定しし、、主主にに扱扱うう記記事事のの絞絞りり込込みみ等等をを

行行っったた。。そそのの後後、、記記事事のの要要約約作作業業をを行行っったたがが、、そそのの

巧巧拙拙のの個個人人差差がが大大ききかかっったた。。要要約約のの要要領領をを得得てていいなな

いい生生徒徒ににはは、、箇箇条条書書ききででももよよいいななどどののアアドドババイイススをを

ししたたがが、、困困難難なな状状況況がが続続いいててししままううここととももああっったた。。

今今回回のの取取組組はは、、個個人人学学習習のの形形態態だだっったたがが、、ググルルーーププ

学学習習のの形形態態ににしし、、ああるる生生徒徒がが苦苦手手なな作作業業をを得得意意なな生生

徒徒ががフフォォロローーすするる方方法法もも一一考考とと感感じじたた。。  

  

(3)問題点等を指摘 

生生徒徒はは、、ワワーーククシシーートトににももととづづきき、、「「釧釧路路」」のの問問題題

点点等等をを調調べべたた。。主主ななももののととししてて、、釧釧路路ののママチチのの活活性性

化化ががああっったた。。釧釧路路のの過過疎疎化化がが進進みみ、、元元気気がが無無くくななっっ

ててききてていいるる現現状状をを高高校校生生のの立立場場でで体体感感ししてていいるる。。  

ししかかしし、、打打開開策策をを提提示示すするるののはは難難ししいいよよううでで、、アア

ミミュューーズズメメンントトパパーーククをを作作るるとといいっったた、、単単純純ななもものの

がが目目立立っったた。。ままたた、、授授業業者者のの想想像像以以上上にに、、地地元元のの歴歴

史史やや経経済済等等ににつついいてて、、知知識識がが少少なないいとと感感じじたた。。釧釧路路

ははかかつつてて、、漁漁業業やや炭炭鉱鉱とといいっったた第第一一次次産産業業がが栄栄ええたた

ここととでで、、釧釧路路ののママチチがが発発展展ししたたとといいっったた内内容容ででささええ、、

ああままりり知知ららなないい生生徒徒がが多多かかっったた。。  

若若いい世世代代のの発発想想やや思思考考形形式式はは貴貴重重ななももののででああるる

がが、、そそうういいっったた基基礎礎知知識識をを身身ににつつけけささせせるる必必要要ももああ

るるとと痛痛感感ささせせらられれたた。。  

生生徒徒ももああるるいいはは授授業業者者もも見見学学旅旅行行のの「「地地域域ＰＰＲＲ」」

にに注注意意がが行行きき過過ぎぎ、、ここのの取取組組ががやややや散散漫漫ななももののにになな

っっててししままっったた。。更更にに時時間間をを増増ややししてて調調べべささせせるるこことと

やや、、ググルルーーププ討討論論やや発発表表活活動動をを取取りり入入れれるるこことともも検検

討討ししたたいい。。  
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４．成果と課題（おわりに） 

（１）成果 

本本取取組組のの成成果果はは、、成成功功裏裏にに終終ええらられれたた見見学学旅旅行行でで

のの地地域域ＰＰＲＲ活活動動のの資資料料作作りりににおおいいてて、、新新聞聞記記事事をを活活

用用ししたた授授業業ががああるる程程度度機機能能ししたたここととででああるる。。見見学学旅旅

行行先先でで自自分分たたちちがが地地域域ＰＰＲＲをを行行うう際際、、確確かかなな情情報報源源

ととししててのの「「新新聞聞」」のの価価値値をを再再認認識識ししたた生生徒徒もも数数多多くく

いいたた。。自自分分のの意意見見をを述述べべるる際際にに、、根根拠拠がが必必要要ででああるる

とといいううここととををここのの新新聞聞活活用用授授業業でで知知っったた生生徒徒ももいい

たたののででははなないいかか。。  

 

（２）課題 

本本取取組組のの課課題題ととししてて、、ややははりり、、普普段段かからら新新聞聞やや活活

字字媒媒体体にに意意識識的的にに生生徒徒にに触触れれささせせてておおくくここととででああ

るる。。今今回回はは地地域域をを題題材材ととししてていいたたととははいいええ、、文文章章にに  

  

  

  

  

  

抵抵抗抗感感をを示示すす生生徒徒ががいいたた。。新新聞聞活活用用授授業業をを有有効効ににすす

るるたためめにに普普段段かかららのの生生徒徒のの基基礎礎体体力力作作りりはは不不可可欠欠

ででああるる。。  

ままたた、、ここのの授授業業内内ででのの要要約約作作業業等等のの場場面面でで、、個個人人

学学習習でではは対対応応がが難難ししいい状状況況がが見見らられれたた。。ググルルーーププ学学

習習のの有有効効性性はは、、何何もも新新聞聞活活用用授授業業にに限限定定さされれるるもものの

ででははなないいがが、、授授業業者者のの方方ででささままざざままなな状状況況をを想想定定しし

てて、、授授業業をを組組みみ立立てててていいくく必必要要ががああるるとと感感じじたた。。  

今今後後はは、、新新聞聞活活用用授授業業のの有有効効性性がが認認識識ででききたたののでで、、

記記事事のの抽抽出出作作業業をを生生徒徒にに取取りり組組まませせるるここととやや、、見見学学

旅旅行行等等のの行行事事ををももととにに新新聞聞をを製製作作すするるこことと等等をを検検

討討ししたたいい。。ささららにに、、情情報報化化がが必必要要以以上上にに進進むむ中中でで確確

かかなな情情報報ににたたどどりり着着いいてて、、そそれれららをを上上手手にに活活用用すするる

能能力力もも新新聞聞活活用用授授業業ををととおおししてて培培っってていいききたたいいとと

感感じじたた。。  

〈〈資資料料〉〉  

・・新新聞聞資資料料➀➀～～⑤⑤いいずずれれもも釧釧路路新新聞聞  ➀➀22002211//1122//1177  ②②22002222//22//1177  ③③22002222//11//1155  ④④22002211//1100//2299  ⑤⑤22002211//1111//1133  

・・ワワーーククシシーートト 
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〈〈資資料料〉〉  

・・見見学学旅旅行行通通信信  第第 33号号・・44号号  
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１１．．ははじじめめにに  

 本本校校はは、、創創立立９９７７年年目目をを迎迎ええるる、、１１年年次次４４学学級級（（計計

１１２２学学級級））、、全全校校生生徒徒３３８８９９名名のの全全日日制制普普通通科科単単位位

制制高高校校ででああるる。。  

  今今年年度度、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践校校２２年年目目をを迎迎ええたた。。昨昨年年度度はは

２２年年次次をを中中心心ととししたた取取りり組組みみででああっったたがが、、今今年年度度はは

全全年年次次ででいいくくつつかかのの取取りり組組みみがが実実践践さされれたた。。実実践践内内

容容ににつついいててはは、、以以下下のの通通りりででああるる。。多多くくはは、、昨昨年年度度

とと同同様様ののももののがが中中心心ととななっってていいるる。。  

  

  〇〇各各教教科科（（国国語語、、英英語語、、地地歴歴公公民民））  

  〇〇朝朝学学習習（（小小論論文文対対策策、、時時事事問問題題対対策策））  

  〇〇進進路路実実現現にに向向けけたた取取りり組組みみ（（ＬＬＨＨＲＲ、、総総合合的的なな

探探究究のの時時間間））  

  

  

２２..実実践践のの内内容容  

（（１１））  国国語語科科ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥ実実践践  

「「小小論論文文基基礎礎力力向向上上（（要要約約・・時時事事問問題題））」」  

〇〇実実践践者者：：清清野野  俊俊也也  

〇〇対対象象年年次次：：２２、、３３年年次次  

  

①①  取取りり組組みみ  

アア．．毎毎週週木木曜曜日日のの朝朝学学習習のの１１００分分間間でで新新

聞聞ココララムムのの要要約約ののププリリンントトをを実実施施すす

るる（（穴穴埋埋めめ形形式式））  

  

  

  

イイ..今今年年度度のの３３年年次次はは、、１１年年次次かからら継継続続ししてて取取りり

組組んんででいいるる。。今今年年度度はは２２年年次次ででもも同同じじププリリンントト

をを活活用用ししてて朝朝学学習習をを実実施施ししてていいるる。。  

  

②②  目目的的  

アア．．小小論論文文のの基基礎礎力力はは文文章章表表現現力力よよりりもも読読解解ののスス

ピピーードドをを上上げげるるここととだだとと考考ええ、、穴穴埋埋めめ形形式式ににしし

てて、、文文章章をを短短時時間間でで読読まませせるるここととをを重重視視すするる。。  

  

イイ．．基基本本的的にに毎毎週週のの最最新新のの新新聞聞ココララムムをを使使用用すするる

ここととでで、、時時事事的的なな問問題題ににつついいてて生生徒徒がが知知るるこことと

をを目目的的ととすするる。。  

《北海道新聞 2022/5/22 「卓上四季」から》 

 

２２００２２２２年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

        新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす。。  
      

北北海海道道富富良良野野高高等等学学校校  教教諭諭  北北村村  智智裕裕（（３３年年次次主主任任  地地理理歴歴史史・・公公民民科科））  

                            教教諭諭  清清野野  俊俊也也（（３３年年次次担担任任  国国語語科科、、表表現現科科））  

                            教教諭諭  石石川川  佳佳奈奈（（３３年年次次担担任任  英英語語科科））    

                            教教諭諭  浅浅野野    浩浩（（１１年年次次主主任任  国国語語科科））  
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③③  成成果果  

アア．．毎毎週週、、続続けけてていいくくここととでで生生徒徒ののココララムムをを読読むむ

ススピピーードドはは上上ががっってていいるる。。５５分分以以内内でで全全ててのの穴穴

埋埋めめがが出出来来てていいるる生生徒徒がが大大半半ととななっってていいるる。。  

  

イイ．．時時事事問問題題ににつついいててはは新新聞聞をを読読むむここととのの少少なないい

生生徒徒にに対対ししててもも、、必必ずず毎毎週週１１つつ読読むむここととでで社社会会

常常識識をを学学ぶぶ機機会会ととももななっってていいるる。。  

  

ウウ．．３３年年次次はは、、３３年年間間継継続続ししたたここととにによよりり、、今今年年

度度のの進進路路活活動動（（面面接接やや小小論論文文ななどど））にに役役立立ててるる

ここととががででききたた。。２２年年次次はは、、ここのの後後のの進進路路活活動動にに

おおいいてて、、面面接接やや小小論論文文ででよよりり時時事事問問題題のの知知識識がが

必必要要ととななるるたためめ継継続続ししてていいききたたいい。。  

  

④④  今今後後のの課課題題  

アア．．生生徒徒がが文文章章をを読読むむススピピーードドはは上上ががっったたがが、、要要

領領よよくく穴穴埋埋めめををすするる作作業業にに集集中中しし、、読読んんででかからら

取取りり扱扱わわれれてていいるる問問題題ににつついいてて考考ええるる機機会会もも

欲欲ししいい。。  

  

イイ．．毎毎週週、、最最新新のの時時事事問問題題をを扱扱ううここととでで生生徒徒ののメメ

リリッットトもも大大ききいいがが、、手手作作業業でで穴穴埋埋めめののテテキキスストト

をを作作成成すするる教教員員側側ににはは若若干干負負担担がが高高いい。。次次年年度度

もも継継続続すするる予予定定だだがが、、穴穴埋埋めめををすするる週週とと、、ココララ

ムムにに対対すするる感感想想をを書書かかせせるる週週とと交交互互ににおおここなな

ううよよううなな実実施施のの方方法法もも検検討討すするる必必要要ががああるる。。  

  

  

（（２２））  英英語語科科ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥ実実践践  

    〇〇実実践践者者：：石石川川  佳佳奈奈  

〇〇対対象象年年次次：：３３年年次次  

  

①①  取取りり組組みみ  

アア．．「「ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅢⅢ」」、、「「ススタタンンダダーートト

ラライイテティィンンググ」」のの自自習習課課題題ととししてて英英字字新新聞聞をを活活

用用ししたた。。  

  

②②  活活動動内内容容  

アア．．教教科科担担任任のの不不在在時時のの自自習習でで英英字字新新聞聞のの記記事事をを

読読みみ、、要要約約すするる活活動動をを行行っったた。。ままたた、、自自習習後後のの

授授業業でではは、、ここのの記記事事ににつついいててのの内内容容をを確確認認すするる

ななどどのの事事後後学学習習をを行行っったた。。  

「「ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅢⅢ」」とと「「ススタタンンダダ

ーートトラライイテティィンンググ」」のの科科目目目目標標はは、、そそれれぞぞれれ「「英英

語語をを通通じじてて、、積積極極的的ににココミミュュニニケケーーシショョンンをを図図

ろろううととすするる態態度度をを育育成成すするるととととももにに、、情情報報やや考考

ええななどどをを的的確確にに理理解解ししたたりり適適切切にに伝伝ええたたりりすするる

能能力力をを更更にに伸伸ばばしし、、社社会会生生活活ににおおいいてて活活用用でできき

るるよよううににすするる。。」」、、「「英英語語をを通通じじてて、、場場面面やや状状況況、、

背背景景、、相相手手のの表表情情やや反反応応ななどどをを踏踏ままええてて、、話話しし

手手やや書書きき手手のの伝伝ええたたいいここととをを的的確確にに理理解解すするるとと

ととももにに、、自自分分がが伝伝ええたたいいここととをを適適切切にに伝伝ええるるここ

ととががででききるる。。」」ででああるる。。  

      ここれれららのの力力をを身身ににつつけけるる学学習習のの一一つつととししてて、、

時時事事問問題題やや生生徒徒のの興興味味・・関関心心ががああるる英英字字新新聞聞のの

記記事事をを活活用用すするるここととはは、、大大変変教教育育的的効効果果ががああるる

とと感感じじてていいるる。。  

《《TThhee  JJaappaann  TTiimmeess  AAllpphhaa  22002222//88//1100かからら》》  
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（（３３））  地地理理歴歴史史・・公公民民科科ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥ実実践践  

◯◯実実践践者者：：北北村村  智智裕裕  

      

①①  取取りり組組みみ  

アア．．新新聞聞にに関関わわるるススピピーーチチ  

  ◯◯対対象象年年次次：：２２年年次次「「現現代代社社会会」」  

  

  イイ．．「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」（（日日本本

新新聞聞協協会会主主催催））応応募募  

    ◯◯対対象象年年次次：：２２年年次次「「現現代代社社会会」」  

  

  ウウ．．「「北北海海道道新新聞聞  新新聞聞切切りり抜抜きき作作品品ココンンテテスストト」」

応応募募  

    ◯◯対対象象年年次次：：３３年年次次「「北北海海道道学学」」  

  

②②  活活動動内内容容  

アア．．新新聞聞にに関関わわるるススピピーーチチはは、、「「現現代代社社会会」」（（２２年年

次次））のの授授業業ににおおいいてて、、全全４４ククララススでで授授業業のの導導入入

部部分分でで実実施施ししてていいるる。。毎毎月月のの課課題題ととししてていいるる新新

聞聞のの切切りり抜抜ききををももととににススピピーーチチをを行行っってていいるる。。  

課課題題でではは、、授授業業内内容容（（政政治治、、経経済済、、環環境境問問題題、、

現現代代のの諸諸課課題題ななどど））にに合合わわせせたたももののををテテーーママとと

ししてて設設定定しし、、各各自自テテーーママにに沿沿っったた新新聞聞記記事事をを選選

びび、、そそのの記記事事のの内内容容をを要要約約、、意意見見、、感感想想をを書書いい

てていいるる。。そそししてて、、ここれれををももととにに３３分分程程度度ででススピピ

ーーチチをを行行うう。。発発表表後後にに授授業業者者かかららののココメメンントトやや

補補足足をを行行いい、、そそのの後後のの授授業業のの展展開開ににつつななげげてていい

くくとといいうう流流れれででああるる。。  

  

イイ．．「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」応応募募はは

「「現現代代社社会会」」（（２２年年次次））のの夏夏休休みみのの課課題題ととししたた。。

授授業業のの新新聞聞課課題題でではは授授業業内内容容にに沿沿っったたテテーーママをを

設設定定ししてていいたたがが、、ココンンククーールル応応募募でではは、、自自ららテテーー

ママをを設設定定しし新新聞聞記記事事をを選選んんだだ。。応応募募にに際際ししててはは、、

自自分分のの感感想想やや意意見見をを書書くくだだけけででははななくく、、そそのの記記

事事をを家家族族やや友友人人ににもも記記事事をを読読んんででももららいい意意見見をを

交交換換すするる。。そそののたためめ対対話話もも生生ままれれ、、ささららにに多多様様なな

意意見見もも聞聞くくここととががででききるるののでで、、そそのの記記事事ににつついい

てて深深くく理理解解すするるここととががででききたた。。  

ココンンククーールル応応募募はは、、今今年年度度でで３３年年目目ととななるる。。昨昨

年年度度かからら、、「「現現代代社社会会」」（（２２年年次次））でで扱扱っってておおりり、、

次次年年度度のの２２年年次次かかららはは新新科科目目「「公公共共」」ととななるるがが、、

継継続続ししてて実実施施ししてていいくく予予定定ででああるる。。ままたた、、今今年年度度

のの１１年年次次はは、、年年次次団団のの取取りり組組みみととししててココンンククーールル

にに応応募募ししてておおりり、、次次年年度度はは再再度度のの応応募募ととななるる予予定定

ででああるる。。ななおお、、今今年年度度のの１１年年次次のの内内容容やや取取りり組組みみ、、

成成果果等等はは後後述述のの通通りりででああるる。。  

応応募募のの結結果果、、３３年年連連続続でで「「学学校校奨奨励励賞賞」」ををいいたた

だだくくここととががででききたた。。  

  

ウウ．．「「北北海海道道新新聞聞  新新聞聞切切りり抜抜きき作作品品ココンンテテスストト」」応応

募募はは、、本本校校でで４４年年目目のの取取りり組組みみででああるる。。１１年年目目はは

３３年年次次のの「「現現代代社社会会」」でで取取りり組組んんででいいたたがが、、教教育育

課課程程変変更更（（現現代代社社会会がが２２年年次次にに））ののたためめ、、一一昨昨年年

度度かかららかからら３３年年次次のの選選択択科科目目「「北北海海道道学学」」でで実実施施

ししてていいるる。。ななおお、、ここのの授授業業はは「「就就職職・・公公務務員員、、専専

門門学学校校進進学学希希望望者者」」対対象象のの選選択択科科目目ででああるる。。授授業業

はは、、前前期期にに新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた「「北北海海道道にに関関わわるる

時時事事問問題題」」をを取取りり扱扱いい、、後後期期のの授授業業（（１１００時時間間程程

度度））でで各各自自テテーーママをを設設定定しし、、新新聞聞切切りり抜抜きき作作品品をを

作作成成、、応応募募ししたた。。  

下下のの作作品品はは、、災災害害ののたためめＪＪＲＲがが一一部部不不通通ととななりり、、

三三年年間間毎毎日日、、代代替替ババススととＪＪＲＲのの乗乗りり換換ええをを余余儀儀なな

くくさされれたた生生徒徒ののももののででああるる。。卒卒業業後後はは地地方方公公務務員員

ととししてて地地域域のの課課題題解解決決にに対対ししてて取取りり組組んんででいいきき

たたいいとと考考ええてていいるる。。  
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（（４４））  １１年年次次ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥ実実践践  

◯◯実実践践者者：：浅浅野野  浩浩  

      

①①実実践践のの内内容容  

アア．．朝朝学学習習ででのの継継続続的的なな取取りり組組みみ  

      １１年年次次でではは毎毎週週月月曜曜日日のの朝朝、、８８：：２２５５～～３３５５

のの間間でで、、新新聞聞記記事事ななどどをを利利用用ししてて自自ららのの考考ええやや

意意見見をを書書くく取取りり組組みみをを行行っってていいるる。。限限らられれたた時時

間間でで記記事事をを読読みみ、、意意見見をを書書くくののでで、、３３行行程程度度のの

文文章章ででははああるるがが、、考考ええるる習習慣慣ををつつけけるる、、自自ららのの

考考ええをを表表現現すするる、、周周りりのの意意見見をを読読んんでで視視野野をを広広

げげるるななどどのの目目的的でで行行っってていいるる。。  

  

イイ．．「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」応応募募  

      朝朝学学習習でで経経験験ししたた学学びびをを生生かかしし、、夏夏季季休休業業をを

利利用用ししてて行行ええるる新新聞聞ココンンククーールルのの参参加加をを促促しし

たた。。興興味味をを持持っったた記記事事をを自自主主的的にに選選びびゆゆっっくくりり

とと自自己己のの考考ええをを深深めめるるだだけけででななくく、、大大人人とと意意見見

交交流流ををすするるここととをを大大切切ににししてて取取りり組組むむよよううにに

指指示示ししたた。。  

  

  

②②成成果果とと課課題題  

《《成成果果》》  

アア．．１１年年次次生生はは外外部部のの学学習習調調査査ででもも国国語語のの力力がが弱弱

くく心心配配なな面面ががああっったたがが、、自自信信ががななくくててももままずずはは

書書いいててみみよよううととすするる姿姿勢勢がが身身ににつつきき、、書書くくこことと

へへのの抵抵抗抗感感がが薄薄れれてて積積極極性性がが出出ててききたた。。  

  

イイ．．記記事事をを読読んんでで考考ええをを深深めめるるだだけけででななくく、、普普段段

はは話話すす機機会会ののなないい話話題題ででのの会会話話やや大大人人のの視視点点

ででのの考考ええをを聞聞くくここととががでできき、、視視野野をを広広げげるるよよいい

機機会会ととななっったた。。  

  

《《課課題題》》  

アア．．限限らられれたた時時間間でで読読んんでで自自ららのの考考ええをを書書かかななけけ

れればばいいけけなないいたためめ、、そそれれにに適適ししたた内内容容（（特特にに時時

間間））をを選選ぶぶののがが難難ししいい。。ままたた、、意意見見交交流流のの時時間間

をを十十分分ににととれれずず、、視視野野をを広広げげるるここととががああままりり出出

来来てていいなないい点点をを改改善善ししたたいい。。  

  

イイ．．初初回回とといいううここととももあありり、、ままずずはは新新聞聞にに触触れれるる、、

大大人人のの意意見見をを聞聞くくここととをを重重視視ししたたたためめ意意見見のの

深深ままりりがが足足りりなないいとと感感じじたたののでで継継続続的的にに参参加加

ししたたいいとと考考ええてていいるる。。  

  

  

３３．．おおわわりりにに  

  ＮＮＩＩＥＥ実実践践２２年年目目ののテテーーママもも１１年年目目同同様様にに「「新新聞聞

をを読読むむ、、活活かかすす」」とと設設定定ししたた。。日日常常のの教教育育活活動動のの中中

でで、、生生徒徒がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややしし、、生生徒徒一一人人一一

人人にに求求めめらられれるる「「知知識識・・技技能能」」、、「「思思考考力力・・判判断断力力・・

表表現現力力」」、、「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ態態度度」」をを養養うう一一

助助ととななりり、、そそのの先先にに一一人人一一人人のの「「進進路路選選択択、、進進路路実実

現現」」ががああれればばとと考考ええるる。。  

  次次年年度度以以降降もも、、新新聞聞活活用用をを通通ししてて生生徒徒一一人人一一人人のの

成成長長をを促促せせるるよよううなな教教育育活活動動をを実実践践ししてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

本本校校はは系系列列にに北北海海道道科科学学大大学学をを有有すするる私私立立

高高校校ででああるる。。いいよよいいよよ 22002233 年年 44 月月かからら大大学学所所

在在地地ででああるる手手稲稲前前田田キキャャンンパパススへへ移移転転しし、、同同じじ

キキャャンンパパススのの強強みみをを活活かかしし、、日日常常的的にに大大学学教教育育

にに出出会会ううここととががででききるる新新ししいい「「高高大大一一体体教教育育」」

ががススタターートトすするる。。  

今今年年度度ははNNIIEE実実践践校校33年年目目ととななりり、、昨昨年年度度にに

引引きき続続きき 11～～33 年年生生のの朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞

活活用用をを実実践践ししたた。。ままたた、、22 年年生生のの高高大大連連携携探探究究

活活動動ににおおいいてて「「解解決決ししたたいい・・すすべべきき社社会会問問題題」」

ににつついいてて、、新新聞聞記記事事をを活活用用ししたたググルルーーププにによよるる

探探究究活活動動をを実実践践ししたた。。今今回回のの報報告告でではは 11年年生生のの

朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用のの実実践践とと22年年生生のの

高高大大連連携携探探究究活活動動ででのの実実践践をを紹紹介介すするる。。  

  

２．1年生における朝のＳＨＲ実践  

※※生生徒徒はは全全員員iiPPaadd保保有有  

（１）内 容 

朝朝のの授授業業前前のの時時間間（（88：：3300～～88：：4455））にに新新聞聞記記

事事をを生生徒徒にに配配信信ししてていいるる。。学学校校ととししてて落落ちち着着いい

たた雰雰囲囲気気でで11時時間間目目にに臨臨むむここととをを目目的的にに、、朝朝のの

ＳＳＨＨＲＲ前前かからら読読書書、、新新聞聞記記事事をを読読むむここととをを行行っっ

てていいるる。。特特進進ココーーススはは44月月かからら自自分分がが選選んんだだ記記

事事のの要要約約・・感感想想をを11分分程程度度ににままととめめ、、週週末末ににクク

ララススメメーートトにに口口頭頭でで発発表表すするるとといいうう取取りり組組みみ

をを行行っってていいるる。。進進学学ココーーススははままずずはは新新聞聞をを読読むむ

ここととにに慣慣れれささせせ、、1111月月以以降降かからら特特進進ココーースス同同様様、、

要要約約・・感感想想をを発発表表すするるとといいうう取取りり組組みみをを行行っってて

いいるる。。                                              

（２）目 的  

主主なな目目的的はは①①読読むむ力力のの向向上上  ②②新新聞聞をを通通しし世世

のの中中のの動動ききににつついいてて知知りり、、様様々々なな立立場場かかららのの物物

のの見見方方ににつついいてて考考ええるる。。③③記記事事にに関関ししてて自自分分なな

りりのの考考ええををままととめめ、、他他者者にに発発信信すするる力力をを養養うう。。

ここのの33点点をを主主にに考考ええてていいるる。。ままたた、、生生徒徒のの取取りり

組組みみのの様様子子かからら、、ククララススメメーートトのの記記事事にに対対すするる

考考ええをを聞聞くくここととにによよりり、、様様々々なな社社会会のの動動ききにに関関

心心をを持持つつここととににつつななががっってていいるるとと感感じじてていいるる。。  

        

（３）生徒の様子・効果など 

入入学学後後かかららすすぐぐににここのの取取りり組組みみをを始始めめてていい

るるがが「「新新聞聞をを読読むむ」」ここととにに多多くくのの生生徒徒がが慣慣れれ、、

新新聞聞をを読読むむここととへへのの敷敷居居がが下下ががっったたとと考考ええてて

いいるる。。同同時時にに、、記記事事にに関関すするる反反応応がが「「知知ららなないい

ここととをを知知るるここととががででききたた」」かからら一一歩歩踏踏みみ込込みみ、、

「「ここのの記記事事のの背背景景をを知知りりたたいい」」「「近近いい将将来来へへのの

影影響響をを考考ええたたいい」」とといいううレレベベルルにに徐徐々々にに上上ががっっ

ててききてていいるる。。「「現現在在」」のの記記事事ををききっっかかけけにに「「過過去去」」

「「未未来来」」をを意意識識すするる生生徒徒がが増増ええててききたたとと考考ええてて

いいるる。。そそのの他他のの良良いい効効果果ととししててはは、、新新聞聞ををよよりり

身身近近にに感感じじらられれ、、ここのの場場だだけけのの機機会会にに限限ららずず、、

自自宅宅等等でで興興味味をを持持っってて新新聞聞をを読読むむ生生徒徒がが出出てて

ききたたここととででああるる。。ままたた、、自自身身のの進進路路ににつつななががるる

記記事事にに注注目目しし、、学学びびをを深深めめてていいるる生生徒徒もも見見受受けけ

らられれるる。。今今後後もも、、情情報報をを入入手手すするる媒媒体体ととししてて、、

真真偽偽不不明明ななネネッットトかかららのの情情報報だだけけにに頼頼るるののでで

ははななくく、、新新聞聞をを含含めめたた様様々々なな媒媒体体かからら情情報報をを入入

手手しし、、正正ししくく知知りり、、正正ししいい判判断断ににつつななげげてていいくく

ここととがが重重要要だだとと考考ええるる。。  

 

    

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

「新聞を活用した学びの実践」 
～朝のＳＨＲでの新聞記事の活用と高大連携探究活動における取組み～ 

 

北海道科学大学高等学校 教頭 山下 卓 
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朝朝新新聞聞一一例例））  

以以下下ののよよううなな新新聞聞切切りり抜抜ききをを担担当当者者がが毎毎日日44枚枚

程程度度配配信信ししてていいるる。。  

北北海海道道新新聞聞  22002222年年1122月月1166日日  

  

iiPPaaddにに毎毎朝朝配配信信  

  

  

朝朝SSHHRRににおおけけるる発発表表のの様様子子①①  

週週末末にに記記事事のの要要約約・・感感想想をを11分分程程度度でで説説明明  

  

  

  

朝朝SSHHRRににおおけけるる発発表表のの様様子子②②  

  

  

３．2 年生の高大連携探究活動における実践  

～～新新聞聞記記事事かからら考考ええるる「「解解決決ししたたいい・・すすべべきき社社

会会問問題題」」～～    

22 年年生生はは系系列列大大学学ででああるる北北海海道道科科学学大大学学とと協協

力力ししたた取取りり組組みみととししてて、、全全員員対対象象のの探探究究活活動動

（（基基礎礎））をを前前期期にに行行いい、、北北海海道道科科学学大大学学へへのの進進

学学希希望望者者をを対対象象ににししたた探探究究活活動動（（発発展展））をを後後期期

にに行行っってていいるる。。今今年年度度はは 77月月にに大大学学教教職職員員、、大大

学学生生、、高高校校教教員員、、高高校校生生がが協協力力ししてて行行うう探探究究活活

動動をを企企画画ししたた。。77月月1144日日にに７７時時間間のの時時間間をを設設定定

しし、、１１時時間間をを SSDDGGｓｓにに関関連連ししたた大大学学のの取取りり組組みみ

紹紹介介等等のの全全体体ガガイイダダンンスス、、４４時時間間をを新新聞聞をを活活用用

ししたた探探究究活活動動ととププレレゼゼンン資資料料のの作作成成、、22 時時間間をを

発発表表・・振振りり返返りりのの時時間間にに振振りり分分けけたた。。残残念念なながが

らら、、今今年年度度もも感感染染症症対対策策ののたためめ大大学学生生ととのの交交流流

がが制制限限さされれ、、可可能能なな範範囲囲でで大大学学教教職職員員かかららアアドド

ババイイススををももららううとといいうう形形式式へへのの変変更更をを余余儀儀なな

くくさされれたた。。本本校校はは22年年次次かからら年年間間をを通通しし、、外外部部

のの様様々々なな分分野野でで活活躍躍ししてていいるる方方（（大大学学教教員員・・企企

業業経経営営者者・・NNPPOO 職職員員・・芸芸術術家家ななどど））ののササポポーートト

をを受受けけ、、「「探探究究活活動動」」をを行行っってておおりり、、問問いいのの立立てて

方方やや探探究究活活動動のの進進めめ方方ににつついいててはは理理解解ししてていい

るる前前提提でで活活動動をを行行っったた。。ググルルーーププのの活活動動ににおおいい

ててはは GGooooggllee ススラライイドドをを活活用用しし、、発発表表のの場場面面でで

ははルルーーブブリリッックク評評価価表表をを用用いいてて GGooooggllee フフォォーー

ムムをを活活用用しし、、自自己己・・他他者者評評価価をを行行いい、、振振りり返返りり

をを行行っったた。。  
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【【目目  的的】】及及びび【【目目  標標】】  

・・IICCTT をを活活用用ししたた「「ププレレゼゼンン能能力力」」「「協協働働能能力力」」

をを育育成成すするる。。  

・・SSDDGGssのの視視点点でで新新聞聞記記事事かからら社社会会問問題題をを取取りり上上

げげ、、高高校校生生ななりりのの自自由由なな発発想想でで解解決決方方法法をを模模

索索すするる。。  

  

【【77//1144のの実実施施内内容容】】  

１１時時間間目目  全全体体ガガイイダダンンスス（（体体育育館館））  

（（１１））趣趣旨旨・・実実施施方方法法説説明明  

（（２２））大大学学のの研研究究所所((医医工工連連携携))・・SSDDGGｓｓにに関関すするる

大大学学のの取取りり組組みみ紹紹介介  

（（３３））GGoooogglleeススラライイドドのの設設定定等等  

22～～55時時間間目目  探探究究活活動動  

（（１１））各各ククララススにに各各社社新新聞聞（（道道新新・・毎毎日日・・産産経経・・

日日経経））をを配配布布すするる。。  

（（２２））新新聞聞記記事事かからら発発見見ししたた社社会会問問題題ををSSDDGGssのの

視視点点とと絡絡めめてて問問題題解解決決をを目目指指すす。。  

（（３３））個個人人のの視視点点ををググルルーーププでで共共有有しし、、社社会会問問

題題解解決決ののアアイイデデアアをを出出しし合合うう。。  

※※iiPPaaddをを用用いいてて GGoooogglleeススラライイドドのの共共同同編編集集機機

能能をを活活用用しし、、発発表表のの準準備備をを行行うう  

66・・77時時間間目目  発発表表及及びび相相互互評評価価  

（（１１））発発表表はは11ググルルーーププ55分分  

（（２２））GGoooogglleeフフォォーームムをを使使用用しし、、評評価価をを行行うう  

  

11時時間間目目    

体体育育館館ででのの全全体体ガガイイダダンンスス  

本本日日のの内内容容のの共共通通理理解解をを図図るる  

  

22～～55時時間間目目  

各各教教室室ででググルルーーププごごととにに探探究究ススタターートト  

新新聞聞記記事事かからら社社会会問問題題をを選選択択  

個個人人→→ググルルーーププででのの問問題題解解決決案案をを検検討討  

  

ププレレゼゼンン資資料料検検討討・・作作成成  

資資料料作作成成のの参参考考例例をを提提示示  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

GGoooogglleeススラライイドドをを活活用用ししププレレゼゼンン資資料料作作成成  

ロロイイロロノノーートトでで事事前前資資料料はは送送信信済済みみ  

ママネネジジメメンントトはは各各ググルルーーププにに委委ねねるる  
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66・・77時時間間目目  

発発表表・・相相互互評評価価  

ルルーーブブリリッックク評評価価表表・・GGoooogglleeフフォォーームムをを活活用用  

  

  

活活動動参参観観者者（（大大学学教教職職員員等等））かかららのの意意見見よよりり  

【【良良かかっったた点点】】    ※※複複数数意意見見ののみみ抜抜粋粋  

・・ややるるべべききここととがが明明確確でであありり、、個個人人ででのの時時

間間、、ググルルーーププででのの時時間間がが共共にに充充実実ししてていいたた。。  

・・新新聞聞のの見見出出ししやや効効果果的的なな図図表表・・写写真真にに着着目目

ししてていいたた生生徒徒ももおおりり、、ププレレゼゼンン資資料料にに活活かかささ

れれてていいたたググルルーーププががああっったた。。  

・・発発想想がが高高校校生生ららししくく、、大大人人のの「「常常識識」」とと違違

うう斬斬新新なな意意見見ががおおももししろろかかっったた。。  

・・ググルルーーププワワーーククやや発発表表時時のの相相手手のの話話をを聴聴くく

姿姿勢勢がが真真剣剣ででああっったた。。  

・・iiPPaaddややアアププリリをを使使いいここななししてておおりり、、IICCTTのの

活活用用ががああたたりり前前ににななっってていいるる。。  

  

【【改改善善をを要要すするる点点】】  

※※複複数数意意見見ののみみ抜抜粋粋。。ほほととんんどどがが発発表表時時にに関関すす

るる問問題題提提起起ででああっったた。。  

・・発発表表時時のの時時間間配配分分にに課課題題ののああるるググルルーーププ

（（長長すすぎぎ・・短短すすぎぎ））がが見見受受けけらられれたた。。ももうう少少

しし発発表表のの準準備備がが必必要要ででははなないいかか。。  

・・11日日完完結結型型のの取取りり組組みみののせせいいででももああるるがが、、相相

手手にに伝伝ええるるたためめのの資資料料のの工工夫夫がが必必要要ででああるる。。  

・・限限らられれたた時時間間ででのの発発表表ななののでで、、発発表表時時のの役役割割

分分担担やや声声のの大大ききささ、、説説明明時時のの目目線線等等にに改改善善のの余余

地地ががああるる。。  

探探究究活活動動実実施施後後のの生生徒徒のの声声よよりり  

※※複複数数意意見見ののみみ抜抜粋粋  

・・77 時時間間ははああっっとといいうう間間ででああっったた。。ププレレゼゼンン資資

料料にに写写真真やや図図表表をを入入れれるるななどど、、ももうう少少しし工工夫夫しし

たたかかっったた。。  

・・家家でではは新新聞聞はは読読ままずず、、ネネッットトかからら情情報報をを得得てて

いいたた。。思思っってていいたた以以上上にに新新聞聞はは情情報報ががわわかかりりやや

すすくく、、普普段段かかららももっっとと活活用用しし、、ここれれかかららもも読読むむ

ここととがが必必要要だだとと思思っったた。。  

・・時時間間ががたたつつににつつれれてて話話しし合合いいがが盛盛りり上上ががりり、、

様様々々なな仲仲間間のの意意見見をを聴聴くくここととががででききたた。。  

・・一一人人でではは限限界界ががああっったたがが、、そそれれぞぞれれにに得得意意分分

野野ががあありり、、皆皆でで協協力力すするるここととにによよりり、、満満足足でできき

るる発発表表をを行行ううここととががででききたた。。  

・・想想像像以以上上にに話話しし合合いいがが盛盛りり上上ががりり、、ググルルーーププ  

でで考考ええるるここととででたたくくささんんののアアイイデデアアがが出出るるここ  

ととがが実実感感ででききたた。。  

  

４ 終わりに 

  今今年年度度ももココロロナナ禍禍とといいううここととももあありり、、当当初初のの

予予定定かからら変変更更がが生生じじたた 11年年ででああっったた。。本本校校でではは

主主体体的的なな学学びびにに積積極極的的にに取取りり組組んんででいいるるがが、、

IICCTT やや新新聞聞をを活活用用すするるここととにによよりり、、様様々々なな可可能能

性性ががああるるここととをを感感じじるるここととががででききたた１１年年ででああ

っったた。。今今後後もも学学校校ととししてて、、ググルルーーププででのの探探究究活活

動動のの場場づづくくりりをを行行いい、、互互いいのの多多様様なな考考ええをを認認めめ

合合いい、、一一人人ででははででききなないい学学びびをを継継続続的的・・計計画画的的

にに行行っってていいききたたいい。。ままたた、、真真偽偽不不明明なな様様々々なな情情

報報がが溢溢れれるる現現代代ににおおいいてて、、社社会会人人ととししてて巣巣立立つつ

高高校校生生ににおおいいててはは、、正正ししいい情情報報かからら正正ししいい行行動動

ににつつななげげるる入入りり口口ととししてて「「新新聞聞」」はは欠欠かかせせなないい

ももののででああるるここととをを実実感感ししたた。。今今後後もも生生徒徒のの成成長長

をを促促すす大大切切ななツツーールルととししてて、、新新聞聞をを活活用用ししたた教教

育育活活動動をを模模索索ししてていいききたたいい。。  
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２０２２年度 ＮＩＥ実践報告 

「日常的・継続的」な新聞活用の取組の実践 
北海道札幌手稲高等学校 教諭 渡邊昭博（嶋崎俊樹、櫻井智行） 

 
１ はじめに 

本本校校はは創創立立４４９９年年目目をを迎迎ええるる、、１１年年次次８８学学級級、、

２２・・３３年年次次７７学学級級（（計計２２２２学学級級））、、全全校校生生徒徒  
８８５５７７名名のの全全日日制制普普通通科科単単位位制制高高校校ででああるる。。国国

公公立立大大学学進進学学をを希希望望すするる生生徒徒がが数数多多くく入入学学しし、、

ままたた部部活活動動加加入入率率もも高高くく、、生生徒徒たたちちはは「「継継続続はは

力力ななりり」」のの校校訓訓ののももとと、、「「文文武武両両道道」」のの学学校校生生

活活をを送送っってていいるる。。１１年年次次でで生生徒徒全全員員にによよるるイインン

タターーンンシシッッププをを実実施施しし、、２２年年次次でではは大大学学かからら講講

師師をを招招いいてて連連続続

４４回回のの「「学学びび探探究究

ゼゼミミ」」をを実実施施すするる

ななどど、、キキャャリリアア教教

育育のの実実践践ににもも力力

をを入入れれてていいるる。。  
  
２２  実実践践のの経経緯緯  

  本本校校はは８８年年前前かかららＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定をを受受けけ、、

当当初初はは「「情情報報」」担担当当のの教教諭諭がが単単独独でで新新聞聞をを活活用用

ししたた授授業業実実践践をを行行っってていいたた。。実実践践指指定定２２年年目目かか

ららはは公公民民科科もも加加わわりり、、公公民民科科でではは７７年年目目のの取取組組

ととななるる。。そそのの後後、、公公民民科科単単独独のの実実践践ととななりり、、現現

在在にに至至るる。。今今回回のの実実践践報報告告はは、、公公民民科科ででのの取取組組

をを中中心心にに紹紹介介ささせせてていいたただだくく。。  
  新新聞聞をを活活用用すするるねねららいいはは、、（（１１））生生徒徒にに新新聞聞

にに触触れれるる機機会会をを提提供供ししてて社社会会のの出出来来事事へへのの関関

心心をを持持っっててももららいい、、漠漠然然ととででもも世世のの中中ののイイメメーー

ジジをを持持たたせせるるこことと。。（（２２））新新聞聞記記事事をを題題材材ととしし

たた言言語語活活動動をを通通ししてて、、資資料料活活用用のの技技能能やや思思考考

力力・・判判断断力力・・表表現現力力をを身身ににつつけけささせせるるここととででああ

るる。。特特にに（（１１））はは、、ここれれままででのの指指導導経経験験のの中中でで、、

広広くく世世のの中中ににつついいててのの知知識識ののああるる生生徒徒ののほほうう

がが、、授授業業（（教教科科をを問問わわずず））のの理理解解ががススムムーーズズにに

ななるる、、とといいうう感感覚覚をを得得たたここととがが理理由由ででああるる。。  
  ささららにに、、ここれれららののねねららいいをを実実現現すするる上上でで最最もも

心心ががけけてていいるるここととはは、、今今回回のの実実践践報報告告のの表表題題にに

ももななっってていいるる「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用とと

いいうう視視点点ででああるる。。ここれれをを可可能能ととすするるたためめにに、、日日

ごごろろかかららででききるるだだけけ時時間間やや労労力力ををかかけけずずにに、、無無

理理せせずず実実施施ででききるる形形式式でで実実践践をを行行っってていいるる。。従従

っってて、、ここれれかからら報報告告すするる実実践践のの内内容容はは昨昨年年度度まま

ででととほほぼぼ同同じじ内内容容がが中中心心でであありり、、取取組組ととししててはは

不不十十分分なな点点ももああろろううかかとと思思ううがが、、ごご容容赦赦いいたただだ

ききたたいい。。  
  
３３  実実践践のの概概要要  

（（１１））「「３３分分間間ススピピーーチチ」」    今今ままでで、、１１年年次次

のの「「現現代代社社会会」」のの授授業業のの中中でで実実践践しし、、本本校校のの新新

聞聞活活用用ののメメイインンだだっったた「「３３分分間間ススピピーーチチ」」だだがが、、

今今年年度度はは１１年年次次かからら学学習習指指導導要要領領がが改改訂訂ととなな

りり、、現現代代社社会会ががななくくななっったた。。ままたた、、新新たたにに設設けけ

らられれたた公公民民科科のの必必履履修修科科目目「「公公共共」」はは、、本本校校でで

はは２２年年次次でで学学習習すするる教教育育課課程程ののたためめ、、今今年年度度はは

「「３３分分間間ススピピーーチチ」」をを実実施施ししてていいなないい。。ここれれにに

つついいててはは、、「「５５  成成果果とと課課題題」」のの中中でで改改めめてて述述

べべたたいい。。  
（（２２））「「新新聞聞ココンンククーールルへへのの応応募募」」  
  昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、日日本本新新聞聞協協会会主主催催のの「「第第

1133 回回いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」へへ

応応募募ししたた。。（（１１））でで触触れれたたよよううにに、、今今年年度度はは１１

年年次次でで「「３３分分間間ススピピーーチチ」」をを実実施施ししてておおららずず、、

そそれれだだけけ新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが少少ななくくななっってていい

るるたためめ、、１１年年次次のの夏夏休休みみのの宿宿題題ととししてて取取りり組組まま

せせたた。。１１年年次次生生徒徒全全員員にによよるる応応募募のの結結果果、、３３名名

のの生生徒徒がが北北海海道道地地区区奨奨励励賞賞にに選選ばばれれ、、本本校校もも昨昨

年年度度にに引引きき続続きき学学校校奨奨励励賞賞ををいいたただだくくここととがが
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ででききたた。。２２００２２２２年年（（令令和和４４年年））１１２２月月１１３３日日

（（火火））付付けけのの北北海海道道新新聞聞でで、、３３名名のの生生徒徒名名とと本本

校校のの名名前前をを掲掲載載ししてていいたただだいいたた。。「「いいっっししょょにに

読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」はは、、新新聞聞にに触触れれるる機機

会会をを作作るるだだけけででななくく、、新新聞聞記記事事ををききっっかかけけにに家家

族族やや友友人人ななどどとと交交流流すするる機機会会もも提提供供ししててくくれれ

るる企企画画でであありり、、今今後後ももぜぜひひ参参加加ささせせてていいたただだきき

たたいいとと考考ええてていいるる。。  
（（３３））「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」  新新聞聞そそののももののにに触触

れれるる機機会会をを日日常常的的にに提提供供すするるたためめ、、例例年年どどおおりり

１１年年次次のの階階のの水水飲飲みみ場場にに「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」とと

題題ししてて配配達達さされれたた新新聞聞のの閲閲覧覧ススペペーーススをを設設けけ

たた。。毎毎日日、、複複数数紙紙のの記記事事をを比比較較ででききるるよよううにに、、

必必ずず月月２２紙紙購購読読しし、、掲掲示示ににもも「「○○○○新新聞聞とと□□□□

新新聞聞  二二紙紙読読みみ比比べべ」」とといいうう言言葉葉をを入入れれてて意意識識

ささせせたた。。  
  今今年年度度もも昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、入入学学式式当当日日のの新新

聞聞をを、、特特別別ににススペペーーススをを設設けけてて長長期期間間展展示示ししてて

いいるる。。高高校校生生活活をを始始めめたた人人生生のの節節目目のの日日のの新新聞聞

をを置置くくここととでで、、少少ししででもも新新聞聞にに興興味味をを持持ちち、、手手

にに取取っってて開開いいててももららいいたたいいとといいうう願願かかららででああ

るる。。  

 
ＮＩＥコーナー 

 
入学式当日の朝刊の特別展示 

145



 ままたた、、昨昨年年度度にに引引きき続続きき憲憲法法記記念念日日のの社社説説をを

比比較較すするる特特別別展展示示もも実実施施ししたた。。新新聞聞販販売売店店のの協協

力力をを得得てて、、「「朝朝日日」」「「読読売売」」「「毎毎日日」」「「日日経経」」「「産産

経経」」「「道道新新」」のの６６社社のの社社説説をを掲掲示示すするるここととががでで

きき、、各各社社のの特特徴徴をを知知るる良良いい機機会会ととななっったた。。たただだ

並並べべてて掲掲示示すするるだだけけででははななかかななかか注注目目ししててもも

ららええなないいののでで、、今今年年度度はは各各記記事事のの特特徴徴的的なな部部分分

にに線線をを引引きき、、比比較較ししややすすいいよよううにに工工夫夫ししたた。。ささ

ららにに今今年年度度はは各各社社にによよるる世世論論調調査査のの結結果果もも掲掲

示示しし、、憲憲法法改改正正とといいうう論論点点もも意意識識ささせせたた。。  

（（４４））「「ププリリンントト二二週週間間のの出出来来事事」」  

  ここれれもも継継続続ししたた取取組組ででああるるがが、、２２・・３３年年次次のの

公公民民科科（（政政治治経経済済・・倫倫理理））のの授授業業ににおおいいてて、、「「ププ

リリンントト二二週週間間のの出出来来事事」」をを作作成成しし配配布布ししてていいるる。。

ここれれはは、、過過去去二二週週間間のの出出来来事事ををふふりり返返るるとととともも

にに、、ニニュューーススののキキーーワワーードドにに注注目目ささせせ、、授授業業でで

学学習習すするる内内容容にに結結びびつつけけるるここととをを意意図図ししてていい

るる。。ニニュューーススかからら「「今今日日ののここととばば」」をを１１～～３３個個

取取りり上上げげてて解解説説すするるととととももにに、、ウウララ面面ににはは一一つつ

ののテテーーママをを取取りり上上げげててよよりり詳詳ししいい解解説説をを掲掲載載

ししてていいるる。。二二週週間間ののニニュューーススののままととめめににはは、、朝朝

日日新新聞聞のの「「NNEEWWSS  22WWEEEEKKSS」」をを活活用用ささせせてていい

たただだいいてていいるる。。  

  
４４  そそのの他他のの新新聞聞のの活活用用  

  各各年年次次のの国国語語科科がが朝朝学学習習のの一一環環ととししてて行行っっ

てていいるる取取組組ととししてて、、社社説説やや

ココララムムををＡＡ４４用用紙紙両両面面にに

印印刷刷ししたたププリリンントトをを作作成成

しし、、定定期期的的にに生生徒徒にに配配布布しし

てていいるる。。ままたた、、今今年年度度はは「「３３

分分間間ススピピーーチチ」」ががなないいたためめ

にに１１年年次次ででのの新新聞聞活活用用のの

機機会会がが少少ななくくななっったたがが、、各各

担担任任がが学学級級日日誌誌にに「「最最近近のの

ニニュューーススでで気気ににななるるこことと

をを 110000 字字程程度度でで考考察察ししよようう。。」」とといいうう欄欄ををももうう

けけ、、新新聞聞をを開開くくききっっかかけけをを作作っっててくくれれてていいるる。。

ここののよよううにに、、年年次次ごごととにに社社会会テテーーママにに目目をを向向けけ

ささせせ、、読読解解力力やや思思考考力力をを育育成成すするる言言語語活活動動にに取取

りり組組んんででいいるる。。  
  
５５  成成果果とと課課題題  

（（１１））日日常常的的・・継継続続的的なな活活動動  

  本本校校公公民民科科ででののＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、年年間間をを通通しし

てて無無理理ななくく取取りり組組めめるる内内容容ののももののをを意意識識ししてて

実実施施ししてていいるる。。今今年年度度はは「「３３分分間間ススピピーーチチ」」をを

実実施施ししてていいなないいたためめ、、例例年年よよりりもも生生徒徒がが新新聞聞にに

触触れれるる機機会会はは、、大大ききくく減減るる結結果果ととななっったたがが、、ここ

れれままでで実実施施ししててききたたそそれれ以以外外のの取取りり組組みみででああ

るる「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」やや「「二二週週間間のの出出来来事事」」なな

どどをを継継続続ででききたたののはは良良かかっったたとと思思っってていいるる。。  
（（２２））来来年年度度にに向向けけてて  

来来年年度度はは「「３３分分間間ススピピーーチチ」」ををメメイインンにに、、ささ

ららににここれれままででのの活活動動をを継継続続ししてていいききたたいい。。当当初初

 

 
憲法記念日の社説を比較した掲示 
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はは来来年年度度のの２２年年次次でで実実施施すするる公公民民科科「「公公共共」」のの

授授業業でで「「３３分分間間ススピピーーチチ」」をを実実施施すするる予予定定ででああ

っったた。。ししかかしし、、新新聞聞のの活活用用ははででききるるだだけけ早早いい年年

次次かかららははじじめめたた方方ががいいいいののででははなないいかかとと考考ええ、、

他他教教科科のの協協力力をを得得てて１１年年次次ででもも実実施施ででききなないい

かか検検討討中中ででああるる。。いいままののととこころろ、、１１年年次次のの地地歴歴

公公民民科科「「地地理理総総合合」」とと２２年年次次のの公公民民科科「「公公共共」」

ででのの実実施施をを考考ええてていいるる。。  
（（３３））課課題題  

①①時時間間のの制制限限  「「３３分分間間ススピピーーチチ」」はは授授業業のの中中

でで導導入入ととししてて実実施施すするるたためめ、、多多くくのの時時間間をを割割くく

ここととががででききなないい。。発発表表者者とと聞聞くく側側ととのの質質疑疑応応答答

ななどど、、生生徒徒間間ののややりり取取りりががああるるとと内内容容がが深深ままりり

面面白白いいとと思思ううがが、、授授業業者者ががココメメンントトををすするるだだけけ

にに留留ままっってていいるるののがが現現状状ででああるる。。  
②②新新聞聞をを読読まませせるる工工夫夫  「「３３分分間間ススピピーーチチ」」やや

「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」ななどど、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを

設設定定ししてていいるるがが、、実実際際にに「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」でで

新新聞聞をを閲閲覧覧すするる生生徒徒はは限限らられれてていいるるののがが現現状状

ででああるる。。新新聞聞をを読読むむここととのの意意義義ををささままざざままなな形形

でで伝伝ええてていいききたたいい。。  
  
６６  おおわわりりにに  

  本本校校公公民民科科ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは７７年年目目

をを迎迎ええ、、日日常常的的・・継継続続的的なな取取組組もも定定式式化化ししたたがが、、

今今年年度度はは「「３３分分間間ススピピーーチチ」」をを実実施施せせずず、、来来年年

度度かからら新新たたなな形形式式でで再再開開すするるここととににななるる。。  
  試試行行錯錯誤誤をを続続けけ、、よよりりよよいい実実施施のの方方法法をを探探っっ

てていいききたたいい。。  
  新新聞聞活活用用ののねねららいいやや目目的的をを十十分分達達成成すするるたた

めめ、、無無理理ななくく継継続続的的にに続続けけらられれるる範範囲囲でで改改善善・・

充充実実をを図図りりななががらら、、今今後後もも持持続続可可能能でで生生徒徒ににもも

有有効効なな活活用用方方法法をを探探っってていいききたたいい。。本本校校ででのの取取

組組がが、、少少ししででもも他他校校のの先先生生方方のの実実践践にに役役立立ててばば

幸幸いいででああるる。。  
  
  
  
 

プリント二週間の出来事 
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１１  ははじじめめにに  

本本校校はは広広域域通通信信制制、、単単位位制制のの普普通通科科  
高高等等学学校校でであありり、、帯帯広広学学習習セセンンタターーはは  
全全国国２２７７かか所所のの学学習習拠拠点点のの１１つつととししてて  
２２００１１００年年にに開開設設、、２２００１１６６年年にに現現在在  
地地にに移移転転ししたた。。  

今今年年度度、、１１、、３３年年生生選選択択授授業業のの科科学学  
ののななかかでで「「新新聞聞記記事事をを利利用用ししたた学学習習」」  
にに取取りり組組んんだだ。。  
  

２２  学学習習ののテテーーママ  

  選選択択授授業業・・１１、、３３年年生生科科学学「「感感染染症症かからら身身

をを守守ろろうう」」  
  

３３  学学習習ののねねららいい  

 冬冬のの十十勝勝地地方方はは空空気気がが乾乾燥燥ししててイインンフフルル

エエンンザザななどどのの感感染染がが増増ええるる季季節節ででももああるる。。

イインンフフルルエエンンザザのの流流行行期期をを前前にに感感染染をを予予防防

すするるたためめにに推推奨奨さされれてていいるる「「手手洗洗いい」」のの意意

味味をを理理科科的的なな視視点点かからら理理解解すするるととととももにに

「「手手洗洗いい」」でではは予予防防ででききなないい感感染染症症ののああるる

ここととをを知知りり、、そそのの予予防防にに必必要要ななここととはは何何かか

をを考考ええるる。。今今回回はは感感染染症症のの例例ととししててイインンフフ

ルルエエンンザザ、、新新型型ココロロナナウウィィルルスス感感染染症症とと増増

加加のの著著ししいい性性感感染染症症ををととりりああげげたた。。  

 

  

  

  

  

  

  

  

  

４４  時時間間  

 ２２時時限限続続きき授授業業１１回回でで行行っったた。。  

    １１時時限限目目    

        ①①実実験験：：界界面面活活性性剤剤がが植植物物油油        

          をを水水にに分分散散ささせせるる  

        ②②せせっっけけんんでで手手をを洗洗ううここととのの効効果果  

        ③③アアルルココーールル消消毒毒ととのの使使いい分分けけ  

        ④④「「手手洗洗いい」」でで予予防防ででききなないい感感染染  

            症症ははああるるかか  

    ２２時時限限目目    

        ⑤⑤新新聞聞記記事事のの比比較較、、通通信信社社配配信信記記  

          事事とと自自社社取取材材記記事事  

  ⑥⑥保保健健所所別別のの発発生生件件数数をを管管轄轄人人口口  

    比比でで比比較較すするる  

  ⑦⑦性性感感染染症症をを予予防防すするるたためめにに必必要要  

    ななここととはは何何かか  

 

 

 

 

２２００２２２２年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

  新新聞聞記記事事をを利利用用ししたた授授業業づづくくりり  
星星槎槎国国際際高高等等学学校校帯帯広広学学習習セセンンタターー  教教諭諭  高高橋橋  知知行行  
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時限 テーマ 概要 

１ ①実験 ・界面活性剤を用いて油脂を水中に分散させる。 

・分散と溶解の違いを視覚的に確かめる。 

②せっけんによる「手洗

い」の効果 

・ウィルスの脂質二重層に作用して、破壊する。 

・手洗いではすすぎも大切。 

③アルコール消毒との

使い分け 

・アルコールはタンパク質を変成させる。 

・肌荒れを起こすことがある。 

④「手洗い」で予防でき

ない感染症 

・性感染症を知る 

２ ⑤記事の比較 ・通信社とはどのようなものか。 

・通信社配信記事と独自取材記事。 

・一報と続報。 

⑥発生状況 ・性感染症が増えている実態がある。 

・全国、北海道、十勝ではどうか。 

⑦性感染症の予防 ・性感染症の感染経路。 

・予防に必要なこと。 

・お互いを尊重するとはどういうことか。 

・自分ごととして考える。 

５５  記記事事のの利利用用  

 共共同同通通信信（（電電子子版版））、、朝朝日日新新聞聞（（電電子子版版））、、北北海海道道新新聞聞（（電電子子版版、、紙紙面面版版））、、十十勝勝毎毎日日新新

聞聞（（電電子子版版、、紙紙面面版版））をを使使いい、、数数年年前前かからら感感染染者者がが急急増増ししてていいるる梅梅毒毒にに関関すするる記記事事をを取取

りり上上げげ、、通通信信社社配配信信記記事事をを掲掲載載ししたた記記事事とと自自社社取取材材記記事事のの比比較較をを行行っったた。。  
授授業業でではは記記事事ののほほかか、、帯帯広広市市内内のの医医師師がが監監修修ししたたビビデデオオ教教材材をを用用いいたた。。  
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６６  生生徒徒たたちちのの取取りり組組みみ  

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共共同同通通信信  22002222//1111//0011        北北海海道道新新聞聞  22002222//1111//0011    十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002222//0088//2299    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002222//0088//2299    北北海海道道新新聞聞  22002222//1111//0077      朝朝日日新新聞聞  22002222//0099//2200  

 

・・通通信信社社配配信信記記事事をを受受けけてて地地域域にに関関すするる続続報報をを載載せせてていいるる。。  

・・電電子子版版ににああっったた通通信信社社名名がが紙紙面面でではは略略さされれてていいるる。。  

・・電電子子版版とと紙紙面面でではは見見出出ししののつつけけかかたたがが変変わわっってていいるる。。  

・・同同じじよよううななテテーーママででもも新新聞聞社社にによよっってて掲掲載載のの時時期期ががちちががうう。。  

・・記記事事ののななかかにに関関連連情情報報をを載載せせてていいるる。。  

 

（（１１））記記事事をを読読みみ、、通通信信社社（（共共同同、、時時事事））がが配配信信ししたた記記事事がが、、どどののよよううにに新新聞聞紙紙  

      面面にに反反映映さされれてていいるるかかをを学学んんだだ。。  
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７７  生生徒徒たたちちのの感感想想  

新新型型ココロロナナ感感染染症症のの拡拡大大にに伴伴っってて「「感感染染

症症のの予予防防」」がが話話題題ににななるるここととがが多多くくななっったた。。

ままたた、、寒寒冷冷、、乾乾燥燥のの季季節節ははイインンフフルルエエンンザザ

のの流流行行期期ででももああるるここととかからら「「感感染染症症のの予予防防」」

とといいうう入入口口かからら性性感感染染症症をを取取りり上上げげたた。。  

①①十十勝勝ででもも性性感感染染症症がが増増ええてていいるるののががわわ    

  かかっったた。。  

  ②②道道内内ででもも感感染染者者がが多多いい。。  

③③ココンンドドーームムがが大大事事ななここととががわわかかっったた。。  

④④感感染染すするるののははいいややだだかからら、、ちちょょっっとと考考  

  ええななくくちちゃゃ。。  

⑤⑤おお互互いいののここととをを考考ええたたらら軽軽くくなないいとと思思  

  っったた。。  

⑥⑥心心配配ががああっったたらら病病院院にに行行くく（（そそううなならら  

  なないいよよううににすするる。。））  

８８  留留意意点点  

今今年年度度はは選選択択授授業業・・科科学学がが１１、、３３年年生生のの

構構成成ととななりり、、既既にに生生物物基基礎礎をを履履修修ししてていいるる

３３年年生生とと未未履履修修のの１１年年生生がが混混在在すするるたためめ、、    

１１年年次次科科目目のの「「科科学学とと人人間間生生活活」」ををベベーー

ススににししたた。。ままたた、、男男女女混混合合ククララススでで心心理理的的

  

  

  

ににななららなないいよよううにに教教材材をを選選びび、、将将来来にに向向けけ

たた学学習習ににななるるよようう後後日日にに生生殖殖、、妊妊娠娠、、出出産産

のの学学習習をを設設定定ししたた。。  

９９  反反省省おおよよびび今今後後のの課課題題  

数数年年前前かからら新新型型ココロロナナ感感染染症症のの流流行行にに伴伴

っってて感感染染予予防防ののたためめ「「手手洗洗いい」」をを励励行行さされれ

てていいるる。。ままたた、、十十勝勝でではは数数年年前前にに１１００代代のの

性性感感染染症症がが増増ええ、、そそのの対対策策がが地地域域のの課課題題とと

ななっってていいたた。。一一方方、、性性感感染染症症はは保保健健体体育育科科

のの授授業業でで扱扱わわれれてていいるるがが、、保保健健体体育育のの授授業業

時時間間がが少少ななくく教教科科ののすすべべててをを対対面面授授業業ののなな

かかでで網網羅羅すするるここととはは難難ししいい。。そそののたためめ、、教教

科科横横断断のの試試みみととししてて選選択択授授業業・・科科学学ののななかか

でで取取りり上上げげるるここととととししたた。。初初めめててのの試試みみでで

ああっったたたためめ「「手手洗洗いい」」をを入入口口ととししててどどうう展展

開開すするるかか、、農農業業振振興興、、社社会会基基盤盤整整備備ののよようう

なな比比較較的的明明るるいい部部分分だだけけででななくく、、ととももすすれれ

ばば隠隠れれががちちなな地地域域のの課課題題ををどどうう伝伝ええるるかかなな

どど、、未未消消化化なな部部分分がが残残っったたののでで、、今今後後、、ささらら

にに検検討討ししたたいい。。そそののよよううなな状状況況ででもも生生徒徒たた

ちちががそそれれぞぞれれにに身身近近ななここととととししてて感感じじててくく

れれたたここととがが良良かかっったた。。  

・・感感染染症症はは新新型型ココロロナナ、、イインンフフルルエエンンザザ、、食食中中毒毒だだけけででははなないい。。  

・・感感染染症症のの種種類類にによよっってて予予防防法法はは異異ななるる。。  

・・知知ららなないいううちちにに感感染染すするる、、ささせせるるとといいううののはは不不安安ににななるる。。 

・・性性感感染染症症ののここととががわわかかっったた。。  

・・性性感感染染症症にに感感染染すするるききっっかかけけがが身身近近ななととこころろににももあありりそそううだだ。。  

・・ココンンドドーームムはは避避妊妊だだけけじじゃゃなないいここととががわわかかっったた。。  

・・行行動動ににはは気気ををつつけけるる。。  

・・相相手手ののこことともも考考ええてて責責任任ががああるる。。 

（（２２））感感染染症症をを予予防防すするるににははどどううすすれればばいいいいかかをを考考ええたた。。  

（（３３））医医師師のの監監修修ししたたビビデデオオをを視視聴聴ししてて、、性性感感染染症症のの予予防防ににつついいてて学学習習ししたた。。  
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22002222年年度度  NNIIEE  実実践践報報告告  
  

    実実践践テテーーママ  新新聞聞をを通通ししたた出出会会いいとと原原体体験験  
  
                                      札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  教教諭諭  髙髙倉倉  沙沙希希  

 

 

１１..  ははじじめめにに  

 本本校校はは、、札札幌幌市市南南区区ににああるる私私立立学学校校ででああ

るる。。現現在在全全校校生生徒徒はは665577名名でで、、11年年次次はは単単位位

制制、、22,,33学学年年ははココーースス制制ととななっってていいるる。。単単位位

制制でではは生生徒徒そそれれぞぞれれがが「「学学びび方方」」をを選選択択でで

ききるるここととがが特特徴徴だだ。。ココーースス制制ででははそそれれぞぞれれ

のの教教育育課課程程でで学学習習内内容容やや生生徒徒のの雰雰囲囲気気がが異異

ななっってておおりり、、ココーーススごごととのの「「色色」」ががあありり、、

校校内内はは多多様様なな学学習習のの場場ととななっってていいるる。。  

  ままたた、、「「人人物物多多様様性性」」をを掲掲げげるる本本校校でで

はは、、「「生生徒徒のの数数だだけけ進進路路ががああるる」」をを基基本本理理

念念にに「「出出会会いいとと原原体体験験」」やや、、教教科科のの垣垣根根をを

越越ええたた学学びびをを通通じじてて、、生生徒徒毎毎ののキキャャリリアアをを

支支援援ししてていいるる。。  

  

22..  実実践践のの背背景景  

  現現在在、、本本校校でではは  CChhrroommeebbooookk  をを活活用用ししたた  

IICCTTででのの学学習習がが多多くく行行わわれれてていいるる。。GGooooggllee    

ffoorr  EEdduuccaattiioonn  をを活活用用しし、、GGoooogglleeススラライイドド  

作作成成やや作作成成物物をを用用いいたたププレレゼゼンン、、GGooooggllee  フフ

ォォーームム  をを活活用用ししたた小小テテスストトややアアンンケケーートト、、

GGooooggllee  MMeeeett  ををつつなないいででののオオンンラライインン全全校校

集集会会ななどど、、教教科科ややシシチチュュエエーーシショョンンにによよっっ

ててささままざざままだだ。。そそのの中中ででもも、、ココロロナナ禍禍のの生生

徒徒ののオオンンラライインン学学習習活活動動でではは「「調調べべ学学習習」」

やや「「検検索索すするる」」ここととががよよりり多多くくななっったた。。そそ

ししてて世世のの中中ででははささままざざままななSSNNSSアアププリリややツツーー

ルルがが出出現現しし、、生生徒徒のの多多くくははネネッットトのの情情報報  

  

  
にに依依存存ししてていいるる現現状状ががああるる。。ネネッットトのの情情報報

のの信信憑憑性性やや信信頼頼性性がが問問題題視視さされれてていいるる現現代代

社社会会でではは、、一一つつのの情情報報にに依依存存すするるののででははなな

くく、、正正確確なな情情報報をを自自らら見見極極めめ選選択択すするる力力がが

求求めめらられれてていいるる。。そそののたためめ、、今今回回のの実実践践でで

はは「「新新聞聞」」とといいうう選選択択をを生生徒徒にに与与ええるるこことと

でで、、ささままざざままなな視視点点でで物物事事をを多多角角的的ににみみるる

力力やや、、正正確確なな情情報報をを読読みみ取取るる力力をを育育成成すす

るる。。ままたた、、そそのの正正確確なな情情報報をを伝伝ええるる新新聞聞はは

どどののよよううにに私私たたちちのの元元にに届届いいてていいるるののかかをを

知知りり、、自自ららののキキャャリリアア選選択択ににつつななげげたたいいとと

考考ええたた。。  

  

  
▼▼GGooooggllee  ススラライイドド  をを活活用用ししててププレレゼゼンンすす
るる生生徒徒のの様様子子  
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33..  実実践践内内容容（（11）） 

・・教教科科：：学学校校設設定定科科目目「「探探究究基基礎礎ⅠⅠ」」  

・・学学年年：：22学学年年総総合合ココーースス（（3300名名））  

・・単単元元：：社社会会問問題題のの課課題題解解決決策策をを考考ええよようう  

・・目目標標：：自自分分たたちちがが生生活活すするる現現代代社社会会でで起起ここっってていいるる事事象象にに関関心心をを持持ちち、、正正解解ののなないい問問いいにに対対        

ししてて納納得得解解をを導導きき出出すす。。  

・・概概要要：：現現代代社社会会でではは多多くくのの問問題題やや事事象象がが起起ここるるがが、、そそれれははななぜぜ存存在在すするるののかか。。ままたた、、社社会会をを        

つつくくるる組組織織とと私私たたちちのの暮暮ららすす社社会会ににどどののよよううなな関関連連性性ががああるるののかかをを新新聞聞記記事事かからら読読みみ

取取りり、、経経済済、、法法律律、、地地域域ななどど「「社社会会科科学学」」のの視視点点でで多多角角的的にに考考察察すするる。。  

・・活活動動状状況況：：  

時時間間  活活動動内内容容・・生生徒徒のの活活動動  活活用用ツツーールル  

11時時間間目目  ・・単単元元内内容容、、目目的的のの共共有有  

・・社社会会科科学学ののテテーーママににつついいててののキキーーワワーードドママッッピピンンググ作作成成  

（（経経済済・・経経営営・・商商学学・・法法律律・・行行政政政政策策・・地地域域））  

GGooooggllee  ススラライイドド  

イインンタターーネネッットト  

22時時間間目目  ・・身身のの回回りりでで起起ここっってていいるる事事象象をを見見つつけけるる  

・・そそのの事事象象のの新新聞聞記記事事をを探探しし読読みみ取取るる  

ネネッットトニニュューースス  

新新聞聞  

33時時間間目目  ・・新新聞聞記記事事のの要要約約  

・・内内容容にに対対すするる問問いいをを立立ててるる  

・・課課題題発発見見、、課課題題解解決決策策をを立立ててるる  

新新聞聞  

44時時間間目目  ・・成成果果物物のの共共有有  

・・意意見見交交換換、、リリフフレレククシショョンン  

新新聞聞  

▼▼社社会会科科学学ををテテーーママににししたた  

 キーワードマッピング 
▼新聞記事から読み取った社会問題に関す
る課題と課題解決策 
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44..  実実践践内内容容（（22）） 
・・教教科科：：倫倫理理  

・・学学年年：：33学学年年進進学学ココーースス（（7733名名））  

・・単単元元：：第第2299回回新新聞聞配配達達にに関関すするるエエッッセセーーココンンテテスストト（（日日本本新新聞聞協協会会））  

・・目目標標：：馴馴染染みみののなないいテテーーママににおおいいててももアアイイデデアアやや文文章章をを絞絞りり出出すす力力ををつつけけるる。。  

        テテーーママにに対対ししてて決決めめらられれたた時時間間内内でで一一定定程程度度のの文文章章をを作作成成すするる能能力力をを向向上上ささせせるる。。  

        推推薦薦受受験験やや面面接接試試験験でで活活かかせせるる経経験験ととすするる。。  

・・概概要要：：現現代代社社会会でではは若若者者のの新新聞聞離離れれがが進進んんででいいるる。。若若者者にに限限ららずず、、日日本本新新聞聞協協会会がが公公表表ししたた

最最新新デデーータタにによよるるとと、、ここのの55年年間間でで失失わわれれたた発発行行部部数数はは11000000万万部部ににもも及及んんででおおりり、、ここのの

ままままだだとと1155年年後後ににはは日日本本かからら紙紙媒媒体体ででのの新新聞聞がが消消ええててししままうう勢勢いいすすららああるる。。特特にに新新型型

ココロロナナウウイイルルススのの影影響響にによよるるオオンンラライインンツツーールルのの普普及及でで、、ニニュューーススをを知知るる手手段段ととししてて

のの新新聞聞のの必必要要性性がが減減少少ししてていいるるののだだ。。自自らら新新聞聞をを手手にに取取るるここととがが少少なないい高高校校生生ににははここ

ののよよううなな現現実実をを踏踏ままええたたううええでで、、新新聞聞のの構構成成にに触触れれててももららいい、、関関心心をを持持っっててももららうう。。

ままたた、、新新聞聞とと自自分分のの間間ににああるるエエピピソソーードドをを言言語語化化すするるここととでで、、新新聞聞のの重重要要性性をを発発見見しし

ててももららうう機機会会ととすするる。。  

・・活活動動状状況況：：  

時時間間  活活動動内内容容・・生生徒徒のの活活動動  活活用用ツツーールル  

11時時間間目目  ・・単単元元内内容容、、目目的的のの共共有有  

・・新新聞聞ががどどののよよううにに自自分分たたちちのの元元にに届届いいてていいるるののかかをを知知るる  

・・新新聞聞をを実実際際にに手手にに取取りり構構成成をを知知るる  

GGooooggllee  ススラライイドド  

GGooooggllee  ドドキキュュメメンン

トト  

新新聞聞  

22時時間間目目  ・・エエッッセセーーココンンテテスストト  テテーーママのの材材料料集集めめ  新新聞聞  

33時時間間目目  ・・エエッッセセーーココンンテテスストト下下書書きき作作成成  新新聞聞  

44時時間間目目  ・・エエッッセセーーココンンテテスストト清清書書  新新聞聞  

55時時間間目目  ・・エエッッセセーーココンンテテスストトへへのの応応募募、、リリフフレレククシショョンン  GGooooggllee  フフォォーームム  

 
▼エッセーコンテストの応募作品 
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55..  成成果果ととリリフフレレククシショョンン 
  22学学年年のの探探究究基基礎礎ででははささままざざままなな社社会会問問題題にに触触れれ、、どどののよよううなな課課題題ががあありり、、自自分分たたちちががどどののよよ

ううなな行行動動をを取取れればば解解決決ででききるるののかかとといいううここととをを、、新新聞聞をを通通ししててイイメメーージジしし考考察察すするるここととががでできき

てていいたた。。特特にに、、今今ままでで興興味味関関心心ののななかかっったた分分野野のの新新聞聞記記事事をを友友人人にに勧勧めめらられれてて読読みみ意意見見交交換換をを

行行うう生生徒徒やや、、課課題題解解決決策策ををググルルーーププ内内でで共共有有しし「「ででききるるこことと」」とと「「ででききなないいこことと」」をを仕仕分分けけ見見

極極めめるる生生徒徒がが印印象象的的ででああっったた。。  

  33学学年年ののエエッッセセーーココンンテテスストトでではは、、新新聞聞のの構構成成やや日日常常生生活活ででのの新新聞聞ととのの関関わわりりにに関関心心をを持持つつ生生

徒徒がが多多かかっったたここととがが印印象象的的ででああっったた。。特特にに33学学年年はは進進路路決決定定、、進進路路活活動動がが重重要要だだがが、、自自分分のの目目指指

すす進進路路ににつついいててのの情情報報ををどどここでで収収集集すするるべべききかかとといいうう悩悩みみをを持持つつ生生徒徒ももいいたた。。そそここでで「「新新聞聞をを

読読むむ」」とといいうう手手段段をを見見つつけけ、、実実際際にに新新聞聞記記事事にに触触れれるるここととでで新新たたなな知知識識をを得得るるここととががででききたた。。

ままたた、、新新聞聞がが自自分分たたちちのの手手元元にに届届くくままででにに関関わわるる「「働働くく人人」」にに関関心心をを持持ちち、、日日本本のの将将来来をを担担うう

若若者者のの一一人人ととししてて「「働働くくこことと」」ににもも視視点点をを当当ててたたここととがが、、生生徒徒そそれれぞぞれれののキキャャリリアア選選択択ににつつなな

ががっったたとと感感じじるる。。  

  
▼▼エエッッセセーーココンンテテスストトのの取取りり組組みみをを終終ええたた生生徒徒ののリリフフレレククシショョンン  

 

66..  最最後後にに 
 本本校校でではは日日常常的的にに  CChhrroommeebbooookk  をを活活用用しし情情報報収収集集ややレレポポーートト作作成成ななどどをを行行っっててききたたがが、、今今回回

ののNNIIEE実実践践授授業業でではは新新聞聞記記事事にに触触れれ、、「「自自分分ににででききるる社社会会問問題題のの解解決決方方法法」」やや「「進進路路選選択択・・キキャャ

リリアア選選択択ののヒヒンントト」」をを生生徒徒自自身身がが導導きき出出せせるるよようう、、深深いい学学びびのの実実現現をを意意識識ししたた学学習習形形態態ととしし

たた。。生生徒徒ににととっっててのの当当たたりり前前のの日日常常ににははイインンタターーネネッットトがが存存在在しし、、検検索索すすれればば求求めめてていいるる答答ええ

ををすすぐぐにに教教ええててくくれれるるここととがが普普通通だだ。。ししかかしし今今回回のの学学習習ででははイインンタターーネネッットトかからら目目線線をを離離しし、、

新新聞聞記記事事やや新新聞聞のの背背景景ににいいるる人人々々にに注注目目ささせせたたここととでで、、授授業業者者ととししててもも物物事事をを多多角角的的なな視視点点でで

考考察察すするるここととがが重重要要だだとと再再確確認認すするるここととががででききたた。。今今後後ののNNIIEE実実践践授授業業でではは、、よよりり生生徒徒がが主主体体的的

にに学学びび、、生生徒徒自自身身のの力力ににななるるよようう取取りり組組んんででいいききたたいい。。  
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                          編編集集をを終終ええてて  

  

  「「ぼぼくくはは、、ここののききじじををええららんんだだよよ。。わわけけはは・・・・」」「「わわたたししはは、、ここのの記記事事のの写写真真をを見見てて・・・・」」  

「「ここのの記記事事はは、、ここここにに貼貼っったたらら良良いいののでではは・・・・」」全全校校児児童童 2277名名がが 66 つつのの縦縦割割りりググルルーーププにに

分分かかれれ、、児児童童 11 人人ひひととりりがが選選んんだだおお勧勧めめのの記記事事でで作作成成すするる「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」のの活活動動がが、、

22002222 年年 1111 月月、、根根室室管管内内別別海海町町立立中中西西別別小小学学校校でで公公開開さされれままししたた。。「「相相手手にに伝伝ええるるこことと」」をを

目目標標にに、、11年年生生かからら 66年年生生ままででががググルルーーププととななりり、、自自分分のの言言葉葉でで記記事事をを選選んんだだ理理由由をを友友だだちち

にに伝伝ええよよううととすするる姿姿、、友友だだちちのの考考ええををししっっかかりり聞聞ここううととすするる姿姿ががたたくくささんんがが見見らられれたた有有意意

義義なな活活動動でであありりままししたた。。ここのの「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」はは、、「「記記事事をを読読みみ選選択択すするる」」「「理理由由をを言言葉葉でで

伝伝ええるる」」「「記記事事のの感感想想をを文文字字でで書書くく」」「「互互いいにに交交流流しし気気付付ききをを深深めめるる」」等等のの活活動動をを通通ししてて、、読読

解解力力・・思思考考力力・・表表現現力力・・言言語語能能力力等等をを育育ててるるここととががででききるるツツーールルでであありりまますす。。ささららにに、、互互いい

をを尊尊重重ししよよううととすするる心心をを育育ててるるここととににももつつななががるる活活動動ででももあありり、、中中西西別別小小学学校校のの子子どどももたた

ちちにに定定着着ししててききてていいるるここととがが感感じじらられれままししたた。。  

  高高等等学学校校でではは、、22002222 年年度度かからら新新学学習習指指導導要要領領がが本本格格実実施施ととななりりままししたた。。各各校校でではは、、探探究究

的的なな学学習習等等でで、、地地域域のの特特色色をを生生かかししたた実実践践がが行行わわれれてていいまますす。。今今、、ヨヨーーロロッッパパでで起起ここっったた戦戦

争争がが、、私私たたちちのの身身近近なな生生活活ににままでで影影響響をを及及ぼぼししてていいるる、、ググロローーババルル化化さされれたた世世界界のの現現状状かからら、、

子子どどももたたちちのの生生ききるる時時代代はは、、まますすまますす予予測測不不可可能能なな時時代代とといいええまますす。。ここのの時時代代をを生生ききてていいくく

子子どどももたたちちののたためめにに、、小小中中学学校校でで育育ままれれたた力力ががししっっかかりりとと高高等等学学校校ににもも受受けけ継継ががれれ、、子子どどもも

たたちちのの「「生生ききるる力力」」ととななるるここととをを願願ううばばかかりりでですす。。  

  ささてて、、22002222 年年度度ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書でではは、、校校内内ににおおいいてて子子どどももたたちちがが日日常常的的にに新新聞聞とと触触れれ

ああええるる環環境境整整備備のの工工夫夫やや教教科科のの中中ででのの単単元元計計画画にに位位置置付付いいたた実実践践事事例例がが多多くく報報告告さされれてていい

まますす。。学学校校のの教教育育課課程程ににししっっかかりりとと新新聞聞活活用用をを位位置置付付けけるるここととでで、、学学校校ととししててのの体体系系的的なな取取

組組がが可可能能ととななりりまますす。。ここののたためめににはは、、学学校校がが自自校校のの児児童童生生徒徒のの実実態態ををししっっかかりり捉捉ええ、、「「育育てて

たたいい子子どどもものの姿姿」」をを明明確確ににししてて、、どどのの場場面面でで新新聞聞をを活活用用すするるここととががねねららうう子子どどもものの姿姿にに結結びび

つつくくののかかをを明明確確ににししななけけれればばななりりまませせんん。。  

  本本編編がが有有効効活活用用さされれ、、皆皆様様方方のの学学校校ででねねららうう子子どどもものの姿姿のの育育成成にに、、ここのの実実践践がが活活かかさされれるる

ここととをを願願っってておおりりまますす。。  
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